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    　当アンソロジーはテーマが【悪役令息】でございます。全てはフィクションであり、実際の事件・人物などとは一切関係ありません。

    　

    　また、販売紹介ページに閲覧時の注意を記載しておりますので、苦手なシチュエーションがある方はご一読をお願いします。
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        【時は進む】　猫宮乾

        


        　古ぼけた柱時計を一瞥しながら、俺は緩慢に瞬きをした。

        　本日の昼の事を思い出す。王立学院の回廊を、同じ委員会のギルベルト先輩と歩いていた時、俺はとあるイジメの現場に遭遇した。

        「エドガー様のご命令だ」

        「こちらにはエドガー様がついている」

        　

        　今日も今日とて、俺の名前を出して他者を苛む愚か者がいたのである。横にいたギルベルト先輩が呆れたように目を眇めてから、助けに向かった。俺は突っ立ってそれを見ていた。何故ならば、悪辣なイジメの犯人達が、自分と同じ貴族の派閥であったからだ。その事実すら嘆かわしい。

        　実際、俺は様々な悪行に手を染めているかもしれないし、悪役令息と囁かれてはいるが、稚拙なイジメなどはどちらかと言えば毛嫌いしているし、滑稽だとすら思う。そこに己の名前が用いられると、溜息が出そうになるほどだ。

        　名門アーベントロート侯爵家の次男として生まれた俺は、現在ルドソン王立学院の第九学年で今年で二十一歳である。同学院を卒業した兄は、現在は外交官として隣国ベルティエ公国に赴任中だ。父はこのダウデルト王国の宰相をしている。

        　実情を知らない者達は、華々しいアーベントロート侯爵家の威光を称賛する。

        　そして実態を知る人間は、こう口にする。

        　――悪の華。

        　アーベントロート侯爵家に生まれたる者、敵に容赦してはならないというのが、家訓である。俺も生まれ落ちたその日から同様の教育を受けてきた為、お世辞にも道徳的とは言えない行為に手を染める事も多かった。様々な対象を蹴散らせて進んできた。具体例を挙げるとするならば、既にルドソン王立学院の生徒は、俺が基本的には掌握している。

        　だが、その俺の名を騙って、あるいは俺を思ってなのかもしれないが、他者を害しようとする者が絶えない。俺は、やる時は己の手を下す主義なのだが……特に新入生や編入生などは、その辺を理解出来ていないようだ。

        「エドガー」

        　その時声をかけられたので、俺はゆっくりと振り返った。常に余裕を保持し、隙を決して見せない事、それもまたアーベントロート侯爵家に生まれし者が身につけさせられる事柄の一つだ。

        「お待ちしておりました」

        　俺に声をかけてきたのは、俺と同じ第九学年に在籍しているヨルク・ダウデルト第一王子殿下である。学院のはずれにあるこの黒鶫の塔に、俺を呼び出した当人だ。

        　貴族とは、王族に仕える者である。

        　俺は幼少時、『ご学友』という立場で、ヨルク殿下のそばに居る事が多かった。

        　現在では、俺はヨルク殿下の二人いる伴侶候補の一人である。

        　このダウデルト王国では、恋愛結婚が推奨されているのだが、次期国王陛下が生涯独身というのは認められていない。ご本人が望んだとしても、周囲が決して許さず、圧力をかけるのは目に見えている。その為、『万が一ヨルク殿下に結婚相手が見つからなかった場合の伴侶候補』として、俺は待機させられている。

        　ヨルク殿下の伴侶候補待機者となる事にも、紆余曲折があった。

        　王家と縁組したいと望む貴族は多い。その虫螻のような連中を蹴散らす事もまた、俺に課せられた義務であった。

        「何か御用でしょうか？」

        　率直に俺は尋ねた。本日の昼に急遽呼び出されたせいで、現在予定が著しく狂っている。敵に容赦はしないアーベントロート侯爵家にあっても、王家・王族だけは絶対的な存在なので、俺はヨルク殿下の呼び出しを無視するわけにもいかず、この塔へと訪れた。

        　本来であれば、今頃はアーベントロート侯爵家において、若年層を主体とした夜会が開かれているから、第八学年から第十学年、及び卒業生といった招いた相手に対し、俺は社交をしているはずだった。柱時計を見れば、もう十八時を過ぎている。

        　現在父は外遊中なので、俺が責任をもって応対しなければならないというのに……。

        　俺は一刻も早く夜会に向かい、人脈造りと、『結婚相手』を探さなければならないというのに、酷い話である。

        　――結婚相手。

        　というのも、待機をしているせいで、俺は公的には許婚や婚約者を持つ事が許されない。だが、待機はあくまでもただの待機であるし、俺とヨルク殿下が結婚する未来は訪れないと考えられる。それこそ親しかった、『ご学友』だった幼き頃、チュッと戯れに頬にキスをされた事はあるが、現在俺とヨルク殿下は用件が無ければ会話すらしない。

        　ヨルク殿下は、恐らくは隣のベルティエ公国から、ある種の『人質』としてこの国に幼いころから留学中であるレミール・ベルティエと結婚するのだろうと俺は思っている。ベルティエ公爵子息のレミール様は、ダウデルト王国の王宮でヨルク殿下と一緒に育ち、現在もほぼ常に二人でいるほどの仲の良さで、二人が親しい事は疑いようもない。

        　ちなみに呼び出された心当たりは、一つきりだ。それこそ、昼のイジメだ。イジメられていたのが、レミール様だったのである。俺はギルベルト先輩が助けに入るのを見守った後、俺の名を勝手に使っている愚か者どもを排除するべく行動したので、直接的には関わってはいないが、主犯だと思われても当然だろう。

        「噂を小耳に挟んだ」

        「どのような噂でしょうか？」

        　暫しの間沈黙していたヨルク殿下が漸く口を開いたので、間を置かずに俺は聞き返した。

        「エドガーが内々に婚約者を探しているという話だ」

        「……お戯れを」

        　俺は顔を背けてしまいそうになったが、堪えて首を振る。事実であるが、認めるわけにはいかない。イジメの話で無かった事が、少し以外ではある。なお、王族に対して偽りを述べる事にも、特に躊躇いは無かった。しかし、だ。ヨルク殿下だって俺と結婚するつもりは微塵も無いと思うのだし、何故その噂一つを問題視するのか疑問である。

        　確かに王立学院の中では、俺が待機者であると知る者も多いし、『さすがは伴侶候補筆頭！』などとおだてて持ち上げられる事も多々あるが、そんな事実は無い。

        「探しているのか？　いないのか？」

        「……おりません。俺は、ヨルク殿下の伴侶候補として、待機しておりますので」

        　俺が告げると、ヨルク殿下が細く吐息した。蒼い瞳には、どこか探るような冷たい色が浮かんでいる気がする。黒髪を揺らしたヨルク殿下は、その後、一歩前へと出て、俺の正面に立った。昔はそう変わらなかった身長であるが、現在は殿下の方が大きい。

        「その言葉に嘘は無いな？」

        「勿論です。もう宜しいですか？　俺も暇ではないんです」

        「いいや、本題は別だ」

        「まだ何か？」

        　思わず俺は、目を眇めてしまった。ヨルク殿下は普段、比較的温厚であり、俺が強い口調でこのように言えば、沈黙する事が多い。言葉を撤回してくれる場合もある。今夜もそうなるだろうと、俺は漠然と考えていた。

        「――今宵、夜伽の技法の練習をしたい。付き合ってもらう」

        「え？」

        「閨関連の練習は、待機している候補者が担う責務だったな？」

        「そ、それは……そうですが……？　レミール様は今宵はおられないのですか？」

        「何故レミールの名前が出てくるんだ？」

        「へ？」

        「俺はエドガーを希望している。不満か？」

        　ヨルク殿下の声音は冷ややかだった。しかし俺が冷や汗をかいたのは、気圧されたからではない。夜伽の技法、閨の講義……それらは、王族のみが必修で学ぶ、性行為の手法だ。貴族も内々に家庭教師を雇う場合は多い。だが俺は仮にも待機者なので、過去に実地で学ぶ事は許されなかった。それでも座学における知識はある。

        　男性しか存在しないこの国においては、後孔にもう一方が陰茎を挿入する、という、状況になるはずだ。ちなみに子供は、中に射精されてお互いの魔力が混じると生まれてくると聞く。この国において貴族とは、魔力を持つ血筋の人間と同義である。最も魔力量が膨大なのが、王家という形だ。

        「不満そうだな」

        「……いえ、その……」

        　不満か不満でないかと言われたならば、不満しかない。

        　それは夜会に行けなくなるからではない。最終的には俺は、待機者から外れた後、挿入する側として誰かと婚姻し、アーベントロート侯爵家の領地の一角に伯爵家を構えるという話が、既に父や兄とついている。

        　だか、ヨルク殿下が相手の場合、俺は抱かれる側だ。

        　この国では暗黙の了解で、処女を捧げたら、以降もその者は、抱かれる側になると定まっている。一度でも抱かれたら、挿入する側には回れなくなる。

        「待機者には断る権利は無かったはずだ」

        「……」

        　そう、そうなのである。閨の練習相手をする事も含めての待機者であるから、俺は希望されれば、後孔を差し出す以外の術が無い。

        「明日と明後日は安息日の休暇だな。校門に、馬車を待たせてある。行くぞ」

        　ヨルク殿下はきっぱりと宣言すると、蒼褪めて俯いた俺の手首を握った。そして少しばかり強引に歩き始めた。足がもつれそうになったが、断る事は出来ない為、俺は必死でついていく。

        　そもそも何故いきなり、ヨルク殿下は夜伽を俺に命じたりする気になったのだろうか。

        　てっきりそういうのは、別の待機者であるレミール様と行っているのだと俺は思っていた。伴侶候補として待機しているのは、俺とレミール様だけである。勿論、恋愛をすれば、ヨルク殿下は他の相手を抱く事も許される。

        　……実を言えば、俺はヨルク殿下に抱かれる事自体は嫌ではない。

        　幼少時に頬にキスをされてから、俺はずっとヨルク殿下に片想いをしてきたからだ。子供の頃は、本当にヨルク殿下の妃になりたいと願った事もある。

        　けれど、ヨルク殿下にはレミール様だっているし、宰相の子息である俺が後宮入りするような事になれば、権力の掌握としてアーベントロート侯爵家に非難が集中するのも目に見えている。

        　客観的に考えて、俺達には、結婚するという選択肢は、実はあるようで全く無い。

        　沈黙したまま、手を引かれて黒鶫の塔を出た俺は、そのまま正門まで誘われた。そして御者が開けた扉から、馬車の中へと乗り込んだ。隣に座っているヨルク殿下も、道中は無言だった。何を考えているのか、さっぱり分からない。

        　こうして王宮に馬車が到着するまでの間、俺達は無言だったのだが、近衛騎士達に先導されて、真っ直ぐに寝室へと通された時には、俺も既に王宮側はこの話を把握しているようだと理解していた。

        　誰も、何も言わないからだ。

        　俺の姿を見ても、不思議そうな眼差しすら誰も向けてこなかった。

        　背後で扉が閉まったのを確認してから、俺は初めて入る部屋ではあったが造りからして浴室に通じているらしき扉を見た。緊張で体がガチガチに強張っているのが自覚できる。

        「ヨルク殿下、湯浴みを……」

        「不要だ」

        「え？　で、ですが――っ！」

        　反論しようと振り返った直後、俺は室内の大部分を占める、巨大な寝台に押し倒された。呆気に取られて目を見開くと、真正面にゾクリとさせられるように獰猛な色を瞳に浮かべているヨルク殿下の顔があった。

        「ん、ぅ」

        　そのまま唇を塞がれて、反射的に俺は目をギュッと閉じた。口腔に忍び込んできたヨルク殿下の舌が、俺の舌を追い詰め、絡めとり、引き摺りだす。そうして甘く舌を噛まれた瞬間、俺は恐怖に駆られて涙ぐんだ。

        　ヨルク殿下が、知らない相手に見えてきたからというのもあるし、実際こんなヨルク殿下の姿を見たのは初めてでもあるし、だがそれ以上に、口から広がった熱が怖かった。

        　息継ぎの仕方すら分からない俺の唇を、再びヨルク殿下が奪う。

        　そうしながら、俺の服を乱し、シャツのボタンを外し始めた。

        「ぁ、は……ッ、っ……！」

        　鎖骨の少し上に強めに口づけられて、痕を刻まれる。

        　ピクンと俺の体が跳ねた。そんな俺の左胸の突起を指で挟み、右胸の乳頭に続いて口を寄せたヨルク殿下を見て、俺は思った。どう考えても、ヨルク殿下に練習など不要である。俺の方に経験が無さ過ぎて、何も出来ない。

        　ただそれが少し寂しくもある。どう考えても初めてだとは考えられないから、相手が閨の講義の先生なのかは知らないが、ヨルク殿下は誰かと体を重ねた経験があるはずだ。俺の小さかった王子様が、見知らぬ所で成長していた感覚だ。

        「考え事か？　余裕そうだな」

        「あ！」

        　その時ヨルク殿下が人差し指に水の魔術でぬめる液体を纏わせて、露わになっていた俺の窄まりへと第一関節まで一気に突き立ててきた。その指先で、かき混ぜるように動かされ、それからすぐに第二関節まで指を挿入された。

        「あ……っ……ン、ッ……」

        「キツいな。少し、力を抜いてくれないか？」

        　無茶振りである。俺は、どうやって体から力を抜くのかすら知らない。しかし抗議しようとすると口から声が零れてしまいそうになったものだから、思わず両手で唇を覆った。

        「あああ！」

        　すると不意に陰茎を左手で握られて、軽く扱かれたものだから、俺は思いっきり声を挙げてしまった。一瞬だけ弛緩した体に、続いて二本目の指も入ってくる。骨ばった長い指を、ヨルク殿下が俺の内壁を広げるように抜き差しする。

        「ん、あぁ――！」

        　グリと知識でだけは知っていた前立腺を指で押し上げるようにされたのは、その時の事だった。二本の指先で容赦なく突かれて、俺は目を見開く。睫毛が震え、涙が眦を伝う。

        「っ……ぁ、ぁ、ぁ……あア！」

        「ここが好きか？」

        「……」

        「――これは技巧の練習だ。きちんと答えてくれ。それがお前の責務だ。違うか？　エドガー」

        「！　う……ぅ、ぁ……っァ……あ……あ、あああ……ダ、ダメ、ダメだ。止め、そこ、そこもう突かないで下さい、ダメだ、あ、ああ……」

        「つまり、嫌だという事か？　ん？」

        「あああああ！」

        　前を何度も擦りながら、より一層激しく前立腺を刺激され、思わず俺は泣き叫んだ。

        「いつもの余裕が消えたな」

        「あ、ぁあ……あ、っ……あア――やぁア！　ダメだ、出る、う、うあああ！」

        「では終わりとするか」

        　ヨルク殿下は俺が果てると、確かにそう感じた時、陰茎から手を放し、指を引き抜いた。俺はガクガクと震えながら、涙ぐんでヨルク殿下を見上げる。果てる寸前だった俺の体が小刻みに揺れている。

        「果てたいか？」

        「ぁ……」

        「そんなわけはないか。お前は、夜会で俺ではない結婚相手を探すのだものな」

        　反り返っている俺の陰茎の筋を指先でなぞったヨルク殿下が、意地悪く笑った。その刺激にすら感じ入って、俺はポロポロと泣いた。

        「さて、次はエドガーにしてもらう番だ。俺の上にのれ」

        「……っ」

        「まだキツいだろうが、受け入れてもらうぞ」

        　力の入らない俺の体を無理に抱き起し、ヨルク殿下が俺を跨らせた。

        「ん、フ……っ、あ」

        　菊門に屹立している剛直があてがわれる。慌ててヨルク殿下の肩に手を置いた俺の腰を支え、下からゆっくりと挿入された。巨大な雁首部分までが入りきった所で、グッと腰を掴み、俺は一気に貫かれた。喉を反らせた俺は、啼きながら髪を振る。髪が肌に張り付いてくる。押し広げられる感覚がして、指とは全く異なる硬く熱い質量に穿たれた。

        　震えながら、俺はぐったりと上半身をヨルク殿下の胸に預ける。すると涙を舐めとられた。ギュッと両腕を回される。

        「ぁ、あ……」

        「きちんと動いて見せてくれ」

        「出来な……っ、ぁ……やぁ……あ……」

        「俺に逆らうのか？　待機者には、その権利は無いと思うが？」

        　俺の胸の突起を弄びながら、ヨルク殿下が少し掠れた声で言った。その吐息が耳に触れた瞬間、俺は熱に絡めとられた全身を統制できなくなった。果てたくて果てたくてたまらない。だが力が入らず動けない。

        　しかし――閨の練習時に、待機者が何かを要求する事は、国法で禁じられている。俺はそれを知っていた。もう脳裏は、激しく動いてほしいという欲望で一色だったが、それを請う事すら許されない。特に、射精を要求するなどすれば、それは大罪で、処刑されても文句は言えない。

        　即ち、出すためには、俺が自力で動くしかない状態だ。

        　頭が真っ白に染まり、バチバチと快楽が脳裏に火花を散らし始める。

        　何かがせり上がってきたのは、その時だった。

        　ただ繋がっているだけだというのに、俺の中が勝手に蠢き始め、気づくと動かれていないにも関わらず、俺の全身に漣のように快楽が広がり始めた。

        「あ」

        　俺は何が起きたのか分からなかったが、次の瞬間絶叫した。最奥をずっと押し上げられている状態だった結果、呼吸が出来ないほどの快楽に全身を飲み込まれたからだ。俺は、何度も何度も泣きながら頭を振った。まずい、これはまずい、このままではまずい。快楽が強すぎて、おかしくなってしまう。

        「いや、いやぁ……」

        「お前には拒否権はないと、今宵だけでも、何度も教えているぞ？」

        「……あ、あ、あああああ！　お願いです、お願いだから、も、もう――」

        「もう？　なんだ？　どうして欲しい？」

        「あ……ぁ……」

        「動いてほしいか？　それは、お前に許可されている望みだったか？」

        「……ぁァ……抜いてぇ、抜いてくれ！　ああ！　ああああ！」

        「――不正解だ。それは出来ない。正直に望みを言ってみろ。言う事を一度だけ許そう」

        「もうやだぁ、動いてくれ、あああ！」

        「今度は正答だが、そうしたら、俺は出してしまいそうだ。中に」

        「なっ、ぁ……あ、ああ！」

        「そうなれば俺達の魔力は混じるし、俺は避妊をしていないが？　王族への射精の要求は重罪だが？」

        「お願いだから、もう助けて。ダメ、ダメだ、抜いて。抜いてくれ、あ！　息、出来な――ああああ！」　

        「また不正解だ。俺に要求して法を侵すのが嫌だというのならば、正解ではあるが」

        「あああああ！」

        　直後、激しくヨルク殿下が腰を動かした。その衝撃で俺は果て、気絶した。

        　

        　

        　――あれは、五歳の時だった。

        　木漏れ日が眩しい木の下での記憶だ。

        「エド……エドガー」

        　王宮の庭園での事。父に連れられて向かったその場所で、俺はかくれんぼの最中に、眠ってしまっていたようだった。頬に触れられ、ゆっくりと瞼を開けると、真正面にヨルク様のお顔があった。

        「見つけた」

        「……はい」

        　まだぼんやりとしていた俺は、小さく頷いた。するとまじまじとヨルク様は俺を見て、そして言った。

        「エドは、キスをした事があるか？」

        「？　キスとは、何ですか？」

        　首を傾げた俺を見ると、不意にヨルク様が微笑した。同じ歳の五歳の第一王子殿下は、今度は両手で俺の頬に触れると、唇を近づけた。そして、チュッと俺の唇に、唇で触れた。その柔らかさに、俺は目を丸くした覚えがある。

        「好きな相手にする行為だ。いいか？　エド。俺以外とキスをしてはダメだぞ」

        「どうして？」

        「エドは俺だけを好きでなければならないからだ。約束だぞ」

        　柔和に目を細めて笑ったヨルク様の表情がとても綺麗に思えて、暫くの間俺は見惚れてから、微笑み返して小さく頷いた。これは俺が、ヨルク様に初恋をした日の記憶だ。懐かしい。いつから俺は、『殿下』と呼ぶようになったのだったか。

        「ん……」

        　微睡みから覚めた俺は、後ろからヨルク殿下に抱きしめられていた。最初、自分がどこにいるのか分からなかったが、すぐに昨夜の事を思い出した。理由は簡単で、現在も下から貫かれている上、結合箇所からタラタラと白液が零れているからだった。

        「目が覚めたか？」

        「……ぁ……あ！　あああ！」

        　その時、ヨルク殿下が腰を激しく揺さぶった。俺の体も合わせて揺れる。奥深くを容赦なく刺激され、俺はギュッと目を閉じた。気持ち良い。俺の左右の乳首を摘まみながら、ヨルク殿下が突き上げてくる。朝の陽ざしの中で、俺は己の乳首が真っ赤に尖っているのを理解した。そんな俺の首筋を、甘くヨルク殿下が噛む。それから、ねっとりと俺の耳の後ろを舌でなぞり、囁くように言った。

        「魔力は混じったようだし、俺の子がきっとデキるだろう。それでもエドガーは、結婚相手を探すのか？」

        「あ、あ、あ」

        「相手の子だと言うのか？　俺以外にも抱かれるのか？　ん？　どうなんだ？」

        「ぁア！」

        　一際強く突き上げられ、俺は放った。しかし、ヨルク殿下の動きは止まらない。

        「昔、教えたと思うけどな？　俺以外とキスをしてはダメだと」

        「あ、ああ……んア――っ！　あ、あ、激し、っ」

        「勿論、それ以外の全ても、俺以外には許してはダメだ。きちんともう一度、教えておかなければならないらしい」

        　もう何を言われているのか聞き取れなかった。

        　その日、一日俺は抱き潰された。泣きながら俺は何度も何度も、『愛している』と口にさせられたようにも思うが、ほとんど覚えていない。

        　解放されたのは、安息日の最後の日の夜で、俺はぐったりしながら馬車でアーベントロート侯爵家に帰宅した。思考する気力が無くて、その日はまっすぐベッドに向かい、寝入って、翌週は王立学院を休んだ。

        　明日で丸一週間で、明後日からはまた安息日だ。

        　父の外遊日程と重なった為、誰に咎められる事も無かったが、段々意識がはっきりしてくると、俺は自分の痴態を思い出して、真っ赤になって、ベッドの上で無駄に転がってしまった。

        　肌が、はっきりと快楽を覚えている。

        　両手で顔を覆い、俺は何度も赤面した。

        「それにしても、ヨルク殿下はどうしてあのような……レミール様をイジメたとしての仕返しか……？」

        　呟いては見たものの、俺は内心では、やはり初恋そのままに、ヨルク殿下に己は恋焦がれているようだと再確認してしまい、遣る瀬無い気持ちになった。

        　

        　◆◇◆

        　

        「エドガー、来ないね」

        　隣からレミールが声をかけると、王宮のシェフが用意した豪勢な昼食を食べながら、ヨルクが視線を向けた。幼馴染というよりは、同じ歳であるが兄弟のようにして育った事もあり、人質かつ待機者という身分ではあるものの、レミールはヨルクの気持ちを良く知っている。茶髪を揺らしているレミールの悪気のなさそうな声に、ヨルクは手にしていたサンドイッチを見るようにして俯いた。

        　ヨルクがエドガーを抱いて、もうすぐ一週間。ヨルクは休まず登校しているが、週明けからエドガーが学校に来ていない事は、当然理解していた。

        「ちゃんと、好きだって伝えたの？」

        　レミールの言葉を耳にすると、ヨルクが非常に不機嫌そうな顔に変わり、サンドイッチを噛んだ。もぐもぐと咀嚼しているヨルクを見て、レミールが苦笑する。ヨルクの片想いが長い事を、レミールはよく知っていた。いいや、レミールに限らず、気づかないのは塔のエドガー本人くらいのもので、周囲はみんな気が付いている。

        「なんだっけ？　五歳のかくれんぼだったっけ？」

        「……天使にしか見えなかったんだ」

        　ヨルクが頷くと、レミールが曖昧に笑いながら頷いた。そのかくれんぼには、レミールもまた参加していたのだが、大騒ぎになった記憶は彼にもある。

        「エドガーは、自分が周囲を蹴散らして、伴侶候補の待機者になったと思ってるようだけど、実際には、エドガー以外は嫌だってヨルクが断った事は、さすがに教えてあげた？」

        「……お前も待機者だろう？」

        「僕の場合は、利害の一致じゃない？　君の待機者になれば、イジメも減るっていう配慮」

        　クスクスとレミールが笑う。隣国からの人質として来ているレミールは、何かと立場が弱いため、特にこの国の高位貴族とその子息には嫌がらせをされたし、酷いイジメもあった。その多くは、アーベントロート侯爵家を筆頭にしている最大派閥の貴族令息だった。だが彼らは不思議なもので、イジメをする際、必ずと言っていいほど『エドガー様のご命令だ』『こちらにはエドガー様がついている』と繰り返してきたが、実態はそうではないと、既にレミールは知っている。何せ、そうやってエドガーを担いでレミールを苛んだ者達は、他でもないエドガーの手により粛清されたからだ。

        　エドガーは学院内でもその美貌と才能、家柄から何かと目立つし、悪役扱いされる事が多い。けれどエドガーが直接的にレミールをイジメた事は一度も無い。寧ろ、それとなく助けてくれた事の方が多い。

        　ただエドガー本人も人に与える冷たい印象を変えようとはせず、利用すらしているし、お互い待機者同士であるから言わばライバル関係でもある為、特別レミールはエドガーと親しくなろうともしてこなかったし、あちらも距離を置いているのが分かる。

        　そしてそんなレミールの隣にいて、優しさから保護する感覚で守り続けてきたヨルクであるが――レミールとエドガーが距離を置いている結果、自然とヨルクとエドガーにも距離が生まれた。端緒は、多分それだと、レミールは把握しているので、時に責任を感じる。

        　しかし思春期以後は、事情が変わった。

        　ヨルクがエドガーを意識しすぎて、はっきりというならば好きすぎて、好き避けをするように変わったのである。結果、明確に距離が出来てしまった。ヨルクはエドガーが大好きだから、視線を合わせる事すら出来ないらしい。

        　周囲はその事実に、なんとなく気が付いた。しかしエドガーは、それを『嫌われているから』だと感じた様子だ。まぁ、当然だろうとレミールは考えている。そうではあっても、ヨルクは結婚を考えられる相手はエドガーしかいないとして譲らなかったし、エドガーが相手でなければ結婚しないと内々に宣言して周囲を困らせたし、自分で告白するから縁談話は持ち込まなくて良いとしたが――エドガーにも悪い虫がつかないようにと、伴侶候補の待機者に任命する事は絶対的に譲らなかった。

        　レミールはイジメ被害の件があったので、そのついでに……同時に、エドガーに気持ちが露見したら恥ずかしくて死んでしまうとヨルクが言うので、任命された形である。

        「あのさ、ヨルク」

        「なんだ？」

        「そろそろ言っていい？　はっきりと」

        「……何を？」

        「君、こじらせすぎ。そんなさぁ、好き避けばっかりしてたら本人に伝わらないって、僕は前に言った事があるよね？」

        「ああ」

        「だけどさ、かと言って、急に抱き潰されたら、それはそれで玩具扱いされてる気分にならない？　僕ならそんな相手、死んでもお断りなんだけど」

        「トドメをささないでくれないか？　俺だって、嫌われたと思って落ち込んでいるんだぞ……でもな、いざ抱きしめたら、もう止める事が出来なかった」

        「本当、ヨルクって自分の都合しか考えてないよね」

        「……帝王学とは、そういうものだ」

        「はーい。誤魔化さないように！」

        　レミールが軽くヨルクの頭を叩いた。項垂れたヨルクは、それからチラリと回廊の方向を見た。そして視線を険しくする。そこには、クラウゼヴィッツ侯爵子息のギルベルトの姿がある。精悍な顔立ちをしている第十学年の生徒であり、二人やエドガーの一つ年上の二十二歳である。この学院は、十年間通う制度なので、ギルベルトは今年で卒業だ。

        「あのね、ヨルク。言いたい事は分かるよ？　アーベントロート侯爵家の夜会で、ギル先輩とエドガーが親しく話していたっていう噂に激怒してるんでしょう？」

        「……」

        「ギル先輩は跡取りだし、エドガーは次男だから嫁げるし、家格も釣り合うしね」

        「……」

        「でもね？　別にちょっと会話をするくらい、夜会じゃ普通なんじゃないの？　確かに、ギル先輩とエドガーは、学院内でも同じ魔法植物飼育委員会で仲良しだっていうのは、みんな知ってるけどさ」

        「……」

        「自分が頑張れないからって、人を羨んで、しかも好きな相手のエドガー本人に八つ当たりするとか、控えめに言って最低だよ？」

        「レミール。お前は、俺の事が嫌いなのか？　どうして傷を抉ってくるんだ？」

        「好きだからこその助言と、一方的にエドガーにも感謝してるから擁護」

        「お、おま、お前まで、まさかエドガーに惚れたんじゃ？」

        「無いよ。良い？　僕はヨルクの伴侶候補の待機者だけど――仕方がないから教えてあげるよ。ギル先輩と僕、もう二年も前から付き合ってるよ？」

        「へ？」

        「お互い立場があるから、誰にも今まで話してなかったんだけどね。これで、安心できた？」

        「もっと早く言ってくれていたならば、俺だって、あの二人の結婚の噂を信じたりせずに――」

        「それはただの言い訳だよね？」

        「う」

        「さっさとエドガーに謝った方が良いよ。明日からまた安息日だし、来週には宰相閣下も外遊からお戻りになるから、きっとヨルクに激怒するだろうし。あの人、なんだかんだで子煩悩だから」

        「……」

        「最後まで、ヨルクの伴侶候補の待機者にエドガーがなるのを反対していたし、こんな状況がバレたら、ヨルクは宰相閣下に潰されちゃうかもしれない。まず、その前に、相思相愛にならないと！」

        　レミールの毒舌なのか正論なのか半々なのか判断が難しい励ましの言葉に対し、小さくヨルクが頷く。本日の夕方、アーベントロート侯爵家にお見舞いと称して向かうつもりである。見舞いの品は、青い薔薇に決めてあり、既に手配済みだ。

        　

        　◆◇◆

        　

        　――執事から、『本日、ヨルク殿下がお見舞いにおいでになる』という知らせを受け取り、俺は慌てて入浴してから、身支度を整えた。長い髪を後ろで結び、首元を直してから、俺は応接間で待機している事に決めた。

        　どんな顔をして会えば良いのか分からない。ソワソワしながら、俺は執事が淹れてくれた紅茶を飲み込む。しかし動揺が鎮まってくれない。

        　その時呼び鈴が鳴る音が響いたので、俺は一気に緊張した。

        　ガチガチに体を硬くしていた俺は、ぎこちなく立ち上がり、エントランスホールへと向かう。すると扉を執事が開けて、その向こうには近衛騎士が左右にいるヨルク殿下の姿があった。

        「見舞いに来た」

        「ど、どうぞ、お入り下さい」

        　俺はらしくもなく、思いっきり舌を噛んだ。ヨルク殿下を見るだけで赤面しそうになったが、堪えようとして、そうして失敗し、真っ赤になって俯いた。世の人々は、体を重ねても、平然としていられるのだろうか？　少なくとも俺には無理だ。不可能である。

        　そうして俺達は応接間へと向かった。歩きながら何度も俺は顔をあげようとしたが、頬が熱くて、それを気付かれたくなかったので、ひたすら床を見て歩いた。

        　応接間に入ると侍従がカップやティースタンドを用意してすぐに退出したため、俺とヨルク殿下は二人きりになった。近衛騎士達も外で待っている。ヨルク殿下が持ってきてくれた青い薔薇の花束は、執事が窓際の花瓶に生けた。それは理解していたが、じっくり見る余裕も無い。

        「……」

        「……」

        　会話が生まれない……。普段であれば気を遣って、こういう状況下であれば、俺から話しかけるが、俺にはそんな余裕が微塵も無い。

        「……その……体は平気か？」

        　ボソっとヨルク殿下に言われた瞬間、俺は完全に赤面した。プルプルと震えながら、膝の上に置いた手をギュっと握る。もう一週間も前なのだから腰から違和感だって消えているが、感覚は残ったままだ。それだけ、俺にとっては鮮烈すぎる初体験だったといえる。

        「……は、い」

        　それでも俺は必死に答えたが、ほとんど呟くような声になってしまった。消え入りそうだったのが自覚出来た。

        「だが、顔が赤いようだ。熱を出したのか？」

        「っ」

        「行為の後は熱を出す者もいると聞くし、随分と無理をさせてしまったからな……」

        「……だ、だ、大丈夫です」

        　実際、熱など無い。だが俺は、また舌を何度も噛みながら答えるのが精いっぱいだった。ヨルク殿下の事を完全に意識してしまい、俺はどうして良いのか分からない。

        「ならば良いが……実は、話があるんだ。大切な話が」

        「何でしょうか？」

        「頼みがある」

        「俺に出来る事であれば」

        「エドガーにしか出来ない事だ」

        「何をお求めですか？」

        「――伴侶候補の待機者から外れてほしい」

        　いつもと変わらぬ声音で告げられた時、俺は下を見たままで目を丸くした。

        　同時に、胸の中がさっと冷たくなった。まず最初に思ったのは、俺では練習相手には不足だったという意味か、という理性が発した言葉だった。ちなみに子供がデキているかどうかは不明だが、王族の血統保持の為、仮にデキていれば堕胎は許されないので、そうなってくると、御落胤としてその御子を、俺は内々に育てる事になる。生涯国から生活は保障されるし、そうでなくともアーベントロート侯爵家の資産的に困る事は無いが、その場合は他者との結婚は制限されるので、俺は生涯独身決定だ。理性はつらつらと、伯爵になるという計画が消えた事を俺に伝えた。

        　だが、感情が冷え切ったのは――失恋してしまったと、はっきりと理解したからだ。もうヨルク殿下のおそばに居られないのだと思うと、胸が張り裂けそうなほどに辛い。

        　しかし俺に断る権利は無い。そういう条件が国法で定められている。

        「……分かりました」

        　必死で冷静な声になるように努力し、俺は俯いたままだったけれど、答えた。今、ヨルク殿下の顔をまともに見たら、泣いてしまう気がしたから、顔をあげる事が出来ない。

        「そして今後は、正式に俺の婚約者として、未来の伴侶として過ごしてほしい」

        「分かりまし――……え？」

        　だが続いて響いた言葉を上手く理解できなくて、俺は目を丸くした。聞き間違いかと思って、驚きすぎて悲しさも飛んで行ってしまったので、俺は思わず顔をあげた。すると真剣な顔をしているヨルク殿下が、俺をじっと見据えていた。

        「好きだ、エドガー。ずっと好きだった。初めてキスをしたあの日から、ずっと」

        「な……」

        「愛しているんだ。俺は、お前が好きだ。頼む、どうか俺と結婚してほしい」

        「！」

        　目がヨルク殿下に釘付けになっていた為、俺は露骨に赤面した顔を、真正面から見られてしまった。だが、その羞恥に、嬉しさが勝った。

        「俺も……あの日から、ヨルク殿下をお慕いしていましたが……え？　で、でも？　ヨルク殿下は、俺の事が嫌いなんじゃ？」

        「いいや、大好きだ。好きすぎて、目を合わせることが厳しい程度に、俺はお前を愛している」

        「……レミール様とご婚姻なさるのでは？」

        「それはない。それよりも、本当か？　エドガーも、俺を好きでいてくれたのか？」

        「は、はい。好き、です……」

        　誰かに自分の気持ちを告げた事は無かった為、口に出して好きだと述べると、無性に気恥ずかしくなった。けれど、この気持ちに嘘をつくのは難しい。胸が満ち溢れてきて、気づくと俺は涙ぐんでいた。しかし今度は悲しさからではない。嬉しさが極まったからだ。

        「色気が無くて悪いのだが、これにサインをしてほしい。婚約証明書だ」

        「え、ええ。分かりました」

        　ヨルク殿下はそう述べると、持参していた鞄から書類と万年筆を取り出した。

        　俺は幸せな気持ちのままで、自分の名前を記入する。隣には、既にヨルク殿下の名前がある。

        「本当に俺が伴侶になっても宜しいのですか？」

        「ああ。生涯大切にする」

        「……父上が何と言うか。これでまた、アーベントロート侯爵家の悪評が高まるな」

        「宰相閣下には、激怒される自信と用意がある。だがそれ以上に、俺はこれまで、いかにしてエドガーを幸せにするかしか考えてこなかったし、そちらの用意の方が万全だ」

        「え？」

        「既に王宮では、いつでもエドガーを迎える準備が整っている」

        「……結婚準備もありますし、卒業してからの方が良いのでは……？」

        「待てない。すぐにでも一緒に暮らしたい」

        「ヨルク殿下……これまで俺を避けておられたのに……あの、もしかして、子供がデキてしまったかもしれないという現状に、責任を感じておられるのですか？」

        「違う。エドガーとの愛の結晶は欲しいし、確かに世継ぎは必要ではあるが、俺は兎に角エドガーを伴侶に迎えたくて……もう、それしか考えられなくて、思い余ってしまったんだ。悪かったな」

        「――事実であると信じます。嬉しいので。だけど、俺が殿下を好いていなかったら、確かに思い余りすぎですし、存分に反省はしていただかないとな」

        　少しだけ余裕が戻ってきたので、俺は微苦笑しながらそう告げた。それから、やっと青い薔薇を見る余裕も生まれたので、窓際へと視線を向ける。花弁が、本当に綺麗だ。ヨルク殿下の瞳の色に似ている。

        「それに、俺を幸せにする用意の件、詳しく伺わなければ」

        「期待していてくれ。ああ、だが――お前を、ではなく、俺自身が幸せになるための用意とする方が正しいのかもしれないな」

        「え？」

        「俺は、エドガーが……エド、お前が毎日そばにいてくれたら、それだけで幸せなのだから」

        　柔和に笑ったヨルク殿下の表情に、俺もまた両頬を持ち上げる。幸せを嚙みしめた。

        　

        　

        　――その後、外遊から帰国した父は、宰相府で知らせを聞いて、卒倒したらしい。しかしながら、反対しようとした俺の父を、婚約証明書があるとヨルク殿下が押し切ったという話を、俺は誰でもなく父から聞かせられた。

        「正気なのか？」

        「は、はい。俺は、ヨルク殿下の事を想っております」

        「……そ、そうか。まぁ、ヨルク殿下の長い片想いに終止符がつき、無事に伴侶となる者も決定した事は望ましいが……――今後は蹴散らせなければならない者がより一層増えるだろうな。アーベントロート侯爵家出自の王妃、そしてその血を引く王子、どんな悪評が囁かれるようになるのか、今から楽しみだ」

        　何処か遠い目をして、父は述べた。なお、父上は、ヨルク殿下の気持ちを昔からご存知だったらしい。どころか、正式に俺達の婚約決定の報道が大陸新聞に載ると、学院の中でも皆に自然と受け入れられた。当初俺は、派閥力で持ち上げられているのかとも思ったが、そうではなく――ヨルク殿下の片想いに、皆が気づいていたからだと、ギルベルト先輩に教わった。知らなかったのは、俺だけらしい。全く、照れてしまう。

        　なお俺は節度を持って学院生活を送っているのだが、以後ヨルク殿下は俺にべったりとくっついてくるようになってしまった。最近レミール様は、ギルベルト先輩と食事をしている姿をよく見る。レミール様にも俺は嫌われていると信じていたのだが、ヨルク殿下によると、一番の応援者だったという話で、なんだか嬉しくなってしまった。

        　本日は、放課後ヨルク殿下と黒鶫の塔で待ち合わせをしている。

        　委員会の都合だ。

        　俺が扉の前に立つと、中から古びた時計の音が聞こえてきた。これからも、俺とヨルク殿下の時は進んでいくのだろうなと感じて、幸せに浸りながら、俺はそっと扉を開けた。そして一歩、踏み出した。

        　

        　

        　　　　　【終】


    

    
        【悪役令息は楽したい！】　 匠野ワカ

        　

        


        「働きたくなーい!!」

        　それは心からの叫びだった。

        　俺、原田健介はらだけんすけは、二十七歳という若さでこの世を去った。読書だけが唯一の趣味で、友だちも少なくコミュ障という我ながらパッとしない男だった。

        　押しの弱い性格が災いして、ブラックな会社で都合のいい社畜として飼い慣らされてしまったのがすべての不幸の始まり。ある日の深夜、俺は会社のデスクで仮眠をとったまま目覚めることなく死んでしまったのだ。死因は過労死。有給どころか休日もろくになく、もはや会社で生活しているような状態だったのだから。

        　こうして俺はあっけなく死んで、肉の体を脱ぎ捨て不確かな魂の状態になった。デスクに突っ伏す青白い顔の自分を見て、俺は生まれて初めて本気で願った。

        　生まれて初めてっていっても、もう死んでるんだけど。とにかく願いに願った。

        　もう絶対に、働きたくない、と。

        　神さま。もしも生まれ変わることができるなら、ベッドの中で一日中ぐうたらして暮らしたいです！　起きたいときに起きて、ベッドから一歩も動かずにご飯を食べて、お腹がいっぱいになったらまた寝たい！　そう、俺が願うのはナマケモノ生活！　とにかく働きたくないんだよぉ!!

        　この夢を叶えるには、働かなくてもいいだけの潤沢な不労所得か、生涯養ってくれる伴侶が必要だろう。年齢イコール恋人いない歴の俺は、不労所得を目指すしかない！　頼む！　金持ちの家に！　生まれ変わらせてくれ……っ!!

        　

        ◇◇◇

        　

        　それからどれくらい経ったのだろうか。俺は、なにやら薄ぼんやりとした目覚めに、ぱちぱちと瞬まばたきをくり返した。

        　ここはどこだろう。真っ白な天蓋カーテンに囲まれた豪華なベッド。天井には、美術館に飾ってありそうな天使の絵が描かれている。体がちっとも自由に動かなくて、ふかふかのベッドから起き上がれない。声を出そうとしても、あぶあぶと意味の分からない喃語なんごしか出てこないのだ。ジタバタすると、自分の小さな手が目に入った。

        　これはあれだ。生まれ変わったなと、俺は悟った。

        　途中で覚醒するんじゃなくて、赤ちゃんからスタートするタイプの転生。前世の記憶持ち。だってこういうの、本でいっぱい読んだもん。歴史書から少女マンガ、海外ロマンス小説まで網羅もうらしていた俺の雑多な読書量が、生まれて初めて役に立つ予感。……まぁ、今まさに生まれたて状態なんだけどね。

        「あら、お目覚めね」

        「どれどれ。パパにもかわいい顔を見せておくれ」

        　俺を覗きこんだのは、透けるような白い肌に金髪碧眼の美しい母と、銀髪を一つに束ねたこれまた眉目秀麗な父の顔。母に抱き上げられた俺は、目に飛びこんできた光り輝く豪華な室内に勝利を確信した。とりあえずモミジのような小さな手を握りしめて、腹の底から勝ち鬨どきを上げたね。

        「おんぎゃーやつたー、おんぎゃーおかねもち、おんぎゃーばんざーい！」

        「おお、元気な男の子だ。ナタリー、お前に似て、天使のようにかわいいな」

        「もう、あなたったら。でも、本当にかわいい。ねぇあなた、この天使ちゃんに名前をつけてあげてくださいな」

        「もちろんだとも。候補はいくつかあったんだが、顔を見たらすぐに決まったよ。この子の名前は、エリオットにしよう。すくすく育てよ、エリオット」

        　美男美女の両親は、仲睦まじく俺を挟んでキスをしている。

        　俺なんかがこの人たちの子どもになっちゃって申し訳ない気がしてきた。なんとか屋敷の片隅に置いてもらえるように、せめていい子にしていよう。俺はまだ自由に動かない手足の代わりに、きょろきょろと目を動かした。

        　中世ヨーロッパのお城のような部屋だ。数人の侍女と、侍女のスカートに隠れるようにして美少年がこちらを見ている。父親と同じ銀髪に、青紫色の瞳。きっと兄だな。

        　俺はさっそく愛嬌あいきようを振りまくことにした。この家を継ぐであろう兄には、気に入られたほうが安泰だ。

        「あば。あばぁ。んきゃ」

        　いちゃついていた両親は、ご機嫌な俺の視線の先に気がつき、すぐに少年を呼び寄せた。

        「アルフレィド、こちらにおいで。弟のエリオットだよ」

        「大丈夫？　泣かない？」

        「ははは、赤ちゃんは泣くのが仕事だからね。エリオット、紹介しよう。この小さな騎士が、歴史あるウォールコール侯爵家の長男で、お前の兄のアルフレィドだよ」

        　なるほど侯爵ということは貴族なのだろう。お貴族さまの次男。生活の保障はされたも同然！　むふーと鼻息が荒くなる俺の脳裏に、ふと何かが引っかかった。

        　ウォールコール侯爵家、銀髪、青紫色の瞳、美しいアルフレィド……。

        　覚えがあるぞ。たしか俺が読んでいた本の登場人物に、アルフレィド・フィン・ウォールコールという騎士がいたのだ。容姿の描写もぴったり一致する。

        　その本のタイトルは『聖女が恋に落ちたとき』という、異世界転移の王道恋愛小説だった。……まさか俺なんかが、物語の登場人物に転生しちゃったパターンのやつ？

        　いやいやいや、だって、物語の中のウォールコール侯爵家の騎士といえば、聖女さまに横恋慕してフラれちゃう当て馬役だもの。主人公である聖女さまのお相手は、王道らしく皇太子さま。……この国宝級に美しい少年が大人になった未来でフラれちゃうとか、ありうるの!?　皇太子とやらはいったいどんな容姿してんだ!?　人間なのか怪しいぞ!?　物語の世界、恐ろしいな!?

        　俺は不憫ふびんな兄を慈愛の眼差しで見上げた。何も知らない兄は、不思議そうな顔で俺を覗きこんでいる。

        「ママの小さな騎士さん、エリオットを抱っこしたくなぁい？」

        「いいの？」

        　パッと笑顔になった兄は、おっかなびっくりな手つきで俺を抱きしめた。生まれてすぐにうっかり落とされて死にたくはない。俺はじっと動かずに、兄の頼りない腕の中に収まっておくことにした。

        　兄の顔は、至近距離で見ても美しかった。鼻の下から見上げるこの角度って、普通ならブスに見えるもんなんじゃないの？　美男美女の遺伝子すごい。死角のない美しさ。もはや美の凶器。遠慮なく堪能させていただきます！

        「うふふ。エリオットはお兄ちゃんが好きなのね」

        「本当だね。さっきはパパを見て泣いたのになぁ」

        「こんにちは。僕のかわいい弟くん」

        「んあばー。あきゃきゃ」

        　とはいうものの、ここが本当に俺の知っている物語の世界なのか、今はまだ確かめようがない。答えの出ないことを考えてもしかたないと、俺は赤ちゃんらしく愛嬌を振りまいておくことにした。だってお金持ち家族が不仲だと、家督争いで骨肉の争いになって命を落とすと相場が決まっているじゃないか。俺は野望も何もない良い子です！　ちょっと楽をしたいだけ！　平和が一番！

        　こうしてお貴族さまの子どもとして生まれ変わった俺は、すくすくと育っていくのでした。……と、いいたいところなんだけど、俺、すごく大事なことを思い出してしまった。

        　たしかアルフレィドの弟っていったら、できのいい兄に何一つ敵わない病弱な弟がいたんだよね。プライドばかり高くて性格がねじ曲がってて、兄が振られたことで聖女に興味を持って自分もまんまと惚れちゃうような、頭の悪いヤンデレ悪役令息。聖女に悪質なストーキング行為をくり返したあげく逆恨みして謀反を企て、処刑されちゃう弟。その名もエリオット。最期は騎士の兄に切り殺されちゃうんだよねぇぇ！　そんなの、だめだめだめっ！　長生きして、ぐうたら生活をいっぱい楽しまなきゃ！

        　赤ちゃんの俺は決意した。悪役令息になんかならないぞ。ナマケモノ生活のために、処刑コースになんか近付かない。なんなら兄が聖女に惚れちゃうところから阻止できないか頑張ってみよう。とにかく危険要素を排除して、平穏な生活を目指すのだ！　俺だって、本気で頑張ればなんとか阻止できるはず……っ！

        　

        　俺はサボるために適度に仮病を使いながら、愛嬌を振りまき、それはもう愛されながら成長していった。母親似の俺は、ふわふわした金髪がこれまたかわいい天使のような子どもだったのだ。なんというか、鏡を見るたびに違和感がすごい。しかし、そんな自分の容姿に少し安堵していた。こんなにかわいい子どもなら、意味もなく人に嫌われることはないだろう。存在しているだけで陰気な見た目が人に不快感を与えるんじゃないかと、人が笑っているだけで自分が笑われているんじゃないかと、おどおどしながら社畜をしていた前世を思い出す。嫌だ。ここの優しい人たちに嫌われたくない。

        「にーに、にーに、だっこぉ」

        　六歳になった俺は、とてとてと歩いて兄の服をつかみ、上目遣いで抱っこをせがむ。中身は前世を合わせて三十歳を超えているが、正気になったら負けだ。この天使のような見た目を駆使して、断罪されないくらい、いっぱい愛されなくっちゃ！

        「あら、エリオットは本当にお兄ちゃんが好きねぇ。二人が仲よくしているのをみると、ママとっても幸せなのよぉ」

        「えへへ。にーに、すきぃ！」

        「僕もエリオットが大好きだよ。僕のかわいい弟くん」

        　父親似の逞たくましい兄と、線の細い母親似の俺。並べば美しい絵画のようだと褒めたたえられるのにも少し慣れてきた。俺、見た目だけなら本当にかわいいもんな！　でもね、男としての魅力は兄に遠く及ばないと知っている。

        　兄は十二歳にしてめきめきと身長が伸び、それに合わせて筋肉もついて男らしい体格が出来上がりつつあった。少年と青年の中間くらいの何ともいえない男の色気まであるのだ。しかもこの美しい兄は、頭もよければ性格もいい。騎士の家系として課せられている剣術の訓練も、嫌がることなくこつこつと頑張れるいい子なのだ。もうね、ここまで完璧だと、嫉妬するとかの次元じゃない。兄は幸せになるべき人だ。俺なんかが弟でごめんね。騙だましているようで心苦しい。でもそのかわり、兄の幸せを全力で応援しますので！

        　当然のことながら、優秀な兄を周りが放っておくはずもなく、ウォールコール侯爵家には婚約の打診があとを絶たなかった。

        「アルフレィド。ヘンザックス公爵家のご令嬢から、お茶会のお誘いが」

        「だめっ！　にーには、僕と遊ぶの！」

        　物語に出てきていたヘンザックス公爵家の令嬢といったら、気位ばかり高くて聖女を影で虐めていた性悪女だ。うちの兄には不釣り合い！　却下却下ぁ！

        「あら、じゃあ、ポールズベリー侯爵家の」

        「だめだめだめぇ！」

        　ポールズベリー侯爵家といったら、数年後には事業に失敗して落ちぶれ、犯罪に手を染めていくんだからな。長生きしたけりゃ、危ないところには近付かない！　それに何より、兄の隣に立っても見劣りしない美女じゃなきゃ！

        　俺はあざとくも涙目で兄の足にしがみ付いた。兄は困った顔をしながら、俺をひょいと抱き上げてくれた。

        「お母さま、ご令嬢の誘いはお断りしませんか。僕のかわいいエリオットが嫌がっているのですから」

        　剣術の訓練で筋肉のついた兄の腕の中は、なかなか居心地がいい。首に腕を回してべったりと抱きついた俺の顔を、長い銀色の髪がさらさらと撫でていく。くせっ毛の俺の髪とは全然違うまっすぐで綺麗な兄の髪は、俺のお気に入りだった。

        　ゆるく一つに結ってある兄の髪で遊びながら、俺は何も知りませんという顔でにっこり笑っておく。

        「にーに、だいすき！」

        「僕もエリオットが大好きだよ」

        　

        　こうして俺は、病弱で引きこもりがちな弟として、なんとかこの世界に順応していった。

        　さすがに侯爵家の次男として勉強の時間はあったけれど、家庭教師が家まで来てくれるし、疲れた素振りを見せるだけですぐさま授業が終わるのだ。いくらでもベッドの住人になれた。こうして手に入れた夢の三食昼寝付き生活は、それはもう最高だった。うっかり悪役令息になっても殺されなくてすむように、兄に愛嬌を振りまくり媚こびを売ることを最優先にして、貴族の生活を享受しまくった。

        　兄はアカデミーを首席で卒業し、十八歳という若さで騎士団長補佐として忙しく働きだしていた。それに対して俺はというと、アカデミーになんか行くこともなく自由気ままに暮らし、十二歳になっていた。

        　兄が聖女に出会うまで、あと四年。物語通りなら、俺が死ぬまであとたったの五年だった。処刑コースに近付かないように、さらに慎重に引きこもり生活を心がけた。

        　しかし病弱設定で引きこもりすぎたのか、慎重になりすぎたのか、貴族なのにきらびやかなお誘いがまったくないのだった。まったくだぞ!?

        　なんだかんだで、俺だって十二歳になったのに。兄の十二歳のころとの落差がひどい。もう自分でいうけど、こんなにかわいい奇跡の十二歳を放っておくなんて。貴族らしく婚約者がいてもいいのにな!?　それともやっぱり前世のイケてない俺が内側からにじみ出ているのかな!?　陰気な性格が嫌われてるのかなっ!?

        　……ううう、これ以上は考えるのをやめておこう。兄を差し置いて弟が先に婚約者ってのもおかしな話だもの、ね。

        　俺はネガティブに闇落ちしてしまいそうな気持ちを、なんとか押し戻した。いいんだいいんだ、友だちや婚約者がいなくても。兄だけど目の保養になる美の化身はいるし。家族や使用人たちには好かれてるし。羨ましくなんてないやい。嫉妬心に負けて、悪役令息になんかなるもんか。

        　俺がほっぺたを膨らませたり引っこめたり一人で百面相をしていたら、兄が笑いながら俺の頭を優しく撫でた。

        　どうやら今日は、騎士のお仕事がお休みらしい。貴重なお休みの日に遊びにいくわけでもなく、引きこもりがちな俺と遊んでくれる兄。完璧すぎない？　聖者かな。

        　俺が見上げると、兄は心底楽しそうに俺のくるくるした金色の髪を撫でていた。よく分からないけど騎士の仕事は大変みたいだし、休日にもふもふを撫でて癒やされたい気持ちなのだろう。元社畜の俺も、癒やされたい気持ちならよく分かる。俺の頭でよかったら、お好きなだけどうぞですとも。

        「はぁ。エリオットはかわいすぎる。外出なんてしたら、きっとさらわれてしまうよ。外は危ない。心配だから、家の中か私の目の届くところにいなさい。いいね？」

        「はぁい、アルフレィド兄さん」

        「いい子だね。大好きだよエリオット」

        「僕も優しいアルフレィド兄さんが大好きだよぉ」

        　俺は兄に頭をすり寄せ返事をした。かわいらしく、よい子のお返事だ。慣れとは恐ろしいもので、恥じらいは遙か昔に消えうせた。今の俺は十二歳の美少年。怖いものなどないのだ。なんでだかモテないけども。

        　それに対して兄は、年を重ねるにつれさらにモテている。物語の中の弟がひねくれたのもなんだか分かる気がするくらい、モテまくりなのだ。なのに浮いた話は一つもなく、休日はこうやって俺と一緒に過ごしているのだった。

        　さすがに侯爵家の長男が婚約相手もいないまま成人するのはいかがなものだろうと問題になっていた。

        　

        「アルフレィド。騎士の仕事も落ち着いてきただろう。婚約について、そろそろ前向きに考えてみないか？　まずは女性と出かけるだけでもいい」

        「父上……。おっしゃることはごもっともです。しかし、病弱なエリオットをこの広い屋敷に置いていくことなど、私にはできません。かわいい弟のエリオットより優先しなくてはいけないのでしょうか。貴族として相応しくない考えなのかもしれませんが、私は父上のように愛にあふれた家庭を築きたい」

        「たしかになぁ。我が家のエリオットは天使だからなぁ。まぁアルフレィドはまだ若いんだ。急いでしまったがために、不幸な婚姻になってはいけないな。分かったよ」

        「ありがとうございます……っ！」

        　偶然耳にしてしまった父と兄の会話。実は、ちょっとヤバいかな、という予感はあった。かわい子ぶりっこの演技、やりすぎちゃったのかもって。でも、性悪女から兄を守っていたらこうなっていたんだ。不可抗力だと信じて欲しい。

        　それでも兄の優しさに甘えすぎていたのかもしれない。反省しよう。今の俺は、ごめんなさいができるいい子のエリオットだからな。悪役令息にはならないぞ！

        　決意も新たに、俺は軌道修正のために頑張った。ダラダラ生活をダラくらいに留めて、貴族令嬢のリストアップに励んだのだ。しかし、見た目よし、性格よし、家柄よしの三拍子そろった年頃の女性なんて、なかなかいない。前世の記憶と照らし合わせ妥協しながら、なんとか可もなく不可もない五人の候補を絞り出した。五人もいたら一人くらい兄のお眼鏡にかなう女性がいて欲しい。

        「アルフレィド兄さん。この令嬢たちと、一度会ってみたらどうかな。僕、一生懸命選んだんだよぉ」

        　いつものように俺の部屋に来てくれた兄にさっそくリストを渡せば、兄の様子が何やらおかしい。

        「エリオット。もしかして、誰かに何かいわれたのか？」

        「えっ……と、そんなんじゃないよ？　僕がね、家にばかりいるから、アルフレィド兄さんに心配かけすぎちゃったのかなって反省したの。だから、僕のことは心配しないで、令嬢に会ってみて欲しいんだ。意気投合して、もしかしたら好きになるかもでしょう？　僕も頑張っていろんな人と会ってみるから、アルフレィド兄さんも」

        「待ってくれ。エリオットは、いろんな人と会ったら、どこの馬の骨か分からん奴を好きになるのか？」

        「変な人には会わないようにするし、大丈夫だよぉ。そりゃあ恋人も欲しいけど、アルフレィド兄さんみたいにモテないもん。でも僕だって頑張ったら、お友だちくらいはできるかもしれない……でしょう？」

        　前世を合わせた俺の中身は、恋人いない歴四十年目前のさえないおっさんなんだ。今世でくらい恋人といちゃいちゃしたい。あんなことやこんなことをしてみたい。美人がいいとか、身の程知らずな高望みはいたしません。ただもう、脱童貞！　出番のないかわいそうなジュニアを、俺だって一回くらいは使ってみたいんだよぉ！　だから俺が心置きなくにゃんにゃんするためにも、兄には幸せになってもらわなきゃ！

        　そんな切実な俺の願いをよそに、俺が作ったリスト用紙が兄の手の中でくしゃりとゆがんでいく。握りしめられた兄の手が、小さく震えているのが分かった。

        「……嫌だ。エリオット。どこにも行かないでくれ。……好きなんだ。他の誰にも渡したくない」

        　絞り出すような苦痛に満ちた声に視線を上げると、兄が静かに泣いていた。

        「ひぇ……」

        「なんでもする。嫌わないでくれ。ずっと、好きだったんだ」

        　兄は大きな体をかがめて、俺の前で膝をついた。いつも見上げていた兄の背中が小さく丸められ、あまりのことに俺は言葉が出なかった。兄は涙ながらに好きだとくり返しながら、俺の足にすがり、そのままずるずると頭をさげて足の甲にキスをした。貴族にとっては屈辱的なはずの、服従を誓うキスだ。背中で一つにまとめられていた銀色の髪が、さらりと肩から落ちて床に広がる。あの兄が。あの完璧で、超人で善人で美しい兄が。

        　俺は思わず手を伸ばしていた。銀色の髪を手でかきあげれば、銀髪の隙間から涙に濡れる青紫色の瞳が現れた。こんなときでも綺麗なんだなと目を奪われているうちに、兄の思いつめた顔が接近していた。

        　性欲の匂いがしないキスだった。優しくて穏やかで、そっと触れるだけの口付け。それでも家族のキスとは違うのだと、経験のない俺でも分かった。

        　近付いてきたときと同じように、兄の唇はゆっくりと離れていった。

        「すまない。嫌、だったか？」

        「いやじゃ、ない、よ……」

        　俺の言葉に、兄はパッと顔を輝かせた。

        　びっくりはしたけれど、本当に嫌悪感はなかったのだ。特別な好意を人から向けられたのは初めてで、その相手が尊敬している兄なのだから、光栄に思った。兄とはいっても、俺にとっては物語の登場人物という気持ちのほうが大きいらしく、さらにはこれだけ綺麗な顔なら、相手が男であることにも抵抗感はないらしい。兄弟で男同士。普通ならハードルが高いはずなのに、兄はよく気持ちを伝える気になったもんだな。それだけ俺のことを好きだってことなのかな。

        　泣いてすがるほどの好意を寄せられているという事実が、じわじわと俺の卑屈な感情を刺激する。あの誰もが羨む兄がという圧倒的な優越感に、歪んだ喜びが湧いてくる。

        　駄目だと思った。俺の中の悪役令息が高笑いをしている。これは駄目だ。男同士だとか兄弟だとか、そんな問題じゃない。経験がない俺でも、この感情はお互いのためにならないと思った。

        「ごめんなさい……」

        　俺の謝罪の言葉を聞いて、青紫色の目が絶望に染まっていく。俺は混乱しながらも言葉を重ねた。この善良な人を傷付けたくない。

        「ご、ごめん！　違うんだ！　嫌だとか生理的に無理とかじゃなくて！　俺はただ本当にアルフレィド兄さんに幸せになって欲しくて、聖女とか、変な人を好きになって不幸にならないようにって、それだけでっ！　本当に、誘惑とかするつもりはなくって。ただ、嫌われたく、なくて……。きっと、俺が悪いんだ。俺が原作と違うから、アルフレィド兄さんに悪い影響がでちゃったんだよ。本当に、本当に本当にごめん。俺なんかが弟に生まれ変わったから……っ！」

        　俺の下手な芝居で優しい人たちを騙して、兄を傷付けてしまった。体がどれだけ大きくても、しっかりしていても、兄はまだたったの十八歳なのに。自分のためだけに周りの人に嘘をついて、かわいい弟のフリをして、兄の純情を弄もてあそんだのだ。俺なんかが。

        「……俺は、悪役令息なんかより最低だ。アルフレィド兄さんに、好かれていい人間じゃない」

        　情けなくて、申し訳なくて、声が震えた。中身は四十過ぎのおっさんなのに、涙がこぼれそうで、唇を噛みしめて耐えた。俺が泣くのは違う。

        　兄の大きな手が、剣を持つ無骨な騎士の手が、気遣うように優しく俺の頭を撫でた。兄の優しさに申し訳なさが募って、俺は深くうつむいた。見慣れた自室の床が、涙でぼやける。俺は瞬きせずに、涙が乾くようにと目を見開いて耐えた。

        　早く何ごともなかった顔をして、取り繕わなくちゃ。笑って誤魔化ごまかせば、きっと優しい兄はそれ以上追求しないはずだから。……でも、俺はこれからもかわいい弟の芝居を続けられるのかな。嘘をついて、みんなを騙して、暮らしていくことに耐えられるかな。本当の話をしたら、頭がおかしいと思われちゃうかな。嫌われちゃうかな。断罪イベントよりも前に、家を追い出されちゃったりして。

        　頭の中はぐるぐるとネガティブな妄想でいっぱいになって、誤魔化すために何かいわなくちゃいけないのに言葉が出てこなかった。

        　二人して床に座りこんだまま、重い無言が続く。先に口を開いたのは兄だった。

        「エリオット。原作……とは何だ？」

        　初手から核心を突く質問をするあたり、本当に嫌になるくらい優秀な兄だ。俺はむしろ感心して、ふふふと力ない笑い声がもれた。笑った振動に耐えかねた涙が、ぼたぼたと床に落ちる。

        　あーあ、結構頑張ってきたと思ったのにな。俺なんかの頑張りでは、こんなものか。むしろ今までが奇跡的に上手くいっていたのかも。そう思ったら、ますます笑えてきた。けたけたと泣き笑い始めた俺を、兄は力強く抱きしめた。

        「何も心配しなくていい。私は、ただお前の苦悩を、理解したいだけなんだ。どうか信じてほしい」

        「アルフレィド兄さん……」

        　兄の大きな体にすっぽりと包まれて、自分が小さく震えていたのに気付いた。俺は弱くて卑怯者だ。兄の体に抱きついて、好意に甘えて、すべてを委ねてしまいたかった。それでも精一杯虚勢を張って、兄の腕を振りほどいた。

        　

        ◇◇◇

        　

        　ある日異世界転移をしてきた少女が聖女と呼ばれるようになり、紆余曲折あってこの国の皇太子と両思いになったころ。俺の知っている物語の流れの通り、悪役令息エリオットが断罪される瞬間がようやく訪れていた。

        「エリオット・フィン・ウォールコール！　身の程もわきまえず我が公約者でもある聖女カエデへ恋慕し、叶わぬ思いから王国への反逆を企てるなど、ウォールコール侯爵家令息とは思えぬ愚行の数々！　反逆者として処刑せよ！　今ここで首をはね、その命でもって罪を償え！」

        「お待ちください！」

        　王宮の冷たい大理石に声が響く。床に押さえつけられた体勢で拘束されている俺の前に、騎士の靴が見えた。聞き慣れた低い声。床しか見えない俺にも、誰なのかすぐに分かった。周りが戸惑いざわめいている。

        「……アルフレィド兄さん！」

        「僭越せんえつながら、皇太子殿下にお願いがございます。ここにいる愚かな罪人エリオットは、私の弟。ウォールコール侯爵家の後継者として深く責任を感じております。どうか、私の手で刑を執行する許可を……っ！」

        「アルフレィドが我が王国のために尽くしてくれているのは、友である私が一番よく知っている。ウォールコール侯爵家の責任まで問うつもりはない。今では交流もなく疎遠だと聞いているが、幼きころは仲睦まじいことで有名だったろう。アルフレィドに、そこまで惨いことはさせられぬ」

        「殿下の寛大なお心に深く感謝いたします。しかし私は、弟の悪行を止められなかった愚かな兄でございます。せめてもの忠誠のあかしとして、なにとぞ許可を！」

        「分かった。そこまでいうのなら。アルフレィドの忠誠を受け入れよう」

        　さきほどまでのざわめきが嘘のように静寂に包まれる。すらりと引き抜かれた剣が、カンと高い音をたてて床に突き立てられた。

        「立て！」

        　今まで聞いたこともない、冷たい兄の声。乱暴に腕を引かれた俺は、ふらふらとよろめきながら立ちあがった。憐憫れんびんのかけらも見あたらない兄の表情に、唇が醜く歪むのが分かった。

        「ずっと、ずっとずっと大嫌いだったよ。誰よりも高潔な兄さん。ここにいる誰もが忘れずに覚えておけよ！　ウォールコール侯爵家の後継者は、弟殺しになるんだ！　こんな愉快なことはない！　せいぜいあの世で呪ってやるさ！　あははははは！」

        　狂ったように高笑いを続ける俺を一瞥いちべつすると、兄は剣を構え、体ごとぶつかる勢いで深々と剣を刺した。口を押さえた指の隙間から、ゴポリと血がこぼれる。腹から流れ出た血は、大理石にどす黒い血だまりを作った。ずるりと剣が引き抜かれると、膝から力が抜けてぐらりと体が傾いだ。

        　兄の手が、生気のなくなった俺の体を受けとめ、抱きしめた。

        「殿下。忌まわしき弟殺しの呪いを受けた私は、今をもって爵位を返上いたします。どうかウォールコール侯爵家の家督を、末の弟に譲ることをお許しください」

        「アルフレィド。平民になり、どうするというのだ」

        「この王国まで呪われてはなりません。私はこの罪人の遺体を、責任を持って国外の海に捨てて参ります。その後は遠くから殿下の繁栄を祈り、この王国へ決して戻らないと誓いましょう。呪いを背負ったまま、残りの生涯を神へと捧げる所存です」

        　

        　かくしてアルフレィド・フィン・ウォールコールは名前を捨て、遺体を抱いたその足でまっすぐ国境に向けて旅立ったのだった。その後、白い布に覆われた遺体は国境を越えてすぐの海に投げ捨てられ、墓を建てられることもなかったらしい。

        　いくつかの国境を越えて、アルフレィドはアルという名前に変え、気候も穏やかで静かな森に小さな家を建てて暮らしていた。

        「今ごろは『聖女が恋に落ちたとき』のクライマックスと同じように、盛大な結婚式でも挙げてるのかな」

        「そうだろうね。町に買い出しに行ったら、聖女の結婚式の話題を耳にしたよ」

        「こんな辺鄙なとこにまでとどろく結婚式かぁ」

        「ケンも盛大な結婚式を挙げたいのだろうか？」

        「げぇ！　絶対にごめんだね。俺にはこれくらいが落ちつくよ」

        　居心地のいい部屋のテーブルには、誕生日を祝うささやかなケーキ。アルと俺は向かいあって座り、テーブルの上でそっと手を絡めあった。

        「ケン、十八歳のお誕生日おめでとう。ケンがこの世界に生まれてきてくれた奇跡を思うと、神に感謝を捧げずにはいられないよ」

        　俺は前世でのなじみ深い名前に戻って、お金に余裕があるのなら平民も気楽でいいもんだなと、お気楽に暮らしていた。

        　今の暮らしを手に入れるために、国も親も友人もすべてを騙すあのとんでもない計画を立てたのは、アルだった。あの日の断罪は、アルが何年もかけて秘かに準備したシナリオだったのだ。もちろん剣は刺したフリだ。びらびらやひらひらのいっぱいついた外套で誤魔化し、前もって動物の血を仕込んだだけのお粗末な芝居だった。それでもまさかあのアルフレィドが人を騙すはずがないという先入観が、俺たちを助けてくれたのだろう。

        　もしも上手くいかなかったら私と死んで欲しい。他の女と結婚しなくてはいけない侯爵家など最初から捨てるつもりだったと、時間をかけて熱烈に口説いてくれたのはアルだった。前世のことも、物語のことも、聖女のことも、アルは一度も疑わずにまっすぐ信じてくれたのだ。

        「アル。ありがとう。でも俺のせいで全部捨てさせることになっちゃって、本当にごめんな」

        「私はケンがそばにいてくれたら、それが一番の幸福なんだよ。知っているだろう？　それよりも、ケンに前ほど豊かな暮らしをさせてあげられないことが申し訳なくて」

        「まさか！　三食昼寝付きの贅沢ぜいたくをさせてもらってるのに？　やっぱり俺も働こうか？」

        「いや、丁重にお断りする。それなりの蓄えは持ち出してきたからな。ケンはかわいすぎるんだ。外出なんてしたら、きっとさらわれてしまうよ。外は危ない。心配だから家の中にいなさい」

        「ふふふ。はいはい、分かったよ」

        「それよりも、こんなに嫉妬深く狭量な相手で、ケンは本当にいいのか？」

        「断られたら泣くくせに」

        「泣くとも。ケンを愛しているからな」

        「ははは！　俺もアルがいいよ。いい子のエリオットじゃなくて、今の素すの俺を愛してくれるアルがいい。それに前世では社畜だったから、引きこもり生活をするのが夢だったんだ。家に閉じこもっていていいんなら最高だよ！」

        「よかった。ケンには悪いが、シャチクとやらに感謝しなくては。私は、ケンが死んでも離してあげられそうもないんだ。幸せにすると誓うよ。どうか私と、結婚して欲しい」

        　アルは椅子の影から小さな花束を取りだすと、恭しく捧げもって跪ひざまずいた。

        　俺が十八歳の成人を迎える今日という日まで、アルは清い関係のままずっと待っていてくれたのだ。頑かたくなな俺を、素のままの俺を受けとめ、まっすぐに愛してくれたアルを思うと、申し訳なさと優越感と喜びで気持ちがぐちゃぐちゃになる。この期に及んで情けなく足が震えた。

        　俺は椅子にぶつかりながら、大慌てで引き出しの奥底から小さく折りたたんだ紙を取りだした。花束を受け取り、代わりにアルの手に一枚の紙を差しだす。神殿に届け出るための婚姻届だった。

        　ここは歴史こそ浅い小さな国だがそのぶんとても柔軟で、十八の成人を迎えた二人が神殿に届け出て誓いを交わせば、同性であっても夫婦として認めてくれるのだ。

        「さきを越されるとは思ってもみなかった。ずっと待たせちゃったから、俺からプロポーズするつもりだったんだ。俺はこんなだし、アルを幸せにしてあげられる自信なんてないけど。でも俺は、アルがそばにいなきゃ幸せになれないんだ。俺の全部をあげるから、どうか俺と結婚してください！」

        「もちろんだとも！」

        　アルは俺の手を握ると、手のひらに口付けを落とした。俺はお姫さまのような扱いに顔を真っ赤にしながらも、お返しとばかりにアルの唇にキスを落とした。

        　跪いていたアルが立ちあがり、俺の腰をぐいと引きよせる。身長がそれほど伸びなかった俺は、アルを見上げなくちゃいけないこの身長差が少し悔しかった。近付いてきた顔を勢いよく引きよせ、噛みつくように唇を寄せた。

        　二度、三度と、角度を変えては長く深くなっていく口付け。はふはふと息があがるころには、膝に力が入らなくなっていた。ひょいとお姫さま抱っこをされて、寝室に運ばれる。

        　俺をベッドに横たえると、アルは真剣な顔で靴を脱がせはじめた。現れた足に舌を這はわせ、口付けを落とす。

        「ひぇ！　き、汚いからダメ！」

        「ケンに汚いところなどないよ」

        「それでも！　だめ！」

        　せめてお風呂に入ってからという言葉を、俺はすんでの所で飲みこんだ。森の生活で唯一不便ともいえるのがお風呂なのだ。アルは俺のために毎日せっせと水をくみ、お風呂を沸かしてくれている。現代みたいに蛇口をひねれば熱いお湯が出てくるわけじゃない。重労働だと知っているからこそ、こういうときは現代社会が恋しくなった。

        「分かった。ケンの嫌がることはしないから」

        　アルはすぐに手を引っこめると、ほほ笑んで、今度は服のボタンに手を伸ばした。ボタンを一つ外すと、現れた肌にキスを落とす。すべての肌に触れてやろうとでもいうようなアルの愛撫あいぶに、俺は真っ赤になって震えるしかなかった。

        「経験値の差がずるい！」

        「ははは。そうかもな。私には次期侯爵としての閨ねや教育があったから。しかしケンだって前世では恋人がいただろう？」

        「まったくだよ。俺、今も昔もモテないから。俺のこと好きなってくれたのは、前世を合わせてもアルだけだよ」

        「あー、ケンの周りに女性がいなかったのは、私が入念に根回しをしていたからだ。すまない。ケンはとても魅力的だから、心配で。でもそのお陰でケンの初めてが私になるのだから、とても嬉しいな」

        「何それ初耳！　ずっるい！　アルだけ楽しんでずるいだろぉ！」

        「私だってキスをしたのはケンとだけだし、閨教育では最後までしないから」

        「うっそだぁ。だって、あんなにモテてたのに？」

        「物心ついてからずっと、好きな人がいたからね。私の目の前にいる人なのだが」

        「うわぁ、もったいない。絶対に俺だったら……」

        「ケンだったら、どうしたって？」

        　アルの不服そうな表情に言葉を飲みこむが、どうやら少し遅かったらしい。

        「ケンがふらふらしないように、しっかり体に教え込んでおこう」

        　アルはそういうと、俺が今まで存在を意識したこともなかった乳首にきゅっと爪を立てた。

        「ぃっ！」

        「痛くないだろう？」

        「い、たくは、ないけど」

        　もごもごと歯切れの悪い俺にアルはかわいいと連呼しながら、今度は乳首を口に含み、やわやわと歯を立てた。そうされると、じんじんと変な感じがする。

        「俺は女じゃないから胸もないし！　そんなところ弄いじってても楽しくないだろ！」

        「まさか！　楽しくてしかたないよ」

        　アルはそういうと、ぐいっと腰を押しつけた。アルの立派な下半身のナニと、俺のナニが、服越しにごりごりと擦れあう。

        「ケンも楽しんでくれているみたいでよかった。嬉しい」

        　俺は恥ずかしくて死にそうだ。それでも、アルが俺の平らな体に興奮してくれているのだと思うと、たしかに嬉しい。

        「アルばっかりずるいから、俺も、触っていい？」

        「もちろん」

        　がばっと勢いよく上の服を脱ぎ捨てたアルは、被さるようにして俺の眼前に胸を差しだした。おそるおそる手を伸ばすと、鍛えあげられた胸筋がふにっと手に馴染んだ。

        「うわっ！　すごく柔らかい！」

        　俺は楽しくなって、揉んだり、押したり、揺らしたりして弾力を楽しんだ。体が大きいからか、鍛えあげられた胸筋も大きい。手からこぼれそうなサイズの胸を、思う存分揉みしだいた。ふと、アルの乳首の先が埋没しているのに気付いて、悪戯いたずら気分でつぷっと指を差しこんだ。指の先、柔らかな胸筋の奥に、乳首の小さなしこりをかすかに感じる。こりこりとこねながら見上げると、アルが真っ赤になって、声を出すまいと指を噛んでいた。

        　びっくりして無理やりに指を外させると、歯形が残っている。

        「なんで噛むの？」

        「ケンは女性が好きだろう？　だから、私みたいな男の声なんて聞かせて、もし興が削がれたらと思って」

        　噛み跡を隠しながらもじもじと説明するアルがかわいくて、俺はぱくっと指を口に含んだ。舌で、噛み跡をゆっくりとなぞる。アルの顔が赤くなるのが楽しくて、今度は舌を突きだして見せつけるように指を舐めた。

        「んっ、ケン、っ、そんなの、も、いいから」

        「指、気持ちいいの？　アルって感じやすいんだ？」

        「ち、ちがっ、そんなこと、ぁっ！」

        　指の股に舌を沿わせ、もう一度指を咥える。今度はわざと下品な音を立てて、顔を前後に揺らしながら、じゅぶじゅぶとしゃぶった。されたことはないけど、知識だけは無駄にある口淫のまね事だ。

        「こっちも口でしてあげようか？」

        　ベッドの上で上下を入れ替え、アルに馬乗りになった俺は、下半身の膨らみを指でたどって焦らした。性欲なんてありませんという顔をしていたあのアルが、ガチガチにして物欲しげに腰を揺らしているのだ。たまらなかった。淫らなアルをもっと見たい。

        　ゆっくりとずらした下穿したばきから、勢いよくアルのペニスが飛び出してきた。すでに濡れて滴をこぼしている先端をこね、糸を引くさまを見せつける。

        「兄さんがこんなにいやらしい体をしていたなんて、俺、知らなかったな。ずっと持てあましてたんじゃないの？」

        　兄という言葉に、アルの肩が跳ねあがる。アルは赤くなった顔を隠すように腕で覆った。その太い腕が震えている。かわいい。まさかアルをこんなにかわいく思う日が来るとは。いつもかっこよくて、周りから頼られていたあの立派な人が。

        「も、いわない、でぇ」

        「何を？　ぐしょぐしょに下穿きを濡らしてること？　咥えて欲しくて腰を突きだしてること？　はぁ。アルってば、すごくかわいい。大好き。ねぇ、自分で下も全部脱いで、おねだりしてみせて？」

        　涙目のアルはさんざん迷ったすえに、のろのろと下を脱いだ。上半身を脱いだときの勢いは見る影もない。アルは服を脱ぎ終わると、ベッドに上がっていいのか迷いに迷って、背中を丸め手で前を隠しながら、弱りきった表情で立ちつくした。

        「手をどけてちゃんと見せて？」

        　恥ずかしそうにしながらも、アルは俺のいうことに忠実だった。鍛えあげられた体はただ立っているだけでも鑑賞に値する。銀色の薄い体毛。肌が白いからか、そそり立つペニスも綺麗な色をしていて、嫌悪感はまったくなかった。

        「うう。もう、ケン、お願い」

        「何を？」

        「さ、触って、ほしい」

        「触るだけでいいの？」

        「く、口でも……してほし、い」

        「アル、上手におねだりができたね。いい子！」

        　俺は恥じらいうつむくアルをベッドに押し倒し、といいたいところだけど、悲しいかな体格差がある。アルが空気を読んでベッドに倒れこんでくれた、といったところかな。しかしそれはそれで、力なら俺なんかに負けることのないアルが、触って欲しくて自分からベッドに横たわっていると思うとたまらなくなった。すごく興奮する。

        　俺はもっとアルのかわいいところが見たくて、陰影を落とす腹筋に指を滑らせた。アルの立派な太ももの間に陣取り、期待に揺れる起立を無視して胸に手を伸ばす。乳輪の中央にあるスリットに尖とがらせた舌先をこじ入れ、隠れている乳首にぐにぐにと刺激を与えながら強く吸いつけば、ぴょこんと乳首が飛び出した。

        「あっは！　かわいい乳首が出てきた」

        　隠れていた乳首は敏感なようで、指先で摘まんで擦ると、アルの体は面白いくらいにびくびくと跳ねた。

        「く、っ、ふぁ、んぅ！」

        「気持ちいいね。もっと気持ちよくなろうか」

        「うん、うんっ！」

        　がくがくと頷うなずくアルの髪を撫でながら、きゅっとペニスを握り込む。ぶら下がる袋を揉んで中の玉を転がし、濡れる先端をこねながら、ゆっくりと上下に擦った。腹筋がびくびくと動くのを見て、アルの耳元にささやいた。

        「ちょっと擦っただけで、もうイッちゃいそうなんだ？　弟の手でイッてもいいよ？　いっぱい汚して？　ね、アルフレィド兄さん」

        「あ、あ、くぅ、んっ！」

        　俺の手に押しつけるように激しく腰を振り、アルは盛大に射精した。びゅくびゅくと飛ぶ白濁が、俺の口元にまで飛ぶ。俺はアルに見せつけるように舌を伸ばし、舐めた。

        「ふふ、気持ちよかった？　たしかあとは、口でもして欲しかったんだっけ？　もっと気持ちよくなろうね？」

        「や、やめ、今は達したばかりで、ひ、あぁあっ！」

        　俺は濡れた先端に吸いつき、擦りあげながら残った精液を吸い上げた。それから尿道口に尖らせた舌先をこじ入れ、ぐにぐにと広げて刺激を与える。同時に後ろの穴に指を沿わせた。

        「ひぃ、ん、ケン、そ、そこは」

        「うんうん。大丈夫だよ。力を抜いて。俺、思ったんだけどさ、アルのってば大きいだろ？　ほら、こんなに太くて、長くて、がっちがち。もはや凶器かも。こんなの入らないし、俺のお尻、壊れそう。　それに対して俺は普通のサイズだから、入れるんなら俺のおちんちんの方がお尻に優しいに決まってる、でしょ？」

        「そ、それは、そう、かもしれないが、ゆっくり準備をすれば、あっ、んぅっ！」

        　話している最中に遠慮なく指を突き立てた。アルの精液で濡れていたからか、俺の人差し指はすんなりと入ってしまった。中を確かめるようにぐるりと回しながら、話し続ける。

        「ねぇ、そんなにイヤ？　俺に突っ込めなきゃエッチしたくない？　やめておく？　俺、すごくすごく残念だけど、アルの嫌がることはしたくないから、本当に嫌なら我慢するよ？」

        「あ、あっ！　だってぇ、私みたいな大きな体、抱いて、もっ！　ああぅっ！」

        「アルの体はかっこいいよ。この鍛えあげられた体は、アルが今まで頑張ってきた証拠だから、とっても好き。大好き。でも、そうだよな。アルみたいな素敵な人が、俺みたいなひょろひょろの人間に抱かれたくなんかないかぁ。ごめんね」

        　反応が良かった中のしこりを擦りあげるように押すと、アルの先端から少量の白濁がこぼれた。そのしこりをじっくりと擦りあげてから、ぬぷっと指を抜けば、アルの穴はくぱくぱとだらしなく伸縮をくり返した。

        「はっ、は、あん、ケン……」

        「どうしたの、アル。もし俺にして欲しいことがあるなら、ちゃんとお口でお願いしなくちゃ、分からないよ？」

        　物欲しげに揺れるアルのお尻を撫でながら、とびきりの笑顔を浮かべておいた。アルが俺の顔に弱いのは百も承知だ。

        「わ、私みたいな、無骨な体を、だ、抱くのが嫌でないのなら……、ケンの、好きにして欲しい」

        　アルの白い肌が首まで真っ赤だ。かわいい。

        「もちろん抱きたいよ！」

        　俺はそういいながら、アルのお尻に硬くなったペニスを押しつけた。この痛いくらいに硬くなったのを奥までブチ込んで、めちゃくちゃにかき混ぜたい。そういう俺の気持ちを正しく理解したのだろう。ほっと表情を緩めたアルを見て、俺は言葉を重ねた。

        　清く正しいアルを、性根の腐った俺のところまで堕おとしたい。アルに自分から堕ちてきて欲しかった。

        「でも、俺がしたいからって、アルが無理をするのは嫌なんだ。アルは優しいからいつでも俺の意見を尊重してくれる。でも、セックスは違うだろ？　アルとは体だけじゃなくて、心も通わせたい。俺、初めてだし、上手くできないかもだし。やっぱり無理して欲しくないんだ。今日は止めておこう」

        　ごめんな。俺、嘘をつくのは慣れっこだから、優しいフリしていくらでも意地悪ができるんだ。俺は戸惑うアルを見ないふりして、自分の衣服を整えた。全裸のアルは、シーツで体を隠しながら俺の服を小さく引っぱった。俺は何も分かりませんという顔で尋ねる。

        「どうした？　いつまでも裸じゃ風邪引くけど」

        「……し、したくないわけじゃないんだ」

        「したいわけでもないんだろ？」

        「い、いや、その、ちゃんと、して欲しいから」

        「本当かなぁ。俺、不安なんだ。欲しがっているのは俺だけなんじゃないかって」

        「違う！　私は本当にっ」

        「じゃあ欲しがってみせて？　どこをどうして欲しいのか、ちゃんと教えて？」

        「さ、さっきの、続き、を、してください」

        「さっきのって？　キスのこと？」

        　アルは信じられないという顔で俺を見てから、ぐっと唇を噛みしめた。それから自分で太ももを持ち、後ろの穴を見せつけるように広げながら叫んだのだ。

        「私のお尻の穴に、ケンのペニスを入れてください！」

        「ふぅん、入れるだけでいいの？」

        「動いてください！　いっぱい動いて、奥でっ、だ、出して欲しいですっ！」

        「アル、上手にいえたね。アルは本当に頑張り屋さんだな。恥ずかしいのに、不安がる俺のために頑張って伝えてくれたんだよね？　いい子いい子」

        　俺はアルをぎゅっと抱きしめた。いっぱい褒めながらアルのお尻の穴の縁をくるくると撫で、尋ねる。

        「ね、お尻でセックスするためのオイル、出して？　俺とセックスするのを楽しみに準備してたやつ、あるんでしょ？」

        　アルが羞恥に震えながら取りだした小瓶を受け取ると、俺はにっこりと笑った。

        「高潔な騎士さまだって、やる気満々だったんだなぁ。使うのが俺のお尻じゃなくて、ごめんな？　でもアルのお尻が気持ちいいことをしたくなったんだから、仕方がないよなぁ？」

        「そう、ですっ！　私のお尻が、ケンにいやらしいことをして欲しいんです！　お願いしますっ！」

        　羞恥心が吹っ切れたのか、それからのアルは俺の求めるまま奔放に応えた。オイルが垂れてシーツを汚しそうだといえば、尻を高く上げた。犬みたいに尻を突きだせといえば、四つん這いになりながら自らの手で尻たぶを広げてみせた。俺のペニスを嬉しそうにしゃぶりながら、たっぷりのオイルで濡れたお尻の穴に、俺の指を何本もくわえ込んだ。

        「なんかさ、本当に初めて？　実は騎士団の中でお尻を使って遊んでたとか？　かなり妬けるんだけど？」

        「し、してないです！　ケンが、んっ、初めて、だからぁ！」

        「それならいいけど。じゃあアルは、剣術だけじゃなくて、お尻で気持ちよくなれるいやらしい才能もあったんだなぁ。えらいえらい」

        「ありがとうございます！　もう、く、ください。中にください！　ケンのペニスでイきたいですっ！　私のいやらしいお尻に突き立てて！」

        　懇願するアルから指を抜いて、俺はベッドに寝そべった。

        「そんなにしたいんなら、入れてもいいよ？　はい、どーぞ！」

        　健気なアルは、体重をかけすぎないように震える足腰を叱咤しつたしながら、ペニスに手を添え俺に跨またがった。緩みきったアルの穴はオイルでぬめり、あてがわれたペニスにちゅぱちゅぱと吸いついている。これならきっと痛みもなく性交できるだろう。それでもやはり怖いのか、アルはそこから先になかなか進めず、泣きそうな顔で震えていた。

        「おちんちんとお尻の穴が何回もキスしてるの、俺から丸見えなんだよな。初めてなのに自分でおちんちんを入れるのって、すっごく変態みたい。みんなはまさかあの品行方正なアルフレィド兄さんが、自分から弟に跨がって処女喪失する変態だなんて、信じられないだろうなぁ」

        　俺の意地悪な言葉に、ペニスに添えられたアルの手がびくりと震えた。緊張からか汗をかき、はっはっと荒い呼吸をくり返している。ベッドシーツを固く握りしめるアルの手に、俺はそっと手を伸ばした。

        「ね、アル、止めてもいいから」

        　手を繋ぎ優しい声で問いかければ、アルはすぐさま首を横に振った。繋いだ手にぎゅっと力が入る。

        「い、嫌だ。したいです！」

        「震えて怖がってるくせに」

        「それでも、したいです。ケンを私だけの物にしたい。……ケン。変態な私では、嫌になる？」

        「まさか！　大好きだよ。俺しか知らないアルのいやらしい姿を見ると、とっても興奮する。だって、俺も同じ変態だから」

        「ケンと、同じ……」

        　アルはうっとりとそう呟くと、嬉しそうにほほ笑みながら腰を落とした。ゆっくりと亀頭を飲みこんでいく。

        「アル、上手だ。アルの処女穴が、俺の童貞おちんちんを咥えてくの、すごく、いやらしい」

        「あ、あっ、もっと、見て。私の変態なところを、いっぱい見てください！」

        　アルは見せつけるように足を広げると、出入りをくり返しながら、少しずつ腰を落としていった。気持ちいい場所を探し、擦りつけるように腰を動かす。鍛え上げられた腹筋がぴくぴくと動いて、アルは気持ちよさそうに喘いだ。

        　しばらくして、ようやく最奥に届いたらしい。奥への侵入を拒む襞ひだを感じたアルは、動きを止めた。俺のペニスが入りきっていないのを手で触って確認して、困ったように眉尻を下げた。

        「アル。無理しないで。さっきまで処女だったんだから」

        「でも、それじゃケンが」

        「俺はすごく気持ちいいよ。アルの中はきゅうきゅう狭くって熱くって、俺すぐイっちゃいそうだ。アルにも俺のおちんちんで気持ちよくなって欲しいなぁ。大丈夫？　まだ動けそう？」

        「うん！　……嬉しい。ケンに、私でもっと気持ちよくなってほしい。私、頑張るから、だから、ぁ、んっ、中に、いっぱい、欲しいですっ！」

        　アルは深くなりすぎないように自分で調整しながら、律動を再開した。アルが俺の上で跳ねると、遅れて大きなペニスがぺちぺちと腹を叩いた。快楽が増すにつれアルの口はだらしなく開き、耐えていたはずの喘あえぎ声がひっきりなしにもれる。前に手を伸ばすアルの手をいさめ、恋人つなぎで縫い止めて、愛しい人が俺の上で高まっていくさまを思う存分に堪能した。

        　しばらくすると、アルは後ろの刺激だけで達せたようだ。びくびくと体を痙攣けいれんさせながら、俺の腹を薄くなった白濁で濡らしていった。

        「上手にイケたな。気持ちよさそうにしているアルは、淫らで、だらしなくて、とっても素敵だったよ。アル、大好き」

        「わたしも、ぁ、っ、ケン、あいしてる、はぁ、っん」

        　汗だくでふにゃふにゃになったアルの体を優しく抱きとめて、俺はしっかりと腰を固定した。

        「だから、次は俺が気持ちよくしてあげる番、ねっ！」

        「まっ！　ひぎっ！　あう！　うああ、ひっ、やあ、ああああっ！」

        　下からの激しい突き上げに、アルは逃げられず、されるがままだった。アルの最奥の襞を超え、遠慮なくごつごつと何度も抉えぐった。肌のぶつかり合う音と、悲鳴にも似た嬌声が響く。ぎしぎしとベッドが軋きしんだ。

        「あっ、あああ！　いくいくいく、またっ、イッちゃ、ふぐううっ！」

        「ふ、っく、俺もイクよ！　アルの奥に、出すよっ！」

        「くっ、ください！　なかにぃ！　ケンの子種、くださいっ！　孕はらませてぇ！」

        　アルの鍛えあげられた太い腕が俺の首に回されて、体中で抱きついている。夢中で力加減を忘れているようだ。みしみしと体が軋んだが、アルの腕の中で死ねるのなら本望かと、俺は果てるまで行為を続けたのだった。

        　はぁはぁと荒い息が、いつまでたっても収まらない。最愛の人はというと、すでにケロリとした顔で横になっている。

        「ひぃふぅ、さすが騎士さま。体力お化けすぎない？」

        「ふふふ。元騎士だがな。それは褒められているのか？」

        「褒めてるよぉ！　俺も体力をつけよう。あと、ベッドを大きくしよう？　これからは夫夫ふうふになるんだし、一緒のベッドで寝るだろ？」

        「それは嬉しい提案だな。私が一緒に寝ても、寝返りでうっかりケンを潰してしまわないように、大きいのを買おうか」

        「あと激しい運動に耐えられる頑丈さ、大事！　はぁ、でも神殿に行くのは明日にしよう？」

        「いや、できれば一刻も早く伴侶になりたいのだが」

        「もー！　アルの体力お化けぇ！　俺は一歩も動けないからな！」

        「私の腕の中で寝ていればいい。すぐに到着する」

        「お姫さま抱っこで神殿は、さすがにちょっと恥ずかしい。それに、死んだはずの俺が目立っちゃダメだろ？」

        「ケンのかわいさは隠しようがないからな。目立たないのは無理だろう」

        「かわいいのはアルだろぉ。はぁ。あんなにかわいいとは思わなかった。めちゃくちゃ興奮した」

        「う、うん……それなら、うん、よかった」

        　赤面しながらもごもごと返事をするアルに、俺は顔を覆って叫んだ。

        「俺の騎士さま、かわいいがすぎるー!!」

        　幸運にも見た目の似ていない俺たちは、兄弟である過去を捨て、これからは夫夫として暮らしていく。聖女が主役の物語のその後を、ずっとずっと幸せに、二人で愉快に暮らしていくのだ。

        （おしまい）

        


    

    
        【知らない方が幸せだった】　屑籠

        　

        　


        　小さな頃から、自分は特別な存在として育てられてきた。

        　次期侯爵として、とても大事にされてきた。

        　望めば何だって手に入ったし、嫌なことはしなくたって良かった。勉強も、剣術も、してなくたって両親に怒られた事はない。

        　何をしたって、怒られた事はない。

        　その代わり、褒められた事だって一度として無いけれど。

        　唯一の親である父は、マチューに全く何の関心が無かった。自分は、後継だと言うのに……。母は、マチューを産み、産後の肥立ちが悪く、すぐに儚くなってしまった。

        　母の愛情もなく、父からの関心もない、そんな状況が、マチューのワガママや傲慢っぷりに拍車をかけている。

        　屋敷の人間は、そんなマチューに同情的で、ワガママを許してしまっている状況だ。まだ、度の超えたワガママを言ったことがないのが救いだろう。

        　それが崩れたのは、ある日突然のことだった。

        「今日から、同じ屋敷で暮らす、お前の義母と異母兄だ」

        　久しぶりに会った父に言われたセリフを、マチューは理解することが出来なかった。いいや、理解することを拒絶したと言ってもいい。

        　よろしくね、と父の隣で父に優しい目を向けられている女性が、そう言うが、マチューはよろしくなんてできる気がしない。

        「ジョセフだ」

        　そう、名前だけ口にした兄だと言う人は、マチューを見て、眉間のシワを増やしただけで、あとは何も言わない。兄は、父にそっくりであった。

        　父に似て、銀の髪に紅瞳のジョセフに対し、母に似て赤い髪と瞳をした自分は、瞳以外に似ている場所など一つもない。

        　それすらも、信じられないぐらいにマチューはジョセフに嫉妬した。

        「ぼ、僕は認めないから！」

        　それだけ、やっと口にしてマチューは走って自らの部屋に飛び込んだ。

        　今、起きている事柄全てが信じられなくて、ベッドに潜り込む。知らず知らずの内に、涙が溢れて止まらなかった。

        　それが、マチュー　十歳、ジョセフ　十一歳の時のこと。

        　それから後妻を拒絶したマチューは、ジョセフの母、キャサリンに嫌がらせをし、五年後には本邸から追い出すことに成功した。

        　仲良くしようと、何度となく声をかけて来ようとする存在を無視し、しつこくされたら暴言を吐きまくった。と言っても、マチューは真面目に家庭教師の授業を受けていないし、この屋敷から出たことがなく、友達もいない。そのため、暴言など大したことは言えないのだが。人は、知らない言葉を話す事はない。

        　幸いなのは、マチューに汚い言葉を教える人が居なかったことだろうか？

        　キャサリンは、父にマチューが懐かない事を相談し、本邸を出て、別邸に移り住んでしまった。その事実にマチューは素直に喜び、しかし、ジョセフが一緒に出ていかなかったことに、舌打ちをした。

        　ジョセフは、キャサリンと親子だからか話すことはあったが、マチューに声をかけて来たことは一度もない。初めて会った日から、一度として。

        　だから、ジョセフがキャサリンについて別邸に行かなかったことには、驚きしかなかった。父は、ため息を一つだけマチューの前で吐くと、キャサリンと共に別邸へ居を移し、本邸には近寄りもしなくなった。

        　でも、それで良かったのかもしれない。マチューには興味も示さない父が、キャサリンやジョセフには優しく笑いかけることもあるのだ。それを見るたびに、胸が痛んだ。

        　ジョセフが、勉学で父に褒められているのを、見ることがある。顔を出したくはないが、食事の時間はいつも同じ。その場所で、報告を聞いた父がジョセフを褒めていた。学園に一足先に通い出したジョセフは成績優秀らしい。

        　だから、マチューは勉学を頑張り出した。今までしていなかった分を取り戻すように。だが、今まで不真面目だったマチューに部外者である教師は冷たく、ジョセフと比べるような事をよく口にした。

        　父に雇われている教師をクビにできるはずもなく、だからと言って授業を受けなければ、誰も教えてくれる人もいないため、仕方がなくその教師の授業を受け続けた。

        　ジョセフの入学から一年後には、何とか学園の授業についていけるだけの学力は身に付いただろう。

        　だが、マチューはわかっていなかった。

        　ジョセフが優秀だと言われているのは何も侯爵家の中だけではない。学園で、成績上位者に名を連ねるほどなのだ。

        　教師以上に、学園ではジョセフと比べられ、哀れまれた。

        　それが、マチューを余計に荒れさせる原因となる。ジョセフの名を出すだけで、機嫌が悪くなり、時には暴れ出すマチューにまともな友達などできるわけも無い。

        　だが、腐っても侯爵家であるマチューには、その恩恵に預かろうと近づいてくる、所謂、取り巻きという存在はできていた。

        　そのせいか、罵詈雑言の種類は増えたけれど。

        　ジョセフが卒業し、マチューも最終学年になった年、マチューは恋をした。初めての恋だ。

        　剣術の授業で怪我をしたマチューに優しく接してくれた、男爵家の女の子レイチェル。

        　マチューは、今の今まで友達と呼べるような存在が一人もいない。

        　だから、どう迫ったらいいのかわからなかったのだ。

        「俺の婚約者にしてやろう！　どうだ、嬉しいだろう？」

        　だが、そう迫るたびに、彼女の側にいた騎士科の青年や、公爵家の跡取り、次期宰相と噂されている秀才、果ては王太子までがマチューの邪魔をした。

        「やめろ、嫌がっているだろう！」

        　彼女は、マチューに迫られるたびに、彼らに助けを求め、マチューは引き下がるしかない。そんな状況が、何度も続いた。どうして、邪魔をするのか、なぜ彼女は自分を求めないのか、それが分からない。

        　マチューはただ、彼女に愛して欲しかっただけだ。優しいその目で、マチューを見て欲しかった。

        　愛を欲するその感情が、憎悪に変わるのに、そう時間はかからなかった。自分を受け入れないのなら、壊れてしまえ、とそう願った。

        　行動に移そうと、計画を立てている段階で、戸惑う取り巻きの中、何故か意識を失ったのだ。

        「ここ、は……？」

        　ズキズキと頭が痛む。

        　手で頭を押さえながら、部屋の中を見回してみると、そこは自分の部屋の中であった。

        「うちの、屋敷、か？　何で……」

        「目が覚めたのか、愚か者」

        　聞こえてきた声に、ハッとしてそちらを向けば、足を組み、本を読んでいたジョセフが冷たい目をしてマチューを見ていた。声をかけられたのは、初対面の時以来だ。

        　ジョセフは、本を閉じて近づいてくる。マチューは、体があまり言うことを聞かず、動くことも儘ならない。普段から鍛錬していれば、そんなことにはならなかっただろうが、今更言ったところで遅い。

        　だからと言って、マチューの体の線が細いと言う事はなく、むしろジョセフよりも体は出来上がっているだろう。見た目は。

        「何だよ？　何でテメェがここにいるんだ」

        「お前がバカな事をしでかそうとしていると聞いたからな」

        　ジョセフは、マチューの頭を掴むと、ギリギリと力をこめる。

        　マチューよりジョセフの方が細身で、文官に見えるのに、彼の手を振り解くことが出来ない。込められた力で、頭が悲鳴をあげていく。

        「う、ぐっ……」

        「あの女は、教会の認めた聖女だ。そこら辺の男爵令嬢じゃない」

        「し、らねぇよ！」

        　マチューは本当に知らなかった。知らないでは済まされないのかもしれないが、男爵令嬢がそんな地位にあるなんて誰も思わないだろう。

        「お前があの女に何かするとしよう。どうなると思う？」

        　冷たい目が、マチューを一直線に捉える。ふるり、と体が震えた。

        「良くて、お前が処刑されて、侯爵家は降格処分。最悪、侯爵家はお取り潰しで、私たちは全員処刑されるだろうな」

        　わかっていたか？　そう問われるが、マチューがそこまで理解できていたはずはない。知るか！　と手を振り払うと、痛みを訴える頭を抱えた。

        　そんなマチューの様子を見て、ジョセフはため息を禁じえなかった。

        「お前は暫く外出禁止だ。学園にも行くな」

        「何の権限があって俺の行動を制限しようとしてんだ！」

        　ジョセフが次期侯爵であるマチューに命令できる立場ではない、と言うことは理解してるマチューがいえば、ジョセフは可哀想なものを見る目でマチューを見た。

        「お前はまだ自分が次期侯爵だとでも思っているのか？」

        「な、に？」

        　ジョセフが懐から取り出した手紙。それは、この侯爵家の家紋で印をされていた。それを使えるのはただ一人、当主である父だけだ。

        　この本邸に父が来なくなってからも、マチューに父から手紙が届いた事など一度もないと言うのに。その手紙が、ジョセフの手にあることに、目を見張る。

        「この手紙に書いてあった。私たちに弟が産まれたらしい。父は弟をこの侯爵家の跡取りとして考えている」

        「……は？」

        　ガタガタとマチューの体がわかりやすく震え出す。

        　信じられないものを見るように、首を振り、それでもジョセフから視線が離せない。嫌な汗が止めどなく溢れてくる。

        　それが、真実だと本能でわかっているからだ。しかし、認めたくない。

        「何、言って、俺が、この家の嫡男で、だって、何で」

        「お前の母親方、公爵家の問題が片付いたらしいからな。私は私生児で跡取りにはなれない。父は、お前を跡取りにするつもりは、はなから無かったらしいな」

        「嘘、だ、父上が、そんな」

        「残念ながら真実だ」

        　マチューには受け止めきれない事実だ。

        　崩れ落ちたマチューを気に止めることもなく、ジョセフは更に言葉を重ねる。

        「この本邸は古いからな、あちらの別邸の方が新しいこともあって、別邸をこれからは本邸として扱うと言うことだ」

        　当主と次期当主がいるなら当たり前のことか。

        　この屋敷は、と言えばジョセフが正式に父から譲り受けたとのこと。

        　マチューもこの屋敷を出ていくことになるのかと思えば、ここに軟禁されるという。

        　閉じ込められている間に、マチューの鬱憤も恨みも何もかもが溜まっていく。

        　愛してくれない父も、あの女も、全て、全てが壊れてしまえばいい。

        　誰も、自分を愛してくれないのであれば、こんな世界は必要ない。

        　こんな世界は間違っている。

        　ふ、ふは、と暗がりの中笑うマチューはとりあえずこの屋敷を抜け出すところから始めようと考える。

        　自分に味方してくれる使用人は、全員いなくなってしまっているのか、マチューの部屋に近寄ることを禁止されているのか、姿を見かけることは無くなった。

        　しかし、屋敷の外に出なければ、使用人を連れて屋敷の中を歩くのは禁止されなかった。

        　さてどうしようか、と考え、マチューは書庫へいく事にした。

        　暇だと言えば、鍛錬は許されないものの、読書ならば怪しまれることもないからだ。

        　まぁ、今まで勉強もしていなかったマチューが読書など、怪しさ満点と言わざるを得ないのだが。

        　よくマチューについてくるのは、新しく雇われたらしい執事だ。彼の紹介はされたことがないし、マチューは名前も知らない。

        「マチュー様、そろそろお部屋に戻りません？　ここ、寒いっすよね？」

        　執事とはおおよそ思えないような言葉遣いで、なんでこいつを採用したのか、ジョセフの人を見る目を疑った。

        「戻りたければ一人で戻ればいい」

        　それだけ言うと、静かにマチューはページを捲る。

        　ため息を吐いた執事は、彼も仕事があるのだろう。近くのメイドを呼び、そしてお目付役として、侯爵家の騎士を一人置いていった。なんでメイドじゃなくて騎士なんだ、と内心舌打ちをしながらそれでも本を読み続けた。

        　主に魔法に関する本を読んでいる。剣術の方が好きだが、魔法ができないわけではないし、魔力自体は、ジョセフとは比べ物にならないくらい多い。だからこそ、マチューは問題を起こしても廃嫡もされず、侯爵家にとどまっていることができていたのだが。こうなれば、難癖をつけて廃嫡されるのも時間の問題だろう。

        　色々と調べてはいるが、妙案は浮かばない。

        　夜中に家を抜け出したとして、行く当てなどマチューにはないし。

        　夜も老けた頃、マチューは部屋に戻った。いいや、戻ったと言うより、そろそろ書庫を閉めると言われたので、書庫を出るしかなかった、と言うべきだ。読みかけの本を持ち出し、部屋に戻ると、その本を机に投げて、ベッドへと身を投げた。

        「魔法は、やはり苦手だ」

        　魔力が多いだけで、それを使いこなすことができず、宝の持ち腐れ、と教師に言われたことを覚えている。これなら、ジョセフの方が優秀だと。

        　唯一、ジョセフに優っているものすら、否定された気分だった。だから、魔法は嫌いだ。

        　剣術も、実はあまり好きではない。けれど、ジョセフが剣術や体術を苦手としていると聞いて、ならばと打ち込み始めたのがきっかけだ。

        　この部屋に連れ戻された時に、魔力制御の腕輪も付けられており、魔力を使って逃げ出すこともできない。簡単な水や風を出すことはできるが、あまり長くは続けられないし、魔力を使用すると、記録が残るようになっている。

        　ジョセフが、マチューに逃げ道を残す事なんて一切なかった。

        　どうせ他人になるのなら、放っておけばいいのに。いいや、廃嫡されていないから無駄に放っておけないのだろう。

        　この家に残すつもりがないのなら、早く解放してくれればいい。

        　父は、マチューが生きようが死のうが興味はないのだろうから。

        　しばらくすると、部屋の扉がノックされ、執事が食事を運んできた。

        　メイドが運んでくるときは、スプーンか手で食べれるものだけ。執事がいるときは、ナイフやフォークが出てくる。メイドならば、マチューに敵わないが、執事はマチューを抑え込めるという事だろう。言葉にされたわけではないが、腹が立つ。

        「失礼いたします。今日は、エタンセルの領地で取れたトマトのサラダと、スープ、それから、子羊のローストです」

        　マチューは、その献立を聞いて顔を顰めた。食事を、カビの生えたパンなどに変えられたりする嫌がらせは受けたことはないが、マチューの苦手なもの尽くし、というメニューは時折見受けられた。

        　トマトは苦手だし、羊肉は好きではない。だが、食べなければ、この後何を言われるのか、それを考えるだけでゲンナリする。食べるまで、色々と口うるさく言ってくるこの執事は本当に苦手だ。

        　執事の方も、マチューを好いてはいないけれど。執事の一番は、ジョセフだ。

        「もう少し、美味しそうな顔をして召し上がってはいかがでしょう？」

        「嫌味か、クソが」

        　食べながら、ふと思う。

        　手に持っている、綺麗に磨かれたカトラリー。子羊の血が滴るそれを、指に当てる。キレた指先からは、子羊のローストよりも鮮やかな赤い血がぷっくりと浮き上がってきた。あぁ、そうか、とマチューはその血を見て納得する。

        　そして、マチューは汚れたナイフを首筋へと当てた。が、力を入れる前に、ナイフは取られてしまう。取られた先には、ニコニコと笑っている執事が、それを配膳台へと置くところだった。

        「まさか、ご自分に当てるとは思いませんでした。俺の予想の範囲を超えましたよ。俺びっくり」

        　執事は何て事ないように笑っているけれどめちゃくちゃ焦っているようにも見えた。執事は、ナプキンですぐにマチューの傷を覆うと、食事、続けます？　とマチューに尋ねた。

        　頷けば、ナイフが手に戻ってくるのか？　と思って返事をすれば、ちょっと待ってくださいね、と言う執事は新しいナイフで食べやすい大きさに肉をカットしてしまった。

        　そして、手渡されたのも、今までのフォークではなく、デザートを食べるような小さなフォークであった。一度の出来事で、警戒されてしまったらしい。失敗した、とため息を吐いたマチューは、ゆっくりとだが、食事を終わらせた。

        　食事の後は、その指を見つめていた。指から滴った血からは、確かに自分の魔力を感じることができた。この腕輪をつけていても、魔法が使えるかもしれない、とマチューはニヤリと笑った。

        　魔法はあまり好きではないが、そういえば、と思い出す。魔力が極端に少ない平民などは、スクロールと呼ばれる魔法陣と魔力が込められた紙を買うことが多いのだとか。

        　もしかすると、自分の血でスクロールが作れるかもしれない、と指を呆然と見上げながら考える。

        「入るぞ」

        　ノックと共に扉が開く。執事たちはマチューの返事を待ってから扉を開くが、ジョセフが来た時、マチューに拒否権は存在しなかった。

        「指を怪我したんだと、聞いたが」

        　チラリとジョセフがマチューの指に巻かれているそれに気が付く。

        　あのあと、きちんと処置を執事がして、ナプキンから包帯へと変えられている。

        「なぜ、こんなことをした」

        「なぜ……？　意味がないからだ」

        　そう、意味がない。何の意味も見出せない。

        　自分が生きていることで、何ができるのだろう？　誰にとって、自分とはどう言う存在なのだろう？　生きるも死ぬも、マチューには現在の状況だと変わりがないことのように思える。

        「この命に意味などない。今だって、生きてるかも死んでるかも分からないようなこんな状況で、何の意味があるという？」

        　むしろ、生きている方が無駄なのだろう？　そうマチューは自嘲してみせる。

        　すると、痛みとともに破裂音が響いた。

        　遅れてきて、頬を叩かれたことを知る。

        「だから、お前は馬鹿だと言うのだ。次、同じことを言ってみろ。後悔する事になるぞ」

        「後悔？　後悔なんて、生まれてきてから、いつだって後悔の連続だろ」

        　未来など誰にもわかりはしない。けれど、過去を悔やむことは誰にだってできる。

        　父に愛されたいと行動を起こしても、何をしても愛されなかった。あの時、こうすればよかった、ああすればよかったなど、ずっと、そう、ずっとマチューは心の中で思い続けてきた。

        　今更、後悔などすることはない。そもそも、マチューに今も、前も後ろもなく、ただただそこに現状が転がっているだけ。

        「……そうか、ならお前が何も考えられなくしてやろう」

        「は？」

        　直後、近づいてきたジョセフの端正な顔立ち。それに見惚れているうちに、唇が重なった。

        　驚いている間に、ぬるりと口の中に入ってきて、口の中を蹂躙しだす。

        　巧みに動くジョセフの舌が、動き回り、ぞわぞわとした感覚が下腹部にたまる。

        「ん、ンンッ、んぅっ！」

        　気がつけば、マチューは体の力が抜け、そっとジョセフに体を預ける形となっていた。口の端からは、唾液が伝い、口蓋を擦りながらジョセフが口を離す。

        　はぁ、はぁ、と息を吐き出し、ぼんやりとしている間にジョセフに抱えられ、ベッドへと運ばれる。自分より細い体のどこにそんな力があったのかと驚く。

        「じょ、せふ？」

        「そうか……こう言った事に免疫も何もないんだったな」

        　女性との絡みは、幾分か勉強していたのだろう。学園でもそう言った話題は所狭しと並んでいるものだ。だが、男女の絡みだけを学んだマチューが男同士など、思いつくのだろうか？

        　一方のジョセフは、身分が平民ということで、友と共に春を売る店などに向かった経験など色々とあり、ジョセフの方は経験豊富と言っても過言ではない。

        「何？　何を、言って……おい、脱がすなっ」

        「脱がさないと出来ないだろう。大人しくしていろ」

        　ジョセフの指が露わになった肌の上を滑る。

        　胸の飾りに指が引っかかり弾かれる。ピクッ、と体が震えた。

        　マチューの反応を見て、ふっとジョセフが笑う。

        　何笑ってるんだ、とジョセフを見れば、マチューは違う意味でビクッ、と体を震わせた。

        　まるで、捕食者のような瞳に、怯える。

        　逃げようともがいても、追いかけられ、連れ戻されて逃げることもできない。

        「んぅっ！」

        「逃げるな、いい加減、私から目を背けるな」

        　ジョセフの言葉に、一瞬何を言われたのか、と思考が止まり、抵抗が止む。

        　逃げる？　ジョセフから？　と首を傾げてしまう。逃げた覚えはない。

        　ジョセフは嫌でも目に入ってくる、目の上のたんこぶのような存在で、目を逸らすようなことなんて、していない、はずだ。

        「は、ぁ……っ、ンンッ！」

        　下衣をいつの間にか脱がされ、緩く立ち上がったペニスにジョセフの手がかかる。

        　緩く立ち上がったものをしごかれると、否応なしに腰が揺れた。自分の急所を握られていると、焦る気持ちと、初めて自分以外が触る感覚に逃げ出そうとする腰が止められない。

        「ちゃんと気持ちよさそうだな」

        　グチャグチャと溢れ出した先走りを、絡めるとさらに滑りが良くなって、初めは引き離そうとしていた手が、ただただジョセフに縋るだけとなる。

        　力が抜け、抵抗ができない代わりに、出そうになる声をグッと我慢する。

        「んぅ……っ！　は、あっ、ンンッ」

        「我慢するのは、いいけど、な？」

        「ん……っ、は、ひっ、アァっ!!　ヒィ、アアアアアッ!!」

        　窪みや鈴口を強めに弄られ、皮がずるりと剥かれた。

        　その刺激の強さに、びゅくびゅくと白濁が吐き出された。肌けた腹にぱらぱらと散っていく。はっはっ、と肩で息をするマチューに対し、上着を脱いだジョセフ。

        「は……っ、も、いいだろ……っ、触る、な……」

        「何を言っている？　本番はこれからだろう」

        　は？　とジョセフを見ると、ぐるりと視界が反転する。マチューの双璧を開き、そこにジョセフの顔が沈んでいく。

        　目を見開き、何をするのかと思えば、奥の窄まりにぬるりとしたものが触れる。

        「ひっ!?　あ、ぁっ？」

        　ぺちゃ、と音を立ててジョセフの舌が窄まりを舐め、そこを濡らしていく。

        「やめっ、なにして……っ!!」

        「濡らさないと、痛いのはお前だぞ」

        　逃げ出そうともがいても、無駄な抵抗に終わり、恥ずかしい音がさらにひどくいやらしく聞こえてくる。

        「ん……っ、い、たい？」

        「そうだ、ここに、私のものが入るのだから」

        　そうして触れられたのは、先ほどまでジョセフが舐めていた窄まりで、マチューは驚き、穴はきゅうっと締まった。

        「ジョセフの……？」

        　これだ、と手を引かれて熱くなったジョセフのペニスへと手を触れさせられた。

        　マチューは驚いてそこから手をのける。

        「ま、さか、無理、無理だろっ！　なんでっ！」

        「突然、元気なことだ」

        　無理だと前に進むマチューを捉え、再びそこへと口付けるジョセフ。

        　ぬるり、とした感覚が中に入ってくる。

        「ひぁっ、あぁ……ん、は、なか、あぁ……っ！」

        　慣らすように、まずはゆっくりと中に入ったり出て行ったり。

        　はっ、はぁ、とマチューの息が上がってくる。力を抜けば、ジョセフの舌が、マチューの中を縦横無尽に動き回り、だからと言って力を入れてしまえば、ジョセフの舌の動きを直に感じることになり、どうしようもない状況だ。

        　なるべく体に力を入れないように、我慢しながら、ぎゅうっとシーツに皺を作る。

        「はっ……っっ、ふ、うぅ……ひぁっ、うぅっ！」

        　マチューの意思とは裏腹に、体は快楽を拾い、むくむくと再びマチューのペニスが勃ち上がる。それが、マチューが逃げようと体を揺らすたびにシーツに擦れ、ビクビクと体が震えた。

        　その意図してない動きに、中の舌も引き摺られ、マチューは頭を振る。

        「うひぃっ！　やらぁっ、うぅうう」

        　じゅっと音を立てて吸われると、マチューは、いやいや、と首を振り涙目でジョセフを睨みつけた。ゾクゾクとした興奮がジョセフを襲う。

        　じゅぷっ、と舌が抜かれ、唾液で濡れ、光るそこへジョセフの指が触れた。抵抗虚しく、ジョセフの指はすんなりと中に入ってしまう。

        「あ……っ、うぁっ、うぅ……ひぁ！」

        　ジョセフの指が中を探り、あった、と言う。

        　何が起こったのか、と言った顔で、背をそり上げ、ひっ、ひっ、と恐る恐るジョセフを見る。ジョセフは、にっこりと笑い、先程の場所、前立腺を擦り上げた。

        「アァッ！　うぁっ、あっ、な、に？　ジョセフ、や、やめっ！」

        「お前が気持ちよくなれる場所だ、覚えておけ」

        　やめろ、と言うマチューの静止の声も、ジョセフには何の意味も成さない。

        　中のしこりを弄られるたびに、マチューはひどく声を上げて善がる。もう、シーツを噛み、声を抑えることもできない。口の端から、閉じきれず溢れ出す唾液が、シーツにシミを作っても。

        「ひぅうっ！　あ……っ、あぁっ、ンンぅッ」

        　気がつけば、中の指が増え、苦しさにマチューはうめく。

        　はっ、はっ、と息を吐きながら、それでもジョセフの指は止まる気配は見せない。指が抜けていく感覚に、ゾクゾクと背筋が戦慄く。

        　二本の指が楽に抽送できるようになると、中で指を広げられ、マチューは思わずジョセフの腕を掴んだ。

        「ひ、ひろげっ、るなぁっ!!」

        　だが、その手だって弱々しく、ジョセフの手を止め切れるわけがない。ジョセフは、広がり具合を見て、そろそろ行けるか？　と中から指を抜いた。

        　ホッとしたマチューの手を掴んで、うつ伏せから反転させる。

        　ジョセフと目が合うと、マチューは赤くしていた顔をさらに真っ赤に染めた。恥ずかしさか、逃げようとするマチューを抑え、力の入っていない足を抱え、ジョセフのものをマチューの後孔へと押し当てた。

        「力を抜け」

        「ぅあ、あっ！」

        　グチュ、と音を立てて中に入り込んできたジョセフのものに、マチューは目を見開く。

        　溜まっていた涙が、ぼろぼろと溢れ出し、声が止められなくなる。

        　中を締めて、受け入れたくないのに、ゆっくりと解されたそこは、ジョセフの剛直を素直に受け入れていく。

        　力を入れれば、ジョセフが苦しそうに呻くが、それ以上にダメージがあったのは自分だった。

        「ひぁっあ、あっ！　アァ！」

        　直にジョセフの熱を感じ、その大きさを感じ、じんじんと刺激が全身を駆け巡るようだ。

        　その刺激から逃れたくて、力を抜けば、その分動きやすくなるのか、ゆっくりとジョセフが中に侵攻してくる。その度に締め付け、繰り返し、前からはダラダラと蜜を溢すようになってきていた。

        　それに気がついたジョセフが、マチューのペニスに手をかける。

        「あぁっ！　あっ、あっ、いやあっ！」

        　そこを弄られると、体の力が抜けていく。その中をジョセフが割り開き、先ほど見つけた前立腺まで到達する。マチューが、先ほどとは比べ物にならない刺激に、ジョセフへとしがみつき、爪をたてた。それさえも興奮材料になるのか、一番太い所は過ぎたはずなのに、段々と太くなってきている気がする。

        　奥まで入り切ったところで、ふぅ、とジョセフが息を吐いた。

        　はぁ、はぁ、と虫の息だったマチューは、ジョセフが止まったことで、ようやくまともに息が吸えるようになった。だが、いっぱいいっぱいのはずの括約筋をさらにジョセフのものが広げようとしているような気がして、休まる暇もない。

        「ふぁっ、ふ……っ、ふとく、するなぁ〜〜っっ!!」

        「っ、煽るなよ」

        　全く、とジョセフが息を吐くが、動くつもりはないみたいだ。

        　マチューが慣れるまで、と思っているのだろう。ジョセフは、マチューに慣れる時間は与えるつもりでも、休憩を与えるつもりはなく、その指がきゅっ、とマチューの左の飾りを掴んだ。

        「んあっ！」

        　やだ、と首を振り、ジョセフの腕を掴むマチュー。しかし、それなら、とジョセフの口がその飾りを飲み込む。じゅっと音を立て吸われ、突起に歯を立てられる。

        「アァアアッ！　も、やだ！　さわるなっ！」

        「あ、ばか」

        　バタバタと暴れようとしたマチューは中に入っているジョセフの存在を忘れていたのか、自ら動いてしまったために、驚いて目を見開き、声をあげる。

        「〜〜っっ!!　ひ、ぐっ、あ、アァ！」

        「っ、そろそろ慣れてきたのか？」

        　痛そうな素振りがないマチューへそう言って、ジョセフがゆっくりと中から抜けていく。

        　抜ける際の刺激は、奥に熱を残し、咄嗟に中を締め付け、必死にジョセフへとしがみつく。

        「ぬ、ぬけ、ぬける……アァアアアアッ!!」

        　抜けると思った瞬間、ばちゅん、と音が鳴る勢いで中にそれは戻ってきた。

        　収縮し始めていたそこを、太いものが開いていく感覚。ビクン、と大きくマチューの体が跳ねた。

        「ひっ、ひ、ひぃ……あ、あぁ……」

        　ゴリゴリと中で前立腺をジョセフが突くと、マチューはジョセフにしがみ付きながら、その快楽から逃れようと腰を振る。

        　しかし、その足はしっかりとジョセフに絡みついていた。

        　奥まで入れば、嫌がる割に、そこにいて欲しいと言わんばかりにマチューの中はジョセフのものを締め付ける。

        「あ……っ、も、やだ……、も、もぉ……っっ!!」

        「あぁ、そろそろ」

        「あぁ……っ、ひ、あ……、なんか、くる、でる、で、る……、や……っ、うぁ、アァアアアアッッ!!」

        　奥を突かれながら、滴を垂らすマチューのものをジョセフが扱く。

        　ビクビクと震え、マチューはジョセフに抱きつく。前からは、先ほど出したよりは薄いが、びゅくびゅくと精液が飛び散り、ジョセフとの間を汚す。

        　うぐ、と呻いたジョセフのモノがマチューの中に叩きつけられ、マチューは、声もなくそれを受け止め、息をつめた。

        「愛してる、マチュー」

        　受け流せない刺激を受け、悶えるマチューにジョセフがキスをして、言う。

        　マチュー、と初めて呼ばれた気がする。なのに、何かを言うこともできずにふっと、意識を落とした。

        　次の日、マチューは慣れない事に珍しく熱を出した。

        　体の疲労とは別に、知恵熱でもあるのだろう。最後に聞いたジョセフの言葉は、マチューに混乱をもたらすには十分だった。

        　それから、三日後マチューは目を覚ました。

        「……目が覚めたのか、マチュー」

        「ジョセフ……？　何で、お前がここに……」

        　ジョセフは、マチューの側にいてあの日と同じように本を読んでいた。

        　その本は、見覚えがある。いつかの自分が机の上に投げた魔法の本だ。

        「お前がそばにいろと言ったんだろう」

        「俺が？」

        　熱で朦朧としていたとして、マチューは自分がそんなことを言った、という事を信じられないでいた。

        　そんなマチューの混乱をよそにジョセフはマチューの前髪をかきあげると、そこへ口付ける。

        「は……？」

        「もう、大丈夫そうだな。私はそろそろ出仕しなければ」

        　ジョセフは、そう言って軽く身支度を整え、部屋を出て行こうとする。

        　唖然とするマチューを放ってだ。

        「いやいやいや、ちょっと待て」

        「何だ？」

        　怪訝そうな顔をしてジョセフがマチューを見るが、マチューはまた熱が上がってきたのかと思うぐらいに顔を赤く染めていた。

        「お前、俺を愛してるって……本気、だった、のか？」

        　途中から気恥ずかしくなり、マチューは視線を彷徨わせ、俯く。

        「当たり前だろう。お前には、嘘もまやかしも言わない」

        　ジョセフの性格からして、言うはずが無い、とマチューは納得する。

        　本当は、ジョセフのことなど何一つ知らないのに。

        「マチュー」

        　名を呼ばれるたびに、気付きたくなかったそこに籠る熱を感じる。何故か、心臓が脈打ち、腹の奥に熱がこもる気がした。おずおずと見上げた先のジョセフは、マチューのことをとろけるような笑顔をして見下ろしている。

        「愛している。私の大事な異母弟。お前以上に私を惹きつける存在はいない。だから、大人しくしていなさい」

        　ジョセフのその言葉には、どろりとした欲みたいなものが見え隠れしていた。

        　愛しているというジョセフの言葉が信じられない。信じたくない。けれど、それに惹かれてしまうのも事実だ。

        　そっと、マチューにキスをして離れていくジョセフ。唖然としたままのマチューが何かを言う前に、ジョセフは部屋を出た。

        　しばらく、呆然とそれを見送ったままでいると、執事が部屋の中に入ってくる。マチューの部屋だというのに、遠慮というものがない。

        「マチュー様、御気分はいかがです？　ジョセフ様は出仕されましたが、寂しくはありませんか？」

        　執事の言葉に、マチューは、は？　と執事を睨む。

        　そんなマチューの反応に、ぶふぉ！　と執事が噴き出して笑う。そんな反応に、意味がわからない、と首を傾げた。

        「マチュー様、あれだけジョセフ様を呼んでいらっしゃったのに、ふふっ！」

        「はぁっ!?」

        　何で、俺が!?　とマチューは戸惑う。

        　しかし、執事の言っていることは間違ってはいないのだろう。ジョセフは、マチューが望んだからそばにいたと言った。それを認めたくないだけだ。

        　嫌いなはずのジョセフが側にいることを、マチューが望んだなんて。

        「んー、熱はなさそうですね。ですが、本日はお部屋でゆっくりしていてもらいますよ」

        　じろじろとマチューを観察した執事は、まだ本調子ではないだろうマチューにそう告げた。それは、ジョセフの意志でもあるという。

        　この屋敷の主人はジョセフで、マチューがどれだけ騒ごうともマチューの意志が通ることはなく、この部屋にいることになるだろう。

        　マチューは、せめてと執事に本を頼む。あの時に見た自分の血を忘れられなかったマチューは、魔法の本ではなくて、魔術の本を頼む。

        　執事は、少し変な顔をしながらも、マチューの言った通りの本を持ってきた。魔術は、本来平民のものであり、貴族のものではない、と殆どの貴族が思っており、マチューも例外ではなかった。知識として知っているだけの存在。だからこそ、そんな魔術に変な顔をしたのだろうと、マチューは気にもとめなかった。

        　執事の持ってきた本を開き、読み進めていく。そこには魔術の分類についてなど書かれており、自分の知らない世界が広がるようだった。

        　その内の一つ、スクロールについての記述に読み進めていくとたどり着く。スクロールには魔法陣というものが描かれているらしく、魔術文字によって効果が変わるという。

        　古語である魔術文字を理解し、正確に記述することが大切である、と書かれていた。マチューは珍しく現代語よりも古語の方が好きで、得意でもある。

        　魔法陣について、色々と調べ、ある日、マチューはついに、魔法陣を描くことにした。

        「な、マチュー様っ！」

        　指にペンの先を刺し、血をインクの中に垂らすマチューに執事が驚いて近づいてくる。

        「何をしてるんですか!?」

        「血を、インクに混ぜている」

        　平然と答えるマチューに、少しだけ狂気を感じた。

        　ポタポタと何滴か血がインクに落ちたところで、執事が手早くマチューを手当てしてしまう。だが、十分だとインクと血を混ぜた。

        　羽ペンで、無地の用紙にガリガリと書いていく。

        「何を書いてらっしゃるのですか？　魔王でも召喚する陣でも書いてるんですか？」

        「こんな小さな魔法陣で魔王なんて呼び出せるものか。少し見ればわかるだろ」

        　じゃあ、何を、と言う前に、よし、とマチューが魔法陣を描き終わる。そして、扉が不意に開かれた。

        「こんなところに隠れていたのか、マチュー・エタンセル！」

        　派手な音を立てて開かれた扉に、執事と共に警戒する。

        　現れたのは、学園で常に聖女のそばにいた王太子。なぜ、ここに王太子が……？

        「貴様に、聖女毒殺の容疑がかけられている！」

        「聖女……？　誰だ？」

        　というか、マチューは好きで隠れていたわけではない。そもそも、マチューはこの屋敷に軟禁されている状態だ。隠れられるはずがない。

        　こっそりと執事が耳打ちしてくる。

        「あなたがココに囚われる原因になったお嬢様のことですよ」

        「あぁ……、あの女か」

        　最近は、マチューの事ばかり考えていて、聖女のことなど思い出しもしていなかった。

        　そう言えば、そんな女もいたな、と言った感じで今は関心すらない。

        「毒殺？　なんで俺が」

        　マチューは毒などと、そんな面倒な手は使わない。貴族といえば……で毒殺を思いつくものは多いかもしれないが、マチューは毒殺をしようにも毒の入手すらも困難であるし、どうしたって誰かしらにバレてしまう。それならば、まだ自分の力だけで何とかなる呪いや魔法を使った方がマシだろう。

        　くすくすと笑う執事の方が、マチューより確実にうまくやるだろうが。

        「その毒殺事件がいつ起こったのかは知りませんが、当家のマチュー様は随分前よりお屋敷から一歩も出てはいませんよ」

        　挑戦的に笑いながら、王太子を見つめ執事が声を上げた。

        　この屋敷には、ジョセフに従う者たちが多く、マチューの言うことなど風が吹いたかのように無視するような使用人ばかりである。この者たちに自分の代理で暗殺など頼めるはずもない。

        「ん？　ではその紙はなんだ！　何を企んでいる？」

        「殿下には関係ない」

        　王太子のお付きの者たちが、王太子殿下に対して、なんて無礼な！　と興奮気味に言っているが、勝手にぞろぞろと人の家に侵入してきて、叫ぶ彼の方がよっぽど無礼だろう。

        「まさか、魔王でも召喚しようと言うのではないだろうな!?」

        　マチューはその言葉を聞いて、王太子を呆れた顔をしてみて、それから執事を見て、もう一度王太子を見た。

        「お前らは思考回路が似通ってるのか？　こんな小さな魔法陣でそんな芸当できるわけないだろ」

        　馬鹿か？　と冷静に言ったら、ブフッ、と執事は吹き出し、王太子はプルプルと震える。

        　吹き出し、震えている執事を睨むと余計に肩を振わせるから、マチューの眼力がとても強くなった。だが、執事はあまり気にしていない。

        「では、聖女様を呪殺しようとっ！」

        　何と恐ろしいっ！　と王太子のお付きの者たちが口々にいう。

        　しかし、呪殺ならばもっと大量に魔力を消費する。マチューが聖女を呪殺そうとすれば、マチューが衰弱してもなお足りないぐらいの魔力がいるだろう。

        　今、魔力を封じられている状態では到底無理な話だ。

        「馬鹿に付き従うのは、馬鹿しかいないのか？　呪殺なんて、どう考えても無理だろ」

        　ため息まじりにそういうと、お付きの者たちは憤慨したが、王太子は妙に冷静な顔をしてマチューを見ていた。

        「お前、ジョセフに似てるな」

        　は？　と本気で低い声が出た。

        　怒っていると思った王太子は、怒ってはいるのだろうが、なんというか、寛容だった。それよりも、ジョセフの方が酷いと笑う。ジョセフは一体、城で何をしているんだ？　と少し疑問に思った。

        　なんでだ？　と首を傾げていると、なんですかこれは!?　と怒った様子のジョセフが帰宅する。騎士たちをかき分けてジョセフは冷たい氷のような目をして王太子を睨んだ。

        「殿下っ、人の屋敷で何をしているんですか！」

        「ジョセフっ！」

        　王太子の目が輝いた。なぜ、王太子はジョセフを慕っているのだろう？

        　マチューにはわからない事ばかりだ。

        　この様子を見るに、王太子へジョセフが優しくしたことなど一度もないのではないのか？　と思う。

        「マチュー・エタンセルはお前の弟だったんだな？　なぜ言わない。俺が始末をつけてやったのに」

        「誰がそんなことを頼みましたか？　私の弟に近づかないでください。迷惑です」

        　本気で、ジョセフは虫ケラを見るような目で王太子を見ている。

        　何故か、お付きの者たちも恍惚とした顔をしてジョセフを見ていて、あ、ダメだこいつら、と思ったのはマチューの中で口には出さず、消化されていった。

        　ジョセフは、一体王宮で何をしているのか、と言う疑問は、ジョセフを見て消え去る。

        「お前はいつもはっきり物をいう。それは好ましいが、この弟はダメだろう」

        　ほら、と王太子が指す先には、マチューが書いた魔法陣が。

        　あ、と思ってマチューはジョセフからそれを隠そうとする。

        「あれはきっと、お前を害するものに違いない。早く追い出していれば……」

        「勝手を言ってくれる……」

        「マチュー、それは何だ？」

        　王太子には割と丁寧な物言いをするジョセフだが、マチュー相手になると、その声は一段と低くなる。

        　なぜ、愛してると言ったジョセフがそんな声を出すのか、マチューにはわからない。

        「マチュー様は、魔王を召喚する魔法陣ではないとおっしゃってました。ただ、何かは答えてくださいませんでしたが」

        　執事の言葉を聞いたジョセフは、ため息を吐いてマチューに近づく。おい、と戸惑う王太子の事を無視して。

        　引き止めようと手を伸ばすが、その手はジョセフに届かず空を舞った。

        「マチュー、教えなさい」

        　どろり、と優しく溶け出すような声に、びくり、とマチューの体がはねる。やめろ、とマチューがジョセフの体を押せば、その隙に魔法陣を奪われてしまう。

        　あ、と気がついた時にはジョセフにはそれが何なのかわかったのだろう、ニヤリと笑った。

        　ジョセフはわかっていてその魔法陣を起動させ、その対象にマチューを選んだ。

        「安心してください。これは危ないものではありませんよ。いえ、少し危険ではあるかも知れませんね」

        「危ないわけないだろ！　本心しか語れない魔法陣なんて！」

        　ハッとして、マチューは自分の口を塞ぐ。

        　しかし、その両腕をジョセフに押さえつけられてしまった。

        「なんでこんな物を作った？」

        「お前のことがわからないからだろ！　俺を愛してるだの言い出したお前のことがわからなくて、だからっ！」

        　暴れてジョセフの拘束から抜け出そうともがくけれども、全くと言っていいほど抵抗は無意味に終わってしまう。

        「なるほど……私のことが知りたかったのか。可愛いやつだな、マチュー」

        「可愛くないっ！　可愛かったら、俺は愛されてた！　だから俺は、全部壊して……俺が、愛される世界が、欲しくて……っ」

        「今、私に愛されているのだから、それでいいだろう？　他のどの相手も、私は認めない」

        　あんなもの達など、捨ててしまえ、とジョセフはマチューに言う。自分は父に愛されているのに、捨ててしまえと言えるそれが、怖くて、羨ましかった。

        　ぼろぼろと泣き出したマチューを抱きしめ、ジョセフはそっと慰めるように頭を撫でる。

        「俺は、一体何を見せられているんだ？　なぜ、あいつは聖女に固執していた？」

        「だって、あの女、優しかった、し……愛してくれると、思った、から……」

        　それ以外の理由なんてない。

        　ヒック、としゃくりをあげながら答えるマチュー。ジョセフは、よしよしとその頭を撫でていた。

        「今のマチュー様なら、誰が何を言ったところで答えてくださりそうですね」

        「そういう術式だからな。マチューに魔法陣を描く才能があるとは思わなかったが」

        　嬉しそうにジョセフが話している。マチューは、褒められたことに、ぶわっと感情が持って行かれたのだろう、顔を赤く染め、涙が止まった。

        「俺、帰るわ……」

        　青筋が浮き、ゲンナリとした王太子。

        「あ、お見送りさせていただきますね。俺、ここにいてジョセフ様に殺されたくないんで」

        　あはっ、と笑いながら王太子を執事が追い出しにかかる。部屋を出る途中、ふっとジョセフが殿下、と呼び止めた。

        「殿下」

        　ギギギ、と機械が音を立てて動くように王太子はゆっくりと振り返った。

        　ジョセフは、すごく悪どい笑みを浮かべながら、目を細めて忌々しそうな声を出す。

        「調べるなら、マチューではなく、エタンセル侯爵本人をお調べになった方がよろしいのでは？　マチューの母方、ヴィエトル公爵家も怪しいのではないかと思います」

        「あ、あぁ、わかった。調べさせる……今日は、もう休みでいいからな。明日も、必要ならば連絡をくれ」

        　ではな！　と早々に部屋を出ていく。これ以上、何も言われたくないし何も見たくない、と言うように。

        　ごゆっくりと執事がゆっくりと部屋の扉を閉めた。

        　静けさが戻る部屋で、隠すようにマチューを抱きしめていたジョセフはゆっくりとマチューを離す。

        「ジョセフ」

        「どうした？」

        　涙目でジョセフを見上げるマチューは離れていくジョセフに手を伸ばす。

        「離すな、そばに居ろよ……俺を、愛してくれ……」

        　熱で浮かされていた時にもずっと、マチューはそう言ってジョセフを求めていた。

        　他の誰でもない、本当に愛情をくれる相手を本能ではわかっていたのだ。

        「お前は……」

        「ジョセフ？」

        　本心であるけれど、そこに欲はない。

        　ただただ、純真無垢な子供のような心があるだけ。

        　ため息を吐くジョセフを、嫌われたのか？　と心配そうにみる。

        「この間のあれは、嫌ではなかったのか？　お前に酷いことをしただろう」

        　ジョセフにとっては愛を伝える行為でも、マチューにとっては酷いことだろう。嫌ではなかったのか？　純粋にそう思った。

        「あれは、すごく恥ずかしくて、でも、嫌じゃ、なかった……っ」

        　マチューは恥ずかしそうに視線を彷徨わせながら言う。そんなマチューを、驚いた様子でジョセフは見て、それから、ふ、ふふ、と笑った。

        「なら、またするか？」

        　ビクッ、とマチューの体がはねる。

        　伺うようにジョセフを見て、おずおずと言った。

        「ちゃんと、また言ってくれたら、していい」

        「何を？」

        「俺を、愛してるって……」

        　言ってくれ、とか細くなる声。

        　ジョセフは、マチューを抱き上げながら言った。

        「お前だけだ。愛してるよ、マチュー」

        　マチューの米神にキスをしたジョセフ。マチューはそんなジョセフに抱きついた。

        　そこからは、なし崩しにベッドに転がった。

        　魔法陣の力でぼんやりとしていたマチューは大した抵抗もなくジョセフを受け入れる。

        「んんあ、はっ、あぁっ！」

        　マチューが正気に戻った時には既に中に入っていたジョセフのもの。

        　マチューのものは爆ぜて、二人の間に白い雫が滴っている。

        「な、なんだ、これ……っ、何でっ、またっ!?」

        「お前が望んだからだ……愛しい、マチュー」

        　ちゅっ、と音を立てキスをされる。マチューは混乱の最中、ジョセフが動き出す。

        「やっ、まっ、とまっれぇ！」

        「可愛い……っ、あぁ、私の弟はこんなにも可愛らしいのに」

        　ふっふふ、と笑いながら前立腺突き上げてくるからタチが悪い。中からも外からも刺激され、考えが纏まらない。

        「んぁっ！　ばっ、かぁ！」

        　思い出すのは、自分が魔法陣の影響によって、恥ずかしい事ばかりを口に出していたこと。

        　それを全て、ジョセフに聞かれ、尚且つ強請って、あぁ、誰か殺して欲しい。これ以上、なんの恥も晒さない内に。

        「あはっ、く、んぅんっ！」

        「二度目だというのに、奥を覚えたのか。偉い子だな、マチュー」

        　ビクビクと体を震わせるマチューを撫でるジョセフ。全く嬉しくないのに、体は勝手に喜んで、中にいるジョセフをきゅうきゅうと締め付ける。

        　奥をこちゅこちゅと突かれるたびに、お腹の奥に熱が溜まっていくようだ。熱が溜まるほど、マチューの目には涙が溜まっていく。

        「はぁ……っ！　んくっ、アァっ！」

        　奥の壁に当たり、中のいいところを全部こすられ、締め付ければ、ジョセフを酷く鮮明に感じ、逃げるように腰を振ってしまう。だが、逃さないと言うようにジョセフが中に戻ってくるので、マチューはボロボロと涙をこぼすだけ。

        「マチュー、私の愛しい宝物」

        「アッ、アッアッ」

        　言葉とは裏腹に、奥の窄まりをノックしていたジョセフのものが、そこに押し入ろうとぐりぐりと押しつけられる。

        「もう、お前が嫌がっても離してやらんし逃さない」

        「ひぁああっ、うぁあ、ひっ、あぁ」

        　ジョセフの言葉に、中を締めればそれに合わせ、奥がこじ開けられた。目を見開き、ボロボロと涙が止まらなくなる。

        　息を詰めながらも、愛している、とジョセフはマチューにキスをする。

        　愛しているというジョセフの言葉が、スッとマチューの中に染み込んでいくようだ。

        「ジョセフ……、もっと俺を愛して、もっと、もっと……」

        　もっと欲しい、今までの分まで全部とマチューは自ら望んで手を差し出す。ジョセフは、そんなマチューに少し驚くと、怖いくらいに綺麗にジョセフは笑った。

        「もちろん。可愛い、可愛い私のマチュー」

        　その瞬間、ふわり、と笑ったマチューは確かに幸せだった。やっと欲しかったものが手に入ったのだから。

        　

        　＊＊＊

        　

        「知らなければ幸せなことって多いっすよねぇ」

        　王太子一行を見送った執事は、そう呟いた。

        　そっと、漏れ聞こえてくる声は、甘く掠れ、それでも相手を求めているようだ。

        「せっかく我慢してたのにねぇ」

        　侯爵家が雇っていた使用人たちは、みんな侯爵の手先であった。マチューを甘やかし、何もしなくてもいい、我儘なお坊ちゃんに育てたのだ。跡取りとして不足であるように。難癖をつけて廃嫡しやすくするために。

        　マチューの悪い噂や、柄の悪い取り巻きをつけたりなど、悪どいこともしていた。マチューにそんな柄の悪い連中を近づけたことも、ジョセフは許しがたく思っているだろう。

        　母方のヴィエトル公爵家とエタンセル侯爵家、そのどちらも悪魔信仰の家系だ。この騒ぎに乗じて、双方の家の意向で、マチューを生贄に、魔王を呼び出さんとしていた。ついでに聖女を傷つけられればそれでいいとさえ思っている節もあるだろう。

        　それを阻止していたのが、ジョセフである。王太子を殺しにきた執事を逆に半殺しにしてから、雇い、この家のほぼ全ての護衛やメイドなどを暗殺者などで揃えた変わり者でもある。

        　その総括が執事であるから、ゆえに強い。だが、彼よりも強いのがジョセフだ。ジョセフは、マチューが傷つけられるのを酷く嫌う。手を出したら最後、本気で殺されるのがわかっているので、手出しはしないが、マチューを気に入らないのも確かである。早く逃げればよかったのに、どんどんと自分から蜘蛛の巣に絡まりに行っているようで、馬鹿だと思って。

        　後日、両家並びに悪魔信仰の貴族たちは捕らえられた。マチューを生贄に魔王復活を目論んでいたその証拠も、ジョセフは押さえており、それを提出することで、殊更スムーズに事が運び、全員重罪に処された。もちろん、両家に偽装の証拠を残しておくことすら忘れたりしない。

        　裏で、ジョセフが手を引き、早々に問題を片付けてしまいたかったのは間違いない。マチューに手を出されそうになって、酷く怒っていたことだろう。

        　と言うのは建前だ。

        　あの悪魔みたいな男が、何歳から計画を立てていたのかは知らない。

        　執事が、ジョセフに出会った頃にはもう、計画は動き出していたと言ってもいいくらいだったのだから。

        　古参の、執事よりは弱いだろう家令もいるが、彼はジョセフに忠誠を誓っており、必要最低限の情報しかジョセフに関しては漏らしてくれない。悪魔にすら、悪魔っ！　と呼ばれそうな男である。

        「これもまた、血筋なのでしょうね」

        　ジョセフやマチューたちにとっては、祖母に当たる人は、とある王家から輿入れされた方だった。破天荒の暴れ馬、と呼ばれていた祖母だったが、その王家の血筋はとても特殊である。その血を色濃く継いだのが、ジョセフなのだろう。その王家は、特殊な力がある者が生まれる代償に、執着を見せるという。それも血のつながった同性の兄弟にだ。

        　溺愛し、危険からは遠ざけ、ただひたすらに愛でるという。そんな、変な一族である。

        　だからこそ、ジョセフの大切なものはマチューを置いて他にはない。ジョセフの初恋で、一目惚れの相手がマチューという異母弟。可愛過ぎて、マチューに接触すると我慢できなくなるから、接触を避けて、裏で色々と行動していたと言う。

        　それもマチューの失態と、それを喜ぶ父にジョセフの箍は外れてしまった。要らないのならば、大事にできないのであれば、自分が大事に大事に仕舞って、愛してあげようと。

        　それが、全ての始まりと言ってもよかったのかもしれない。父や、ヴィエトル公爵などにとっては、破滅の始まりとも言えるが。

        「そもそも、魔王復活だの、魔王召喚だの、意味のないことを考える人間もいるもんだ」

        　それは、冗談混じりに魔法陣のことを弄っていた執事が言うセリフではないのかもしれない。が、そう言わざるを得ないぐらいの茶番にしか見えなかったのだ。

        　本当に怖いのは人間だって、この世界の誰もまだ知らないのかもしれない。

        「俺は、ジョセフ様がご機嫌であればそれでいいんですけどね」

        　そのほうが、世界は平和だから。チート級のジョセフを、御せる人間などこの世にはそうそういないのだから。

        「触らぬ神に祟りなし？　まぁ、俺は神様なんて信じちゃいないけど」

        　あはっ、と笑う執事は赤い目を光らせてさぁ、仕事だ、と彼は背伸びをした。

        　

        　＊＊＊　

        　

        　物心ついた時から、父親がどこかの貴族であることは知っていた。けれど、母は平民であり、この世界の常識と照らし合わせると、自分は庶子ということになる。

        　しばらくは、父が家に通ってくるようにして暮らしていたが、父の本妻が亡くなり、本邸に移り住むことになった。その前から、家庭教師などをつけられていた自分はそれなりに優秀であり、本邸にいるという異母弟を追い落として父の跡を継ごうと思っていた。

        　しかし、その考えは一瞬にして消え去った。

        　初めて会った異母弟は、本当に同じ父の血を引いているのかと心配になるぐらい可愛くて、仕方がなかった。

        「ジョセフ様？」

        　マチューが走り去ったあと、怪訝そうな顔をして専属の執事が声をかけてきた。彼は、本妻が送ってきた元暗殺者であったが、丁寧な説得のもと、専属の執事として今はジョセフに仕えている。

        「あれが、私の弟……なんてかわいいんだ」

        　幸いか、その呟きは執事しか聞いていない。父は母に夢中であるし、そうなるように計略を立てたのも自分だ。本妻から父を奪いたかった母の望みを叶える形で。

        　本妻が、産後の肥立ちが悪くて亡くなった？　そんなの、裏から手を回したに決まっている。誰がって？　本妻が送って来た執事に頼んで、色々と手を回してもらっていた。

        　直系の後継がいないと、父の立場が不味くなる。そのため、マチューには手出ししないようにしていたが、それは正解だった。

        「父は、あれをいらないと言っている……なら、私が貰っても、問題はないよね？」

        「さようでございますね」

        　ポーカーフェイスの中に呆れを含みながら、執事は同意した。

        　無邪気な顔をして笑うジョセフが、何を考えているのか、なんて執事にしかわからなかっただろう。

        　まず、ジョセフはマチューとの関わりを最小限にし、その間に本邸の人脈掌握に執事を上手く使いながら専念していた。

        　マチューのわがままに、耐えきれないと言った様子を見せた母は、父にねだり、別邸へと居を移した。そんな子供の嫌がらせに屈するような母ではないが、その方が父への印象が良くなるといえば、すぐに実行した。全く現金な女である。

        「マチュー様の側にいる使用人たち以外は、全てこちらの人員へと入れ替わっております」

        「ご苦労。では、私が学園に通っている間、首尾は頼んだ」

        　年月が経ち、ジョセフも可愛げがなくなって来たものだと、執事は感じたが、それでもジョセフに対する忠誠心は一つも変わることなくそこにあった。元暗殺者が何を言っているのか、と言われるかもしれないが、それでも彼が信じる人はただ一人、ジョセフだけなのだから。

        　母たちがいなくなり、少しずつ進めていた計画は順調である。まぁ、時たま邪魔が入ることもあるが。

        　マチューを邪魔に思っている父や、ヴィエトル公爵が、マチューをお亡き者にしたがっているのは知っていた。そのために、色々と準備していたのも。

        　それを細々と妨害していくのは、とても骨が折れる。その妨害をしているのが、ジョセフだということもバレてはいけない。

        　だが、そのゲームみたいな攻防が少し楽しくもあった。

        「かしこまりました。ジョセフ様の忠実な部下であるこのルアン、一部の失敗もなく事を成し遂げて見せましょう」

        「ハハッ、失敗しても良いのだが？　その方が盛り上がるというものだろう？」

        「まさか、わざわざ殺されにいくような真似は致しませんとも」

        　にっこりと、ジョセフの目が細く三日月を描く。その答えに満足した、とでも言いたげに。

        　学園では、平民である自分に姓はなく、庶子ということでも色々と絡まれたりしたが、あまり気にしていなかったら、いつの間にか絡んでくるものもいなくなった。むしろ、遠巻きにして恐れているものたちが多い。

        　庶子ではあるが、優秀であったため、王宮で隙間時間に雑務をするという仕事をしていると、王太子に目をつけられた。別に、特段優しくしたつもりもなければ、親切にしたつもりもないのだが、王太子に気に入られてしまった。まぁ、気に入られたところで、こちらには不都合はない。

        　屋敷の維持などにもお金がいる。長く働くなら、王宮が一番安定しているだろう。それに、王太子には父やヴィエトル公爵を処理するときに役立ってもらわなければ困る。

        　一年が経てば、マチューが入学してきた。ぎりぎり及第点で合格し、学園に来ることができたみたいだ。王太子達も、マチューと同い年だ。同じく入学して学校でも煩わしい彼に付き合うことになった。

        　だからと言って、マチューに関わる気はないが。それどころか、自分を変に気に入っている王太子や側近たちにばれたくない。まだ、その時ではないからだ。情報操作を完璧に、マチューの側に寄っても、あまり関わり合いにならないように。マチュー自身もジョセフを嫌って避けて居たので、ちょうどいい。

        　そんな中、マチューが都合よく聖女と呼ばれる存在に惚れた。彼女は国に認められた聖女だった。だが、彼女自体はどうでもいい。いっそ、この手で始末してしまいたいぐらいには、嫌いだが。

        「彼女、聖女でしたよね？　困っているみたいですし、助けてあげてはいかがでしょう？」

        　卒業後も、王太子の連絡係として時折、学園に赴いていた。いいや、わざと忘れ物などをして、学園にジョセフを呼び出していた、と言った方が正しいのかもしれないが。

        　そこで、マチューが聖女に絡んでいるのを目撃する。

        「あぁ、そうだな。彼女に何かあれば、教会がうるさい」

        　面倒臭そうに王太子が動き出す。ちなみに、ジョセフは教会がうるさかろうが関係はないので、どうでもよかった。だが、ジョセフが望んだ通り、マチューは嫌われていった。側に付けている、学友という形の護衛たちの成果も相まって、面白いほどに、ことが運ぶ。

        　マチューよりも一年早く卒業し、屋敷に帰ってくると、ルアンが出迎えてくれ、一つ頷いた。

        「屋敷の準備はできてございます」

        「そうか。では、計画を進めよう」

        　マチューがいない間に、父に雇われていた人間を全て父たちが暮らす別邸へと送り、少しずつ増えた特殊な使用人ばかりとなった屋敷。

        　真実を知りながらそこに帰り、我が家だと安らぐことのできるのは、多分きっとジョセフだけであろう。

        「あの子をこの手に」

        　マチューに付けている護衛のものたちから、マチューが危険な思想を持ち出すことは予想済みだ。その計画を実行する前に、マチューを気絶させて屋敷の部屋へと搬んだ。屋敷に閉じ込めたマチューに絶望を与え、ジョセフしか味方がいないのだと錯覚させる。まぁ、実際父はマチューを疎んでいたいのだから、味方はジョセフしかいなかったのだけれど。

        　屋敷が既に自分のものであると伝え、出ていこうと模索するマチューを押しとどめることなど容易いことだ。普段、暗殺を生業にしている彼らからすると朝飯前だろう。

        　マチューには特に腕の立つ暗殺者であるセルジュをつけた。ルアンは家令に昇格させ、セルジュを執事へと採用する形で。

        　セルジュはとても腕が立つ。だからこそ、安心して任せていられたのだが……マチューが自分で自分を傷つけるなんて。

        　今まで、大切に、大切に守って来たのに、許せなかった。

        　自分を必要がない、と言ったように扱うのも、だから、手を出してしまった。計画では、もっともっと、マチューを依存させてからと思っていたのに。

        　まぁ、大幅に計画が変更されたわけでもないから、良しとする。

        　マチューと体を繋げた事で、気分は浮上していた。

        「じょ、せふ……」

        　しかし、マチューは無理が祟ったのか、熱を出して倒れてしまった。医者には見せたが、熱があるだけで体に異常はなく、直に下がるだろうと言って帰っていく。

        　セルジュに任せ、マチューの部屋を出ようとしたところで、何かを察したのか、マチューは仕切りにジョセフの名を呼んでいた。

        　目が覚めたのか、と思ったが、そうでもなさそうで、仕切りに話しかけるセルジュを無視してマチューはジョセフへと手を伸ばしている。

        「ジョセフっ、なんで、いくなっ！」

        　涙目で、意識も朦朧としているだろうマチューはそれでもジョセフへと手を伸ばし続ける。うまく動かないのだろう体で、必死に縋り付いてくるものだから、余計に可愛らしく見えてしまう。

        「私はどこにも行きはしない。マチュー、私の全てはお前のものだ」

        　可愛い、可愛い私の異母弟。

        　それに安心したのか、ジョセフを離さないうちに、マチューは眠りについてしまった。

        「これでは、部屋を出ることも叶いませんねぇ」

        「あぁ……、セルジュ、ルアンを呼んでこい」

        　はいはーい、と執事あるまじき返事をして部屋を出ていくセルジュ。だが、それでもジョセフは彼を信頼している。信用はしていないが。

        「もう少し……もう少しで、私とお前が生きやすい世界になる」

        　ふふっ、と楽しそうにジョセフは笑う。

        　やって来たルアンが不気味がって近づきたがらないほど。

        「ルアン、私は少しの間ここを動かない。だが、計画は進めろ」

        「かしこまりました。では、そのように」

        　ルアンには計画の全貌を話してある。まずは、聖女をどうにかしたいところだが、なんとかするだろう。自分でできれば良いのだが、ここを離れたくないのも事実。なら、ルアンに任せるのが一番良いだろう。

        　地方に巡礼のため聖女を送り出せば、その道中野党に襲われたり、馬車の車輪が外れてしまったり、道が崩れたりなど、さまざまな理由でいなくなることもある。本当に、神に認められた聖女であるならば、死にはしないだろう。頑張ってもらいたいものだ。

        　教会の中に忍ばせた手のものたちが、聖女の巡礼のために準備を進め、聖女は教会から出てくることは無くなった。これで、マチューに執着されていた憎い顔を見ないで済むと思えば、安いものだ。

        　意外にも恨まれていたのか、聖女毒殺未遂、なんて事件が起こっていたことも、報告に上がって来ていた。面白いことになったと笑ったものだ。それも、利用させてもらおう。恩を売るという形で、自分の邪魔な相手も排除できる。

        　父とヴィエトル公爵の件だが、聖女の件でこちらは案外あっさりと解決しそうだ。まぁ、元々黒いのもあるし、そこに証拠を付け加えるだけで、あとはあっさりと落ちていくだろう。

        「そういえば、生まれたばかりの弟はどうするべきか……」

        　マチュー以外の身内に興味などないが、これでもジョセフは人間である。ちゃんと人としての情も持ち合わせていた。

        　さて、と悩んでいるが、侯爵家が存続するのであれば、弟は必要不可欠な人材と言えるだろう。母や父がどうなろうと知った事ではないが、侯爵位を不用意に継承し、後継問題を騒がれるのは面倒だ。

        「弟は保護するしかなさそうだな」

        　その為の計画を付け加え、口角を上げたジョセフ。

        　破滅は、すぐそこまで迫って来ていた。

        　マチューが目覚め、出仕すると同時に、王太子が我が家に押しかけて来たのも、予定通り。王太子の側付きに忍ばせていた一人を使い、マチューが弟だと最高のタイミングでバレるようにして。

        　ジョセフは、国にとって有用な人材であり、そのジョセフがマチューを溺愛しているということで、王太子はマチューに手出しできなくなっただろう。マチューに手を出した時点で、生きていられる保証などどこにもないけれど。

        　罪も全て父とヴィエトル公爵に押し付けられた。これで、障害は何も無くなった。

        　本当に欲しかったものが手に入ったから、満足だ。これからは、ずっと愛を伝えていこう。

        　そう笑うジョセフに、セルジュは顔を顰め、ルアンは、やっと落ち着くことができると、ため息を吐いた。　　　

        完
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        　厨房の窓から外を眺めると、そこには珍しく青空が広がっていた。どんよりとした厚い雲をすっかり見慣れてしまった目には、随分とその青が眩しい。インクの滲にじみのように濃さを変える青の中にキラキラと煌めくのは、梢に張り付くようにして凍ってしまった雪だ。まるで花弁のように開いて、その先端に光を踊らせている。

        　しゅんしゅんと勢いを増した音に視線を手元に落とせば、火にかけたケトルが湯気を噴き出しているところだった。三つある大きな竈に常に火が入っているはずの広い厨房は、本来なら冬でも温かい。けれど、軽い煮炊き用の小さな竈にのみ火が残されただけの今は、じっと立っていれば手足の先がかじかむほどの寒さだ。早く温かな談話室に戻りたい。

        　カップにケトルから少しだけ湯を注いで、あらかじめ入れてあったココアの粉を練る。粉気のない滑らかな状態になってから、別の鍋に温めていたミルクをゆっくりとそこに注いだ。スプーンでゆるりと混ぜると、湯気にふわりと甘い香りが混じる。ココアなんて、孤児院育ちの俺には贅沢すぎる飲み物だけど、ここにあるものは全て使っていいと言われているのだ。堪能できるものはしておかないと。それに、これはあの人の好物だ。

        　カップを載せたトレイを持って厨房を出た。廊下を歩いていけば、視線は自然と中庭に向く。散歩するのに丁度いい広さの中庭には、春になれば色とりどりの花が咲くらしいけれど、今はまだ降り積もった雪で一面真っ白だ。入寮してから四ヶ月、この寮でまだ春を迎えたことのない俺には想像がつかない。

        　ここは、王都にある唯一の全寮制の学園だ。昔は王族や上位貴族の子息のみしか入学を許されなかった、歴史と伝統のある王立学園。そんな由緒正しい学園に、なんで孤児院育ちの俺が学生として入学できたのかって思うだろ？　実は七年ほど前に新しく就任した現宰相が、一番初めに行った改革が「王立学園に優秀な一般市民の編入を許す」ということだったからだ。新王即位に合わせて、留学先から無理矢理呼び戻されたという噂の宰相は貴族のみならず国王陛下相手でも強気で、たくさんの改革を現在進行形で行っている。そしてもちろん、この学園の理事の一人だ。この国では珍しい銀白髪シルバーブロンドの持ち主って事でも有名。

        　俺はこれでもなかなか優秀なので、地獄のような倍率をくぐり抜けてこの学園に入学できた初めての「孤児院育ち」だった。奨学生資格に氏素性を考慮しないと言っても、氏素性の知れない人間が満足に学べる機会なんてそうそうないはずだ。引き取った孤児たちの自立支援を第一に考えて、学ぶ機会を与えてくれた院長先生にはどれだけ感謝してもしきれない。それだけじゃない、俺がこの学園の入学試験を受けられるように文字通り奔走してくれた。この国ではこの学園に入学を許されたという事実だけで優秀さは保証されるし、無事に卒業出来れば国の中枢に関わる仕事につくことだってできる。

        　孤児の俺が、だ。

        　中庭に面した渡り廊下には、いまは俺以外の人影が見えない。俺がここに入学して三ヶ月。初めての長期休暇である冬季休暇に入っているからだ。学期の間にある短期休暇や春と夏の長期休暇は別として、この冬季休暇だけは新年をまたぐので寮が閉鎖される。学校が休みでも寮が開いていれば寮母や調理人などの使用人は仕事をしなければならないから、新年にかかる冬季休暇に寮を閉めるのは、使用人への温情だ。

        　すべての生徒が帰省するはずのこの休暇中、本当なら俺も寮を出なければいけなかったんだけれど、俺の育った孤児院は王都の中とはいえ南の端にある。そしてこの学園は北の端。学園での生活は衣食住を保証されているので、俺は孤児院を出てくるとき院長が渡してくれた必要経費の中から、行きの旅費分しか受け取らなかった。学園内での雑用で小銭を稼いではいたとしても、王都を縦断するほどの旅費を捻出できるわけもない。まあもちろん、帰省できないだろうことは分かっていたので入学当初から俺は学園内の雑用を積極的にこなして、使用人たちの信用と信頼を得るよう頑張った。その結果、俺は無事に「休暇中の寮の管理を行う」という名目で寮に残る権利を獲得したのだ。依頼された手順通りに寮内を見て回り、必要なら手入れをする。それだけで、冬を越すための拠点を手に入れられたのだから安いものだと思う。

        　俺は、中庭を中心として四つに分かれた棟の一つ、北棟の談話室の前で足を止めた。一つの棟には談話室が四つ。そのうちの一つの扉を開ければ、暖炉で温められた空気がもわっと身体を包んだ。部屋の中に入るといくつかのソファーやテーブル、本棚なんかが見て取れる。部屋の正面には大きな暖炉があって、その両側に扉が二つずつ。その奥の寮部屋は、一年生のうちは四人部屋だ。

        　俺はトレイを持ったままソファーの間を縫って暖炉の側に寄った。暖炉に近い大きな一人用のソファーは、この談話室の中で一番の特等席だ。

        「ご所望のココアですよ、先輩」

        　そのソファーに悠然と腰掛ける『ここにいるはずのない人物』に向かって、俺はそう声をかけた。

        「ん、ご苦労」

        　俺の声に、手元の本から顔も上げずに返事をした人物は、側のテーブルをトントンと指で叩いた。指示された場所に彼の分のココアを置いて隣のソファーに座る。俺が自分の分のココアに口をつけたところで彼がパタンと本を閉じ、顔を上げた。

        　肩まである髪は初めて見たときには後ろで緩く結われていたけれど、いまはゆったりと垂らされている。薔薇鬱金色ローズゴールドのその髪に彩られた肌は下の血の色が透けるような白さで、暖炉の明かりを受けて仄かに輝くようだ。目鼻口の配置も完璧すぎるほど完璧で、黙って微笑んでいれば天使様かなと思う。ただその瞳の色だけが、優しげな雰囲気を裏切っていた。彼のように瞳の中に紅と紺を同時に持っている人を他に見たことがない。あまりに印象的すぎて「ヤドクガエルみたいな色ですね」と言ったら「お前は、絶対に、女性にモテない」と呪いを吐かれてしまったけれど。やめてほしい。ホントにモテなくなったらどうしてくれる。

        　俺に不穏な呪いを吐いたこの人物を見つけたのは、生徒も使用人もすべて帰省してしまって、誰もいるはずのない冬季休暇の初日の中庭でだった。はじめは帰省日をずらした生徒がいたのかとも思ったが、寮母がすべての生徒の帰省を確認していたのでそんなはずはない。それに俺が声をかけたとき、彼自身もなぜここに立っているのか分からないでいたようだった。俺は問われるままに自分の名前を答え、返された彼の名前に非常に驚いた。

        　デイミア・ファーディナンド。

        　それは十数年前にこの学園で悪行をつくし断罪され、この中庭で毒薬を呷ったとされる人物の名だったからだ。

        　

        　※※※

        　

        「お前の作るココアは僕の口に合う」

        「そりゃどうも」

        　俺の目の前で、長い足をゆったりと組んでココアを堪能しているこの人物が、本当にデイミア・ファーディナンドなのか、確かめる術は俺にはない。目の前の彼は触れられるし、俺と同じように飲み食いもできる。暑さ寒さも訴えるから、実在の人間と何ら変わらない。けれど、彼が本当にデイミア・ファーディナンドなら、彼はここに存在できるはずのない人物なのだ。

        「今日の夕食は何だ」

        「いやあんた、昼飯食ったばっかりでしょ」

        「お前の料理は粗野だが味は良い」

        「夕食が食べたいなら働いてもらいますよ」

        　彼が本物でもそうでなくても、異常事態であることに変わりはない。寮監室には寮が雪に閉ざされている間の、唯一の連絡手段である通信機がある。冬季休暇の間は通信先が寮監宅に固定されているそれを使って、一報入れるべきなんだとは思う。そうは思うが、行動には移せなかった。

        「この僕を働かせるなんてお前ぐらいだ、ドゥーエ」

        　文句を言う割に、この人はちゃんと割り振った仕事はこなす。彼は、ここでは自分が異分子なんだということを正しく理解して、身分の差はどうあれ、いまは俺の意見に従うのが筋だとちゃんと分かっているのだ。とても頭のいい人なんだろう。

        「働かざる者食うべからず、ですよ先輩」

        「まったく……」

        　口調に合わずその唇は美しい弧を描いている。他人にかしずかれるばかりで自ら雑用をこなすなんてこと皆無な生活を送ってきたはずだけど、案外楽しんでいるようだ。

        　彼に、日常と違うことを楽しむ余裕があるのが俺には少し意外だった。俺の前に現れるその寸前まで、彼は彼の学友たちに糾弾され追い詰められていたのだという。毒を呷ったところで意識が途切れ、気がついたら俺の目の前に立っていたのだそうだ。到底、こんな穏やかな顔を見せることのできる精神状態ではなかったはず。実際、彼を見つけたときにはその瞳の強さを隠しもせずにギロリと睨まれた。この美しい顔で、この力強い目で、あんな風に睨まれたら何もしてなくても萎縮してしまう。外見が繊細で優しげに見えるから、落差が酷いんだ。

        　出会ってからお互い探り探りだった数日を経て、今ではまったく警戒を解いてしまったその姿に、急速に懐いた気位の高い猫を思い浮かべて俺は内心にんまりする。もしかすると、見知った人間のいない非日常である現い在まのほうが、彼にとってはリラックスできるのかもしれない。

        　ココアを飲み終えて一息ついてから、二人で寮の外に出た。珍しく青空が広がる日ではあったけれど、気温は低い。談話室の温度に慣れた身体には刺さるような寒さだった。雪をかき分けて作ってある細い道を辿ると、養蜂場の向こうに深い森が見えてくる。寮を含めた学園の敷地は周りを深い森に囲まれていて、生徒だけで森の奥まで行くことは禁じられていた。けれど俺は秋の間に使用人たちと一緒に狩りや採集で何度も森に入っている。捕れた肉は一部は塩漬けに、一部は魔鉱石で温度調節された氷室に保存して、集めた木の実は蝋引きの紙に包んで土に埋めた。氷室に入れると味が落ちるのだ。そして、いまからそれを掘り返す予定。

        「じゃ、先輩はここをお願いします」

        「僕に？　掘れと？」

        「もちろんですよ」

        　何のためにスコップを二本持ってきたと思ってるんだ。俺は先輩に指定した場所とは別の場所を黙々と掘る。すると先輩はそれ以上文句を言うことなく、俺に倣って地面を掘り出した。こういうところ、素直ですごいと思う。

        　掘り出した木の実の包みを抱えて寮に戻る頃には、冷えた身体はほかほかに温もっていた。ほかほかの身体だと冷えた厨房でも寒さが気にならない。でも、そのうち身体が冷えてくるに決まっているから、ケトルを火にかけてまた湯を沸かした。テーブルの上に並べた包みを順番に開いて中身を確認していたら、横で見ていた先輩が「どんぐりじゃないか……」と呟く。せっかく気を遣って「木の実」と言葉を濁しておいたのに、はっきり言ってしまったら台無しだ。確かにこれはどんぐりだけど、安心して欲しい。これは灰汁の少ない、まあまあ美味しい方のどんぐりだから。

        「どうするんだそれを。まさか食べるとは言わないよな？」

        「食べるに決まってるでしょ」

        「リスか……」

        「俺、皮を剥きますから先輩は潰してくださいね」

        　そう告げて先輩にすり鉢と棒を渡したら、怖ろしいものを見るような目で見られた。酷い。しかし見目麗しい先輩が俺の安物の外套を着込んで、厨房で必死にどんぐりを潰している絵面は、非常に愉快なので許してやることにする。

        　小一時間ぐらい黙々と作業しただろうか。途中でやっぱり身体が冷えたので、沸かしておいた湯に蜂蜜をたっぷり溶かして二人で飲んだ。この蜂蜜は養蜂の作業を手伝った報酬として貰った分だ。腹の中に甘くて温かいものが入るとほっこりするのはなんでだろう。手足の先まで温めるほどの効果はないのにな。

        　すべてのどんぐりを潰し終えたら、あんなに渋々だったくせにやり遂げた感を醸し出してくる先輩にはウケる。しかし俺は飴と鞭を上手に使い分けられる男なので、適度に褒めてから彼を談話室に帰した。働かざる者食うべからずとは言ったものの、本当は別に彼に働いて貰わなくとも俺一人でだいたいのことはやってしまえるんだ。そもそも、彼がいまここにいることがイレギュラーなわけで、冬季休暇の一ヶ月間、俺は一人でやっていく予定だったんだから。それでも彼に仕事を割り振るのは……まあ彼の気分転換みたいなものになれば良いなと思ったからだ。毒を呷ったと思ったら十数年後にいた、なんてストレス以外の何物でもないだろう。彼には自分の生死も分からないんだ。「時知らずの実」から作った薬は猛毒で、生還したのはたった数人だと言われている。だから、彼は覚悟をしなくてはいけないと考えているだろう。……そんなのは辛すぎる。

        　潰して作ったドングリの粉と小麦粉その他を混ぜてパンケーキの種を作った。しばらく温かいところに置いて少し発酵させてから、ふわふわのパンケーキを焼こう。その上に手作りのクリームチーズとたくさんのナッツ、そしてとどめにバターと蜂蜜をたっぷりかける。ひとくち噛めばバターと蜂蜜がじゅわりと口の中に広がる、どんぐりが入っているなんて絶対に分からない絶品のパンケーキだ。先輩は、どんな顔をするだろうな。

        　

        　※※※

        　

        「そもそも先輩、なんで断罪なんてされる羽目になったの」

        　問題集の回答欄を埋めることに飽きて顔を上げた視線の先で、先輩が退屈そうに小さくあくびをしているのを見たらそんな質問が口をついて出ていた。それはずっと不思議に思っていたことだったけれど、繊細な問題かもしれないと思って口に出せなかった質問だった。

        「断罪？」

        　首を捻りながら言葉を繰り返す先輩の姿に、そういえばあの場面を「断罪」というのは現在の俺たちの間で流行っていることで、先輩は知らないのだと思い出す。十数年前この学園で起きた一大スキャンダルは、今では格好の娯楽小説のネタになっている。一番有名なのは、先輩をモデルにした「悪役令息」という役柄のキャラクターが、自身の冤罪を晴らして愛する王子と結婚するというロマンス小説だ。

        「えーっと、悪事を行ってるって思われて学生たちに糾弾されたんでしょ」

        「ああ、それか」

        「でも、冤罪だったんだよね？」

        　これは小説の中だけでの話ではなく、彼が学園で行ったといわれていた悪行のすべてが、誤解や冤罪であったと実際に証明されている。先輩は持っていた物差しをくるくると回してからパシンと手を打った。さっきから何のために物差しを持っているのか……手持ち無沙汰なんだとしても、様になるからやめてほしい。

        「先輩なら、みんなを納得させるなんて簡単だろうに」

        「みんな、を納得させる必要を感じていなかったからだなぁ」

        　いま現在でも伝統とか格式とかにこだわりのあるこの学園の、十年以上昔の話だ。そこに集う人々の頭の固さは想像に難くない。娯楽小説の悪役令息が行っていた改革が事実に基づいたものならば、確かに当時の人々には受け入れがたいものだっただろう。それでも有能な先輩なら周囲の人を説得し、納得させることはできたはずだ。それを「必要と思わなかった」ってことは、説明する労力を割くほどの対象だと思っていなかったのか、理解して貰う必要なんてないと思っていたのか、どっちにしても……。

        「……そういうとこだよ、先輩」

        「お前はどっちの味方だ、ドゥーエ。だいたい、よく考えなくても僕が取った方策が一番効率が良かったし、僕が選んだ業者が一番技術力が高くて低価格だった。他にもちょっと調べれば分かることを噂と憶測でしかものを考えられない奴らに、なんやかんやと言われる筋合いはない」

        　天使みたいな優しげな顔をして、こんな風に突き放すから余計に周りは冷たく感じるんだろうなぁ。俺から見た先輩は頭の回転が速くて許容範囲の広い人といった感じだけど、それはたぶん、先輩がここでは「殻」を脱ぎ捨てているからなんだろう。お家うちモードというか何というか……。まあ、すべて終わってしまったと考えているだろう彼が、気を張る必要はもうどこにもないというわけだ。俺としてはもちろん、気安い先輩の方が助かる。

        「ところでそれは終わったのか」

        　先輩は物差しで俺の手元の問題集を指した。今日のノルマは終わっているから、ここで終わりでもいいけど、なんで？

        「ちょっと見せろ」

        　俺の返事を待たずに問題集を奪った先輩は、そのままパラパラとページをめくる。物差しでポンポンと肩を叩きながらだから、なんか指導されているような気分になる。しばらくして問題集から顔を上げた先輩は、非常に嫌そうな顔をしていた。

        「お前、意外に優秀なんだな。つまらん」

        　え、もしかして本気で指導するつもりだった？　まさかその物差し、そのために持ってたのか。良かった俺、優秀で！

        　つまらん、つまらんと呟く先輩を見てポロリと「優秀な後輩にはご褒美でしょ」って言葉が転がり出たのは無意識だった。身体一つでここに現れた先輩は、自分のものをなにひとつ持っていない。そんなこと、よくわかっているのになぁ。なんでこのときこんな言葉が出てきたのか。

        　俺の言葉を聞いて先輩はきょとんとした。そりゃそうだ。ご褒美なんて言葉が出てきたことに俺自身驚いている。けれど、先輩が呆けていたのは一瞬だった。次の瞬間に口元を緩めた先輩の笑顔は、その毒を孕むような特異な瞳の色のせいでとてもあくどいものに見えた。そんなに美しくて完璧な意地の悪い笑顔、初めて見たぞ。

        「いまの僕はなにも持っていないことを、分かって言ってるんだろうな？」

        　分かってますよ！　だから「取り消させてください」と言えない雰囲気にするのやめてくれませんか！

        「そうかそうか、ドゥーエにもそんな欲があるんだなぁ。よしよし、僕をどうしたい？」

        　そんな欲ってなに!?　どうもしたくないから！　ホントやめて!!

        　とりあえず逃げてしまえ、と立ち上がったら強い力で肩を押さえられて、無理矢理座らされてしまった。がしっと片手で顎を掴まれれば顔が動かせない。先輩の力が意外に強いことを、こんなことで知りたくなかった。

        「先輩！」

        　秀麗な顔が容赦なく近づいてくる。うわ、まつげまでキラキラしてる。薔薇鬱金色ローズゴールドの間からチラチラと見える紅と紺って、色彩感覚が狂って目眩がしそうだ。というか、自分自身がご褒美になる自覚なんて、なんで先輩は持ってるんだ。強請られたことでもあるのか？　いや、先輩なら強請られても華麗にスルーして、その後その人物を一切視界に入れなくしそう。……あれ、俺、結構な失言したんじゃない？　いやいやいや、でも俺、別にホントに褒美が欲しかったわけじゃないし、先輩自身を褒美になんて夢にも思ってなかったはずだし！　たぶん、先輩に褒められたらどんな風かなぁなんて思っただけだと思うし!!

        「ちょ、ホントやめ……」

        　お互いの鼻が触れそうな近さだと、先輩の顔の圧が強い。これ絶対キメ顔だろ。どんぐりをすりつぶしてたときの顔だったら、このくらいの近さでもきっとこんなに圧は感じないに違いない。目を閉じてしまいたい、けど、閉じたらきっと負けだ。

        　気を抜くと閉じてしまいそうになるまぶたを、ぐぎぎという幻聴が聞こえそうなほど力を込めて見開いて耐えたら、いきなり先輩は下を向くと同時に吹き出した。鼻を掠めた先輩の頭から無茶苦茶いい匂いしたけれど、それよりもなんか失礼じゃないか、吹き出すの。

        「……先輩」

        「卑怯だろう、そんな変な顔するのは。ぶふ」

        　こっちは変な顔をしたつもりなんてないんですけどね。ええ、先輩と比べたら大抵の人間は変な顔ですよね。

        「わかった、わかった。お前へのご褒美は『僕にココアを淹れてもいい権』にしてやる」

        「それ、まったくご褒美でもなんでもないですから」

        「光栄だと思え」

        　ご褒美の内容に納得はできないけれど、「褒美が欲しい」なんて言葉を先輩が冗談にして流してくれたことにはほっとした。せっかく気楽に過ごしている先輩に嫌な思いをさせたいわけじゃないから。幸い先輩は非常に機嫌良く「さっそく権利を行使してこい」なんて言っている。

        　はいはい、お言葉通りココアを作ってくる権利を行使させていただきますよ。

        　

        　※※※

        　

        　悪役令息デイヴィス・フェルミア。そんな題名のその小説の主人公を、ファンはむしろデイミアと呼称することが多い。作者がそのモデルを公言しているからだ。この学園出身者などのごく一部で有名だった先輩の事件。それを土台にしたその小説は、ロマンスとサスペンスの配分が絶妙で、幅広い世代に人気がある。そこから波及して「悪役令息もの」という小説が増えて、一大ジャンルにもなっている。だから当然この学園の学生たちにも人気で、図書室には四、五冊そのきらびやかな背表紙が並んでいた。なんとなく先輩には見せない方が良いんじゃないかと思って図書室の分は鍵のかかる部屋に隠している。

        　……いや、だってさ、ロマンス小説だからそういうシーンがあるんだよ。自分がモデルにされた登場人物が喘いでるのなんて、俺だったら見たくない。だから先輩にも見せたくないんだけど、人気の小説だからさ、個人で持ってるやつもいるわけで。いまも掃除に入ったある談話室のテーブルの上に一冊、ぽんと置かれているのを発見して深々とため息をついたところだ。

        　手に取ってみれば、箔がふんだんに使われた豪華な表紙に目が眩む思いがする。その箔が薔薇鬱金色ローズゴールドなのは先輩をなぞっているのか、ロマンス小説だからか。そういえば主人公のデイヴィスも同じ髪色だったな、たしか。さすがに瞳の色は違う色だった。なんで知ってるのかと聞かれれば、まあ、もちろん読んだからなんだけど。娯楽で本を読むなんてこと、ここに来てから覚えたから新鮮だったな。

        　この小説のあまりの人気ぶりは宰相の耳にも入ったって話だけど、宰相は鷹揚に許したらしい。出版業が賑わうのはいいことだとかなんとか言ったって話。外国帰りの宰相はさすが懐が広い。

        　それにしても、まだどこかにこの本があるかも。談話室の奥にある生徒たちの部屋の鍵は、寮母がここを離れるときに閉めていっているし、各談話室の鍵は俺が預かっていて掃除の時以外は施錠している。そもそも先輩は他人の部屋を探るなんて行儀の悪いことはしないから、本があってもそんなに問題ないのかも知れないけど……。

        「ドゥーエ」

        　突然背後から先輩に声をかけられて文字通り飛び上がった。振り返ったら談話室の入り口からこちらを覗くように先輩が顔を出している。

        「な、なに？　先輩」

        　あんまり驚いて、例の本を思わず自分の服の中に隠してしまった俺はばかだ。しれっとテーブルに置いて部屋を出て、鍵をかけてしまえば良かったのに。

        「掃除はまだかかるのか？　退屈だからボードゲームをしよう」

        「え、先輩、本気で負かせに来るからやだなぁ」

        「やるからには本気だろう。なに言ってる」

        「ちょっとは可愛い後輩に花を持たせようよ」

        　先輩と話しながら談話室から出て、後ろ手に鍵をかける。彼に不自然に膨らんだ俺の背中を見せるわけにはいかないから、ごく自然に先輩の斜め後ろを歩くように頑張った。俺の部屋がある談話室に戻ったら素知らぬ顔で部屋に入る。不自然な動きはしてないはずだけど、自分のベッドのマットレスの下に本を隠すまでホント気が気じゃなかった。

        　実際には先輩がこの本の存在に気がついても、彼自身はそんなに気にしないのかもしれない。なのに一度隠してしまうとなんだか後ろめたくて、隠し続けないといけないような気になるの、なんでだろうな。部屋に入ったついでに取っておいたクッキーを持って談話室に戻ると、先輩はすでに準備万端で待っていた。

        「勝ったら相手に一つ質問をしていいことにしよう」

        「なんだそれ」

        「負けた方は聞かれたことには必ず答える」

        「な・ん・だ・そ・れ！」

        「おやおや、やる前から負ける気か」

        　長く細い指で、駒を弄びながら笑う先輩の顔は美しい。……美しいけれど、なんか腹立つな。

        「先輩こそ、初心者相手に大人げない」

        「鍛えてやってるんだろう？」

        　いやいや、絶対に負かすのを楽しんでるだろう。じゃなきゃ、そんな条件出してこないもんな。

        「ドゥーエ、男だろう。気概を見せろ」

        　わかりやすすぎる煽りにカチンときてしまった俺はまだまだだ。

        　絶対に勝ってやると息巻いた一戦目、瞬殺されて子供の頃の一番恥ずかしい失敗を話さなきゃいけない羽目になった。二戦目は初恋の相手。三戦目は初エッチのことを詳しく。

        　……くそ、やっぱ負けてんじゃん！　しかも童貞じゃないって言ったら心底意外そうな顔をされたけど！　なんで済んでないと思うんだよ！　下町舐めんな！

        「筋は悪くないんだがなぁ」

        　そんな先輩の呟きに手元の駒の配置を睨み付ける。そうだよ、こう見えて俺は優秀。いままでの三戦、すべていいところまではいっていたんだ。焦りは禁物だ。冷静に戦局を見極めろ。勝ちを望みすぎて気負うな。

        　ふうー。

        　大きく腹の底から息を吐く。息と共にすべての雑念が吐き出されていくように。

        　息を吐ききって身体の内側が静まると、急に暖炉の中で薪が爆ぜる音や先輩の座っている椅子の軋みが耳に届いた。桜色の爪が、コツリと石の盤面を叩く音も。音につられてその爪の持ち主の顔を見れば、天使のような慈愛の微笑みでこちらを見ている。

        「もう一戦？」

        「お願いします」

        　まるで俺の内側が見えているみたいだ。先輩はいままでみたいにゲームの途中で俺をからかったり軽口を叩いたりしないで、口元を美しい笑みの形にしたまま静かに駒を動かす。石の駒が置かれるときに立てるコトリという音は、俺の中の静けさをまったく邪魔しない。先輩の所作も笑みも息づかいも、邪魔してくることはない。静まりかえった俺の内側はとてもクリアで、先輩の手の内まで透けて見える気がした。

        　会話もなしに盤上で戦うこと小一時間。

        　集中の賜物か、運か、先輩の手心か。多分それ全部が合わさっての結果だと思うけれども、ギリギリの、ホントにギリギリのところで辛うじて俺は先輩に勝利した！　このゲームを教えて貰ってから初めての勝利！

        「やっ、たー!!」

        　ニコニコしながら手を叩く先輩の口に、俺のとっておきのクッキーが無許可で咥えられていてもまったく気にならない。俺が、先輩に、勝ったんだ！

        「ふーん、よくやったな。質問を許そう」

        　そんな先輩の言葉を聞いてやっと「勝った方が質問していいルール」だったことを思い出す。雑念を吐き出したときに一緒に吐き出されていたらしく、そんなルールのことをまったく忘れていた。

        　質問……質問なぁ。いま一番俺が知りたいのは「なんで先輩がここにいるのか」ってことだけど、それは先輩にも分からないことだろ。そんなの聞いてもしょうがないよな。うーんと、うーんと……あ、そうだ。

        「先輩は、王子のこと好き？」

        　あの本の中で、主人公のデイヴィスは悪役令息の汚名を着せられて、愛する王子と一度は離ればなれになる。それが切なくて良いんだ、というのが俺にあの本を貸してくれた学友の主張だ。ホントはどうだったのかというのはちょっと気になるところ。

        「……あいつとは兄弟同然に育っているからなぁ、好きとか嫌いとかないな。……好き……なんで？　ないな……」

        　心底、質問を不思議がっている声色だ。あれ？　ロマンスの部分は全くの創作なのかな。

        「王子の寵愛を巡って一年生と争ったっていうのは？」

        「寵愛！」

        　ハッっと吐き捨てるように鼻で笑う美人の姿なんてレアかもしれない。

        「なんで僕があいつに寵愛されなきゃならない？　気が弱いくせに頑固で要領の悪いあいつの尻拭いを、小さい頃からさせられてたんだぞ。離れられるんならすっきりする！　そもそも、あいつのお気に入りの一年生とやらが誰かさえ僕は知らなかったのに、どうやって争うんだ」

        「知らなかったんだ？」

        「僕は、興味のないことは、わざわざ聞かない！」

        　さっき、俺の初エッチとか根掘り葉掘り聞いてたくせに……。とはいえ、先輩が「興味のないことは聞かない人」というのもなんとなく納得できる。

        　先輩が興味のあることって、なんなんだろうなぁ。　

        　先輩の家格は王族の次に高くて、そんな先輩の就く職業はもう決まっているとみんなが思っていたはず。俺みたいな氏素性の知れない人間には、手の届く未来をひっ捕まえるのに必死で、未来を選ぶなんてことは贅沢極まりないことだけどさ。けど、恵まれているはずの先輩だって実は自分の未来を選ぶことなんて自由にできないんじゃないか。こんなに頭のいい人が自分の好きなことを好きなようにできないなんて、なんだかモヤモヤする。

        「先輩はさぁ、外国とかに行ったらいいと思う」

        「突然何の話だ」

        「先輩の家のこととか関係ない外国に行って、知りたいことたくさん知って、やりたいことやったらいいよ」

        「……」

        「先輩、ホントはなにがやりたい？」

        　常識とかしがらみとか、大人が大事にするそんなものをまるっと無視した問いを発した俺のことを、先輩はアホだと思ったかも。そんなものを振り切って、自分のやりたいことだけをやるっていうのが想像よりはるかに難しいなんてことは俺にだって分かってる。でも、先輩みたいに頭のいい人ならどうにか方法を考え出すだろうし、こんな異常事態に陥ってるの、いいきっかけってやつじゃないだろうか。

        「やりたいことなぁ」

        　長くて美しい指を伸ばして先輩は俺の頭を撫でる。うん？　呆れられていないのは良いことだけど、扱いがちょっと犬っぽい？　小動物扱い？

        「馬鹿な奴らを手のひらの上で踊らすのが楽しいから、まあまあ天職だとは思っているんだが」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

        「先輩、そういうとこ」

        「しかし、こんな状態で先のことを考えてもな」

        　あっけらかんとそう言う先輩は、一度も俺に事の顛末を聞かない。十数年後を生きている俺が、それを知っている可能性を彼が考えないはずがないのに。

        「でもさ」

        　俺も、敢えて話さない。それを話すことは、この優しい箱庭を崩してしまうことになるような気がするから。白い白い雪に秘されたこの空間はとても静かで、穏やかで――優しい。俺は先輩と二人きりのこの空間を、思いのほか大事に思っているようだ。

        　けれどその思いとは別に、先輩が「すべて終わったこと」と考えているらしいことは地味に辛い。天使みたいな外見で辛辣に人を斬る、強気な先輩が先輩らしいって思うからかなぁ。殻を脱いだ穏やかな先輩の姿を知っているのは俺だけって思いたいのかもしれないな。

        「でも先輩は、運命だろうとねじ伏せて、やりたいことやっちゃうぐらいがかっこいいと思う」

        　優秀な猫がさ、ネズミをその爪先で弄ぶみたいに、気に入らない運命には爪を立ててぽいってやってほしい。絶対そんな先輩はかっこいい。だからそのためにもこの箱庭の中ではなんの憂いもなく寛いでいてほしい、なんて俺が思うのは烏滸がましいかなぁ。

        　するり、と俺の頭を撫でていた先輩の指が頬まで下りてきた。指は頬から耳の後ろをくすぐり、顎のラインをなぞる。そんな撫でられ方に慣れていない俺は先輩の爪先の感触に肩をふるわせてしまった。この撫で方はやばい。なんかゾクゾクする。

        「……かっこいい僕の方がいいか」

        　目を細めて俺を見る先輩の表情に、心臓が激しく動悸を打ち始めた。いままで見たこともない、滴るような色気を湛えた艶美な微笑み。いやいや先輩、俺なんかに本気出さなくていいから！　動悸が息切れと目眩を引き連れてきて本格的に具合が悪くなったらどうしてくれる。それに俺は、美人でかっこいい先輩が俺と一緒になってどんぐりを潰してくれたりするのが好きなので、どっちがいいとかないんだよ。

        「ぐ……かっこいい先輩は、俺のクッキーをむさぼり食わない」

        「なかなか美味い」

        　先輩に奪われた俺のとっておきのクッキーは、いつの間にか最後の一枚になっていた。その最後の一枚を先輩の長い指がつまみ上げる。……ああ、そのクッキー。楽しみにしていたのに、俺の口には一枚も入らずに終わっちゃうのか。そんなふうに恨みがましく見つめていたからだろうか。先輩が「あーん」と言いながらクッキーを差しだしてきた。

        　美人が、俺に、あーんしてる！

        　いやいやいや、これあれだろ、真に受けてあーんてしたらさっとクッキーを取り上げられるやつ！　絶対そうだろ!?　俺は騙されない！

        　そう考えた俺は、差し出された先輩の手を両手でがしっと掴んで、彼の指ごとかじりとる勢いでクッキーにかぶりついた。先輩がびっくりして固まったのが分かったけれど、そんなことよりクッキーだ。さくほろでふわりと甘い。しあわせ……。

        　クッキーを口にできたしあわせにひたっている俺を見て、先輩は爆笑だ。

        「リスめ……」

        　それはあれですか、先輩の手を両手で持ったまま食べているからですか。そんなに笑ってるけど、ぜーんぶあんたのせいだからな。

        　

        　※※※

        　

        　冬季休暇は新年をまたいでいる。元々は一人で越す予定だったけれど、先輩と二人で迎える新年というのもなかなか感慨深い。新年を迎えるためのリースやその他の飾りを、二人で材料を調達するところから始めて、コツコツ作るのは楽しかった。できあがった飾りは、談話室の暖炉の上やテーブルの上に飾る。冬でもみずみずしい緑の葉を持つヒイラギは赤い実も合わせて、特にテーブルの上を華やかにする。

        　そのヒイラギの葉の間に、シナモンをたっぷり入れて堅く焼き上げたクッキーを飾りとして差すのが定番なんだけど、そのクッキーの上になにかいる。先輩が作ったとおぼしき何かの生き物。木の実を組み合わせた胴体に松の葉のしっぽ……不格好なほど太いその尻尾を見る限り、もしかするとリスなのかもしれない。クッキーの上なのはあれか、この間の件か。

        　まあ俺も、細長く伸びた松かさを使って猫を作って、その横に置いたからお互い様だ。先輩は「イタチ？」とか首を捻っていたけど、猫ですぅ。油断しきって伸びきった、気位の高い猫ですぅ。

        　一年の最後の夜には、この日のために特製の香辛料を揉み込んで、氷室でゆっくりと熟成させた塊肉を焼く。熟成する間に肉の外側には脂が溜まって、触るとトロリとするんだけど、それが焼けると外側はカリカリになってそれでいて脂のとろみは残るという最高の歯ごたえになるんだ。その脂で一緒に焼いたつけ合わせの野菜も堪らなく美味い。

        　飲み物には果物とハーブを漬け込んでキンキンに冷やした炭酸水。香り高い蒸留酒で漬けたドライフルーツを、これでもかと詰め込んで焼き上げたプティングには生クリームとアイスをたっぷりと載せる予定。うん、俺、頑張ったなぁ。味見という名のつまみ食いをしたがる先輩との攻防とか、無茶苦茶楽しかった。

        　休暇中は食堂を閉めているから食事は毎回談話室まで運んで食べている。なのでこじんまりとしたテーブルに、飾りとキャンドルとごちそうが所狭しとひしめき合っているわけだ。テーブルの上を眺めるだけで、なんかこう気持ちに翼が生えたみたいにウキウキするし、視線を上げればテーブルの向こう側には天使みたいな美貌。この休暇中で一番のごちそうを、先輩と向かい合わせで食べるなんて贅沢だなぁ。

        「うまっ！　うまっ！」

        　我ながら、ごちそうの名にふさわしくとても美味しくできていて感動した。この美味しさの半分ぐらいは先輩がいてくれるおかげかもしれないから、先輩の分のプティングの生クリームには蜂蜜も垂らしてあげよう。

        　ごちそうを食べ終わったら、飲み物を片手に暖炉の側でまったりとする。この夜は、一年を振り返りながら家族と過ごして、年が明けるのを待つのが一般的なのだ。俺の場合、毎年この夜は孤児院のみんなと食堂の暖炉の前に集まり、ブランケットにくるまって夜通しおしゃべりしてたなぁ。普段そんなことしてたら院長先生に怒られるのに、そのときだけは食堂の石張りの床に黙って絨毯を重ね敷きしてくれるんだ。……今年は帰らないって連絡したときの院長先生がなんとなくしょんぼりしてたの、ちょっと申し訳なかったかなぁ。

        　腹がくちくなっているから、温かい暖炉の側でまったりとそんなことを考えていると眠気が忍び寄ってくる。眠ってしまわないようになにか考えないと……。

        　時知らずの実は、いまでは一般人の栽培が禁止されている。実を潰しただけで毒性を持つぐらい毒の作成が容易で、しかも猛毒だからだ。小指の先ほどの小さな実を一粒、潰して飲み物に入れれば味も匂いも変わらない毒液ができあがるらしい。白く小さな花が鈴なりに咲き連なる様は清楚で清廉。天使の翼のようなそのイメージからか、ずいぶんと長い間その毒は「偽りの言葉を見破る」と思われていた。花言葉は「審判」。

        　大昔は、罪を疑われる人間に飲ませて、死ななければ無罪なんていう乱暴な判断をしていた時代があったらしい。時知らずの実の毒は猛毒だから、飲めばほとんどの人間は死ぬ。疑われた時点で終わりの魔女裁判のようなものだ。飲むことを拒否すれば罪を認めたことになり死罪、無実を主張するために飲んでもやはり死ぬ。

        　ただ、先輩の時代でもそれは昔話で、時知らずの実の毒性はとっくに証明されていた。その毒を飲むことが無実の証明になんてならないことは周知の事実だったんだ。もし迷信に踊らされた生徒の声が大きかったとしても、先輩なら冷静に切り捨てられたと思う。

        　どうして先輩は、そんな妄言に乗ってしまったんだろう。

        「……して」

        　考えながらうとうととしてしまっていたらしい。自分の口から不明瞭な呟きが漏れた拍子にはっと意識が戻った。本を捲る手を止めてこちらを見ていたらしい先輩と目が合ってばつの悪い思いをする。

        「お子様には眠い時間だからなぁ」

        「寝てない」

        　にやっとされて反射で言い返してしまったけれど確実に寝てた。

        「なにか話でもするか……学園を卒業したらどうするんだ？」

        　この学園は十六歳になる年で入学して十八歳で卒業だ。ここを卒業できたってだけでなりたい職業を選ぶことができるようになる。俺としてはなるべく生活が安定してちょっとした蓄えができて、あとは孤児院に寄付ができるような職業に就きたい。安定していると言ったらやっぱり王城勤めだよな、文官として王城に勤めたら噂の宰相を遠くから見ることぐらいできるだろうか。

        「とりあえず、文官の試験を受けるかなぁ」

        「文官といってもいろいろあるだろう」

        「んー、できれば王城勤めがいい」

        「国政に興味があるのか？」

        「そこまで上の方じゃなくていいんだよなぁ」

        　後はお金持ちの秘書とかもいいんじゃないかと思うけど、これは上司の善し悪しがもろに影響するから慎重に選びたいところ。孤児院育ちだからしがらみはないけどコネもない。卒業するまでに何かしらのコネができるといいなとは思ってる。

        　そこまで話して顔を上げたら、先輩が「自分にも聞け」と言う顔で俺を見ていた。いや、聞くのはいいけどさ。この間「こんな状態で先のことを考えてもな」なんて言ってなかったっけ？　でも聞かなかったらまずいんだろうな、これ。

        「えーっと、先輩は」

        「持って帰りたいものがある」

        　よっぽど聞いてほしかったのか、先輩はかぶせ気味に答えてきた。

        　持って帰りたいもの？　寮の備品とか本とか？　先輩の家はお金持ちなんだから、持って帰らなくても買えばいいのに。や、無事に戻れるかどうか分からない状態でそんなことを考えているのってかなり大物だとは思うけど。

        「どうやったら持って帰れるか、考えるのは楽しい」

        「ふーん」

        「なにを持って帰りたいのか聞かないのか」

        「ええー、寮の備品はやめて。俺、疑われたくないから」

        　先輩がなにを持って帰るのかなんて俺には関係ないので、先輩が楽しそうな限り好きにしたらいいと思う。

        「つまらんやつめ」

        「えええー」

        　そんなことを言い合っている間に無事に真夜中を過ぎ、新年を迎えたようだ。年が明けたからといって何かがガラリと変わる事は無い。暖炉の火は穏やかに燃え、薪はパチパチと音を立てる。静かに話す先輩の声の向こう、外では白く降り積もる雪が命のたてる音を吸い込んで、相変わらず時を止めてしまったように思えるだろう。それなのに「年が明けた」というそれだけで、なにか新しい世界が始まるような気分になるのは不思議だ。

        「日付も変わったし、お子様のためにそろそろ寝るか」

        「お子様じゃなくても寝る時間だよ」

        　談話室を片付けて部屋に入る。俺は自分のベットがあるけれど、先輩にはそれがない。最上級生だった先輩は本来なら一人部屋だから、空いた一人部屋があれば使わせてあげたかったけれど俺の部屋以外の寮部屋は施錠されている。しょうがないから先輩には俺と同室の隣のベッドを使ってもらっていた。寝間着もなくて俺の予備の物を着ているから手足がつんつるてんで、その姿の先輩を見るとニヤニヤしてしまう。

        　部屋の四隅を分けるように配置された四つのベッドのうち、使っていない二つはマットレスをあげてしまっているのでシーツも敷いていない。こういうことに物わかりのいい先輩はいつも文句を言うことなく隣のベッドを使ってくれていたんだけど、今日は違った。

        「ドゥーエ、僕はそっちで寝たい」

        　そういって先輩が指さすのは俺のベッドだ。なんだろう。ベッドになにか不具合でもあるのかな。そのベッドを使っていた奴はきれい好きだし、そもそもマットレスを干してシーツも替えてあるので、寝るのに不都合はなかったはず。実際今日までなにも言わなかったよな。

        「別にいいけど」

        　そう答えれば先輩は俺のベッドに寝転んだ。心なしかウキウキして見えるのはなんでだ。俺はそんな先輩を横目に、先輩が使っていたベッドに潜り込もうとする。

        「違う！」

        　一瞬で機嫌を損ねたらしい先輩の声にびっくりして振り向くと、先輩は見えない尻尾をバシンバシンとベッドに叩きつけていた。こっわ。

        「え、なに。先輩がそっちで寝たいっていったんじゃん」

        「お前もこっちだ、ばかもの」

        「えー」

        　孤児院で雑魚寝とか普通だったので、俺は同年代のこの学園の生徒よりは誰かと同じベッドに寝ることに対して忌避感がない。けど、せっかくもう一つベッドがあるのに、なぜ一つのベッドに狭い思いをして寝なくてはならないのか。

        「せまいよー」

        「ドゥーエ。……来い」

        　俺に対しては多分初めての、明らかな命令。だけど、白磁の肌に浮かぶ朱の色が、さっきの興奮のせいではないことに気づいてしまうと反発する気なんてごっそりなくなってしまった。ずるいだろ、美人が強気で「来い」って言いながら頬を赤らめてるなんて！　あざとすぎる!!

        　先輩の言葉に大人しく従ってブランケットの下に潜り込んだら、先輩は満足げにクフンと笑った。なんとなく言わなきゃいけない気になって小さく「お邪魔しまーす」とか言ってしまったから「なんだそれ」と返されたけど、ホントなんだそれ。

        　先輩の長い手足を、キッチリと折りたたんで収納して貰わないと俺の場所ないんじゃと思っていたら、先輩は収納するんじゃなくて、それを俺に巻き付けることで場所を確保した。ちょっと苦しいのに先輩が機嫌良く目を閉じたので、まあいいかなんて思ってしまった俺もどうかしてる。

        　先輩の白い耳の縁にかすかに残った朱色。それがじわりと消えていくのを眺めていたらぽかぽかと身体が温もってきて、暖炉の前にいた時みたいに心地よい眠気に包まれる。温かいし、先輩の寝顔を至近距離で見られるのお得だし、こんな一年の始まりも悪くはないよなぁと思ったのを最後に俺は眠りに落ちた。

        　

        　※※※

        　

        　雪の降り積もった中庭に、同化したようにして立っている先輩の姿を見たとき、俺は息が止まったと思う。夜の闇の中、雪明かりでぼんやりと浮かび上がったその姿は、美しいけれどどこかこの世のものでない気配が濃くて、そのまま視界を雪に埋め尽くされてしまいそうだ。手にしていたはずのトレイが、激しく廊下の石畳を叩く音に身体が跳ねる。やっと息をすることを思い出したと同時に出た声は悲鳴に近かった。

        「先輩！　なんでそんなとこに！」

        　新年を迎えた後、先輩はなにか考え事をしていることが増えた。年越しの時に言っていたように、なにかを持って帰る方法について考えているのかと放っておいたんだけれど、だんだん酷くなっている気がする。一日中図書室から出てこないなぁと見に行ったら本も読まずに本棚を見つめていたり、談話室の外でぼーっと外を眺めていたり。俺が話しかけてもなかなか気づけないほど、深く思考の海に沈んでいる様子は見ているとなんだか不安で、落ち着かない。なのに、なにを聞いても先輩は「気にしなくていい、大丈夫」なんて言うんだ。気になるに決まっているのに。

        　立ち尽くしているように見える先輩に駆け寄って、肩に手を置いたらひやりとした。雪の降る中庭に、外套も纏わずに立っていればそれは冷える。俺が厨房に入る前には談話室にいたはずだから、一時間以上立ちっぱなしなんて事はないはずだ。だけど、触れただけで冷たさを感じさせる先輩の身体を考えると数分という短さとも思えなかった。

        「うわ、指、白っ！」

        　先輩の腕を擦りながら手を下の方に下ろしていけば嫌でも血の気のなくなった指先が見える。普段の桜色をしたつやつやの爪を知っているから胃の腑が冷えるような思いがした。

        なのに、先輩はまっ白な自分の爪を見ても「ああ」って呟いただけだ。

        「もう！　なにしてるんだよ！　早く中に！」

        　有無を言わせない勢いで先輩の身体を押して廊下に戻る。廊下の床にトレイやカップが散乱しているのを見て先輩がなにか言おうとしていたけれど、「後で片付けるから」とだけ言ったら彼は黙って談話室に押し込まれてくれた。

        　談話室の中は、俺が部屋を出たときと同じようにほかほかと暖かかった。何の変わりもない部屋の様子に俺の混乱はますます酷くなる。雪の夜に、薄着で外に立っているなんて先輩はなにを考えているんだ。……俺にはちっとも分からない。分からないけど、いまはまず先輩を温めなくては。

        　先輩をいつものソファーに座らせて部屋にあるだけのブランケットを彼の身体に巻き付けた。先輩の身体の冷たさを考えると、もこもこになった彼を見ても足りない気がする。リネン室から別のを持ってこようかと呟いたら、先輩が冷静に「ドゥーエ、もういい」なんていうもんだから、その場で無意味に足踏みをしてしまう。そんな俺を手招いた後、先輩はブランケットの中に俺の身体を包み込んだ。

        　ああ、人肌もあった方が温まるよな、とそう思ったので先輩の頭を抱きかかえて身体を密着させる。背中にするりと先輩の手が回されて、そのままぎゅっと抱きしめられた。

        「……先輩、だめじゃん、身体冷やすようなことしちゃ」

        「――方法を、考えていたんだ」

        　方法、というのはなにかを持って帰る方法ということだろうか。先のことに対して前向きなのはいいことだけど、それで身体を壊したりしたら元も子もない。

        　この学園の冬季休暇は新年で折り返しだ。休暇の残りはあと一週間。なんとなく、この不思議な箱庭生活は冬季休暇の間だけだって意識が俺にはあった。冬季休暇が終わるときには、どんな結末であれ先輩はここからいなくなる。先輩とはっきりその話をしたことはないけど、先輩もそう考えているって言葉の端々に感じていたのに。先輩は、休暇の終わりを待たずにこの箱庭から出て元の世界に戻りたいんだろうか。あとたかが一週間なのに、俺と過ごすのが嫌になったんだろうか……。

        「先輩は……そんなに王子のところに戻りたい？」

        「……は？」

        「先輩は関係ないって言うけどさ。どう考えても、先輩が黙って時知らずの実の毒を飲むなんておかしいよ。その毒が正邪を判断するなんてこと迷信だって、先輩が知らないはずがない」

        「……」

        「先輩みたいに実力があって王子の次に強力な権力もある人が、たかが生徒の圧力をはねのけられないはずがない。そうでしょ」

        　糾弾されて耐えきれずに毒を飲む先輩の姿なんてまったく想像できないけれど、それを毅然とはねのける先輩の姿なら容易に想像できる。なのに先輩は差し出された毒を呷った。

        「その場に王子がいたからでしょ？　多少煩わしいと思ってても、家族みたいに思ってたんだよな？　家族だと思っていた王子が、自分の言葉より周りの言葉を信じた」

        　自分を糾弾するために集まった生徒たち、その中に王子の姿を見つけたときの先輩の気持ちはどんなだっただろう。たとえ王子がなにも知らされずにその場にいたとしても、毒を差し出されるのを見ても動かないのならそれは糾弾するのと同じだ。毒を手にした自分を見てもなにもできない王子の姿を見て先輩は呆れた？　怒った？　哀しく、なった？

        　先輩は、王子の不利益になることは絶対しなかった。王子本人が了承していなくても、結果的には王子の利益になるようなことしかしなかった。家族みたいな間柄なら、そんなこといちいち説明しなくても分かってくれるって、無意識に考えてなかったか。

        「……魔が差したようなものだ」

        　先輩の声は、顔を俺の腹に押しつけているからまるで身体の中に響いてくるようだった。薔薇鬱金色ローズゴールドの柔らかな髪の中に指を差し入れてゆっくりと撫でると、背中に回っている先輩の腕にぎゅうっと力が入った。

        「やっぱり、絶対に、持って帰る」

        　ん？　いや、何の話？　いまは先輩が王子のところにそんなに早く帰りたいのかって話をしてるんだけど。なにを持って帰るって？

        「どれだけ調べても過去に人間を連れ帰る方法なんて見つからないけれど、絶対に！　持って帰る!!　お前が僕のものじゃないのはおかしい！」

        　は？　俺？　まさかの持って帰りたいものって俺!?

        「さすがにそれは無理でしょ」

        　それに人のこと物扱いしちゃだめじゃん。そういうとこだよ先輩。無事に戻れてもそのまんまだったら、また敵がたくさんできちゃうかも。

        「僕は言ったことは必ず実行する」

        「そうかもしれないけどさぁ」

        　できるかどうかは置いておいて、俺、先輩と一緒に行くことは案外嫌じゃない。そもそも俺は孤児だし、しがらみなんてないし。だけど、先輩について行って王子との間に入るのは嫌だなぁ。先輩は王子のことを家族って言うけど、明らかに特別扱いなのを側で見てて、俺が平気だとは思えない。この箱庭の中でなら俺だけに見せてくれてるって思える先輩の砕けた姿も、どうせ王子はいつも見てるんだろ？　そうだって分かってても嫌だな、そんなの。

        「俺、やだな」

        　ポロリと転び出た言葉は取り消せない。俺の呟きを聞いた先輩は赤と紺の混じった瞳をこれでもかと見開いた。そんなに驚いている先輩の姿はレアで面白いけど、なんだよ、俺が断るって想定してなかったのか。

        「ドゥーエ」

        「先輩と王子が一緒にいるとこ見るのやだよ」

        　ショックを受けてる先輩の顔を見るの面白いから、黙ってても良かったんだけど、先輩と一緒に行くのが嫌だと思われるのも嫌だから早々にばらしてしまう。俺の言葉を聞いた先輩は、面白い顔から復活するとぎゅっと眉を寄せた。ブランケットの中から手を出して、ソファーの背もたれの辺りをごそごそとしてるなぁと思ったら、なにかを取り出して見せる。

        「お前がやたらとあいつのことを気にするのは、これのせいだろう？」

        　顔の前に突きつけられたのは分厚い本だ。見忘れるはずもない、キラキラしいその表紙。

        「ぎゃ！　なんでそれ持ってんの!?」

        「お前のベッドのマットレスの下に隠してあった。あんなとこに隠したら寝心地で分かるだろう、ばかだな」

        　いやいやいや、あんな分厚いマットレスの下にある堅い本の感触が分かるなんてあんた童話のお姫様かよ!?　ていうか、読んだ!?　読んだよな!?　結構激しめの濡れ場シーンとかもあったのに平然とページをめくる先輩の姿に、逆に俺の顔が真っ赤になる。なんだこれ！　なんで俺が恥ずかしいんだ！

        「知ってるかドゥーエ。こういう本は実在の事件を題材にしていたって虚構だ。作り事なんだぞ？」

        　知ってますぅ！　知ってるから、虚構と現実の区別がつかない可哀想な子供に説明するみたいに言うのやめて!!

        「なんで平然と読めるんだ」

        「お前はこういう感じが好きなんだな、とは興味深かったがそれだけだな」

        　鉄人だ。心が鋼でできている人がいる。そしてその本、俺の好みってわけじゃないから！　誤解しないでほしい！

        　そう否定しようとしたら、先輩の長い指がするりと俺の頬を撫でた。もう冷たくない指先にほっとしてされるがままにしていると、反対の頬も先輩の手に包まれる。あれ、と思う暇もなく至近距離に先輩の顔があった。まばたきをしないと焦点が合わせられないぐらいの至近距離。なんでこんな距離、と思ったら俺は立っていたはずなのに、知らないうちに先輩の膝の上に座らせられていた。立ち上がろうとするけど顔が動かない。そういえば、先輩は意外に力が強いんだった。

        「先輩……」

        　手を放して貰おうと先輩の肩を押したら、逆に力を入れられて唇を押しつけられる。

        　いや、ちょっ、口、口、くっついてるって！

        　突然のキスに動揺して身体をねじって逃れようとしたけれど、なにをどうしたものか、先輩は身体の位置を入れ替えて俺をソファーに押しつけた。その唇が離れた一瞬に叫ぼうと、開けた俺の口の中に先輩の指が突っ込まれる。

        　先輩の長くて綺麗な指。咄嗟にその指が傷つく映像が頭に浮かんで、口を閉じられなくなった優しい後輩を見下ろす先輩の顔――生まれたときから悪役ですみたいな悪い顔しても、ゾクゾクするほど魅力的だなんて卑怯だ。先輩は、指を噛むのが怖くてあうあうしている俺に顔を寄せ、いっそ優雅とも言えるほどゆっくりした動きで俺の口の中に舌を差し込んだ。

        　不思議なほど、先輩にキスされていることに嫌悪感がない。それどころか、口の中を舐める舌の動きに腰の辺りがビクビクする。どうしようこれ、無茶苦茶気持ちいいんだ。

        　逃げるどころか、先輩の頭を抱え込むようにして気持ちいいキスを甘受するようになった頃、「部屋に行こう」と囁かれて一も二もなく頷いた。

        　部屋に入ってすぐ裸になりながらベッドにもつれ込んだ。焦ってなかなか脱げないズボンにぶち切れたりしても全然白けたりせずに、逆に楽しくて幸せでずっと笑っていた。

        　挿入には相当な時間をかけてくれた。俺がじれったくなって「もういいから」って言っても、彼自身が納得できるまで絶対に入れてくれなかったんだから、先輩の根気強さはすごいと思う。

        　俺が泣き言を漏らす度にキスしたり前を弄ってくれたりして気を逸らしてくれるんだけど、いきそうになるからそれも辛い。だから長い時間をかけて、先輩が俺の中に自身を全部埋め込んだときにはほっとして、ばかみたいに笑ってしまった。

        　そんな俺を見て先輩も笑って、額を付き合わせ、鼻を擦り合わせて、キスをする。それだけでいままで生きてきた中で一番満たされた気がした。

        「せんぱい……キス、キスして」

        「キスが好きだな」

        「うん、好き、好き……ん」

        　キスをされると腹の中がぎゅうっと締まる。そうすると中に入っている先輩のものがビクリと反応するのでとても嬉しい。正直なところ、中に入っているものが与えてくる刺激が気持ちいいのかどうかまだ分からないけれど、先輩が気持ちよさそうなのが嬉しい。

        「せんぱい、きもちい？」

        　キスのしすぎで舌が溶けたりしてないだろうか。なんだかろれつが回ってない気がする。俺の質問に若干悔しそうに「気持ちいい」って答える先輩を見て「ふへ」なんて変な笑い方してしまったから、溶けているのは脳みそかも。

        　先輩が腰を動かし始めると無意識に足が先輩に絡みついてしまって、それを誤魔化すために背中に手を回したら全身で縋り付いたみたいになってしまった。タコみたいに絡みついたから動きにくかったんだろう、先輩は動きを全身で揺するようなものに変えた。身体の奥に、自分ではないものがある事を強く実感させるようなその動きは非常に興奮する。身体の中も外も先輩にぴったりくっついてその熱を直接送り込まれるんだ、興奮しないはずがない。

        「せんぱい、せんぱい」

        　俺の声はただのうわごとめいたものになり、俺の耳元で聞こえる先輩の息づかいも浅くて荒いものに変わっていく。

        　終わりは突然に訪れた。急に俺のものを握りこまれて手荒に揉みしだかれれば、興奮しきっていたそれは容易く精を吐き出す。性急なその動きに気持ちがついていかないまま吐精させられて、なんでと思ったけれど理由はすぐにしれた。俺がいくのとほぼ同時に先輩も出したからだ。自分が我慢できなかったら俺のを刺激して先にいかせるってなにそれ、可愛すぎか。

        　にやっとしてしまったのがばれたんだろう。先輩は微妙な顔で俺の鼻を摘まんだ。可愛い。そしてもう一度、先輩のが入ってくる。最初の時よりかなりスムーズに入ってきたそれは、さっきは届いていなかった奥をぐんっと突いた。終わりは、まったく終わりじゃなかった。

        　

        　※※※

        　

        　夢の中で、誰かにキックワードを聞かれた気がした。暖炉と竈の魔鉱石を作動させるための言葉。いま現在、この寮でそれを使うのは俺しかいないのになぁなんて思いながらも、優しく尋ねてくるその声にぼそぼそと答えたような気がする。しばらくして同じ優しい声に起きるように促されたけど、この声、院長先生だったっけ？　こんな若くて綺麗な声じゃなかったはず。院長先生じゃないなら俺を起こす権限なんてないんだから、放っておいてくれないかなぁ。

        　ぐずるように枕に顔を押しつけたけれど、嫌な気分ではなかった。なぜかふわふわと幸せで、甘えたい気分だったんだ。声の主はぐずる俺を叱ることもなく、手放さなかったブランケットごと俺を抱え上げると、危なげのない足取りで俺をどこかに運んでいく。首筋にもたれかかると頬を俺の頭に押しつけて撫でてくれた。その動作も、首筋の匂いも、なにもかもが大好きで安心できて、クフンと幸せな吐息が漏れる。

        　覚醒したのはその腕の中から下ろされたのが悲しくて、だった。目を開けたらそこは談話室のソファーで、ブランケットが必要ないほどあたたかな室温にあれっと思う。俺を運んできた本人の姿を探したら、ちょうど外からトレイを持って入ってきたところだった。

        「……先輩」

        「ん、おはよう」

        　挨拶と共にテーブルに置かれたトレイの上には、サンドイッチのような物とミルクが載っている。

        「先輩、これ」

        「朝食だ」

        　暖かな部屋とこの食事をみるに、キックワードを聞かれたのは夢じゃなかったらしい。なんで先輩が準備を……と考えたところで昨日の、というよりは今朝までの出来事を思い出す。そうだ、朝方までロマンス小説も真っ青のドロッドロのエッチしてて、朝日が差す頃に気絶するように眠ったんだった。

        「ありがと」

        　俺はまだ腰から下がだるいような気がするのに、いつも通りの先輩の体力、どうなっているんだろう。

        　トレイの上のサンドイッチのような物に手を伸ばす。サンドイッチというには厚すぎるパンに肉塊のようなハムが挟まれている。ちらっと緑が見えるから葉物野菜も入ってはいるようだ。だけど……パンにバターが塗られた形跡はない。手近にあったパンに、見えるところにあったハムと野菜を突っ込んだだけといったスタイルのサンドイッチだ。温められて膜の張ったミルクには蜂蜜まで入っている。いままで料理なんてしたことない先輩が作ったにしては上出来な方だろう。いや、気持ちまで入れれば百点満点だ。

        　分厚いサンドイッチをかみ切るのに難儀しながら、チラリと先輩の顔を覗き見たらバッチリ目が合ってしまった。

        「……僕に朝食を作らせるなんて、お前ぐらいだドゥーエ」

        　楽しそうにそう言って笑う先輩の顔を見て、これを食べ終わったらもう一回その膝に乗っかりに行こうと決心した。いままで色事めいた気配なんて全くなかったのに、なんだろう、箍たがが外れたとでもいうんだろうか。

        　一度体温の交わりを覚えてしまった俺たちは、その日もほとんどベッドの中で過ごした。

        　次の日も、その次の日も。残り少ない時間を惜しむように、俺たちはじゃれ合い、抱き合って過ごした。そして、先輩の肌の匂いが俺の肌に染みついて、俺が先輩の形を覚えた頃。

        　先輩は、この箱庭から姿を消した。

        　姿の見えなくなった先輩を捜し回って気づいたことは、この箱庭の中に先輩のいた痕跡がなにひとつないことだった。身体一つでここに現れた先輩は、俺の身体に残した跡以外はなにも残していかなかった。そして、俺を連れてもいかなかった。

        　ぼんやりとした頭でも、寮監や使用人が戻ってくる日が翌日に迫っていたのは理解していたから、機械みたいに身体を動かしてリストに載っている作業を終わらせる。身体を動かすだけで済む作業があるのがいまはありがたかった。

        　寮監や使用人たちが戻ってくれば、時の止まったようだった箱庭に風が吹き込まれる。動き始めれば、時間が過ぎるのはあっという間だ。

        　

        　※※※

        　

        　先輩がいたときに経験していなかった春の中庭も、まばたきをするうちにもう三度目を迎えていた。たしかに、聞いていたように春になると様々な花が咲き誇り、緑のまぶしいこの庭は美しい。けれど、中庭と聞いて俺が思い出すのは、やっぱり雪に覆われて時が止まったような景色だ。その景色しか知らなかった頃、入学したばっかりだった俺がもう最上級生で、卒業を明日に控えているなんてなぁ。

        　あのとき以来、冬の休暇を寮で過ごすことはしなかった。綺麗に保たれていた寮を見て、寮監はまた頼みたいようなそぶりを見せたけれど、学生全員が帰省する事になっていることを知った院長先生に通信機越しに泣かれたし、それに……あの空間に一人でいることに耐えられるとは思えなかったからだ。一人でいたらまた先輩が姿を見せるんじゃないか、なんて考えなかったわけでもないけど、多分それは無理だ。あれはあのときだけの、時知らずの実の気まぐれなんだと思う。

        　明日は晴れて卒業、というめでたい日なんだけど、俺の心はまったくめでたくなかった。なぜならば、卒業前に受けた文官の試験の結果がことごとく「保留」だったからだ。これでも俺は優秀なので、最終学年はずっと主席を通したし、試験自体にも手応えを感じていたからこんな結果なのは納得がいかない。やっぱりどんなに実力があっても「孤児院育ち」という一点で撥ねられてしまうんだろうか。俺は先生受けもいいので、俺のこの結果に同じように憤慨する先生もいてくれて、学園長に事情を聞きに行ってくれたりもしたんだけど結果は覆らなかった。「とにかく待て」ってどういうことだよ。別に他に就職の当てがないわけじゃないし、宰相を見ることができる可能性があるってだけで受けた文官の試験だけど、こんな結果だと腹立たしい。

        　晴れない気持ちで花の中庭を眺めていたら、廊下の端から学生が一人走ってきた。

        「ドゥーエ！　寮監が呼んでるよ」

        　同じく明日卒業する、文官試験に合格した学友だった。一年の頃、俺に本を貸してくれた奴だ。いい奴だから、妬ましくない。妬ましくない。

        「寮監室？」

        「いいや、来賓室に。なあ、来賓室に入っていった人、銀白髪シルバーブロンドに見えたんだけど！」

        　銀白髪シルバーブロンドで有名なのは宰相だ。だけど、彼がいるわけはないし、理事たちの大半は白髪だから白髪を見違えたに今夜のパンを一個賭けるな、俺は。宰相のファンであるこいつは宰相だと思いたいだろうけど。そう言ったら、それもそうかと納得するだけ冷静だな。

        「なんか忘れ物がどうとか言ってた様な気がするけど、君を呼ぶって事は勧誘スカウトなんじゃない？」

        　勧誘かぁ。文官を撥ねられた話がすでに出回ってるってことかー。ありがたいけど微妙。

        「行ってみる」

        「頑張れー！」

        　試験を撥ねられても、「不合格」ではない限りこの学園が保証する優秀さに傷がつくわけではないので、これからこうやって勧誘の声がいろんなところからかかるのかもしれない。できるだけ条件のいいところを選ばないとな。金払いが良くて孤児院を訪れる時間が作れるところ。……宰相を身近で見られないのは残念だけど。もともと、違う世界の人間なんだからしょうがない。

        　来賓室の扉の前には騎士が二人並んで立っていた。護衛の騎士？　あれ、思っていたより大物かもしれない。護衛を侍らせることのできる理事って誰がいたっけ、と思いながら「呼ばれて来ました」と声をかければ騎士たちはにっこりと笑って通してくれた。

        　扉をノックして中に声をかけると「入りなさい」と寮監の声がする。

        「失礼します」

        　見慣れた寮監は、入って左の席に座っていた。ということは、来訪者は正面の席。テーブルの上に載せられた手は真っ白な手袋に包まれている。その先の肘の辺りに結われた髪の先が垂れているのが見えた。たしかに、白髪とは違う輝きを放つ銀白髪シルバーブロンドに見える。いや、まさか。王都の中とはいえ中心から北に外れたこんなところに、忙殺されているはずの宰相が来るわけがない。

        「ドゥーエ」

        　懐かしい声を拾った気がして耳をひっぱりかけたけど、彼らの目の前でそんなことできるわけもない。「ドゥーエ・ヨルマ」と落ち着いた声でもう一度名前を呼ばれたので、恐る恐る顔を上げる。

        「……はい」

        　新王と同じ二十代で宰相の地位に就いた現宰相閣下は、噂に違わぬ美丈夫だった。この学園に通っている頃に立った悪評を自分自身で晴らして、引き留める多くの声を振り切って外国へ留学したという行動派。小説のモデルともなり全世代に広くファンの多い、噂の宰相閣下。

        　若い頃に飲んだ毒の影響でいまの色になったという、たっぷりとした銀白髪シルバーブロンドの髪を緩く結って垂らした姿に既視感を覚える。完璧な配置の顔の部品も。その唇が機嫌良く弧を描いている様も。楽しそうに細められたその瞳が、特徴的な紅と紺であることも。

        「私の忘れ物を知らないかな？」

        　俺が「知らない」なんて言う可能性を微塵も考えていない、自信たっぷりなその様子も。

        「……知って、ます」

        　デイミア・ファーディナンド宰相閣下。ファーディナンド宰相家の当主様は、俺が覚えている姿より十倍ぐらい男の色気をましてそこに座っていた。悔しい。どうしよう。悔しいけど、俺、まだぜんぜん好きじゃん。宰相閣下なんていう、まったく住む世界が違う人になった先輩が、いま、ここにいるって事だけで手が震えて止まらない。

        　あの箱庭での一ヶ月を、毒の影響で見た夢だと思っているか、そもそも覚えていないかのどちらかだと思って、せめて遠くから眺めることのできる職場に就職できたらいいな、なんて考えてたのがばかみたいだ。就職できなくて良かった。身体が震えてしまうぐらい好きなのに、見ているだけで我慢できるはずなんてない。

        「ドゥーエ・ヨルマ。私は君を個人秘書として雇いたいと思っている。雇用条件はここに、学園長と寮監には目を通してもらい不備や違法性がないかの確認はしてもらった」

        　宰相閣下の手元にあった書類の束を、寮監が俺に差しだしているのは分かっていた。だけど、身体が動かない。どうしよう。

        「ヨルマ？　ヨルマ、どうした」

        　俺の様子がおかしいのを、寮監も宰相閣下も気づいたようだ。寮監が立ち上がろうとするのを制して宰相閣下が指でテーブルを叩く。――あの箱庭で、先輩がよくやっていたように。

        「ヨルマ……ドゥーエ。来い」

        　先輩が呼んでいる。そう思えば呪縛が解けたみたいに足が動いた。すぐ側に立った俺の頭を抱きながら、先輩は寮監に部屋の外に出るように命じていた。寮監がいったいどんな顔をして出て行ったのか、俺は抱きしめられていたので分からない。久しぶりに触れた胸はずいぶんと厚みを増していたけど、匂いと温かさがあの頃と同じだった。

        「私は言ったことは必ず実行すると言ったろう」

        　そんなこと言ったって、置いていったじゃん。あんたがいない箱庭が、どんなに寒くて暗くて辛かったかなんて知らないくせに。死んだわけじゃない。永遠に会えなくなったわけじゃないって自分に必死で言い聞かせてたけど、生きてる世界が違うことには変わりなくて。身体に残った跡が消える度に心まで削られる気がして、いっそ消えない傷痕にしようかって何度も火種を握ったことだって知らないくせに。

        　……俺がこんなにあんたを好きだって、知らないくせに。

        「ちゃんと取りに戻ってきたよ」

        「……うん」

        　それでも、いまここでこうして抱きしめてくれるだけで、すべての苦しみも悲しみも流されてしまう俺は、やっぱりどうかしている。

        「ちゃんと持って帰って」

        　ぎゅうと抱きしめられて優しく何度もくちづけられると鼻の奥がツンとしてくる。泣くなんてみっともないから嫌なのに。待って、そんなにしたら俺ホントに泣く。そう思ったときだった。先輩の口からポロリとこぼれた「これでやっとココアが飲める」って呟きを聞いて、涙は永久に引っ込んだ。ココアのために俺を探してたのかって問い詰めたら「本人が一番に決まってる」と返されたけど、ちょっと先輩。その言葉、一生忘れないからな。

        　

        　※※※

        　

        　さて、無事にこの国で二番目に偉い人のところへ永久就職した俺だけど、よく俺のこと探し出せたなぁなんて冗談交じりに言ったときのこと。「探すもなにも」と鼻で笑われたのはいま思い出しても腹が立つ。なんだそれ、と問えば返ってきた言葉は「誰が奨学生制度を作ったと思ってる」だ。

        　え、ちょっと待って。まさかそこから？

        　ドン引いた俺に「策略謀略はお手の物だ。――なんせ、元悪役令息ですから？」と微笑む姿は悪役令息どころか……完全にラスボスだった。

        　

        　　　　　End

        　

        　

        　

        　

        


    

    
        【君のためにできること】　荊汀森栖

        　

        


        「少し静かにしてくれないか。ここは教室だ。雑談したいのならば談話室に移動したらいいだろう」

        　春の花園に冬風が吹いた。

        　凍てつく声音は季節を逆戻りさせたかの如く、居合わせた者に冷気を感じさせた。叱責された子供たちは怖々と美声の主を盗み見る。

        　彼の名前はトーイ。トーイ・プリーモ・ノヴェンブレ。トリメストラーレ大国、十一月都市の統治者ノヴェンブレ大公家に名を連ねる貴人である。飾り気を排した紺色のジャケットと細身のトラウザーズ、白シャツにジャボというお仕着せに身を包んでいてなお人目を惹く容姿に、思わず嘆声を洩らす者は少なくない。

        　故あって前大公の長子プリーモであったトーイの父シュウエが統治権を弟サイカに移譲したことから、一家は城を出て離宮に暮らしている。だが、トーイが十一月都市ノヴェンブレ大公国の公子が一人であることに変わりはない。

        　その美貌はまさしく、誰もが夢見る〝王子様〟だった。

        　艶やかで癖のない薄灰色の長髪に縁取られるは、雪花石膏アラバスターの如き滑らかな白肌。繊細な柳眉は揺るぎなき意志を感じさせ、長い睫毛が真白き頬に濃い影を落とす。切れ長の眸ひとみは黒曜石を想わせる漆黒で、麗しき冬神を象徴する色だった。

        　薄紅色の唇は不機嫌に引き結ばれている。

        　整った容貌もさることながら、均整が取れた背の高い痩躯は高名な芸術家の手による彫像を思わせる。その完璧な造形は作り物めいていた。だが強い意志を宿した黒き双眸は、彼が決して人形ピグマリオンなどではないことを知らしめるのだ。

        　許されるものならばずっと見つめていたい。

        　そんな想いに誰しも囚われるが、返ってくるのは冷たい拒絶の眼差しだった。

        　彼らは静かに目を伏せる。

        　自分たちと同じ十六歳であるはずなのに、トーイ公子は大人びた雰囲気を既に身につけていた。

        　学院へは規定よりだいぶ遅れて入学したにも拘わらず、場に馴染む努力などは一切せず、凛として鋭利な印象を周囲に与えるのだ。その気高さに誰もが圧倒されていた。

        　シュウエ公が統治者の権限を手放したとはいえ、公子は彼の後継者なのだから若年であっても威厳を備えていて当然。そう言いたくもなるが、自分たちが押頂く大公子ナーツェこそ持つべきカリスマ性を彼に見出してしまうのは流石に不遜が過ぎるだろう。だが、両者を天秤に乗せ比較することは誰にも止められなかった。

        「……あの、ごめんなさい。トーイ様」

        　輪の中から、勇敢にもひとりの少女が進み出て声を上げた。

        　梨花のように美しく可憐な春の乙女、フィオーレだ。彼女は名家の娘として学院に通っているが、その身分が生来のものでないことは生徒らの知るところである。だが、春の加護持ちに共通する嫋やかな愛らしさに加え、珍しくも痩身とあって特に人気の高い女生徒だった。

        　春の加護持ちは、豊穣を象徴してかふくよかな者が多い。

        「はしたなくもはしゃいでしまって、淑女としてイケナイことだと分かっているのですが……。でも、ナーツェ様が。大公子が私たち級友をお城のお茶会に招いてくださるって言っていて。私、嬉しくなってしまって」

        「言い訳は結構。理解していながら改善出来ないことのほうが問題だ。――それと。何度も言っているが、君に僕の名を呼ぶ許可を与えた覚えはない。弁えてくれないか」

        　冴え冴えとした侮蔑の眼差しに少女は震え出し、公子の醸し出す威圧に後退った。そして集団の輪に戻ると、仲間に肩を抱かれ、堪え切れない様子で嗚咽を漏らし始める。

        　トーイは茶番だと言いたげに大きくひとつ溜息を吐くと、再び騒めき始めた教室を後にした。

        　

        「授業を受けなくていいのか？」

        　追いかけて来た美丈夫にトーイは肩を竦めてみせた。

        　自身より幾分背の高い男を見上げると、先程とは別人のように柔らかく笑み、彼が隣に並び歩くことを容認する。

        　褐色の肌に白い髪。夏神エスターテの紅き眸をもつカザリは他都市からの留学生だ。十一月都市イル・ソーレ学院には、文化交流のために二年という期間を区切り訪れている。

        　イル・ソーレは主に貴人や富豪の子息が通う高等学校である。各都市には他に、ラ・ルーナ、ステッラというふたつの教育機関が存在し、ラ・ルーナは騎士養成校、ステッラは職業訓練校と役割を分けている。

        『あの様子では、どうせ授業になんてならない』

        『悪怯れる素振りくらい見せたらどうなんだ。お前のせいだろう？』

        　トーイがカザリの母語で話し出したためカザリもそれに倣う。

        　ふたりきりのときはいつもそうだ。誰にも邪魔されず秘密の会話を楽しむように。余人に盗み聞かれても理解出来ないことのほうが多いからか、トーイはトリメストラーレ大国共通語ではなくカザリの郷土語を操る。他言語であるにも拘らずそれは流暢に使い熟すため、言葉に対して遠慮する気持ちは直ぐになくした。異郷の地で心細かったのだと、懐かしい音を耳にして初めて自覚した。その日の出来事をカザリは忘れられない。以来、彼の前では肩の力が抜ける。それは決して、留学の受け入れ先であるノヴェンブレ大公や大公子ナーツェには感じたことのない安らぎだった。

        　ふたりは中庭コルティーレを目指し、廻廊へと続く階きざはしを並んで降りて行く。

        　白い砂岩をふんだんに使った校舎は嘗て修道院であったという。常ならばその造形美を飽くことなく堪能するカザリも今日は足早に通り過ぎた。自国の装飾タイルで華やかに彩られた建築様式とは異なる質感を持つ砂岩は勇壮にして堅牢だ。等間隔に並ぶ円柱は上方で弧を描き、隣り合う柱と繋がって屋根を支えるアーケードとなっている。歩廊の内側にある長方形に切り取られた箱庭は憩いの場で、幾何学模様に刈り込まれた低木が美しい。そこに、小さな噴水がひっそりとした風情で佇んでいる。

        　日陰を選び砂岩の長椅子に並んで腰掛けると、カザリが重くなっていた口を開いた。

        　春風に乗った花の香が優しく頬を撫でていく。

        『どうして、いつもフィオーレ嬢にばかり厳しく当たるんだ。お前は庶民だからと差別する血統主義者ではないだろう？　彼女を冷遇する意図はなんだ』

        『僕らしくない――か。冷静沈着にして、インヴェルノの名に相応しい氷属性だとは思わないか？　いや、冗談はやめよう。彼女は大公子の婚約者候補と目されているのだ。次期大公妃になろうという娘が、あんな世間知らずでは困る』

        『それだけが理由なのか』

        　剣呑に、カザリの声が低く落ちる。

        『――何か、他に理由があるとでも？』

        　僅か差のある目線にトーイが彼を見上げれば、カザリの赫眼かくがんが燃えている。

        　夏神エスターテの象徴は紅、そして焔である。苛烈な女神の性質までその身に宿すようなカザリを、八月都市のアゴスト大公家では持て余しているのだという。噂を肯定するかのように、長く伸ばした前髪は美しい紅玉の双眸を半ば隠してしまっていた。

        『大公子ナーツェの恋人である少女に、彼の従兄弟であるトーイ公子が横恋慕している。彼女に殊更冷たくするのは恋情の裏返しだと』

        『冗談ではない！』

        　カザリの言葉を語気鋭く否定する。

        『だがお前は、春の加護持ちが好みなんだろう？』

        『ああ、僕は冬神インヴェルノの加護を戴いているからな。穏やかで優しい〝春〟を好ましく思うよ』

        『ならば』

        『だが僕には、ずっと思い続けているひとがいる』

        　素っ気なく告げられた言葉に胸がジクリと妬ける。

        　カザリの脳裏に思い浮かぶ顔があった。明言されずとも理解する。言外に示すのは春神プリマヴェーラの守護を持つ少年だろう。彼――コハルとトーイは姻戚関係にあり、幼馴染だ。そしてとても仲が良いことで知られている。

        　コハルは大公子ナーツェの婚約者だった。

        　彼の姿を目にしなくなった時期と前後してフィオーレが大公子の隣に収まったのだから、そこに因果関係を見出すなというほうが難しい。その頃、学院へ姿を現したのがトーイ公子だった。

        　プリマヴェーラの加護を持つコハルの不在は、人々に心理的不安を抱かせる。それを払拭する存在としても、トーイは周囲の耳目を集めている。

        　トリメストラーレの各都市は独立国家に近い。交流があっても内政不干渉という不文律は揺るがしようがなくカザリには踏み込めない問題だ。消えたコハルを心配する気持ちに嘘はない。だが彼に対する妬心も燻り続ける。

        　トーイが春の加護持ちに本能で惹かれるように、夏神エスターテの加護をその身に戴くカザリは〝冬〟に焦がれる。冬神の氷を甘やかに蕩かし尽くしてしまいたい。まるで神話の如く、燃ゆる夏神の叶わぬ恋に似た想いが彼の心には棲み着いていた。

        　トーイと共に在ると――いや、その姿が見えずとも。カザリの感情は彼という存在にいとも容易く揺さぶられてしまう。

        『彼女の件は、いずれ近いうちに片をつける』

        　虚空を見つめるような黒き眸に、カザリは膝の上で手をきつく結んだ。

        　伸ばせば触れるほど近くにいるというのに、トーイを酷く遠く感じた――。

        　

        　❖　❖　❖

        　

        　この世界の名を、トリメストラーレという。

        　創造主である〝名も無き主神〟を中心に、四季を司る神々が大地に加護を与えたことから創世記は始まる。

        　名も無き主神が遣わした創世の神々は四柱である。

        　火を統べる夏の女神エスターテ。

        　水を統べる冬の神インヴェルノ。

        　風を統べる春の女神プリマベーラ。

        　土を総べる秋の神アウトゥンノ。

        　原初。エスターテは灼熱の火球の如く宙ソラに存在した。星は永き時をかけインヴェルノの氷で冷やされ、やがて陸と海とが生じた。荒れ狂う大気が鎮められたことによりプリマヴェーラの穏やかな風が草木に芽吹きを促した。数多の命を飲み込んだ大地を、アウトゥンノが糧を循環させる豊穣の地へと変化させた。

        　これがトリメストラーレの天地創造である。

        　名も無き主神は四神の働きを天から見守った。その後、陸と海の獣を解き放ち繁殖させると、自らと四神に似せた人類ヒトを大地へ降ろし生きる智慧を授けた。

        　神代を離れ時代が進むと、神々から遠く下界では、獣を狩り農耕する人類が地に満ち集落を形成するようになっていた。幾つもの集落はやがて纏まり国となる。国々は争うことをやめず、繁栄と滅びとを繰り返す。

        　その末に人類は中枢を担う〝中央セントラル〟を要とする十二の都市を築き上げた。

        　トリメストラーレに点在する其々の都市には統治者と呼ばれる大公が座し、独立国家に似た共同体コローニアを直轄している。そしてセントラルには彼らを纏める王がいた。ひとりの王が十二の都市を統べる。その国の名をトリメストラーレ大国という。

        　四神の存在は創世神話の中だけに留まらず、今も人々の生活や人生に大きく関わっている。脆弱なる人類ヒトの始祖は、四神の加護を身に戴くことにより苛酷な環境に適応したと伝えられているからだ。今もその名残りがあり、人は少なからず〝四季〟いずれかの加護を持つ。

        　加護とは、ひとがその身に宿す魔力の属性であり守護である。

        　夏の加護持ちは火を操り苛烈な性質。

        　冬の加護持ちは水を操り冷静な性質。

        　春の加護持ちは風を操り温和な性質。

        　秋の加護持ちは土を操り中庸な性質。

        　そして、特別に〝四神の名〟を戴く者が世界には僅か存在する。

        　トーイは冬神インヴェルノ、カザリは夏神エスターテの名を冠する加護持ちであり、神の化身が如く全てに於いて能力も高い。故にその魔力は〝神力〟と呼ばれた。人類を超越した力。四神の加護は魔力の属性以外にも眸の色に現れ、親に似ぬことで迫害された歴史もあったという。

        　

        　❖　❖　❖

        　

        　草木が芽ぐむ季節だった。砂漠育ちのカザリの目には、十一月都市の何もかもが眩しく映る。

        　広大な沃野に豊かな水を湛える大小の河が流れ、黒々とした大地には多種多様な植物が育まれている。故郷の八月都市アゴストでは、宮殿とその周辺こそ水脈が保たれているものの、共同体を一歩でも外れようものなら流れるものは比喩ではなく砂しかないのだ。空気は常に乾いており、雨季ともなれば雨水は瞬く間に洪水となり、害をなせども砂を豊かに潤すことはない。憧れとも呼べる緑地に、カザリは我知らず目を細める。

        『カザリのいた八月都市の〝外〟には砂漠が広がっているのだろう？　僕は、いつかザーラ砂漠に行ってみたいと思い続けているんだ』

        　翳りを帯びた空気を払拭するように、トーイは明るい声で話題を変えた

        　廻廊庭園へとカザリを導くのは気に入りの場所だからというだけでなく彼の気遣いだろう。心を慰められるたび、その優しさに、彼へと傾倒していく自分をカザリは止めようがなかった。

        　彼には、己の欲するものが分かるのだろうか。渇きを満たし潤わせ、癒されたいと希う。〝夏神エスターテの如く恋焦がれる〟とは、夏の加護持ちの気性だ。カザリは、驕ってはいけないと自らを律する。〝エスターテの情熱の果てに草木は枯れる〟とも言う。苛烈な性質を揶揄し諌める言葉は、自分に酷く相応しい気がした。

        『僕はイル・ソーレに通う予定ではなかった。それよりも、諸都市を外遊し見識を高めたいと思っていた』

        『――お前は〝外〟を旅したことがあるのか？』

        『物心がついた頃には、この十一月都市にいた。以来、今日まで共同体コローニアを出たことはない。だが僕は中央セントラル生まれなんだ』

        　まるで秘密を打ち明けるかのようにトーイは囁く。

        『セントラルとは――、珍しいな』

        『母の身体が弱く、セントラルの医術に頼ることを王が許可してくれた。五歳まではあちらで育ったのだが――』

        『〝ヴィヴァルディ聖王に栄光あれ〟。なんと慈悲深いことか。昔から〝法と医は中央にあり〟と言うくらいだが、特別の許しなくして彼の地を踏むことは叶わぬとも聞く。母御もお前も幸運だったな』

        　カザリの賞賛にトーイは微笑する。

        　口走りかけた言葉を飲み込み誤解させるに任せたのは、躊躇いを感じたから。知り合って間もないカザリを、孤独を分かつ相手として選んだ自覚がトーイにはあった。いつか真実を話せる日が来るだろうか。そう考えながら偽りを口に乗せた。

        『僕が知っている世界といえば、この箱庭のような都市の中だけ。だから、君の育った八月都市や他の共同体コローニアも訪れてみたい』

        　眸を輝かせトーイは夢を語ってみせる。その美しさにカザリの胸は鼓動を速めた。

        『だが砂漠は、無慈悲な砂の地平だ。お前が焦がれるような場所ではない』

        　郷里の苛酷さを思いカザリは眉根を寄せた。

        　何処までも続く砂丘。体の芯まで焦がすが如く照りつける太陽。騎竜なしでは渡れないと言われるザーラを、嘗て徒歩で踏破したことがあった。ほんの僅かな妬心と、反抗した自分の幼さが招いた悲劇。今でも渇きに喉が焼け付くようだ。夏神エスターテの加護と幸運なる〝奇跡〟なくしてはきっと生き延びられなかっただろう。カザリにとって、ザーラは奇跡の輝きと共に苦々しい想い出の地でもあった。

        『夜の砂漠に織布キリムを敷き、満天の星空を眺めながら寝転ぶるという、僕のささやかな夢を奪ってくれるな』

        『正気か。これだから緑地育ちは甘やかされているというのだ。夜の砂漠は恐ろしく気温が下がる。真昼の灼熱とは大違いだ。それに砂蟲サンド・ワームもいる。そんな無謀なことを公子にさせられるものか！』

        　カザリは灼光に炙られ乾涸びたトーイを想像し身慄いした。彼が醜悪な砂漠の魔物に襲われる？　言葉だけでも許し難い。思わず厳しい物言いになってしまったが、そんな自身の過保護ぶりに困惑する。

        　だがこの男が傷つくことなどあってはならないと強く思う。僅かであってもその身が害されたなら、自分はきっと正気を保てないだろう。

        『君にエスターテの加護があるように、僕にもインヴェルノの加護がある』

        　拗ねた物言いにカザリは苦い思いを噛み締める。

        『加護を過信するな。痛い目をみるぞ』

        『ああ、分かっている』

        　自信家でもある彼なら笑い飛ばすと思った。だが返ってきた声は、凍るような冷たさを孕んでいた。

        「――ところで。盗み聞きとは趣味が悪い。そんなところに隠れていないで、出て来たらどうだ？」

        　トーイに促され柱の影から姿を現したのは、十一月都市ノヴェンブレが大公子ナーツェそのひとだった。

        　背が高く立派な体躯。同じような長身ではあるが野生味のあるカザリとは異なり、ナーツェは肌も白く貴公子然とした美青年だった。肩にかかる燃ゆる赤茶の巻き毛を手で払い除ける仕種は、苛々として落ち着きがない。琥珀の瞳は昏く濁りトーイを睨め付けていた。

        「コソコソと俗語でなぞ話しているから、何事か奸計でも巡らせているのかと思ってな。どうせ共通語リングアでは聞かせられぬ下世話な内容なんだろう」

        「自分を基準に話をするな。それに、他言語を俗語と総じて蔑するのは些か乱暴過ぎやしないか？　ああ、君の不勉強を詰っているのではないよ」

        「喧嘩腰で話すのはやめないか」

        　カザリは言葉を共通語に切り替え仲裁を試みる。

        「リングアが使えるなら、初めからそうすればいいんだ。やはり禄でもない話なんだろう」

        「カザリ大公子に砂漠の話を伺っていたのだ。八月都市アゴストにはザーラという名の広大な砂漠が広がっていて……。ナーツェ、流石に君も、地理くらいは履修しているだろう？」

        「ばっ、馬鹿にするな！」

        「大公子殿下。挑発に乗ってはいけません」

        　掴み掛かろうと一歩を踏み出したナーツェを、背後に控えていた護衛騎士が制した。

        「トーイ様も、いくら公子といえど言葉が過ぎます」

        「それは今の会話か。それとも先刻の話か？　ギヴン」

        　トーイは騎士を睨めつけた。

        　ギヴンと呼ばれた男は「出過ぎた真似を」と胸に手を当て、騎士の略式礼を取り頭を垂れる。

        「構わん。水を向けられたのだ。この際だから言っておくが、ナーツェ。フィオーレが次期大公子妃に相応しいと本気で思っているのか。叔父上が、お前の閨役として連れて来た町娘に過ぎぬ女だぞ」

        「ッ、どこからそれを」

        「わざわざ探るまでもないだろう？　出自の定かでない者を内部に入れるなど、正気の沙汰とも思えない愚行だ。城中で物笑いの種に成り下がっているのを知らないのか？」

        「――糞ッ、誰がそんな噂を吹聴しているのだ。私や父上を愚弄するなど不敬ではないか！　ギヴン、その者を即刻ひっ捕らえ連れて参れ!!」

        「下の者に当たるのは筋が違うだろう？　プリマヴェーラの加護持ちだというだけの理由でコハルに無理を強いたことも愚かしいが。目の前に現れた小娘に目移りした挙句、一方的に婚約を破棄するなど。許し難い暴挙だと思うのは僕だけではないということだ」

        　トーイが大切な宝玉ででもあるかの如く舌に乗せた名を、ナーツェは嘲笑でもって粉々に砕いた。

        「コハル、コハルか――。あの者こそ私に相応しくなかったではないか。男の癖に、子も成せぬというのに、愚かにも未来の聖母となるフィオーレの障害となったのだ。だから排除した。――今は城の塔に蟄居させている」

        　くつくつと堪え切れぬように嗤う。

        「初恋なのだろう？　トーイ。大切にしていたようだが一手遅かったな、貴様らしくもない。だからこうして私に奪われる純潔を散らされる。軽蔑する男に蹂躙され、夜ごと喘いで身に宿せぬ子種を欲するようになるのだ!!」

        「大公子殿下！」

        　叫んだのは騎士だった。

        　鋭い声で警告を発したギヴンともうひとり、カザリが音もなく彼の前に立ちはだかり盾となる。

        　冬神の力が暴走しかけていた。

        　トーイの足元から地表が白く凍りついていく。膨大な魔力により割れた氷が棘のように鋭く尖り、不気味な音を立てながらその矛先をナーツェへと向ける。

        「トーイ」

        　諭すようにカザリが名を呼ぶ。

        　光を失いし深淵をその場にいた誰もが目にした。インヴェルノの黒き双眸が怒りに凍えている。

        「お控えください、公子」

        「トーイ、落ち着くんだ」

        　宥めるふたりの声もまるで耳に届かない様子で、トーイは掌を目の前に翳した。酷く苦しげな仕草で顔を覆いかけるが、その腕は力無く下ろされる。星屑のような微細氷の軌跡が綺羅綺羅と輝き弧を描く様は、ゾッとするほど美しかった。

        　光を集めた氷の粒が周囲に満ちてゆくのを、騒ぎを聞きつけた者たちが呆然と見つめていた。

        　身を盾とするふたりの皮膚が薄く傷つけられ血を流す。嵐の前の静けさだと、誰もが息を飲んだ。トーイが手を一振しただけで、白い砂岩の廻廊は深紅に染まるだろう。

        　張り詰めた静寂を破ったのは、魔を祓うという清らかに澄んだ時計塔の鐘の音。十二の都市其々に音が異なるのだという荘厳な調べを耳にし、トーイの双眸に理性が戻ってくる。

        　鐘の音の記憶。

        　傍らにはいつも、優しく寄り添う幼馴染がいた。

        「どこにいる。コハル。返してくれ。返せ。このままでは――」

        　痩躯がゆらと傾ぎ、トーイは糸の切れた操り人形の如く倒れてゆく。その身を、神力を振るい一瞬にして氷を溶かしたカザリが掬い上げた。

        『トーイ』

        　意識を失った身体は頼りなく、重い。カザリはきつく抱き締めることしか出来なかった。そんな自分を許せるはずもなく、また全ての元凶であろう大公子を視界に入れることすら拒む。

        　彼を庇ったのは偏にトーイのためでしかない。神力で他人を害せばそれは重罪となる。

        『カザリ大公子、トーイ様を医務室へ』

        　ギヴンに小声で促され、カザリは立ち上がる。

        　ナーツェの周囲は駆け付けた騎士らが護衛を固め、人垣が出来上がっていた。このような教育の場で物々しいにも程がある。

        　立場ある身でありながら余りにも品性に欠けるナーツェの言動には驚かされた。これでは、トーイを次期大公へ擁立したいと考えるのも当然だろう。侮っているようだがカザリも大公子がひとりである。ノヴェンブレ大公子は外交を何も理解していない様子で、呆れるより他ない。

        　人波の奥に件の少女がいたような気がした。

        　だが視線を向けた先に、その姿を認めることは出来なかった。

        　

        　❖　❖　❖

        　

        「『悪役令嬢物語』？」

        「もうお読みになって？　十一月都市でとても流行しているのよ。書店では品切れで、皆様、伝手を頼って入手したり貸し借りをしているの」

        「では読めない方って……」

        「ええ。よほど流行に疎いか」

        「嫌だわ、意地悪を仰らないで。わたくしに貸してくださるわよね」

        「ふふ、勿論ですわ。お父様が、出入りの行商から特別に融通させたのよ。一緒に読みましょうね」

        「嗚呼、持つべき者は善き友であると、名も無き主神に感謝を捧げます！」

        　紺色の制服に身を包んだ少女たちが話題にしているのは、今流行りの少女小説だ。先日の騒動があってから、イル・ソーレを中心に爆発的な人気を博している。

        　その理由は明白だった。大公子ナーツェを巡る不透明な婚約が物語に酷似しているのだ。学院に突如として現れた美貌の公子トーイの存在と相俟って、少女たちの想像を掻き立て退屈な日常に一石を投じた。

        　物語の舞台は王侯貴族の子息らが通う王立学園だ。

        　その国の王太子が魔力値の高い男爵令嬢と恋仲になる。だが、幼少時より王太子の婚約者であった公爵令嬢はそれを許さず、嫉妬に狂い男爵令嬢に悪逆非道を働く。『低位貴族の娘風情が、王太子の横に並び立つ資格なし！』と言い放つ公爵令嬢に王太子は、『男爵令嬢は我が国を救う聖女であり、王や神官長と等しく高貴な身である。聖女は国が保護しなければならない。私は彼女と婚姻する。貴女は去るがよい』と彼女を断罪し追放する。長く虐げられていた男爵令嬢は救い上げられ、公爵令嬢は失墜。逆転劇の舞台である卒業式の場面が爽快なのだと、その本を手にしたこともないカザリすら内容を知るほど話題となっていた。

        　何故か、トーイが悪役令嬢ならぬ〝悪役令息〟の役を割り振られているところがカザリは気に入らないのだが。婚約者であり公爵令嬢に該当するコハルは、プリマヴェーラの加護持ちで大層温和な性格をしており、とても悪役令息にはなり得ないのだそうだ。王太子が大公子ナーツェ、フィオーレが男爵令嬢役なのは誰しもが認めるところだろう。

        　フィオーレはあれから学校を休んでいる。

        　彼女の身元を明らかに出来ず、また公の場で酷い暴言を吐いた大公子の人気は低落するばかりだ。

        「〝慈しみ深き神々の加護が永久とこしえに続きますよう。我ら、神々の導き無くして真昼を往けぬ弱き獣なり。友無くして闇夜を明かせぬ憐れな人なり〟」

        　ひとりが諳んじれば、周囲にいた少女たちも声を合わせ唱和する。それはトリメストラーレ大国に広く伝わる聖句だった。

        　

        　あの日。執事だと名乗る男とカザリは医務室で対面した。トーイは意識を取り戻す様子を見せず、彼に付き添っていたカザリは家人に手を貸し馬車まで見送ったのだ。

        　その後、何度も文を送り面会を申し入れているが、主不在とのことで断られ続けていた。

        　彼らを取り巻く情勢に、余所者であるカザリが口出しすることなど出来はしない。だが、無関係だと割り切ることもまた不可能だった。

        　十一月都市ノヴェンブレ大公国の統治者であるサイカも、彼の子息ナーツェも共に夏の加護を戴いている。

        　統治者の資質として四神の加護は必須ではない。だが、サイカの兄であるシュウエの息子トーイが冬神インヴェルノの加護持ちであることから、次代は統治権の移譲をという意見は少なからず城内から生じていた。兄が継ぐ筈だったものをその子に返すべしという古臭い理屈だ。その保守的な考えを払拭する存在がコハルという〝お飾りトロフェオ〟だった訳だが。

        　四神は等しく並び立つものであり、神の優位性を指し記す書物などは存在しない。だがひとは春の木漏れ日に穏やかな風に、芽吹く緑に心慰められるものだ。プリマヴェーラは殊更、民に愛される神である。大公は息子ナーツェの羽翼としてコハルを伴侶に据える目論見だったのだろうか。だとしたら、婚約の破棄を認めたことは腑に落ちない。コハルを正妃、フィオーレを側妃とすれば事足りるからだ。政略的な婚姻が罷り通るトリメストラーレでは珍しくもない措置だった。

        　他方、トーイとコハルは姻戚関係なため同性であっても婚姻は認められない。それが慣例であるからだ。カザリがコハルへの妬心に殊更苦しまず済んでいるのも、この古い風習として残る決まり事に因る。形骸化する婚姻など意味を成さないと考える者も多いだろう。だが、自分の想いびとが他の誰かのものになるなど、想像するだけで毒を飲んだかのように苦しくなるのだ。

        　それでも。皆に愛されるコハルという存在。彼に対する噂や評価を耳にするにつけ、カザリは嫉妬以外の感情も芽生えるのを感じていた。それは同じ四神の加護持ちとしての仲間意識であったかもしれない。校内で幾度か姿を目にした程度で、関わりと呼べるものは構築出来なかった相手だ。しかしカザリは彼に憐憫の情を抱き、悲しいふたりを想った。

        　

        　❖　❖　❖

        　

        「本日も学校はお休みでいらっしゃいますか？」

        　陽光の射し込む食堂で、執事は館の主人代行を務める少年の予定を確認する。

        　バトラーの声は労りに満ちており、トーイは思わず溜息を零した。幼少期から面倒を見てくれているこの男に、実のところ頭が上がらない。

        「必要な情報は手に入れたからね」

        　焼きたての簡素なパンは素朴で味わい深く香ばしい。じきに小麦の収穫時期となるが、気晴らしにと遠乗りに出掛けた耕作地は見事な麦秋が広がっていた。

        　北方連峰から続く森林地帯。そして南方に海を配する広大な平野。ノヴェンブレは地形の優位性を活かした恵み豊かな都市である。四神の加護持ちであり強大な力を有する水属性のトーイ、そして風属性のコハルの存在が収穫量に影響していると真しやかに囁かれている。また天災の少ないことが加護に拠るなどという言説もある。

        　今その繁栄に影が射していると気づく者は少ない。四神の加護は寵愛とも言い換えられる。誰が、愛する者を害した地に恩恵を与えるだろうか。大公である叔父上のすることは、トーイにはまるで理解出来ない。

        　小麦の旨味が引き立つ丸パンを噛み締める。ふんわりと調理された半熟のオムレツは、ハーブの風味が滋味深い卵とよく合いトーイの好む味だった。ベーコンと空豆のソテーも旨味が濃縮され、塩胡椒だけの単純な味付けながら満足のいくものだった。

        　公子の務めとして領地に目を配るは当然のこと。だが食卓を共にし旬の恵みに興ずる相手がいれば、それは決して義務感だけのものではなくなる。常に歓びがあった。幸福だった。過去のものと悲しむには早過ぎる。コハルの気配が消えてしまう前に手を打たなければならない。

        　早くも、ひと月が経とうとしていた。

        「セバスが申しますところ、旦那様は食事も喉を通らない有り様だそうで」

        　父の専属侍従と執事は、通信魔道具を用い頻繁に連絡を取り合っている。極秘裏に中央へと向かった彼らの様子は、毎朝トーイの耳にも入って来た。

        「父上まで倒れては元も子もないというのに――。いや、僕が苦言を呈する資格はないな。バトラーには心労を掛けたばかりだ。中央へ送るものがあったら支度しておいてくれ。僕も文を書くから」

        「坊っちゃまの手を煩わせるなど」

        「転移装置に重量制限なんてないんだ。物のついでだと言っているだろう？　それと、坊っちゃまはやめてくれ。バトラーは意地悪だ」

        「失礼致しました。けれど、意地が悪いのはトーイ様でおられましょう。何通も文をいただいているのというのに、返事のひとつも差し上げないのですから」

        「……とんだ藪蛇だな」

        　執事の言葉はカザリからの手紙を指している。無視し続けているのは、なにも嫌いだとか迷惑などという意図でないことは、彼にだって分かっているはずなのに。本当に意地が悪い。

        「片がついたら」

        　紅茶にたっぷりの牛乳を注ぎながら呟く。

        「時間を作るよ」

        「では」

        「明日、決行する。コハルを解放する」

        「御意に」

        　臣下の礼を執るバトラーに、トーイは頷いてみせた。

        　果たしてどれほどの猶予が残されているのか。焦燥を誤魔化すように紅茶を嚥下する。

        「耐えてくれ……」

        　春に、君を喪うわけにはいかない。

        　トーイはそれを言葉にはしなかった。言の葉には神への祈りを。心からの祈りを捧げる。

        「春神プリマヴェーラよ、貴女の加護する者を御護りください」

        　

        　夕刻。薄暮に紛れ離宮に現れた者と、トーイは庭園の四阿にて対面を果たした。

        　花の香を鼻腔が捉えるのと他人の気配を察するのは、どちらが先だっただろう。匍匐性のカミツレを踏み締めながら協力者は姿を見せた。彼女の隠せぬ美貌が、庭の其処彼処に配されたランタンによって蠱惑的に浮かび上がる。

        「明日と。伺い参上いたしました」

        　現れたのは、長い髪を編み込み男装したフィオーレだ。粧いや低く抑えられた声だけが理由ではないが、印象は大分違って見える。

        　〝共同体の番人クストーデ〟という内偵機関の存在は彼も知っていた。執事を介し接触して来た時こそ驚いたが、内政不干渉の原則はあれど、介入を願い出ることも不可能ではない。十一月都市で起きている不祥事は、既にシュウエにより中央へ報告が上げられている。

        　彼女はそれに応えたのた。

        「〝冬の鳥籠〟で間違いないか」

        　トーイの声は冷たく強張っていた。

        　それは、城内にひっそりと佇む塔の通称だ。

        　漆黒の心悲しい尖塔は、古くから高貴なる方々を閉じ籠める檻としてノヴェンブレに存在している。

        「犬カーネが境域の門兵に当たりました。長く潜伏しているため気安い間柄だそうで」

        　共同体の番人とは別に〝聖王の犬〟と呼ばれる者たちがいる。彼らもまた、王の手足となって働く諜報機関である。

        「時間が掛かりすぎている。茶番まで演じ漸く引き出せた情報がこれだなんて」

        　氷の美貌が皮肉に歪む。

        　ひと月の間、彼はコハルを探し続けていた。灯台下暗しとはこのことではないか。意図的に泳がされていたのかと思えるほど、時は無常に過ぎていた。

        「まぁいい。ヴィーのすることなど考えるだけ無駄だ」

        　脳裏に、豪奢な金髪を靡かせた勇壮な男の姿が浮かんで消えた。

        「コハルを解放するためなら、僕は力を行使する」

        「〝聖王の名に偽りなし〟。貴方様の御心のままにせよとの勅命を受けております」

        　共同体の番人クストーデはトーイの前に跪いた。

        　

        　❖　❖　❖

        　

        【やめ、て……。いや】

        　その声は悲しみに満ちていた。

        　饐えた匂いの充満する塔の中に、ぐちゃぐちゃと淫靡な水音が響き立つ。肉の孔に腰を打ち付けるたび上がるのは嬌声ではなかった。まるで獣の如き哭き声に、ナーツェは荒んだ気持ちが僅かに満たされる心地がする。己を蹂躙する者に対し、罵声のひとつも浴びせない少年に彼が思うところなど何もない。

        　コハルとは、望まぬ婚約だった。

        　四神の加護さえ得られていたなら何もかも望みのままだったというのに。ただひとつ欠いただけで無に等しいとは。

        　大公である父の意に添わぬことは何ひとつ侭ならない。次期大公と目されてはいても、その足元は常に揺らいでいた。父の気紛れひとつで白が黒となるのを幼い頃から目にして来たのだ。母クローエが存命の頃はまだ良かった。彼女は厳しくも優しく、父との間で防波堤となってくれていたから。だが或る日、母は伯母であるハルキと共に命を散らした。

        　ふたりの身に何が起きたのか誰にも解明出来なかった。中央セントラルから調査のために医師や役人が派遣されて来たが、皆一様に首を傾げるだけだったという。

        　それは、粉雪の舞い散る冬の日のことだった。

        　玻璃宮と名づけられた温室で、花々に囲まれ倒れている彼らを見つけたのは、七歳になったばかりのナーツェだった。眠るように絶命していた美姫たちと、狂い咲く薔薇の濃密な芳香。まるで硝子の柩だった。駆けつけた大勢の者たちに踏み乱された銀世界。鮮明な記憶の中から、不思議と音だけが欠落している。

        　ナーツェの心はその日に凍りついた。そして何もかもを憎んだ。

        　コハルの胸元に煌めき揺れる護符タリズマーノが目に留まる。目障りだと金鎖に手を伸ばし「これは決して外すな」と言った父の声音を思い出す。「それ以外ならばどうとでも。好きにするがいい」と、蔑むように自分を見下した眼差しまで脳裏に甦り舌打ちする。

        「クソッ」

        　萎えかけた陰茎はもう役に立ちそうもなかった。

        　醒めた心で寝台に腰掛け、不要となった肉塊に背を向ける。

        　そう。これは八つ当たりと性欲処理のための肉に過ぎない。皆から愛される〝コハル〟を手ずから穢すことで得る昏い悦び。春の加護持ちのふくよかな四肢もナーツェの好みではないし、おっとりとした気性も癇に障るのだ。愛情を感じたことなど一度もなかった。父から押し付けられた婚約者など――。トーイの想い人でなければ執着せずとも済んだ。同じく母を喪ったというのに、慈しみ深く伯父の胸に抱かれた従兄弟。

        　そもそも、伯父がハルキとの恋に血迷わなければ大公位など転がり込む余地はなかったのだ。統治者としての資質は明らかにシュウエにこそ備わっていた。それなのに、弟というだけで父は身に余る重責を背負わされることとなった。

        　ナーツェにしたところで、冬神の加護持ちである従兄弟に劣る者よと、生まれながらに比較されることもなかっただろう。劣等感に苛まれる父の気持ちは痛いほど理解出来た。「トーイ公子ならば」と、何度陰口を叩かれたことか。本来あるべき立場と取り違えられているなどと思われながら〝それらしく〟振る舞わなければならない苦痛。大公子などという立場を望んだことなど、一度もなかったというのに。

        　ナーツェは昏く嗤う。

        　毛布に包まり震える塊を見下ろしながら、乾いた笑いが込み上げてくる。

        　幾つもの靴音が駆け登って来る。

        　阻む者はいないのだろう。躊躇いのない統率の取れた群れだった。

        　――漸く、己の罪が暴かれる。

        　彼には分かっていた。久し振りに従兄弟と交わした言葉は、この時へと導かれるものだったから。

        　断罪者はインヴェルノの力でもって己を引き裂くだろうか。

        　それでもなお彼の者は美しいのだろう。

        　母に逢いたいと、思った。

        　

        　❖　❖　❖

        　

        　ナーツェが張った結界は呆気なく破られた。

        　力の差が歴然としているのだ。四神の加護持ちが力を行使すれば悉く望み通りの結果として帰結する。それは普遍の理のようなものだ。

        「ナーツェ、コハルを返し……」

        　広くもない塔の一室だ。扉を壊してしまえばすべてが詳らかとなる。青褪めた公子が発する声は、どこまでも冴え冴えとしていた。

        　饐えた匂い。それともこの惨状にか、氷の美貌が一瞬にして歪むのを見た。そしてナーツェはこの瞬間に十分な満足を得る。

        「なんだ。揃いも揃って無礼ではないか」

        　トーイが引き連れて来た顔触れに、大仰に両腕を広げて見せた。己が得ようとしても叶わぬ人材を、彼はこうも容易く味方として引き入れるのだ。自嘲するしかない。

        　夏神エスターテの加護を持つ八月都市アゴストが大公子カザリ。己の護衛であるはずの騎士ギヴン。トーイが忌避していたフィオーレまでもが、男装し現れるとは。

        「ナーツェ様、これはどういうことですか？」

        　愛しい乙女は糾弾する。

        「やあ、フィオーレ。君との障害となる元婚約者を排除したまでのこと。だが、ふたりきりで話をするうちにそういうことになっても仕方ないだろう？　だって婚約する仲だったのだから」

        　気怠さを隠しもせず、彼は罪を告白する。

        「何故そんな嘘を。まだ偽りを申されるのですか。私はコハル様に優しくしていただきました。危害を加えられたことなど一度としてありません。それに、話を――？　大公子は会話されたのですか？　その豚と？」

        　余りにも非礼な言葉に、控えていた騎士らも騒めく。フィオーレが信じられないといった貌をトーイに向けたが、彼も首を横に振る。

        「ナーツェ、コハルを解放してくれ。もう十分だ。お前の気も済んだだろう」

        　蒼醒めた美貌。その声音に憐れみの響きを感じ取り、ナーツェは屈辱に顔を歪めた。布の下に隠れたコハルは逢瀬の最中に踏み込まれ羞恥に震え上がっている。そう、見えなくもない。

        　憐れなのは貴様トーイのほうだ。

        「勘違いするな。我らは合意のもと情を交わした。そうだろう？　コハル」

        　いやいやと泣くばかりだが。プリマヴェーラの加護持ちとはいえ、大公子である自分に歯向かう勇気などないだろう。そう踏んだのだが。

        【護符、こわし……おね、が】

        　コハルの言葉にギヴンが俊敏に反応した。躊躇いなく布を剥ぎ胸元から金鎖を引き千切ると、護符をトーイへ渡してしまう。

        「壊すだと!?　やめろ！　それは母上の形見だ!!」

        　己の口から飛び出した言葉に愕然とする。

        　母の形見？

        　――そうだ。見たことがある。何故、今の今まで気づかないでいたのか。

        「あああ……」

        　割れるように頭が痛い。

        　ナーツェは頭を抱え込んだ。

        「媒体、ですね」

        「破壊していいものなのか？」

        「だがそれ以外、方法はないだろう」

        「封じられているのは加護か」

        「破壊せよとの言葉を賜っております」

        「私も、そう聞いております」

        　誰が何を言っているのかナーツェにはもは理解し得なかった。ただ、それが母の遺した物だという事実にだけ囚われる。

        　手を伸ばした。

        　母の遺品は全て父が処分してしまった。

        　大切にしまっておいた布切れ一枚、母が手ずから美しく刺繍を施したハンカチひとつ手元に残すことは許されなかった。

        　母が最期に身に着けていた首飾りを壊されたくなかったのだ。

        　だが届かなかった。

        【だいじょ、ぶ。……つかんでる、から】

        　掠れ声に導かれるまま、トーイの掌中でそれはふたつに割れてしまった。

        「あ、ああ……」

        　刹那、冬の鳥籠に花の香の春風が吹いた。

        　

        　ふわりと、幼い少年の姿が浮かび上がる。

        「コハル！」

        　叫んだのはトーイだ。

        　寝台ではなく上方を見つめている。

        「大丈夫なのか、お前。戻れるのか!?」

        【……ん。ありがと。少しらく、なった】

        　周囲の騒々しさに、ナーツェは痛む頭を抑えながら顔を上げた。騎士のひとりが慌てた様子で退室し、廊下を吐瀉物で汚している。

        「クソッ、なんだよアレ！」

        「なんなんだ」

        「ナーツェ様はずっと、アレと？」

        　その声は嫌悪に満ちていた。

        　ぼんやりと寝台を振り返る。それは到底、崇拝すら抱かれるはずの少年を憐れむ類の言葉ではなかったからだ。だが毛布から転がり出たソレを目にした途端、血の気が引き全身の力が抜けていく。

        　『ブヒ』と鳴き声を上げたのは子豚にしか見えない。罵倒としての比喩ではない。正真正銘、獣だった。

        「あ、ああ……」

        　自分はずっとアレとまぐわっていたのか？

        　込み上げる吐き気を堪え切れず、ナーツェはその場に頽れ嘔吐する。

        　護符を渡し「好きにしろ」と父は言った。こうなることがわかっていたかのように、嘲りの眼差しと声音でもってナーツェに委ねた。

        　自分は謀られていたのか。

        　父はフィオーレを望んだ自分の我侭を叶えてくれたのではなかった。監禁したコハルを息子が蹂躙するだろうことも、予見していたのだろうか。

        　やはり。

        　なにもかも。

        　思い通りになることなんてない。

        　ひとつも、ない。

        　あの男の手の内で道化のように踊らされていただけだった。

        　酷く、気分が悪かった。

        　ゴホゴホと咳き込む背中に、誰かの手が触れた。

        「ナーツェ様、こちらを」

        「ギヴン……」

        　差し出されたハンカチを受け取り口元を拭う。

        　彼は表情も変えず自分に対峙している。それがせめてもの救いだと感じた。喩え義務感であったとしても、今、彼に侮蔑を向けられるのは堪え難い。

        　姿勢を保つことが困難なほどに、気分が悪い。気配が動いた方を見遣れば、黒き双眸がナーツェを捉えていた。

        　薄い唇が言葉を紡ぐのを茫然と眺める。

        「ナーツェ、この護符には〝加護〟を核に幻惑魔術が編まれていた。加護はコハルから奪われたものであり……」

        　そこで一瞬言い澱むが、伏せた睫毛を上げた時には、話す決意を新たにした様子だった。

        「我が母ハルキ、そして叔母クローエの加護も、これに封じられていたようだ。彼らが命を落としたのも加護を剥ぎ取られたからだ。四神の加護であっても魂を留めることはもう限界だった。母たちは呆気なかったことだろう」

        　トーイの言葉を男装の麗人が引き継ぐ。

        「これに類似した護符を調べ、施されている呪が外法であることが判明しております。それにより本件は中央による介入案件に該当。他都市でも加護剥がしが横行しており、私はその調査に中央セントラルから派遣された〝共同体の番人クストーデ〟と呼ばれる者です」

        　フィオーレが己の立場を明示する。

        【罠、分かっていた……、加護、輪廻の理、外れ……、ふたりの、消滅す】

        「だから――、留まった？　死ぬところだったんだぞ!?」

        　感情のまま声を荒げるトーイに、コハルがふにゃりと笑ったようだった。

        【ごめん、済む、ない。あとで……怒られる。今、もう戻る。そこ、きて……】

        「迎え？」

        　訝しげに眉根を寄せれ、城の方角から破壊音が響いた。

        　咄嗟に動いたのはギヴンだ。小窓に張り付き暗闇のなか様子を窺う。塔ということで高さがあり、遠い位置であっても特徴的な部隊を目にすることが出来た。

        　城は煌々と照らし出され、ひとが集まり始めていた。

        「聖王の私兵でしょう。二個小隊ほど引き連れて来ていますね」

        「それでは、私は報告に向かいます。ギヴンはナーツェ様を頼む。私は大公子も被害者だと思っている。扱いはくれぐれも丁重に」

        「お前に言われるまでもない」

        　憮然と、ギヴンは返す。その言動からふたりが気安い関係だと窺えた。

        【僕の身体、向こう……】

        「ならば急ぎ戻れ。コハル、何を躊躇している」

        　トーイの怒りは心配の裏返しだ。

        【ナーツェ、様……】

        　声を掛ければ、昏い眸が茫と見上げる。すぐさま逸らされようとする眼差しに、コハルは言葉を重ねる。

        【ちゃんと、聞いて。……大事なこと。クローエ様の】

        　その名に赤茶の巻毛が揺れる。

        【護符、封じられ。悲しかっ。置いていく、抱き締められな……話せ、な。ぜんぶ、ぜんぶ……悲し。言って、ます。……ハルキ様も】

        　穏やかな優しい眸をトーイに向ける。

        【ナーツェ。かわいそう。利用され、た】

        「憐憫か。可哀相で済まされる年齢でもないだろう？」

        　もうじきに成人するのだ。いい加減、色々と自覚しなければならない年だとトーイは突き放す。

        　だがコハルは否定した。

        【ナーツェちがう。ななつだ、った。騙され、毒。盛らされ。母様、に。伯母様に】

        　ぐらり、とナーツェの体が傾ぐ。

        　音のない世界。

        　どうして心は凍った？

        「――父上が、土産だと。茶葉をふたりに届けて欲しいと言ったんだ。玻璃宮で茶会をしているからと。母上は幸せそうに笑ってた。幸せそうに、笑ってたのに」

        　私がみつけた。だって私はそこにいた。

        「ああああああああぁぁぁ!!」

        　誰かが叫んでいる。

        　煩い。煩くて仕方がない。

        　身体が熱い。熱を放ち、まるで発火しているようだ。

        　ナーツェが感じた通り、彼の全身に深紅の焔が幻影のように浮かび上がり纏いつく。

        　ああ、そうだ、燃えろ。

        　すべて燃えてしまえばいい。

        　愚かな自分など、生きている意味も、価値もない。

        　カザリがトーイを抱え込み、その身を庇った。

        『魔力が暴走する！』

        「御無礼を!!」

        　ナーツェが首裏に衝撃を感じたのと意識を手放したのは同時だった。くたりとギヴンの腕の中に倒れ込む。

        　結局立ち去れずにいたフィオーレが騎士を睨めつけた。

        「丁重に、と言ったはずだが？」

        「――休ませる。公子、宜しいか」

        「ああ、塔を出よう。こんなところに長居はしたくない」

        　それは皆が思うところだっただろう。

        　獣が悲しげに哭いた。

        　

        　❖　❖　❖

        　

        　身体に戻ると言ってコハルは消えた。

        　トーイはカザリに支えられながら螺旋階段を下る。

        　膝から頽れそうになるのだ。余りに情けなく、舌打ちしたくなるのを堪える。

        『済まない』

        『いや、お前に頼られるのは嬉しい』

        　カザリが素直に心情を吐露すれば、トーイも漸く笑った。

        『――探していたのはコハルの魂だったのだな』

        『ああ、どのような呪法なのか、魂魄が分たれた。幸いにして〝魄〟、肉体は奪われることなく確保できたのだが〝魂〟の行方がわからず……。残された体の状態から消滅していないことは確実だったが、それでも時が経つほど危険なことに変わりはない。生命を維持するため、父がコハルの身体を中央に移送したが、もう限界だった。あと数日でも遅ければ――』

        『間に合ってよかった』

        『本当に生きた心地がしなかった。カザリもありがとう』

        『――いや、俺は何もしていない』

        　感謝されるようなことは何も。そうカザリは苦笑する。

        　付き纏いのような真似をしたことを恥じているのだ。決行の日、偶然に居合わせた。無理に同行を認めさせたが、結局は何の役にも立てなかった。

        　だがどうしても彼の傍にいたかった。

        「よ、そっちも片がついたようだな」

        　塔の下では、金色の獅子が如き男が皆を待ち構えていた。

        　フィオーレはすぐさま彼の前に膝を屈したが、ナーツェを背負っていたギヴンは叶わず目礼するに留まる。

        「ヴィー、貴方が先陣を切るような真似はなさらないで下さい」

        　トーイの言葉にカザリは瞠目した。

        「おいおい、出会い頭に説教かよ愛し子テゾーロ・ミーオ。折角オレが、コハルを態々中央から運んで来てやったっていうのに。――良いじゃねぇか。そのほうが話が早いんだから」

        「それは、そうかもしれませんが……」

        　ふたりの気安さに戸惑いを隠せず、カザリは動揺する。

        　だが、身動ぎし己の手から逃れたトーイまでもが彼の前に跪くに至り、眼前の威風堂々たる美丈夫が只者ではないという考えを確かなものにする。

        　その疑問は直ぐに肯定された。

        「格別なる御配慮に心より感謝申し上げます、聖王ヴィヴァルディ」

        『――聖王？　まさか』

        『そのまさかだ。かの聖王であるからして。カザリ、畏れ多くも頭が高い』

        　言われ慌てて膝を屈すれば、王はぞんざいに手を振って応えた。

        「いいって面倒臭い。そういうのいいから」

        「いえ――。お初に御目に掛かります。八月都市アゴストが大公子カザリでございます。聖王におかれましては御機嫌うるわしく」

        「本日は、うるわしくはねぇな」

        　通り一遍の口上を一蹴し、聖王はトーイへと手を伸ばした。彼の身体は傾げ、今にも地に倒れ伏す寸前だった。

        『トーイ！』

        　慌てたカザリを、だが聖王は眼差しだけで押し留める。彼に支えられ立ち上がったトーイは可憐に笑ってみせた。心安いふたりの様子にカザリは奥歯を噛み締める。

        　聖王がニヤリと笑った。

        「大丈夫か？」

        「――御無礼を。僕もまだ、研鑽が足りない」

        「子供がナマ言うなって。お前は、お前たちはよくやった。褒めてやるから甘えてろ」

        「陛下、大公は」

        　跪いたままフィオーレが問えば、聖王は鷹揚に頷く。

        「捕縛した。中央にて裁きを下す用意がある」

        「あの、ヴィー。先にコハルの様子を確かめたいのですが、お話は長くなるのでしょうか？」

        「そうだな。そうするか。〝魄コハル〟を空挺で運んでいる。話はあとだ、あと」

        　腕の中の愛し子に、ヴィヴァルディは機嫌を良くしたようだ。聖王に先導され城の中庭へ向かえば、そこには銀色に輝く流線形の巨大な物体が鎮座していた。

        　

        　飛行艇が海に棲む生物を模していることを知る者は少ない。硝子と、見慣れぬ艶めいた素材で出来た流線型の物体。真珠色をしたそれに、たじろぐ様子を見せたのはナーツェだった。彼は外の世界を余りにも知らない。

        「医療班も同乗させている。ここにいる者は全員、後で奴等の精密検査を受けて貰うからな」

        　艇の入り口には、白衣を着た集団が待ち構えていた。

        「取り敢えず浄化と着替えを済ませ、艇内の会議室に集合。愛し子はコハルの部屋に案内させる。それでいいな」

        　聖王の言葉に否やを唱える者はいない。

        　トーイは客室へ案内され、傅かれるまま湯を使った。温かな湯舟に浸かれば蓄積された疲労も解れていくようだった。このひと月の間にどれほど緊張を強いられたか。抜け殻のような魄だけのコハルを見た衝撃もさることながら、中央への移送に父が付き添ったことも、酷く心許無く感じられた。七歳で母を喪ってから父だけが――。

        　いや、違う。

        　トーイはその考えを直ぐさま否定する。

        　コハルがいた。プリマヴェーラの加護を持ち、教育と行儀見習いを必要とした母方の姻戚。母を喪って少し経った頃だ。親類とはいえ縁遠く、引き取る理由など後付けだったのではと思い至る。友人として、父は側に置いてくれたのかもしれない。

        　我が従兄弟殿には、それこそ誰もいなかったのか。

        　ナーツェに無関心であった己を、この時はじめて非情だと感じた。いやそんな生優しいものではない。自分は拒絶したのだ。

        　無意識に母の死から逃げていたのかもしれない。

        　叔母に招かれた茶会から、母が無言の帰宅を果たしたあの日から。父が叔父と距離を置くようになった。そしてトーイも、倣うようにナーツェを避けるようになっていたのだから。

        　用意されていた礼服を身に纏い医療室への案内を頼む。

        　艇内は無機質で何の特徴もなく、迷路のような廊下を無言で進んだ。幾つか扉を過ぎた辺りに純白の部屋があり、足を踏み入れるとそこに父が居た。

        　驚くことに、少年の手を取り涙を流している。

        「コハル？」

        　小さな声で呼び掛ければ、寝台に上半身をもたせかけていた彼が此方を向いた。人工的に栄養を与えられていた身体は、元々のふくよかさに加え、更に水を含み膨れ上がってしまったようだ。

        「トーイ、さま」

        「敬称は余計だ。コハル、心配した。――父上、は少しお休みください」

        　目の前の状況が読めず困惑する。だが父は静かに首を横に振るばかりで、寝台から離れる気はないようだった。

        「――コハルは、大事ないか？」

        「はい」

        　浮腫んでいる以外は変わらぬ様子に、少しく安堵する。

        「加護、剥がされた。魂、不安定だ、そなのです。それで、聖王様、安定の護符、書いてくださる、なりました」

        「そうか」

        「まだ、――帰れない」

        　辿々しく話すコハルに、こんな事態となっても他人を気遣うのかと苦笑する。

        「僕のことは気にするな。調子を取り戻すまで、セントラルでゆっくり養生して来たらいい。十一月都市は今年も小麦の出来が良いようだから、職人に菓子を焼かせて送るよ。代わりに美味しい茶葉を選んで、ヴィーに送らせて」

        「聖王、使い走り。君くらい……」

        　花咲くように笑う幼馴染を見つめ、トーイも微笑した。漸く、日常を取り戻せるのかと実感する。

        「もっとコハルと話がしたいが、疲れさせてしまうな。ところで――」

        　息子である自分のことは兎も角、担うべき何もかもを放り出して父はここにいるのだ。きつく睨めつけ、氷の貴公子らしくトーイは冷徹に言い放つ。

        「父上はこのまま離宮へお戻りください。仕事が溜まっております」

        　かくして彼の涙は、息子によってぴたりと止められたのだった。

        　部屋を出る際に振り返れば、柔らかく笑み交わすふたりが春に祝福されているようで、トーイは溜息を漏らす。いったい何時の間にと問い詰めたくもなるが、この分では遠からず婚約の報せを聞かされそうだ。いずれ一波乱ありそうだが、それも悪くないとひとり笑み零す。

        　

        　会議室だという場所へ着くと既に皆が揃っていた。

        　広い空間に大きな円卓がひとつ。一番奥に聖王が座し、卓を挟み向かい側にカザリとナーツェも着席していた。

        　フィオーレとギヴンは起立し傍に控えている。

        「お待たせしました」

        　カザリの隣席に着くなり、熱い紅茶が供される。

        　聖王の前には書類が乱舞していたが、艇内に執務室でもあるのか、付人らに回収され別室へと運ばれていった。

        「ちょうど、必要な署名は終わったところだ。――ところで、あいつらどうなった？」

        「僕には、何がどうなっているのか……わかりかねます」

        　泣き腫らした顔の父が息子と同じ年の少年に求婚する一歩手前だった、などと流石に自分の口からは言いたくない。だがそれすら聖王は承知しているかのようだ。

        「まぁ、そうだな。〝雨降れば芽吹く〟だなんて言うが、あいつらは如何にもそんな感じだろ」

        　独言るように呟いて、沈黙していたナーツェへと目を向けた。彼も服を着替えこざっぱりしていたが、どこかぼんやりと放心したままだ。

        「さて。十一月都市ノヴェンブレ大公子ナーツェよ。お前の父は罪を犯した。息子おまえの婚約者であったコハルから春神プリマヴェーラの加護を剥がすという大罪である。また、過去に於いて同様の禁忌に手を染めたことが此度は明らかにされるだろう。相手は妻クローエ、そして兄嫁であるハルキの両名だ。外法の護符という物証とコハルの証言により罪は既に確定したようなものだな。厳罰は免れないと知れ」

        　淡々と告げられる言葉を、その場に同席した者たちは粛々と受け止めた。

        「――だがナーツェよ。大公とは父子関係といえ、お前がこの件と無関係であることは調査済みだ。これまでの素行、また今回の所業について再教育の必要ありと評議会は決定づけたが、医会は精神治療を申し出ている。一連の事件に関し話を聴く必要はあるが、お前が罪に問われることはないだろう」

        「そんな……。ですが、私は」

        「お前がコハルにしたことは決して許されない。だが、温情を掛けて欲しいと当人が言っている」

        「どうして……」

        　動揺する彼に、聖王は一転して穏やかな声を掛けた。

        「十年前には確証が得られなかった。それでも、お前を保護することは出来たはずだ。子供だったお前に酷なことをしたと今は悔いている。十年という歳月は決して短くはないのだから。これは同情などではない。我らは我らなりに責任を取らねばならないと思っている。しかし、お前を十一月都市にこのまま置いておくことも出来ない。必要な精神治療は中央で受けさせる。足りぬ学びも向こうで履修するがいい。先の事が決まるまでは、監視役としてフィオーレとギヴンの両名を付けさせるがいいか」

        「御意に」

        　フィオーレは短く即答するがギヴンは思案げだ。そんな騎士を番人である乙女は蹴りつける。

        「不敬であるぞ、犬カーネ」

        「ああ。いえ――」

        　躊躇いを覗かせるギヴンにヴィヴァルディは笑う。

        「少し、ナーツェとは距離を置くか？」

        「構わないので？」

        「お前にも考えはあるだろう？」

        「迷いは……剣を鈍らせると言います」

        「真面目だねぇ。どうせ、責任を感じているとか下らねぇ理由だろうが。いいさ。四神の加護持ちは自由にさせる。それがトリメストラーレの決まりだからな」

        「――ギヴンは、彼は四神の加護を？」

        　訊ねたのは沈黙していたカザリだ。

        「ああ、こいつは神力の制御がべらぼうに上手いからな。普段は目立たないように、秋の加護持ち程度に抑えてる。嫌味だろう？」

        「気づきませんでした」

        　感嘆するカザリに、ギヴンは柔らかく笑んでみせた。その脚をフィオーレが再び蹴る。乙女に扮していた印象ばかりが強く記憶に残るナーツェは内心酷く驚いていたが、貴人らしく面には出さなかった。

        「訊かれる前に言っておくが、私は平凡な冬の加護しか持ち合わせていないからな。中央の人間だからと特別なことはなにもない。十一月都市に入る際には〝春神の護符〟で春を偽装していた」

        「――護符とは、恐ろしい力を持つのだな」

        　カザリが思わず呟けば、彼女は否定する。

        「聖王が手ずから描いた護符でなければ特別どうということもない。だが今回のように違法――いや、外法により咒を施された護符が悪用される事例が密かに増えていてな。調査中である」

        　装いもだが言葉もぞんざいで、まるで男のようだとナーツェは思う。これが素なのであれば、自分を含め周囲がどれほど欺かれていたのか知れる。恐らくは年齢も詐称していたのではないかと思い至ったところで、視線を感じ目を逸らした。

        　そんなナーツェの逡巡を察してか、聖王は思わせ振りに口角を上げ、供された熱い茶を口に含んだ。

        「番人クストーデを務めているのだ、何も卑下することはない」

        「四神全ての加護をお持ちの聖王に慰められましても、それこそ嫌味ではありませんか」

        　カザリとナーツェは驚愕する。視線を向けられた彼は、無邪鬼に笑って見せた。

        「〝聖王〟の称号は伊達じゃないのよ。ところで――」

        　

        　❖　❖　❖

        　

        　夜が明ける。

        　朧な春の明時あかときは、藍に染まった世界に淡い金の陽光を滲ませ菫色の雲を空へと流していた。

        　聖王の飛行艇には療養の必要なコハルとナーツェが残り、フィオーレと共に中央セントラルへと帰還して行った。とは言っても、特別な転移門を用いれば瞬く間の出来事である。

        　聖王の権限により使用可能な〝神器〟は世界に幾つか存在し、トーイは中央と物資の遣り取りが可能な小型の転移装置を王より戴いている。また、中央大図書館――別名〝世界樹の記憶アカシツク・レコード〟へと通じる端末である梯子スカーラを持ち、符丁となる鍵キアーヴェを知る数少ない存在だった。

        『中央セントラルとは都市であり機関の名だ。この世界を律し導く大人たちが集団で生活している』

        　トーイは視線の先、東の方角に存在する都市へと想いを馳せる。

        　父と友人を離宮へ連れ帰った公子は、凛とした佇まいの執事に迎えられた。バトラーはお仕着せの燕尾服に身を包み、徹夜しただろうに眠気を微塵も感じさせなかった。

        　シュウエは彼の専属侍従であるセバスと共に自室へと退き、トーイはカザリを客室へ案内する役を自ら引き受けた。その時ちょうど空が明るみ始めたのだ。

        　露台バルコーネから眺める十一月都市は美しかったが、朝風は冷たくふたりの間を吹き抜けトーイは身を震わせた。

        　カザリに室内へと促され、彼の言葉に従う。

        『疲れているのではないか？』

        　夜を徹してしまったのだ。気分はどうかとカザリが厭えば、公子は緩やかに首を振る。確かに顔色こそ優れなかったが、ここ数日に比べ表情は和らいでいた。

        『いや。――君まで面倒ごとに巻き込み、申し訳なかった』

        　謝罪の言葉にカザリは眉尻を下げる。

        『俺ひとりだけ蚊帳の外、というほうが非道い』

        『そうか……。君も大公子だから、トリメストラーレで起きている事象を把握しておく必要があるな』

        　トーイは大公子という立場のカザリを労る。

        　掃き出し窓を閉めさせふたりはソファに腰を下ろした。茶淹人に茶と菓子を用意させる間にも、侍女がカーテンを開け放ち客室を過ごしやすいように整える。

        　使用人たちを下がらせふたりきりとなった居間は、次第に暖かな陽光に満たされていった。

        『そうではない。心配くらい、させてくれ』

        　静かに告げられた言葉は、トーイの胸に甘い疼きを生んだ。誰しもが自分を大人びた立派な人物のように扱う。そう見えるように振る舞い言動に気を配っているのだから当然ともいえるのだが、所詮は箱庭の如き世界に生きる子供だ。特段に経験が豊富というわけでもない。

        『ありがとう――。君が居てくれて、心強かった』

        　素直にそう言えたのは、カザリが虚栄を張らず、常に素のまま自分と向き合ってくれるからだろうか。

        『微力だが、お前の助けになれるのなら、いつでも手を貸す』

        『そんな約束をしていいのか？　悪事に手を染めるかもしれない』

        『その時は諌める。――だが、お前はそんな人間ではないだろう？』

        『どうだか……。僕を氷の公子と呼ぶ者は多い。なにせ〝悪役令息〟らしいからな』

        『……あの噂は、お前の耳にも届いていたか』

        『バトラー。うちの執事が、嬉々として書籍を進呈してくれたよ』

        　しかも蒐書狂ビブリオマニアが垂涎するであろう初版の豪華装丁本だ。悪戯っぽく笑った老執事の顔を思い出し苦笑した。

        『――ああ、そうか。彼が裏で糸を引いていたのだな』

        　老獪な家人を知るカザリは得心する。

        『どうしてそう思う？』

        『お前は穏やかな性質なのに、他人の目がある場所では殊更に冷徹な振る舞いをしているのが不思議だった。フィオーレに対しては特に厳しい物言いをしていたな。正に舞台を与えられた〝悪役〟じゃないか』

        　トーイはひっそりと笑った。

        『ナーツェを刺激するには、それが近道だったから』

        　必要のない入学をし揺さぶりをかけた。そうして失言を、情報を引き出した。雛形は向こうが勝手に用意していた。

        『なるほど。状況を利用し物語の素地を提供すれば人は簡単に操られるという訳か。お前の執事は恐ろしい事を考えるのだな。フィオーレも共犯か』

        『ああ。答えは〝是〟だな』

        　人心掌握術は、人の上に立つ者にとって必須だろう。だがこうも鮮やかに情報操作されたとなると、呆気にとられるしかない。

        『しかし、お前が悪役にならずとも良かったのではないのか？』

        『他に適任がいた？　それに、コハルのためなら悪名が立っても構わなかったよ。彼は僕の、我が家の癒しだからね』

        『――全てはコハルのためか』

        　不機嫌を滲ませるカザリは、トーイの心を歓ばせた。

        『カザリは、この本の初版がいつ上梓されたか知っている？』

        『いや？　俺は目を通してもいない』

        『そうか。三十二年前に出版され、その頃も一世を風靡したらしい』

        『さん――、そんな昔の物語なのか？』

        『ああ。王侯貴族が身分違いの恋に身を窶す。悲恋物の定番だそうだ』

        　トリメストラーレでは、子供が幼いうちに婚約させることも珍しくない。それは政略婚であり家同士の契約だった。

        『どこにでもある御家騒動だよ』

        　トーイの父も十一月都市では恋に生きた大公子として知られている。イル・ソーレで出逢った平民の娘と結ばれるため婚約者を捨てたのだ。

        　シュウエの婚約者は名家の令嬢だった。大公妃として申し分のない教養と礼儀作法を身につけた淑女の鑑。十一月都市の政治勢力を考慮した結びつきではあったが、夏の加護持ちである彼女は初恋の相手であるシュウエを愛していた。その恋は苛烈であり、嫉妬の焔はハルキへと向けられた。

        　彼らの間に何が起きたのか、その頃を知る者は皆、口を噤む。ただ、彼女の生家が取り潰しの憂目に遭ったことだけが記録に残されていた。

        『そんな過去があったとは……』

        　カザリは自戒するように拳を握り込む。無関係の人間であり過去のひとである。だが、夏の加護持ちにとって恋とは歓びであると共に、常に破滅の影が付き纏う。

        『叔父のサイカと、父の婚約者カレン嬢は同じ夏の加護持ちで同年齢だった。親しくしていたと、聞いている』

        『遺恨を残したか』

        『恐らくは――。今回の件と無関係とは言えないだろう』

        『復讐ならば、ハルキ様をシュウエ公から奪った時点で果たされたのではないのか？』

        『そして自分も妃を喪った。叔父はとうに、おかしくなっていたのかもしれない。イル・ソーレでナーツェに何をさせたかったのか……』

        『過去の再現だったのか？』

        　中央による取調べで、果たして真相は詳らかにされるのだろうか。

        『僕に婚約者がいないのは両親の意向だ。父も、後悔していない訳ではない』

        　トーイは深く溜息を吐いた。

        『アゴストでは、夏の加護持ちには自由恋愛をさせる。他人が手綱を握るのは難しいから』

        『カザリは――。いや』

        『なんだ？』

        『君の恋愛観を訊いたことがなかったと、思っただけだ。そんなこと、女学生でもないのに話題にするなんて可笑しいな』

        『おかしい？　そうか、可笑しいのか』

        　自嘲に唇を歪めるカザリに、トーイは首を傾げた。

        『カザリ？』

        『恋なんて、しないと思っていた』

        　そう呟くカザリは、どこか大人びて見えた。

        『以前、砂漠の話をしただろう？　五歳の時分に、俺はザーラで天使に命を救われた』

        『――天使？』

        『十一年前。両親が揃って暗渠地帯カナートの視察に出たことがあった。乳飲み児の弟だけを連れて。――今なら仕方のないことだと分かるが、その頃の俺は独り残されることが悔しくて愚かにも後を追った。案の定、乾涸びて死にそうになったが、なんとか数日をかけ砂漠を踏破した。ザーラだ。あの広大無慈悲なザーラ砂漠を。奇跡だと言われた。生きていることが不思議だと。だが天使の聲に導かれ魔物を避けることが出来た。時に地下水路トルアを探し当て、砂漠の水瓶オアシス――両親の元へと無事に辿り着けた。天使がいなければ死んでいただろう』

        『それ、は』

        『あの聲を、俺はずっと忘れられない。後から初恋だと気づいたがどうすることも出来ない。血の通った人間かどうかも定かではない』

        『もう一度会えたなら、君は？』

        『どうする――、か。さぁな。今ではよく、わからない。ずっと心に秘めていたが、それよりも大切な存在が出来てしまったから』

        　カザリの赫眼がトーイを見据える。長い前髪に半ば隠されているにも関わらず、それは熱っぽく彼を射抜いた。

        　この男が欲しい――。

        　そう思ったのは、ふたり。どちらだろう。

        『ヴィーが。ヴィヴァルディ聖王が、僕に話せと言っただろう？』

        『ああ、そういえば。別れ際に何か言っていたな』

        『僕には秘密がある』

        　トーイの貌は少し青褪めて見えた。

        『ひとつは生まれに関してのこと。僕は中央生まれだと言っただろう？　母の身体は妊娠に耐えられなかった。だから父は中央――聖王に縋った。セントラルの医術によって僕は生命を維持することが可能となり、この世界に生を受けることが叶った』

        『〝ヴィヴァルディ聖王に栄光あれ〟』

        　感嘆するカザリからトーイは目を逸らす。

        『聖王によって授けられた子を〝愛し子テゾーロ・ミオ〟と呼ぶ。研究施設で僕は、五年という歳月を被検体として過ごした。彼らは面白がって英才教育を施してくれたよ』

        『被検、体？』

        『人工的に誕生した僕を、奇異な目で見る者もいた』

        『そんな……』

        『嫌な話をしてしまったな。ふたつめの秘密は、君にも関係することだから最後まで聞いてほしい』

        『俺に？』

        　トーイの話に理解の追いつかないカザリだったが、自分に関わると言われ身構える。

        『そう。イル・ソーレで出逢う前から、僕は君を知っていた』

        『それは……』

        『中央の研究施設で――、他に子供なんていなかったから、退屈で。よくヴィーの〝神器〟を玩具にしていた。僕が触れることを許されていた物のなかに〝神の目〟と呼ばれる視察用魔道具があった』

        『……』

        『或る日、僕は砂漠地帯に映像を合わせた。流砂を見ていると時間を忘れた。飽くことなく眺めていたら、画面を子供が横切っていった。褐色の肌に白い髪の』

        『……俺？』

        　カザリの両眼が驚愕に見開かれる。トーイは頷いた。

        『その子は目的があって何処かに向かっているようだった。けれど何度も倒れそうになって。僕は、干渉してはいけないと言われていたのに、どうしても君を助けたかった』

        『お前、が？』

        『研究施設しか知らない僕に、君はとても眩しかった。〝外〟に行ってみたいと思えたのも君がいたから』

        『ああ、俺の運命ファタリア――』

        　思わず手を伸ばせば、トーイは嫌がる素振りも見せず微かに笑った。あまつさえ雪花石膏アラバスターの如き頬に触れることを許す。カザリの心は歓喜に震えた。

        『ちいさく縮こまらず、あの頃のように、自由に力強く生きて欲しい。そう君に伝えたかった。何故だかみんな、僕がコハルに恋していると勘違いしているけれど』

        『トーイ』

        『暴走したら僕が止める。インヴェルノのようにエスターテを鎮めてみせるから』

        　愛を疑わない貌だと思った。聡い彼には自分の気持ちなんてとうに御見通しだったのだろう。だが言葉にしなければ伝わらない気持ちもあることをカザリも知っている。

        『――トーイ。俺はお前を愛している。俺に、愛させてくれるか？』

        　愛を囁きそっと引き寄せれば、身も心も委ねるように腕の中へと閉じ籠められる。薄灰色の髪に触れたかった。凛とした花と針葉樹の葉を想わせる薄氷だと、カザリは胸いっぱいに彼の香りを吸い込んだ。

        『君は僕の憧れだった。画面越しではなく会えて、嬉しかった。血の通った温かな君に触れてみたかった』

        『トーイ』

        『僕も、君が好きなんだ。初恋は君だ。カザリ』

        　愛しい者の手が己の背に触れたと理解した瞬間、カザリは唇を奪っていた。しっとりと柔らかな感触に、瞳の中でキラキラと光の粒が弾ける心地がした。

        『……ッふ』

        『いや、か？』

        『嫌なわけがない。〝もっと――〟』

        　吐息が甘やかに重なる。

        　濡れた舌の感触が心音を跳ねさせ、くちづけをより深いものにしていく。柔らかな肉を絡め擦り合わせるだけで、昂る気持ちも身体も制御出来ないことを知る。

        『――ッ、すまない』

        　己の変化に動揺し身を引こうとしたカザリだったが、追い掛けてきた腕に呆気なく捕まってしまった。

        『離れないで。怖いのは僕も一緒。期待もしてる。ほら』

        　胸元へ導かれた手に早鐘の如く高鳴る鼓動を教えられ、カザリを堪らない気持ちにさせる。

        『僕に、君を感じさせて』

        　怜悧なひとにそこまで言わせては、怖気も霧散する。抑止力を失くせばどうなるかなんて火を見るよりも明らかだというのに――。

        『俺の理性を試さないでくれ』

        　否定してくれると確信した問いかけは、蠱惑的な笑みであっさりと弾き飛ばされた。

        『そんなもの、捨ててしまえばいいと言っている』

        　

        　寝室へ導いたのはトーイだった。

        　上掛けを、乱暴とも思える力強さで剥ぎ取りカザリを寝台へと促す。彼の凛々しさに笑みが零れた。どんな貌を見せられたところで、きっと愛おしさが溢れてくる。押し倒されても、悪い気はしないどころか興奮が勝るのだ。一枚ずつ優しく服を脱がす彼に協力し、上半身はすっかり丸裸にされてしまった。下衣は流石に躊躇するのか手が止まる。

        『少しは、協力してくれ』

        　可愛らしく口を尖らせるものだから、願いを叶えるべく下衣を寛げてやれば、一瞬で頬が薔薇色に染まった。

        『カ、カザリッ』

        　真っ赤になって慌てるトーイを抱き込み、くるりと身体の上下を入れ替える。抑え込むことはせず見下ろせば、麗人は目を白黒させカザリを見上げた。

        　熱の籠った視線を交え、ふたりは笑い合った。

        『可愛いな』

        『――僕にそんな事を言うのは君くらいだ』

        『ずっと俺にだけ、そんなお前を見せてくれ』

        　まるでそれが自然な行為であるかのように唇が重なり、互いの存在を確かめる。触れるたび愛しさが増し、行為に溺れていく。

        　くちのなかがこんなにも官能を呼び覚ますだなんて、トーイも知らなかった。ひとときも離れたくないと思う。好きだ。愛しい。誰よりも何よりも。そんな考えで頭がいっぱいになる。しっとりと肌が汗を掻きはじめる頃には、呼吸も荒くなり声が上擦って居た堪れない気持ちになった。服の上から身体をなぞるカザリの指に、酷く煽られ感じてしまう。

        『ああっ、はぁ……』

        　愛しいひとを、この腕の中で甘やかに蕩けさせたい。カザリの内にそんな欲が芽生える。

        『抱かせてくれるか？』

        　出来うる限り優しく問えば、美しい手がカザリを捕まえ、くちづけで応える。

        『初めては、好きな相手がいい』

        　酷く幸せそうにトーイが告げる。

        『そしてずっと、君がいい』

        　カザリの赫眼かくがんが、燃えるように輝いた。

        　

        　知識として知っていることと実際は存外異なる。

        　閨教育はそれなり。初恋の君を想って世界樹の記憶アカシツク・レコードをこっそり利用するくらいには、性に対する興味があった。思春期の少年であり健全な男子なのだから当然といえる。それすら聖王の知るところだと思うと妙な気持ちになるが、背に腹はかえられぬというものだ。

        　浴室で汗を流しながら受け入れるための準備をした。カザリがするといってきかなかったため、折れた形ではあったが。正直なところ、自分でやるのには怖気づいた。

        　湯で身体を温め、香油を丹念に秘部へと塗り込める。カザリに抱き着いていなければ、怖がり拒んでしまったかもしれない。彼の無骨な指がトーイの内側に触れる。触れるだけではない、淫靡に蠢き、官能を呼び覚まそうと丹念に捏ねるのだ。堪らない気持ちになるし、身体はどんどん熱くなった。

        　寝台へと場所を移してもカザリは許してくれなかった。トーイを傷つけたくないと、執拗に秘部を拡げた。

        『んぅ……、もう駄目、だ』

        　荒い息が恥ずかしい。それすらも媚薬のように心へと浸透し身体は蕩けていく。

        『だめ？』

        『いい、から』

        『……気持ちが、いい？』

        　意地悪な問い掛けに、トーイは頷くしかない。

        『随分と、柔らかくなった。もっとこうしていたい？』

        『指は、もういい。もう……』

        　散々に焦らされた手を退けさせると、トーイはカザリの腹に乗り上げた。彼の立ち上がった凛々しいものが艶めいて涙を零している。吐息も荒く、酷く扇情的な姿だった。汗で張り付いた薄灰色の髪を掻き上げ、カザリを婀娜に睨め付ける。

        『もういい、自分で、やる』

        　寝台に転がっていた香油瓶を手に取ると、トーイは見せつけるように掌へと垂らした。そして後ろ手にカザリの雄を捕まえると己の手と双丘でもって挟み愛撫を施す。カザリは愛おしさに気が狂いそうだった。大きく吐息しゆっくりと腰を浮かせたので、手を貸し細腰を支える。

        　花の蕾の如き秘部にそれが触れた瞬間、カザリは唇を噛み締めた。耐えなければ力づくで犯してしまいそうだったからだ。それなのに、焦らすかのように先端を擦り付けるばかりで一向に中へは入れてくれない。慎重に腰を進める恋人はまるで小悪魔だ。情欲に塗れていても人外の如き美しさでもってカザリを魅了した。

        　トーイはこの熱をどうにかして欲しかった。自分が上になり導いたほうが挿入も容易いかと思ったが、そうでもない。脚が震えてしまい、自重で彼を傷つけてしまいそうで、ぐずぐずと先に進めずにいる。

        『……カザリ』

        　愛を乞う名は涙で潤んだ声になった。

        　腰を掴む掌が一際力強さを増し、心は張り裂けそうなほどにときめいた。

        『――ああ、ッ』

        　刹那、ぬるりと侵入し肉壁を擦り上げていった快感に、目の前がちかちかと光り全身が硬直する。

        『っは、――あ!?』

        　焦点を結ばない眸の前に影が射し、官能を呼び覚ます、香辛料に似た香りが鼻腔を擽る。愛しいひとの香りに包まれ、短く口をついた悲鳴は深いくちづけに飲み込まれた。

        「あいしている」

        　彼のひとの声もまた、しっとりと濡れていた。

        　ゆるゆるとはじまった律動は、次第に貪るように深い抽送となった。荒い息の合間に蕩ける嬌声が明るい室内に光のように弾ける。水音がいやらしく淫靡に耳を犯す。愛おしさに狂いそうだと思った。みだらでどうにかなってしまいそうだ。こんな快楽は勿論初めてで、それが嬉しくて涙が零れる。

        『トーイ』

        　宝物のように。低く官能的でいて、舌に甘い蜜を塗したような声で名を呼ばれる。それだけで感じてしまう。

        「あ、だめだ、め。いっ、く……」

        　滴るほどに汗を掻き涙を流して。泣き言なのか甘え声なのかもわからない睦言を繰り返す。

        　見栄だとか虚勢だとか、とうに何処かへ飛んでいった。何も飾れない。剥き出しだ。こんなみっともない営みを、心底愛おしいと思う。

        「あう。いく……ぅ、でる。もう、あ」

        『ハ、ァ……俺もっ』

        「あッ、――!!」

        　白濁を散らして目の奥に光を飛ばす。蠕動を繰り返していた肉壁にカザリも欲望を放ち、果てた。

        　

        　朝餉の支度が出来たと執事が声を掛けるまで、ふたりは飽きることなく互いを貪り愛し合った。

        　

        　

        【了】


    

    
        【わるいのはだれだ】　てんつぶ

        　

        


        　軽快なチャイムが学園に鳴り響き、午前の授業終了を知らせた。教師が去ると生徒達は席を立ち、食堂等へ移動する。もちろん僕もそのつもりで、急いで教科書を片付けた。

        「……みて、ダエンよ」

        「恥知らずの男が来たぞ」

        　この学園では僕が廊下を歩いただけで道が割れ、生徒たちは遠巻きに僕を見る。

        　良い意味では無い自覚はあるけれど、それでも貧乏子爵の四男の僕は、悪評が立とうがどうしようが、このチャンスに縋るしかないんだから受け入れるしかない。

        　とにかく今、僕は急がなければいけない理由がある。一学年上に在籍している第一王子に擦り寄れる、昼休みは唯一のチャンスなのだから。

        「おいおい、どこいくんだぁ？」

        　それなのに、僕の前を塞ぐ奴らが現れた。にやついた顔を浮かべながら、僕の行く手を阻もうとする。

        「無視すんなって」

        単なる嫌がらせなんだからと、僕は気にせず通り抜けようとしても、手首を掴まれて呼び止められた。こんな時、やせっぽっちで背の低い自分が嫌になる。

        　思わず舌打ちした。貴族らしくなかろうが、気にするものか、

        「いよーう、ダエン。今日も王子の周りをチョロチョロするのかぁ？　食堂は飯を食うところで、金の無いヤツが水だけ持ってうろつく場所じゃねぇぜ～？」

        　男のあからさまな言い方に、周りの学生達がドッと笑った。確かに僕は金が無い。だけど食堂には入りたいから、一番安い水だけ買っているのは事実だけれど。

        「お前も諦めたらどうだ？　王子の婚約者候補に名乗りを上げてる生徒の中でも、男はお前一人じゃねえか。貧乏で見た目も冴えない男のお前が、王子に相手にされないのは誰が見ても分かるっていうのに。なあ？」

        「いいや、ホラ、あいつが居ただろう？　今王子の側に居る転校生……何だっけあの凄い美人の男……ああ、そうだリンツとか言ったな？　男爵家の隠し子の」

        　男爵家の男と聞いて、僕は奥歯を噛みしめた。アイツが現れた事により、今までは唯一の男候補者という事で目立っていたはずなのに、リンツのせいで平凡な僕は存在すら霞んでしまった。

        　リンツ＝ミハルーズ。彼は中途半端な時期にこの貴族の集う学園に入学してきた一年生だ。聞けばミルハーズ男爵家の落とし胤で、母親が死んだことで引き取られたらしい。今まで平民として暮らしてきていた男らしいが、それにしては気品溢れる外見と佇まいで、あっという間に学園の中心である王子たちに気に入られてしまった。

        　僕と違ってすらりと身長も高く、女性的では無いにせよ柔和な微笑みを浮かべる整った顔立ちは、うちの王子よりも王子らしくも見える。

        「いくら立候補制で婚約者候補になれるって言ってもよぉ？　本当に男が立候補するとは王子も思わなかっただろうよ。だがまあ……あのリンツの美貌と気に入られ方なら、側妃になってもおかしくなさそうだな。残念だなあダエン。オモシロ枠もパアだ」

        　ぎゃははと笑い合う男達は言いたいだけ言って満足したのか、腕を振り払ってももう追っては来なかった。

        　

        　

        　このバニコーデュ国では同性婚が許されている。それは何代か前の国王の愛人に男がいたせいであり、実際の所、その制度で婚姻するカップルはごく僅かだ。その上婚姻しても、人目を憚るように田舎で暮らしている。

        　貴族にとって同性愛はおぞましいものであり、だれも口にはしないものの馬鹿らしい制度だと思っている。田舎の領地で暮らしていた僕にとっては、彼らは身近な存在であり、そんなに悪いものではないと思っているけれど。

        　だから、王子が学園に在学中に婚約者候補を募り、そしてそれが性別を問わないことを知った時にはチャンスだと思った。貧乏子爵の四男であり、たいした才能が無い僕が家の為に出来ることは少ない。例え王子の妾でも、王族に縁ができるなんて実家にとっては吉報だろう。そしてあわよくば、将来僕だって貧乏暮らしから抜け出したい……そう思って挙手したものの世間の目は冷たい。

        「水を――」

        　食堂の給仕にそう告げると、あからさまに見下したような目をされた。毎日毎日水しか買わない僕の事を、この食堂で働く者ならもう分かっているんだろう。この国はたいした資源も無く、貴族と言っても平民と変わらない者も多い。そして僕はその一人であることを、もうすっかり知られているのだ。

        　人混みを掻き分けながら水を買い、王子たちがよく集まっている一角に近づいた。

        　ゆったりとしたソファで区切られたそこは、食堂の中でも一番良い席だ。

        「さあリンツ、君も食べて良いよ。男爵家ではこんな料理はでないだろう？」

        　小さな皿を持ち、リンツに果物を刺したフォークを突き出すのは、第一王子だ。少し癖のある金色の髪の毛が揺れ、海のような瞳は愛しげに細められている。どんな美しいご令嬢と一緒の時だって、あんな風に甘い微笑みは浮かべたことが無かったのに。

        「リンツくん、ああ、君は食べる仕草も美しいですね。何処の精霊かと思うほどです」

        　宰相の息子であるデュークは、向かいの席からうっとりとした顔でリンツを見つめている。眼鏡の奥の瞳はいつだって冷め切っているのに、こんな風に熱っぽく眺めているなんて。

        「精霊だってリンツには敵わねえだろう。もっと食え！　お前は痩せすぎだ、俺みたいならねえとな」

        　リンツの隣でその背中を叩くのは、騎士団長の次男であるタイガだ。人嫌いで、いつもむっつりとしているこの男ですら、リンツには親しげに話しかけている。

        　そしてその男達に囲まれ、困ったように微笑む美しい男が、リンツだ。癖の無い長い銀髪を後ろで一つに結わえたその男こそが、俺の最大のライバルだ。

        　この男が転入してきて三ヶ月、来月には三年生――王子の卒業式となってしまう。最後のダンスパーティで、王子は婚約者候補の中からめぼしい人物を三人選ぶことができるのだ。

        　高位の令嬢達ですら、突然現れたこのリンツがその中の一人になると諦めている様子だが、僕は違う。まだ諦めない。末席でもいい、王子の婚約者になりたい。

        　グラスを握りしめそう再度決意をしている中、無情にも昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。

        　

        ※※※

        　

        　リンツを蹴落とすために、どうしてやろうか。

        　僕は寮に戻ってから真剣に今後の対策を考えた。あと一ヶ月しか無いし、現時点では王子は僕になんの興味も無い。この寮だって、王都にハウスタウンを持たない貧乏貴族連中しかいないのだ。せめて王子の取り巻きが入寮していたら良かったのになあ。

        「……まてよ。リンツはいるな？」

        　彼に、王子の側から離れるように言えばいい。向こうは男爵家だし、こっちは一応子爵家だ。立場的にも僕の方が上だし、王子たちに近づかないように釘を刺せばいいのだ。

        　そのうえ寮内なら、人目につくことも無い。

        「ふん……。悪く思うなよ」

        　僕は静かにドアを開けて、寝間着のまま消灯後の廊下を歩いた。二階が一年生、三階が二年生となっていて、薄暗い階段を壁伝いに降りる。入寮生が少ないのもあるが、消灯後の廊下はなかなか不気味だ。

        「リンツ……リンツ……。あ、ここだ」

        　ドアをノックしようとすると、中から話し声が聞こえた。同級生とでも喋っているのだろうか。それとも王子が夜這いにでも――？　そう考えたら、身体が先にドアを開けていた。王子がいるのなら、僕の存在をアピールしたい。

        「……なんだ」

        　だけど僕と同じような間取りの室内には、リンツ以外誰も居ないようだ。視界に入るのは大きく開け放たれた窓と、側にはこんな夜更けだというのに制服を着たままのリンツ一人だけ。

        　隠れてないかと思ってベッドの下を覗き込んでも、誰もいない。まあそりゃそうか、王子がこんな所に潜り込んでいる訳がない。

        「なんだって……、突然こんな時間に。どうしたんです？　ダエン先輩」

        「いや、お前に言っておきたいことがあって……って、おい、なんだよ」

        　ニコニコと慈愛の微笑みを浮かべながらも、リンツはジリジリと僕との距離を縮めてくる。思わず後ずさりすると、大して広くない室内では、すぐに背中が壁に当たる。

        「……勝手に部屋に入って悪かったよ」

        　壁際に追い詰められ、逃がさないと言わんばかりにリンツの両腕が壁についた。

        「どんなご用件だったんですか？　ノックも無く、後輩の自室に押し入る位の理由は」

        「いや……その、王子が来ているかなあってさ」

        　僕の悪評はきっとリンツにまで届いているのだろう。ああ、と頷いて納得した様子だった。

        「ダエン先輩は、あの王子の婚約者候補なんですよね？　ご令嬢のように、あの人のお嫁さんになって可愛がって貰いたいのですか？」

        　険のある言い方に頭に血が上る。お前には無理だろうと、言外にそう言われた気がした。思わず殴ろうと手が出たところを、リンツの腕で壁に押さえつけられた。

        「危ないですね。ダエン先輩って、割と短気なんですか？　そもそも万が一王子がこの部屋に来ていたとして――こういうことをしている……って想像しなかったんですか？」

        「ン……っ！」

        　身体の中心を、リンツの脚がグリグリと刺激する。何をするんだ、と思ったものの、確かに自分が入ったこの部屋の中で睦み合っている可能性もあった訳だ。

        　この美しい男と、あの王子が――。

        「先輩、顔が真っ赤ですよ？　やーらしい……何を想像したんですか？」

        　王子の婚約者候補に名乗り出た時に、男同士の性行為について勉強をしたことがある。だけどそれは僕には刺激が強すぎて、結局その書籍は机の奥底にしまわれている。実際の婚約者になってから考えようと、ひとまず僕は貞淑に過ごしてきた。

        「う、うるさ……っ！　あ、あ……っ！」

        　それなのにリンツは僕のソコを、あろうことか手でグッと握ってきた。揶揄うにも程がある。というか、リンツってこんな性格だったっけ？　僕の聞いている限りは、虫も殺さないような聖人って聞いたんだけど。

        「や、やめ……っ」

        　初めて与えられる他人からの刺激に、こんな状況だというのに僕自身が熱を持ってきてしまう。それが恥ずかしくて身をよじっても、僕よりも筋力があるらしい男の手はびくともしない。

        　リンツは楽しそうに、僕の股間をなぞっていく。

        「そんな、童貞処女みたいな反応をされると困ります。先輩、あの王子の婚約者に立候補するくらいならさぞ……え？」

        　ピタリとリンツの動きが止まった。何だろうと顔を上げると、その銀の瞳と間近で視線が絡んだ。これだけ近くで見ても、見るに堪えると言うか、迫力があるんだから美形は凄いな。

        「真っ赤……。先輩……こういうことしたこと無いんですか？　その顔……まさか、本当にお手つき無しです？」

        「う、うるさ……っ、あ……！」

        　ただ触っていたその手は、確実に欲を刺激しようと動き始める。緩い寝間着のズボンの上から亀頭を揉むように触られて、少し硬くなっていたそこはガチガチに張り詰めた。

        「ン、んん……っ！　や、やめろ……っ変態！」

        「変態？　だって先輩、王子とこういう事するって知ってるんですよね？　婚約者になった暁にはココに――王子のペニスを入れるって分かって、婚約者候補になってるんでしょう？」

        　ズボンの中に手を入れられ、後ろの穴を指がぐりっと押してきた。

        「う、うう……っ！　そ、そうだけどそれは――！」

        　思わず涙目になりながらしがみ付き、リンツの顔を見上げた。

        「……意外と、そそりますね」

        「は？　なに――っ！」

        　ぐいっと身体を引かれたと思ったら、すぐ側にある寝台に放り投げられる。体勢を整えるまもなくリンツが覆い被さってきて、両手首をひとまとめにして頭の上で拘束された。

        「なん――っ！？　おい、リンツお前何のつもりだ！　離せ！」

        「しいーっ。先輩、婚約者になりたいんでしょう？　こんな所で男に襲われた人間を、王家は迎え入れるでしょうか？」

        「――っ！」

        　ギリギリと奥歯を噛みしめながら、リンツを睨み付けた。こいつの笑顔を慈愛だなんて、一瞬でも思った自分はなんて愚かだったんだろう。

        「ふふ、先輩普段の媚び売った顔よりもその方が可愛いですよ？　力が無い癖に気だけ強くて、今から何されるか分からないわけでも無いでしょうに……俺に懇願しないんですか？　やめて～たすけてぇ～王子様～って」

        「バカに……すんな！」

        　誰でも平等に優しくて、美しいリンツ。学園の皆から煙たがられている僕にだって、目が合えばニコリと笑ってくれていた。こいつだけは、僕を偏見で見ていないと思っていたのに――。

        　喉がせり上がり、視界に膜が張る。やめろ、我慢しろと思うのに、目から勝手に涙が零れた。せめて声を出すまいと思うのに、震える喉からは情けない嗚咽が漏れる。

        「……っ、う、……っ、ぐぅ……」

        　実家でも、居場所は無かった。母は俺を産んですぐに死に、そのせいで母を愛していた父は僕を嫌ったのだ。

        　殆ど追い出された形でこの学園に入学したけれど、王子と結婚できるチャンスがやってきたと、そう思っていたのに。例え側妃でも結婚さえできれば、父は僕を見てくれると思っていた。誰に笑われても、指を指されても、僕は僕なりに必死に振る舞ってきたんだ。

        　王子にだって疎ましく思われていることを、僕だって本当は知っている。

        　そんな中で優しく笑いかけてくれて、僕はどれだけリンツに救われていただろう。

        　だけど……だけどリンツも皆と一緒だったんだ。

        　胸の中が色んな感情でぐちゃぐちゃになり、顔も涙と鼻水でぐちゃぐちゃだ。せめて顔を隠したいのに、腕は未だリンツに拘束されたままでそれも叶わない。じっと俺を見下ろすこの男を、一体誰が聖人のようだなんて言ったんだろう。

        「う……っ、う……ぅ……」

        「先輩……」

        　不意に緩んだ拘束から、僕は一気にドアに向かって逃げ出した。一切振り返ることなく、真っ暗な廊下から自室へと逃げ込んだ。

        「う……っ、う、う……」

        　なんて惨めなんだろう。なんて自分は愚かなんだろうか。

        　勝手に憧れて、好意を抱いて。それを裏切られたからと落ち込む資格が僕にあるのだろうか。

        　それでも勝手に涙は零れ続ける。僕はドアの内側にずるずると座り込み、ただただ一人で泣いた。

        　

        ※※※

        　

        　窓から見えていた太陽も、もう沈みかけている。

        　まるで今の自分のようにも思えて、僕は一人教室でそれをぼんやりと眺めていた。

        　あれからたいしたアピールも出来ないまま、上級生は卒業の時期になってしまった。

        　リンツとは気まずくて、あの後は寮内でも学園内でも露骨に避けてしまっている。それ故にリンツに構う王子たちとは距離を置いてしまっている。

        　僕の実家の支援も在学中までと言われているし、王子の目に止まらなかった僕はこれからの生き方を変えていかなければならない。

        　王子が卒業式まであと数日となった今、リンツは候補者内定間違い無しと言われている。相変わらず王子にはチヤホヤされているし、もう何度も王室にも招かれているらしい。宰相家や騎士団長の家も同様で、リンツは側妃どころか正妃になるのではとまことしやかに噂されている。

        　だからこそ残り二枠の婚約者の枠を狙う他のご令嬢達の戦いは、水面下で苛烈を極めているとも聞いている。

        「まあ……僕には関係無いけれど」

        　すっかり人気の無くなった教室から、僕は廊下へと向かった。

        　卒業パーティーには在校生も出席できるけど、僕はもう出席する気力も無かった。あの日からリンツの事が頭から離れない。あんな酷い事を言われたのに、それでも僕は――。

        「僕は……？　何だって言うんだ」

        　首を振り、おかしな考えを頭から振り払う。疲れているのかもしれない。王子に構わなくなっても、僕の今までの行動は学園の中で知れ渡っている。

        　たいしたことのない男が、王子に擦り寄っているんだと。だから僕にはトモダチと呼べる人間は一人もおらず、そんな学園で心が安らぐ場所は何処にも無い。

        　ため息を付ながら階段を降りていると、一階へと向かう踊り場で一番出会いたくない人間に出会ってしまう。

        「……リンツ」

        　急いでいたのだろうか、息を切らしながらリンツは階段の下にいた。僕は露骨に顔をしかめたと思う。だけどリンツは花がほころぶような笑顔をたたえて、安心したような顔を僕に見せた。

        　心臓が、ドキリと高鳴る。

        「先輩？　大丈夫でしたか？」

        　そう言って駆け上ってくるリンツ。大丈夫とはどういう意味だろうか。そう聞き返そうとした瞬間、僕の後ろから伸びてきた腕がリンツの身体を押した。

        　目の前の光景がゆっくりと動く。

        　ぐらりと傾くリンツの身体は宙に浮き、階段の下へと落ちていく。驚きに目を見開いたその顔と、流れていく彼の銀髪がとても綺麗で。手を伸ばそうとした途端に、背後からつんざくような悲鳴が上がり思わず振り向いた。

        「きゃああああ！　リンツ様が！　突き飛ばされましたわっ！」

        　ドサッと聞こえるのは、リンツが階段の下に落ちた音だろう。慌てて駆け寄ろうにも、誰かの手によりそれを阻まれる。

        「貴方、リンツ様を押しましたわね？　わたくし、見てましてよ！」

        　美しく化粧され、髪の毛を高く結い上げたこの人はどこかで見たことがある。――そうだ、王子の婚約者候補の一人だ。そう気づくものの、もう全てが遅かった。

        　どこに控えていたのか、階段下には何人もの令嬢が集まってくる。

        ――はめられた。

        　呆然とする僕は見知らぬ男に押さえつけられたまま、早くリンツを、リンツを助けてくれと懇願していた。

        　転がされたままのリンツを、令嬢達は助けを呼ぶでもなく静かに観察している。

        　教師が駆けつけた時に、僕は一体どんな顔をしていただろうか。

        　

        ※※※

        　

        　あの後、おそらく令嬢達の家から圧力でもかかったのか、僕は寮に軟禁された。

        　閉じ込められてから、眠ってもすぐに目が覚めて、うとうとしては悪夢に飛び起きた。自分がこれからどうなるのか分からない不安感は、自分が思っていた以上に自分の神経をむしばんでいたらしい。

        　僕じゃ無いという訴えは、きっと誰も聞いてくれないだろう。子爵の四男で何の力も無い僕と、これから有力な貴族に嫁ぐご令嬢達。誰だって、どちらに付いたら得なのか分かっている。

        　引きずられるようにして連れ出されたのは、パーティー会場だった。そこで僕はようやく、今日が卒業式だったことを思い出した。

        　逃げ出さないように左右を屈強な男達に固められた僕に、これから何が待ち受けているのか――想像は易い。

        　連れてこられた会場の盛り上がりはクライマックスで、どうやら僕は最後の出し物のようだった。

        　婚約者になりたいと必死だったはずの王子を目の前にしても、今は何とも思わない。

        　隣にリンツを連れて、僕を親の敵のように睨みつける王子。そして両隣には宰相と騎士団長の息子が同じく僕を見下ろしていた。

        「ダエン＝ホシーモ！　お前は厚かましくも私の婚約者候補として名乗りを上げた癖に、私の愛するリンツを階段から突き飛ばし、殺害しようとしたな！」

        　ああ、やっぱりそういう事になっていたのか。きっとリンツを突き飛ばしたのはどこかの令嬢だろう。そして上手くいけばリンツが死ぬ。死なずとも打ち所が悪ければ王家に嫁げないかもしれない。そうしたら自分たちの枠が増える。

        　もしくは単純に、王子の寵愛を受ける美しいリンツへの憎しみをぶつけたかったのかもしれない。

        　どちらにせよ、僕は彼女たちの手によって悪役に仕立て上げられたという訳だ。

        「この神聖なる学び舎で、そんな悪辣なことを考える者は貴族として相応しいだろうか？　否、私はそんな人間を許せない！」

        　熱のこもった王子の声に、ワッと会場から大きな歓声が上がる。流石に僕は冷や汗をかいた。これはもう出来レースなのではないだろうか。言い訳すら許されないようなこの状態で、僕はどうなってしまうのか。

        　声を上げようと口を開いたところで、宰相の息子であるデュークはその眼鏡を押し上げながら冷たく言い放った。

        「この者の保護者に問い合わせたところ、子爵家の恥さらしとして除籍すると申し出があり、既に受理されております。つまり、今この男は貴族でもなんでもない。ただの罪人です」

        　僕は目を見開いた。僕の保護者――つまり父上は、僕を見捨てた？　嫌われているとは知っていた、だけどこんな事ですぐに縁を切られる程、憎まれていたのだろうか。

        　足下がぐらりと揺れる。

        　僕は……僕はこれからどうなってしまうのか。

        「俺ぁよ、こいつは国外追放が妥当だと思うぜ！　嫉妬に狂って、こんなタチの悪い事をする人間がこの国にいるなんて、気分が悪い。なあ、そうだろう？」

        　ホールの歓声は更に大きくなる。今この会場は、僕という生け贄の断罪を楽しんでいるのだ。

        　吹けば飛ぶような後ろ盾すら失った僕に、もう出来ることは何も無い。

        　絶望で目の前が真っ暗になった。

        　抵抗する気が無いと分かったのか、両腕を拘束していた男達の腕が外された。

        　腕の傷みが無くなったからと言って、安堵できる状況では無いけれど。

        「待ってください、王子。ダエン先輩は国外追放になるんでしょうか」

        　奇妙な熱気が溢れる会場の中に、涼やかな声が響く。

        　王子は相好を崩し、リンツを腕の中に包み込んで甘い声を出した。

        「ああ、安心しろリンツ。お前を傷つける者は私が処分しよう」

        「ダエン先輩はもう、この国の人間では無い、と――？」

        　そうだ、と王子が頷く。僕の角度からでは、リンツはどんな顔をしているのか見えてこない。最後にリンツの顔を見たかったな、なんて事を考えていると、彼がこちらをくるりと振り向いて、それは綺麗に笑った。

        「じゃあ、貰っていきますね」

        　どういう意味だと、会場の全員が思っただろう。僕もだ。

        　僕の身体がぶわりと浮いて、それがリンツに抱きかかえられた事を知る。だがそれに気づいた時には、疾風のごとく駆けたリンツ共々バルコニーに居た。

        「は……え……？」

        「それじゃあさようなら、バニコーデュ国の皆様！　そしてクソ王子様！　あなた気持ち悪いんですよ！」

        　呼び止めようと駆け寄ってきた王子達に、あのリンツが品の無い言葉を発した。そしてそのまま二階のバルコニーから飛び出して――。

        「ぎ、ぎゃあああああーーー！！」

        　僕はリンツに抱えられたまま、庭園へと着地した。

        「な、なななな……な……っ！？」

        「ダエン、静かにしてください。走ります。じきにここも市民に制圧されますからね。巻き込まれないうちに逃げますよ」

        　制圧？　巻き込まれる？　リンツの言葉を何一つ理解できない。リンツは僕を抱えたまま走り、そして待機していたらしい馬車に乗り込んだ。

        「馬車を出して、早く！　このまま国に戻るよ！」

        　座る事すら待たれずに、馬車は早急に走り出した。一体どういうことなのか。今夜起こった事が多すぎて、僕の脳みそは何も情報を処理出来なかった。

        「リンツ……？　お前……一体……」

        　聖人だ、精霊だと讃えられたリンツは、それはもう悪い顔でニタリと笑った。

        　

        ※※※

        　

        　馬車は隣国に向かってハイスピードで走り抜ける。

        　あっという間に通り過ぎていく風景を見ながら、リンツはあれこれと今までの行動について教えてくれた。

        　この国は、僕が思っている以上に貧しかったらしい。だけど国は平民を救済する訳でもなく、上位貴族は私腹を肥やす事に必死になっている。

        　だから王位簒奪――厳密には転覆を狙った民たちが、今暴動を起こそうとしているのだとか。

        「どうして……リンツがそんなことを知ってるんだ」

        「ん？　俺がね、その暴動を扇動してるからですよ。ああ、俺がじゃないですね、俺の国が――です」

        　リンツはこの国の人間では無かった。聞けば大国で知られる隣国の人間で、この国は隣国にとって随分目障りだったらしい。だから内側に潜って扇動し、あわよくば内部から崩して貰おうという算段だったらしい。

        　僕は背中に冷たいものが走った。

        「……リンツは……じゃあ男爵令息というのは嘘？」

        「そうですね。身分なんてどうとでもできます。貧しい男爵に金を与えれば、喜んで養子にしてくれましたよ。ああ、それでも俺も母国では公爵子息ですから。先輩は安心してもいいんですよ」

        　男爵子息にしては品がありすぎると思った。妙に納得しながらも、安心しろの意味が分からない。

        「あんなクズ王子の嫁になるより、俺の嫁になった方が幸せですよ。ねえ、先輩？　俺は割と一途ですから、安心して身を委ねて良いんですよ」

        　被っていたらしい猫を脱ぎ捨てたリンツの顔は、その美しさも相まって悪い魅力があふれ出す。危ない、近づいてはいけないと頭のどこかが警鐘を鳴らしているのに。

        　僕は近づいてくる唇をよけることが出来なかった。

        　

        ※※※

        　

        　ガラガラと車輪の音が響く。

        　馬車の中には小さな水音が鳴り、粗い二人分の呼吸によって、はめ込まれたガラスは曇っているに違いない。

        「生意気で、強気で、でも涙もろくて。いつも一生懸命な先輩は嫌いじゃ無かったですよ」

        「ひ、う……っ！」

        　後ろから抱きかかえられ、はだけられた胸についた赤みを爪で引っかかれる。

        　尻の間にはあり得ない剛直を突き刺されて、僕の口からはひっきりなしに声が漏れる。

        「あ、ああ……っ、も、ムリぃ……！」

        「まだイけますって。もう苦しくないでしょう？」

        　勝手に腰を掴まれて、ゆさゆさとその手で揺さぶられる。中に埋め込まれた異物はドクドクと脈打ち、もう既に一度中に精を放たれていた。

        「もう……や……っ、あ、あああ……！」

        「もっと乱れてください。ほら、もう少し……」

        「～～～っ！」

        　ズンと深く突き入れられ、目の前に火花が散る。

        　ガクガクと身体が痙攣して、僕が意識を保っていたのはそこまでだった。

        　

        　

        ※※※

        　

        　リンツの腕の中で、ダエンがコトリと気を失った。初めての相手に、つい自制を忘れてしまった――という訳でもない。

        　部下からの報告によれば、ダエンは軟禁されたこの数日、殆ど眠れていないらしい。あんな状況だろうと自分なら寝れらてしまうだろうが、ダエンには随分堪えたのだろう。

        　ようやく眠った愛しい人を、ゆっくりとシートに横たえた。

        　己のソレを抜いた時に、トロトロと溢れてくるソコはなかなか目の毒だったけれど。

        「誰か」

        　外に向かってそう呟くと、走る馬車の外からノックされた。この馬車を併走するようにして守っているのは、王家の騎士であり今は臨時とは言え俺の部下だ。

        「陛下に、これを」

        　ほんの少し開けた窓から手紙を差し出す。わざわざバニコーデュ国の男爵子息に扮してまで、内側から探って動かしていた革命は恐らく成功するだろう。上位貴族は己の利益しか興味が無く、王家についても第一王子があのボンクラっぷり。

        　王子は普段から女遊びに興じていたが、まさか自分にあそこまでハマるとは思ってもいなかった。

        「こんな皮一枚で……馬鹿なやつらだ」

        　美しいとも傾国だとも言われ慣れてきたこの美貌は、我が公爵家では当然のものだ。母国の暗部を担う我が家は、武器という武器を仕込まれてきている。その武器の中には己の顔も含まれており、代々美姫を娶ってきた結果が今の自分だ。

        　だからこの顔がどれだけ他人に影響を与えるかは十分把握してたつもりだったが、……予想外の出会いがあったことにほくそ笑む。

        「もう離しませんよ、先輩」

        　自分に惹かれながらも、あんな風に拒絶する姿が新鮮だった。最初はそんな面白半分だったのに、強気な姿勢でありながら、何とか泣くまいと堪える顔に打ち抜かれた。

        　まあ詰まるところ、リンツともあろう者がうっかり惚れてしまったという訳だ。

        　あのボンクラ王子によって、無実のダエンは離縁され、国から追放されてしまった。同性婚にもおおらかなリンツの国で、正妻として囲う事になんの障害もない。

        「ああ、また泣かせたいな……。今度はもっと、じっくり」

        　ほくそ笑むその表情は、悪い男でしかない。

        　

        ――完――

        


    

    
        【悪役令息の攻略方法】　松田カエン

        　

        


        「もう我慢ならん。ザリアーシュ・デヴァ・ウィングランス。親が定めた貴様との婚約は本日をもって破棄をする！」

        　プロムナードで学生たちが綺麗に装って集まっている中のその宣言は、音楽をかき消して大きく響いた。

        　宣言を受けたザリアーシュ……俺の婚約者だったアーシュは、その麗しの銀糸のような長く束になったまつ毛が彩る瞳を軽く見開いた。だがすぐにふぁさりと伏せられる。

        　ゆっくりと開いたその瞳には表情はない。だがその裏側でぐっと拳を握るアーシュの幻が見えるようだった。いや、見えている。

        　表面上は無表情だというのに、背後で元気に飛び跳ねて喜んでいるアーシュの心情が半透明で見えているのだ。

        　相手の内面を覗ける。

        　それが王家直系で精霊に愛された王位継承権第三位の身分を持つこの俺、ジェラルド・レラ・カルスイフリートの持っているスキルの一つだった。

        『よっしゃああああ！ 王子のセリフ回しも完璧！ 王子妃なんてまっぴらごめんだったしな！ まあちっとは心が痛んだが、フェリズいじめといてよかった～～～！ このまま不敬罪で追い出されて、平民落ちしてスローライフ満喫してやるよっ！ はぁ～よいよいっ』

        　薄桜色の唇に、白い肌。さらりと額にかかる銀髪。どこからどう見ても麗しの美少年で、その美少年がなんというか……ずいぶんと面妖なダンスを踊っている。

        　本人の内面を読み取る限り、そのダンスはボンオドリという彼の前世での庶民の祭りの際に踊る踊りらしいのだが、何度見ても堂に入った腰つきだ。ちょこまかと動き回っていて可愛い。時折分裂してなんやら円を描いて踊っているのも可愛い。感情が高ぶった時に分裂しやすいのだが、今も一〇体程度に増えて踊っていた。

        「……承知いたしました。ザリアーシュ・デヴァ・ウィングランス、王子の御心に従います」

        　そんな内面とは裏腹に、淡々と返答を口にしてアーシュは優雅に一礼をしてみせた。俺の背後で庇われた男爵令息のフェリズ・バンテングが真っ青になって怯えている。このあとの展開も教えてあるというのに、気の小さい男だ。

        　全身で喜びを表現して小躍りしているザリアーシュの幻影にふっと口を歪めて、一礼のため俯いたアーシュの顎を掴んで上を向かせると、エメラルド色の瞳が今度こそ大きく見開かれた。ゆっくりとその唇を指先で撫で、礼をしたために下から見上げる形となったアーシュの前に跪く。顎を優しく撫でてからもったいぶって離し、代わりにアーシュの手を強引に握り、その甲にちゅっと口づけを落とした。

        「親から強制された婚約などに興味はない。婚約破棄を受けてもらった今、改めて俺はお前に求婚しよう。愛しているザリアーシュ。俺の伴侶となってほしい。……この場を騒がせた代償として、俺は王位継承権を返還する！」

        『っは、っはああああああ?! ざけんなまじで！ 寝言は寝てから言えッ！』

        　地団駄を踏むミニチュアのアーシュが一体、そしてそれ以外に踊っていたアーシュはぱたぱたとその場に倒れ込み、その身から魂が溢れるような演出まで見せている。おお……芸が細かいなアーシュ。

        　無論そんな面白おかしい劇の観客は俺一人で、他の皆は王子が婚約破棄を言い渡したと思ったら、その場で改めて告白した、という決定的瞬間を固唾を飲んで見守っている。

        　さてこの告白劇のなか、ザリアーシュに断れる勇気があるか否か。

        　にや、と俺がひっそりと笑うと、アーシュの目元が不愉快そうにぴくりと跳ねたのが見えた。

        　

        　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　＊

        　

        　幼少のみぎりに初めて六歳でザリアーシュに出会った時も、彼は無感動無表情と言った大人しい子供だった。王家の者として早々に婚約者を決めなくてはいけない俺も、スキルで透けて見える相手の本性に振り回されて落ち着きのない子供だったが、それでもザリアーシュよりは子供らしかったと思う。

        　二重声音のように聞こえる大人の本音と建て前に疲れた俺は、俺のための茶会を抜け出して母のバラ園に逃げ込んだ。そこにいた先客がザリアーシュだった。

        　初めて会ったザリアーシュは、まるで天使だった。服装はその当時の男児のものではあったが、銀色の髪がきらきらと輝いていて、零れ落ちそうなほど大きなエメラルドグリーンの瞳で縁取られた銀の睫毛でぱちぱちと瞬きしてこちらを見ていた。

        『げっジェラルド殿下』

        　そうぼやいたザリアーシュ本人の背後に浮かんだ本人の内面は、なぜか今のザリアーシュよりは大きいが、成人というにはまだほど遠い黒髪黒目の少年の姿をしていた。今まで俺が見れた内面は本人と変わらない姿かたちをしていたから、不思議でしょうがなかった。

        『やっべ……ま、いいや気付かなかった振りしよ』

        　視線を合わせて互いに数秒間停止したというのに、俺が見透かした彼の内面はそんなことを口にして、そして本当にザリアーシュは俺と視線を合わせたことなどなかったかのように、手を伸ばしかけていたバラ園のバラに視線を戻した。

        　バラを取りたいのか、庭師を呼んで切ってもらおうかとふと考えていると、ザリアーシュの内面がイライラと身体を揺すり始めた。

        『くっそぉ……挨拶だけでいいって言われたから迎えが来るまでここに隠れてたってのに、なんでこいつから来るんだよ。俺なんて面白くも何ともねえ不気味なガキだろ。あーもーストレス溜まる。好きな食いもん全然ないしさあ。あっつあつの白いご飯が食べたい。それと出汁の効いた味噌汁！ ……あとだし巻き卵にサバの煮つけ。ああ金平ごぼう……！』

        　その内心のぼやきに、俺は目の前の子供が自分の婚約者候補として連れてこられた貴族の息子だということを理解した。確かにやわらかそうな銀髪は、そうそういるものではない。

        　が、その子供が思い浮かべ始めた一度も見たことのない飲食物に、俺は一瞬呆けてしまった。もちろん美味しそうに食べているのは黒髪黒目の少年だ。想像の産物の中で蕩けるような表情を浮かべる少年に、その当時俺はよくわからない胸の高鳴りを覚えたことを記憶している。

        　俺の茶会は子供たちの茶会というのは名ばかりで、子供とその両親が訪れ俺の両親である王と王配である母に、自らの子をプレゼンする催しだった。だから正直俺が抜けても問題ないのだが、プレゼンされる側の子供が席を外すというのはそうあることではなかった。幼いながらにその教養や態度を今から審査されるためだ。

        　だが目の前の銀髪の子供には、だれも大人が付き添っていなかった。確かにこの茶会が始まる際に一度顔を合わせた記憶がある。が他の親やその内面が現れてはぐちゃぐちゃと喚きたてていたのであまり記憶がない。でも、彼は記憶に残った。

        　そう、普段なら両親揃ってくるところを、彼には父親の付き添いしかなかった。銀色の髪を長く伸ばしたこの子供によく似た冷淡なその男は、たしか仕事があると初めましてとさようならの挨拶を同時に残して立ち去ったのだ。

        　父王もそれを引き留めなかった。王配である母が『宰相殿はいつも忙しそうだな』と零したことまでは記憶から引っ張り出せた。でもその子供がその後どうしたかなんてことは気にも留めなかった。

        「お前は誰だ？ どうして母様のバラ園にいる」

        　十中八九宰相の息子が目の前の天使だということはわかっていたが、改めて問いかければ、その子供はほう、と小さくため息を付いた。夢中で何かを食べていたザリアーシュの内面の少年は、俺の声掛けによって思考が乱されたせいで、食事が消えてしまったようで盛大にため息を付いている。

        　思わずぱちりと瞬きしてしまった。

        『結局改めて自己紹介かよめんどくせえな……とっとと隙を見て逃げよ』

        　貴族社会というのは内面を現さない。普段から微笑みだけを浮かべて内面を押し隠す。だから内面が離反して、その場に人が２人以上いるような錯覚に陥る。それを理解していた俺は、内面と男児が同様な動きをしたことに驚いた。少年が吸い込まれるようにぴたりとザリアーシュに重なる。

        「もうしおくれました。わたくし、ヒュリオロア・デヴァ・ウィングランスの子息、ザリアーシュ・デヴァ・ウィングランスともうします。どうぞ、おみしりおきください」

        　丁寧なカテーシーとともに舌ったらずな自己紹介。おそらく一連の流れとして覚えさせられたのだろう柔らかな微笑み。

        　その笑みが愛想笑いだということは十分に理解していたが、俺はそれで改めて恋に落ちたのだった。

        　茶会は何度も続いた。最初は多かった人数も母の意見と父王の意向で徐々に数を減らした。騎士団長の末息子や外交大臣の息子など、かけがえのない友人もそこで見つけたが、その茶会に毎回ザリアーシュを俺は呼ぶよう両親に頼んだ。

        　そうなればおのずと婚姻相手が誰になるのか、大人も見えてくる。

        　出会って一年後、俺はザリアーシュと婚約した。俺は第三王子だから宰相の息子と婚姻することは政治上、政権を狙っているのかとも噂されたが俺は気にしなかったし、ザリアーシュも気にしなかった。

        　ザリアーシュの場合、俺のこと自体を気にしていなかったけどな……。

        　何度会って話しかけてもつれなく表情もない。大抵の貴族は笑みを浮かべるものだがザリアーシュは無表情のままだった。でも内面は雄弁で、俺の訪れを煙たがっているのはわかった。

        　ザリアーシュの内面の姿が違うのは、ほどなくして転生者という理由であることがわかった。しかも異世界からの転生者だ。そのせいか、ザリアーシュの行動はどこか突拍子もなくて何度も驚かされた。

        　急に農業を始めたり、見知らぬ品物を買い付けてきたり、自分の属性でもない魔法を使おうとしたり、だ。アーシュは素直にそんなことをしているとは俺に告げない。だから内面を覗き見るしかなかった。

        　大抵ザリアーシュの内面はぶつくさ文句を口にしながら、今世では食べられない食べ物を口にしていた。

        　そのアーシュの内面が言うには、ザリアーシュ・デヴァ・ウィングランスは『悪役令息』らしい。前世の記憶であるゲームの世界がこの世界に酷似していて、そして選択肢によっては俺に断罪されて死ぬ運命だそうだ。

        　それを初めて知った日、俺は寝れずにぶるぶるとベッドでシーツに包まって震えていた。

        　こんなに好きなアーシュを俺が断罪？ そして殺す？ そんな馬鹿な。

        　確かにアーシュには煙たがられているけど、俺は俺に対して策略を練ろうとしないアーシュのことは大好きだ。だからこそ婚約までしたのだ。

        　絶対死なせたくない。

        　俺はその一心で、何度も何度もアーシュの内面を読み取るために宰相宅に足を運んだ。

        　ザリアーシュの突拍子もない行動は、いくつかのルートのうち、一番マシな平民落ち国外追放ルートに行きつくまでの準備だということがわかった。

        　王族として生まれた俺としては平民落ちなど想像もつかない世界だったが、アーシュはそれを心待ちにしている節がある。確かに貴族社会では思考の裏の裏を読んで行動し、相手を出し抜いて蹴落とさなければいけないところがある。そこは確かに俺も面倒だと思う。元平民の前世を持つザリアーシュが、平民を目指すことはわからないでもない。

        　だがザリアーシュの考える平民落ち国外追放も、彼のような美しい美少年が無事に過ごせる保証はなかった。今でさえ表面上は普通に接しているが、ケダモノのような内面を見せる男が一定数いるのだ。宰相子息であり公爵の地位があるからこそ守られている部分がある。

        　だから俺も準備をすることにした。

        　幸いにもアーシュが良く今後に起こることを考えてくれているので、俺はその思考を読み取るだけでよかった。黒髪黒目の少年の幻影は薄らぎ、今のザリアーシュの内面が幻として現れるようになっても、ザリアーシュは変わらなかった。

        　可愛くてちょっと変でワショクが好きでボンオドリが得意な、俺のザリアーシュだった。

        　俺の準備はザリアーシュが、国外追放ルート以外を取らないよう調整をすることだった。シナリオ自体を放棄して今から国外に逃げるという選択肢もないわけではない。俺はザリアーシュが名を知っている者たちと仲良く過ごし、彼がそのルートをたどるように仕向けた。

        　王立学園に入学して、フェリズと出会ったのもそのためだ。その時俺とザリアーシュは一五歳になっていた。

        　わざとアーシュに誤解させるように振る舞うのは少し……いやだいぶ気にくわないが、それでもアーシュが望むエンドに導くための布石でしかなかった。

        　もちろんフェリズには細かい事情は控えたものの、俺と一緒にいることでザリアーシュにいじめられるという話は前もって伝えてある。宰相令息であるザリアーシュは、このときすでに氷の姫君の異名を取るほどにその美貌を冴えわたらせていた。

        　ザリアーシュが俺の婚約者という立場にあるにも関わらず懸想する男は居て、彼の目に留まらないうち年に二人ぐらいは王国内の犯罪者が従事する鉱山送りにしたことも、今となっては懐かしい。

        　ともかくザリアーシュも俺も、フェリズには怪我をさせないよう細心の注意を払って学園を過ごした。フェリズに水をかけられることがあればすぐさまアーシュがバレないように乾かし、背後から突き飛ばされることがあったら俺が作ったアミュレットでその衝撃を和らげた。実働隊である貴族がやりすぎれば、ザリアーシュはさりげなく止めていた様子もあった。

        　というか、ザリアーシュは他人から言われるほどフェリズに対して嫌がらせをしてなかった。さすがは俺のザリアーシュ。

        　最終的にフェリズには小さな形脱毛症が出来たが、断罪イベント国外追放ルートまではどうしても頑張って貰わなくてはならなかった。

        　断罪イベントは俺が口にする婚約破棄の言葉でルートが確定するらしい。

        　アーシュと婚約破棄して一年間の罪を暴き、そのままフェリズとの婚約を発表すると、ザリアーシュ処刑エンド。

        　アーシュと婚約破棄して一年間の罪を暴けば、ザリアーシュ島流しエンド。

        　アーシュと婚約破棄だけをすれば国外追放エンド。

        　他にも複数のエンドはあるらしいが、それ以外はザリアーシュが殺されたり殺されたり殺されたりするエンドばかりで、最初から選択肢になかったようだった。

        　国外追放ルートを確定させるのは俺の言葉だが、そこまでに持ち込んだのはザリアーシュの手腕でもある。つまり二人の共同作業ということだな。

        　しかし、どう考えても卒業のダンスパーティーで王家が定めた婚約を勝手には破棄して、これだけの騒ぎを起こして王子たる俺に咎がないわけないだろう。まったくこのシナリオを書いた者はなにを考えていたのだろうか。

        　でもまあ、ここからだ。これからは俺とザリアーシュの話になる。

        　

        　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　＊

        　

        　ザリアーシュの予定になかっただろう宣言に、本人も、そして周囲がどよめいた。その音に紛らわせて俺は愛しの人に愛を囁く。

        「アーシュ、俺は此度の騒動の責を取る形で、王族から離れて爵位をいただく話を父王と付けている。場所は辺境地アルガディアだ。少し冬が長くて夏が短いが、温泉も湧き出てて毎日風呂に入り放題だ。それに室内浴場も露天風呂も完備した家を用意した。各国から有識者を呼んでコメも開発した。お前が食べたいジャポニカマイとやらに似た品種も用意したぞ。ミソとショーユもある。……実際食べたことがある人間がいないから、お前の舌に合う味かどうかはわからないが、お前が食べて調整すれば完成品に近づくはずだ」

        「はっ、えっ、なん、ええっ……」

        　内面がぴたりと外面と重なる。内面を偽る事さえしなければ、二つに別れることなどないのだ。長年探していただろう食材をあげればつぶらな瞳がさらに大きくなる。可愛い。

        「海があるところだからカイセンドンも、スシも俺が用意してやる。ノリは準備できたからな、オチャヅケもはかどるぞ。夜更かししたら鍋でラメンを作って一緒に食べよう」

        「は……じゅる」

        　明らかに落ちそうになっていたよだれを飲み込んだ音がした。震える手でアーシュは俺の手を握り返す。

        「それ、それ本当……？」

        「ああ。今夜のプロムナードにも一品用意したんだが、食べたか？」

        「っ！ あの、金平ごぼう……！」

        　ザリアーシュがちゃんと立食の片隅に用意した食材と料理を認識していたことを知って、うっすらと笑う。なんでこんな変な料理を？と首を傾げた料理人たちを説き伏せてよかった。

        「もっと食べたいだろう？ 俺の部屋にもう一品用意してあるんだ。来い」

        「そ、そんな……でもわたしは、フェリズにひどいことを……」

        　完全に心が靡いているというのに、まだ抵抗する気らしい。潤んだ瞳で見上げてくるザリアーシュはいやいやと首を横に振る。周囲の人間からすればただただ俺が口説いているように、そしてザリアーシュが恥ずかしがっているようにしか見えないはずだ。

        「シャブシャブ」

        「うぐっ……、で、殿下、でんかお許しを……」

        「タコヤキ」

        「っ……う、ぅう……っ」

        「しかたないな……これで最後だぞ？ テ・ン・プ・ラ♡」

        「っぐはぁ……っ」

        　俺の腕の中でザリアーシュは虫の息だった。力の抜けたアーシュの背を支え、抱きしめる形で見つめていると、そのエメラルドの瞳から涙がつうっと零れ落ちた。

        「フツツカモノデスガヨロシクオネガイイタシマス」

        　堕ちたな。

        　こくんと小さく頷いたザリアーシュを抱き上げると、俺は颯爽と満面の笑みでその場を後にした。フェリズに軽く手を振れば、疲れた顔で手を振り返してくれる。これでもう振り回されないと喜んでいる内面が見えた。

        　ザリアーシュを見ればもう内面の姿は浮かんでいない。代わりにおそらく俺が口にしただろう食材が、本人の妄想としてふよふよと頭の周りを飛び回っている。

        　いくら権力者の息子とは言っても、王子の持ってる権力には及ばない。アーシュが食べたがっていた食材を隠し、温泉地を秘匿し、彼が恋焦がれるものから遠ざけたのは俺だ。

        　そして今彼は俺に屈したのだ。

        　予定通りに馬車に連れ込み、すぐさま王子宮へと連れ込む。食べ物に釣られて我を忘れている今がチャンスだ。

        　正気に戻ればおそらく……。

        「てめぇ読心スキルが持ってんのか！」

        　俺の膝の上で馬車に揺られていたアーシュは、すぐにそれを思い当たった。

        　そう、彼はそれらの料理を心ではずっと食べたい食べたいと切望していたが、口に出すことはしなかった。稲の代わりに米がないかを探したことはあったが、その程度だ。

        　正解にたどり着いたアーシュを褒めるように頭を撫でた。

        「よくわかったな。ちなみに俺は詳しく見ようと思えば、相手が考えていることが幻影幻聴に加えて匂いまでわかる。子供のころは調整が利かなかったが、今はお前だけに絞ることもできるようになったぞ」

        「俺が転生者だって気付いてたのか……！」

        「そうだ」

        　頷けば可愛い唇がわななく。俺の膝に乗っているということに頭が巡っていないらしいアーシュの額に口づけを落とすと、みるみるうちに真っ赤になった。

        　前世含めアーシュに性経験がないのは知っていた。だからこういった触れ合いに弱いしすぐ逃げる。

        　ここで初めて俺の膝の上に乗ったままだと気付いたアーシュが暴れ始めた。細い腕で俺の肩を叩き、腰を跳ねさせる。それを難なく押さえ込んで、俺は耳元で囁いた。

        「オニギリ食べたくはないか？ ホカホカのコメを握ってパリパリのノリを巻いたものだ。具はないが、ちゃんと塩で味付けしてある」

        「……！」

        　アーシュは生唾を飲んだ。抵抗は弱くなり視線が周囲を彷徨う。

        「このまま帰るというなら食べさせてやれないが、俺の伴侶になるならまずはオニギリから食わせてやる」

        　ちゅっと銀髪に口づけしてアーシュの体温を楽しんでいると、馬車が俺の住まいに着いた。

        「わっ、ちょっ……殿下っ、本当に俺にすんの?!」

        「愛していると言っただろうザリアーシュ」

        　もう一度横抱きにされて俺に運ばれるアーシュは無意識にか歩きやすいようにか俺の首に腕を回してくれた。なんというか……ちょろいな。これなら計画をもっと早めてもよかったかもしれない。いやしかし、今回のエンドにたどり着かないとアーシュが死ぬ可能性もあったからな。これでよかったに違いない。

        「おに、おにぎり……」

        　そろそろと周囲を見回して呟くものだからアーシュは可愛い。廊下を抜け自室に入ってベッドに下ろすと、今までの無表情さはどこにいったかと言わんばかりにくわっと眉間に皺を寄せた。

        「おにぎりは?!」

        「夜食だ。普通にプロムナードで食べただろう。少し我慢しろ」

        「やだ！ 今食べたい！」

        　……やだって、やだって言ったぞ。かっわいいなあ俺のアーシュは。

        「すきっ腹で食べる料理ほど美味しいものはないだろう？ 俺が身体を動かしてやるから、一緒に腹を空かせような」

        　俺が笑い掛けながらアーシュの服に手をかけると、可愛い悲鳴を上げた。

        　ここまで来てようやく、自分の貞操が危機に瀕しているということをようやく理解したらしい。真っ赤な顔で抵抗を繰り返すアーシュに愛情ばかりが重なる。

        「えっ、ちょっ、まっ……婚前！ まだ婚前だ！」

        「お前、俺の告白に頷いただろうが。あれで人前式の条件は満たされる」

        　俺の言い分に血の気の引いたアーシュはわなわなと唇を震わせた。

        「っぎゃあああ！ 無理っ！ 無理おうち帰るうぅ！」

        「はは、何を言う。領地に移動するまでは俺とお前の新居はここだ」

        　ずるんとスラックスを脱がし、靴下や靴を放り投げ、服を脱がしていく。

        　全部ひん剥けば、白い裸体があらわになる。ああ夢にまで見たザリアーシュの体……正直アーシュが何度か温泉に入る妄想をしていたから、それで裸体は何度も見ていたものだったがそれよりも肉付きが薄く、おうとつの少ない肉体をしていた。

        「俺っ！ 無理だって！ したことねえし！」

        「当たり前だろう。もし俺以外にこの身体触れさせてたらその男、尻から杭を入れて口から出させる」

        「ひぃいい！ 殿下ヤンデレ攻め要素ないはずじゃんか！ こわっこわいよおお!!」

        「……」

        　俺も焦りすぎてしまったのかもしれない。アーシュをギャン泣きさせてしまった。

        　髪をかき上げ大きく息を吐く。下半身がずきずきと痛んだ。完全に勃起したペニスが窮屈すぎて鬱血しているのだ。さらに泣かせることになるとはわかりつつも、俺も服を脱ぎ捨てた。

        「ひっ！ アナコンダ！」

        　その言葉とともに俺が転がしたアーシュの枕元に蛇が現れる。妙に薄っぺらいので想像した産物というのがわかるのだが、ずんぐりむっくりとしてまるでぺに……なるほど？ アーシュには俺のペニスはそんな風に見えているのか。

        　ぐずぐずとなくアーシュの身体を跨いで、その薄い腹にペニスを擦り付ける。ぷにぷにとした筋肉があまり感じられない柔らかな素肌に欲情を催すが、挿入するにしてはアーシュの身体はがちがちに固まっていた。

        　同い年だというのにアーシュは骨格も華奢で身長も小さい。つんと吊り上がり気味の瞳が今は潤んでいる。ぶるぶると震える様は小動物のようだった。

        　アーシュの前世とは違い、この世界では性別などはない。そのせいかアーシュは自分が挿入される側だという認識が薄いようだった。

        　氷の姫君と呼ばれつつも、アーシュは懐に入れた相手に対する態度は柔らかい。だからアーシュの側近でも複数人が懸想していることは知っていた。それでもアーシュが、俺のために今まで純潔を守り抜いてくれていたことを思うと、涙を禁じ得ない。あっという間に俺に連れ去られたことであいつらは今頃地団駄でも踏んでいるといい。

        　少しばかり考えながらアーシュの下腹に擦り付けていると、薄い肩を震わせたアーシュがそっと俺のペニスを握った。

        「う……ぅう、あっつ、あっつい…………でっ、殿下、手で、手でしたら、ゆるしてくれます……？」

        　瞳を伏せ気味にしながら、細い指でアーシュが俺のペニスを扱いてくれる。手つきはぎこちないが、彼が自ら積極的に扱いてくれるというその行為に眩暈がしそうだった。

        　今までそういった接触は一度もなかっただけあって、欲望のコントロールが効かない。確かにそれだけでもいいと思ったのに、俺の口から出たことは違うことだった。

        「ふむ。では夜食はノリだけでもいいか？」

        「ひっ、……じゃ、じゃあ何したらっ、ほかほかごはん付けてくれるんですかっ?!」

        「お前の全てを俺のものにさせてくれたら」

        「俺の貞操が、おにぎりと交換だなんていやだあ～～～！」

        　えぐえぐ嘆きながらも、手を上下に動かして俺を高めようとしてくるアーシュ。サイズも一回り大きくなったが先走りでぬめり、わずかな水音が聞こえてくる。

        　おそらくアーシュはどさくさに紛れて俺をイかせて、その後落ち着くのを狙っているのだろう。だが俺もそう簡単に諦められない。一〇年以上片思いしていたのだから。

        「オニギリだけじゃない。ほかのもの全てお前に与えよう。だからお前を俺にくれ。……ずっと、ずっと好きだったんだ」

        「っ……でも、そんな、おれ……」

        「……せめて口付けさせてくれ」

        　本音を言えばキスだけじゃ全然物足りない。本当にもうあと少しで想いが溢れて止まらなくなりそうだ。でもアーシュを泣かせることは本意ではなかった。

        　俺の訴えから切羽詰まったものを感じたのか、アーシュはおそるおそるといった表情で頷いた。すぐさま身体を屈めて柔らかい唇に自分のものを重ねる。小さな口だ。指二本入れたら一杯になりそうなほどで、いつかはこの口で俺の性器を咥えてもらえると思うとそれだけで堪えきれなくなる。

        「んんっ……っは、ぁん、んん～～～……っ！」

        　アーシュの小さくてかわいい口を割って、舌を差し入れて存分に味わう。小ぶりな歯並びも、俺の胸板を押したくても全然力の篭っていない手も、溢れる小さな声も。全てが求めてやまないものだった。

        　鼻で呼吸することが上手くできないでいるせいで、キスの合間に息を吸い込み吐き出す。それがまた下手で俺の口に吸い付いてしまい、戸惑う様子さえ可愛い。

        　俺とアーシュを隔てるものはなにもなかった。肌が薄く小ぶりな乳首を優しく可愛がり、反応の良いところを探して撫で回す。……アーシュは自分のペニスが俺の腹筋を突いていることに気付いているだろうか。いや、この表情ではそこまでの余裕はないだろう。

        「はふ……っ、？ はぁ……ぅ、ふ……？」

        　口づけに溺れた氷の姫君は、どうして自分が今ここに居るのかさえもわからないような表情で蕩けていた。何度も吸い付いて舐めて噛んだ唇はうっすらと赤く、また上気した頬も艶めかしい。長いまつげがしっとりと濡れて束になっている。朱を刷したようなまなじりの色香が堪らない。

        　つんと尖って自己主張し始めた胸の突起は、俺に嬲られて一回り大きくなったようだった。

        　無意識に膝頭を擦り合わせて快感を逃しながらも、下肢中心の屹立はぴくぴくと先端を震わせ雫を滲ませている。剥けていないその部分はまさに無垢さの象徴で、それでありながら先端の赤い果実の割れ目にぷくっと浮かんだ甘露をただ滴らせるのは惜しくて、つうっと落ちかけたそれをすくい取るように舌を這わせた。

        「ひゃっぁ、ううぅっ！ らめっ、らめ、きしゅだけって、いったぁっ！」

        「口付けだけだが、なにか？」

        　手と足で自身の性器を隠そうとするアーシュを優しく可愛がりながらこじ開けさせ、舌先であらわになった先端を突く。俺の前髪を掴み、太ももで顔を挟んで押しのけようとするが、それも何度も何度も舌と唇で性器を可愛がってやると力が抜けていく。

        「ひっくぅ……っ……ぐずっ……でんか、でんかこわいよお……っ」

        「ふむ。お前のココは、良いと言ってるようだが……？」

        「いってらい、いってらぃいい……」

        　すんすん泣き言を口にするアーシュは目に毒なほど愛らしかった。

        　何度も舐めて啜って可愛がったアーシュのペニスは、痙攣を繰り返している。何度も絶頂をはぐらかすように根元を押さえたり、あと一舐めで達したところを焦らして刺激を与えなかったせいだ。俺の顔を挟んでまで、それ以上近づけなかったはずの足もぱっかりと開き、頑なだった花芯を俺の前にさらけ出している。

        　皮も剥こうと思えば剥けるが、同い年でありながら幼さを内包したアーシュらしさを際立たせていて悪くない。それに皮の中で亀頭を扱く方がアーシュは好きなようだった。

        　可愛いアーシュの痴態に、ぱくりと花芯とその下の袋まで咥えて味わいながら、一度自分の性器を扱いて精液を吐き出す。甘やかなアーシュの蜜のような香りに、俺の無粋な野生の匂いが交じり合うことに興奮した。

        「あっ、ん、ん……っふ、こわ、こわい……や、らっや……」

        「なにも怖いことはないぞ、俺のアーシュ」

        　口では嫌がる素振りを見せながら、アーシュは腰を上下に拙く揺らしている。達したいのに俺がそれを妨げているのを不満に思っているのか、小さく唸る声も聞こえた。ぐずる子供のようで愛らしい。

        「ぅあ、あ、や、……キスだけって」

        「ここも、キスしてやるだけだ」

        　足を抱えて小さな尻の割れ目を広げてやると、アーシュが喉を震わせて小さく抵抗した。大きく開かせた臀部はもっちりとして柔らかい。さきほどから舐めてふやかしまくっていたペニスを舐め、双玉を口に含んで転がしたあと、会陰をゆっくりと刺激しながらきゅっと小さく窄まったアナルへ舌を這わせる。

        　とん、とん、とん、と何度もソコを濡らすように舌で刺激してやると、アーシュが腰を揺らした。もどかしいのだろう。が、アーシュの未開拓の身体では、ちゃんと教えてやらねばならない。潤滑剤を使うのも手だが、ちゃんとそこが濡れるものなのだと自覚させてやりたかった。

        　何度も口づけをして舌で舐め続けているとやがて、くちゅ……と水音がした。俺を受け入れるためにじわじわと皺から滲みだすようにアーシュの愛液がにじみ出てくる。それに誘われるまま吸い付き舌を差し入れると、アーシュの嬌声が上がった。

        「きゃぁうっ……っあうっ、でんかっ、だめっ、やあっ！」

        　甘く蕩けた声に誘われるがままに舌で可愛がり唇で吸い付く。気持ち良さに反応して蕩けてくるそこは、紛れもない性器だった。

        　ぬぷっと広げるようにして指を差し入れて掻き回すと、空気も含んだせいで淫らな粘膜がいやらしい音を立てる。

        　それに反応した俺のペニスはまたもや大きくそそり立ち……仕方ないのでもう一度精を吐き出しておく。本能の赴くままアーシュを可愛がったら、抱き潰してしまうからな。怖がらせてしまった分、痛みは与えたくなかった。

        「でん、っでんかぁ……っも、おれ、もう、らめ……っ」

        　早く終わらせてほしいと言いたいのかもしれない。でもそんな甘い声で誘われては駄目だった。

        　二度も精を抜いたはずなのに、ほとんど大きさも性欲も変わらない自分自身に苦笑してしまう。アーシュのアナルは柔らかく大きく口を開いてくれたが、それでも俺のものを受け入れるにはまだ小さい。仕方なくそっと感覚を麻痺させる塗り薬を下の口に塗り付けて、その部分に亀頭を押し当てた。

        　熱さと太さを感じたのか、またアーシュの瞳が潤む。

        「キス、だけって……」

        「すまないアーシュ、俺の愛しい人。先っぽだけ、入れさせてくれ」

        「っ、あ、ぁ、ぁあ……」

        　ぐうっと押し込めば、柔らかく広がった媚肉が健気に俺のペニスに吸い付いてきた。慎重に様子を伺いながらくぽんっとくびれまでを押し込む。息を吸っては吐くだけで、きゅんきゅんと締め付けてくる感触が堪らない。

        「ああ、アーシュ、好きだ。大好き」

        「んぅ、ああ、やっ、くるし……っ」

        「よく頑張ったな」

        　頭を撫でて褒めながら何度もキスの雨を降らす。今度こそは快楽を与えてやろうとアーシュのペニスを扱きながら軽く腰を振ってやれば、甘やかな鳴き声が上がった。

        「っぁ、あんっ、あんっ、あ、そこ、あ、ああ、んっ」

        　ばたばたと居所がないアーシュの両腕が暴れてシーツをかき乱し俺の胸板を押す。その腕を掴んで首に回してやれば、ようやく安定したかのようにきゅっと縋りついた。……アーシュ、それは駄目だぞ。

        「あんっ!!」

        　思わず腰を大きく打ち付けてしまい、俺は奥歯を噛み締めた。半分ほど入っただけでもうアーシュの肉膣はいっぱいなことを俺に伝えてくる。もっと深く押し入りたい気持ちを堪えて引き抜き、アーシュの反応がよい前立腺をとんとんと一定間隔で突き上げてやると、細腰が躍った。

        「ら、めっ、あ、あ、んっあ、だめ、いく、いくいく、いっちゃうっ！」

        「いいぞ、っほら出せ」

        「あ、っは、あああ、っああん！ いくぅっ!!」

        　びゅっびゅっと小さいペニスから白濁が噴きあがる。きゅううっと痛いぐらいに締め付けられ、俺も根元の部分を扱きながら遠慮なく中へと種付けをする。

        「あちゅ……っ」

        「っ」

        　うつろな目で下腹を撫でたアーシュは、そのまま心地よさに誘われて意識を失った。俺は大きく息を吐き出し、ゆっくりと自分自身を引き抜く。柔らかく亀頭を食んで刺激してくれたアーシュのアナルは、引き抜かれるのを嫌がるように俺の肉棒に吸い付いてくる。そこから抜くのは普段以上の理性が必要だった。

        　ちゅっぽ……と引き抜かれたあとは、赤く熟れた媚肉を覗かせて俺が吐き出した精液をとぷんと溢れさせている。孕むには幾分浅い場所だ。今回の行為では難しいだろうと考えつつも指に白濁を纏わせ、中へと押し込む。

        「ん……」

        「もう少し俺のペニスが小さければな……」

        　くちゅくちゅと内壁へ白濁を刷り込み、誰のものなのかしっかりと胎に刻み込んでやる。アーシュはアナルへの刺激に瞼を震わせたが、起きることはなかった。

        　アーシュを抱き上げて浴室へ出向き身体を清め、その間に部屋も片付けてもらう。すうすう静かに眠るアーシュを抱きしめて眠れば、俺の胸板に頬を擦りつける仕草をするからまた勃起してしまった。

        　だが処女を散らしたばかりだ。懸命に耐えて全身にキスマークを散らすだけに留めて眠りにつく。

        　だがまあそこまで深い眠りにつけるはずもなく、俺は早々に起き出し、アーシュが喜ぶだろう朝食の用意をさせながら、麗しの氷の姫君の寝顔を堪能した。

        　なにやら小さく寝言を言い、しきりに口を動かすので指を差し出せば、ほんのりとした笑顔で俺の指を咥えてちゅっちゅっと吸い出す。おかげで下半身が重くて仕方なかった。昨日だって散々出したというのに、尽きることのない性欲に自分でも驚く。

        　途中、執事が来訪者の訪れを告げてきた。相手はアーシュの側近と友人たち、そして今回散々迷惑をかけたファリズが来ているという。

        　もっとアーシュの寝顔を堪能していたいところだったが、コメも炊き上がったと言われたことだし朝食の用意をしてもらいこの場に運んでもらう。

        　アーシュの身体は正直なもので、ミソシルとオニギリが運び込まれた途端にきゅるるると音が鳴り、ゆっくりと覚醒した。

        「おはよう可愛いアーシュ」

        「……てめぇっ」

        　起きた当初はどこにいるのかわからなかったのか呆けた表情を見せたが、俺が声を掛けるとぎろりと睨んでくる。アーシュは顔立ちが整っていることもあって睨まれると冷たさが滲みだす。が、そんな表情にも慣れている俺は怯むわけがない。

        　彼を膝の上に乗せて後ろ手に侍女に指示をし、朝食を近くに寄せてもらう。どんっと細腕が俺の胸板を叩いた。

        「人をぬけぬけと強姦しやがって！ ふざけんなてめぇとの婚約なんて破」

        「ほら、約束の品だ」

        　余計なことを言う前に、がなり立てる小さな口を大きめに作ってもらったオニギリで塞いだ。手を離せば慌てて両手で鷲掴みにする。脳が処理しきれていなかったのか、身動きを止めたアーシュは、そのうち瞳をきらきらと輝かせて、もっもっもっ……とオニギリから口を離すことなく食べ始めた。俺が髪を梳いても頬に口付けをしても無視で、オニギリに夢中だ。

        　半分以上食べ進めたところで急に我に返ったのか、ぎゅんっと勢いよくまた鋭い視線を向けられた。

        「こんなことで俺はっ」

        「汁物もいるだろう」

        　木をくりぬいて作ったものだが、アーシュの知っているお椀とやらにたっぷりのミソシルを差し出すと、目がそちらにくぎ付けになった。

        　震えるアーシュの手からオニギリを受け取り持たせてやると両手でしっかりと持ち、ずずっと啜る。音を立てて汁物を口にするのはこの国ではマナー違反だが、それを今指摘するつもりはなかった。

        　ハシを手渡してやれば本当に器用に二本の棒を使って、ミソシルにいれたトーフとワカメを口にしている。そしてまたハッとしたように振り返ったので、次はダシマキタマゴを差し出してやると、「うぐぅっ」とくぐもった声を出しながら、俺の手の上の皿の上からダシマキタマゴを取って口に運んだ。

        　散々食い散らかしてアーシュは悔しそうに拳を握った。

        「おいしいいい……」

        「それは良かった。領地となる辺境地にはもっとちゃんと、たくさんのお前の好きな食事を用意しているのだがな。お前が婚約破棄して欲しいというならそれらもすべて無用の品物となる。焼き払うことになるのは残念だ」

        「ゔっ」

        「温泉もだ。あれなら寒い冬でも観光の目玉となるだろうと領民たちも喜んでいたのだが……俺の妻となる辺境伯夫人がいないというのであれば、可哀想だが領民たちに使わせるわけにもいくまい」

        「……殿下」

        「俺はもう王位継承権を返上した。名を呼べアーシュ」

        　ちゅっと髪に口づけを落としながらそう囁くと、上目遣いにアーシュは俺を見上げてきた。その瞳は揺らめいている。

        「けっ……結婚しなきゃ、やっぱだめ……？」

        「初夜も迎えたというのに、そこからか？」

        「だっておれ………じぇ、ジェラルドのこと……その、そういう意味で、意識したこと、なかった、し……」

        　ぽぽぽっと頬を赤く染めて改めてオニギリの残りにかぶり付くアーシュに、俺は彼には見えないところでぐっと拳を握った。

        　食べ物で釣ってなし崩し的に身体を奪った相手に対して、嫌悪感を前面に出すわけでもなくこの態度。もう俺の勝ちではないか。

        　思わず嫣然とした笑みを浮かべてしまう。

        「それは、これからは意識してくれる。ということでいいか？」

        「……意識しても、っす、きに、なるか……わかんないよ？」

        「それは俺の努力次第だろうアーシュ。ありがとう」

        　もう一度愛情をこめて抱きしめながら額に口づけを落とす。それから抱擁を外して侍女を呼び、改めてアーシュが欲していた朝食のおかわりをテーブルに並べてやった。それだけでアーシュの瞳は釘付けになる。

        「さあお前のために用意したものだ。たんとお食べ」

        「うう、いいのかなあ……いっただきますっ！」

        　多少思案する素振りは見せたものの、食べ物の魅力に負けたのか腰を庇う素振りを見せながらもそちらに移動し、姿勢よく猛然と朝食を口にし始めた。

        　泣き笑いの表情で食べるアーシュの愛らしさに見惚れながら、押しかけてきた来訪者たちの悲喜こもごもな表情を想像し、俺は小さく笑うのだった。

        完

        


    

    
        【夜明けの祈誓】　iroha

        　

        


        「ここは……？」

        　ひどい悪夢を見るのはいつものことだ。今日もなんとか必死に頑張って、悪夢から目を覚ますことはできた。原因は己の心にあると分かっていても、悪夢の中に取り残されるのは辛く、いつもなら夜明けと共に起床することが多い。それなのに明るい陽光が、淡い色のカーテンの隙間から差し込んでいる。今日はいくぶん寝過ごしてしまったらしい。

        　祈りと身支度のために起き上がった青年は、自分が見慣れぬ部屋で横になっていたことに気づき、困惑した。

        （昨日は、祝宴があって……しかし、終わった後は確かに自分の部屋に戻ったと思っていたが）

        　神殿で執り行われた彼自身の婚約式の後。王宮へと場を移し、この国の贅を集めたと言っても過言ではない、豪華な祝宴が催された。彼にとって宴への参加など仕事の一環でしかないのだが、彼の婚約者となった隣国の王女と、息子の地位に固執する母――この国の王妃にとっては宴こそ自分たちの戦場とばかりに、華やかさを競い合って見えた。そして、その周囲には彼女らに追従する貴族たちで溢れかえる。その光景をぴくりとも笑わずに見守る彼を、人々はまた誉めそやすのだ。『いつ、いかなる時も聡明で冷静であられるツィロ王太子殿下』――と。

        「ジャン。すまないが水を……」

        　王宮のすべてを把握しているわけではない。何か事情があって、知らない部屋に運ばれたのだろうか。いつもなら必ず近くに控えている己の侍従の名前を呼ぼうとして、ツィロはさらに困惑した。自分が話したい言葉を、自分ではない若い男の声が紡ぐのだ。気持ちの悪い違和感に悩みつつも侍従を探そうとして、鏡に映った別人の顔――柔らかな髪質のせいで寝癖がついた短い赤髪に、ヘイゼルの瞳。甘めの顔立ちはしているが、背はそれほど高くなくて痩せている――を見て、ようやくツィロは自身を襲った問題を理解した。

        　

        ***

        「ワルター様、お待たせしまして申し訳ございません！」

        　状況を把握するために、部屋から廊下に出てすぐ。この屋敷のメイドを見つけて声をかけた途端、彼女は額を廊下に打ち付けんばかりの勢いでツィロに頭を下げた。

        （やはりこの顔は、ヒディア卿のところの……末子ワルターのものか）

        　一度か二度、舞踏会で見かけたくらいだが、ツィロもワルター・ヒディアのことは知っている。没落した貴族から爵位を買ったというヒディア当主は、更なる高みを目指して子どもらと共に社交界への顔出しに余念がなかった。

        「何卒お許しくださいませ……！」

        　廊下のど真ん中で涙交じりの謝罪を繰り返し、小さくなっているメイド。その指から肩から、全身を震わせていてひどく怯えているのが分かる。

        「……大丈夫。立ち上がって」

        　もう良い。そのつもりで軽く肩に触れると、メイドは驚きのあまり腰を抜かしてしまった。それから、大きな目をまん丸くしてツィロを――いや、ツィロの心が入り込んでしまった『ワルター』を見上げてくる。

        「あの、あの……夫とは死別し、小さな子どもたちを養わなくてはならなくて……今、お屋敷を追い出されてしまうと一家で路頭に迷うことに」

        「ええと……私は、貴女を罰するつもりはないと言えば分かってもらえるだろうか。顔を洗う水を探している。すまないが用意してくれ。それと……王太子たちは今どうなっているだろうか」

        　ツィロ自身が困惑しているのだから、目の前のメイドが混乱してもおかしくはない。ツィロの侍従・ジャンは、ワルター・ヒディアと通っていた学院で同級だったことがあるという。その彼から聞いた話は、ざっとこんなものである。貴族の子息にはあるまじき、弱い立場の者に対しては横柄かつ横暴な態度。使用人らに至っては人とも思わない。他人の失敗には呆れるくらい敏感で、すぐに苛烈な罰を与える。親であるヒディア子爵が大金を使い、火消しを都度行い、立場が上の者たちには媚びへつらうという。ジャンが直接ワルターのことを知っていなければ、ツィロのところまでワルターの悪い話しが聞こえてくることはなかったかもしれない。

        「あの、あの……王太子殿下は王宮にいらっしゃるかと……あ、お水……お水、急いでお持ちしますっ！」

        　這うようにして、『ワルター』からメイドが離れていった。『王太子』は王宮にいるという。では、自分の身体には――。

        （ワルターが、私の身体のうちに在るということか？）

        　どうしてこうなったのかは分からない以上、ワルターに会わなければならない。その能力の違いは千差万別と言っても、この国で貴族を名乗る者には魔力が備わっていることが多い。そんな中、爵位を買い取って貴族に収まったというヒディア一族には、魔力を持つ者はいないと聞いているので、ワルター自身が起こした事象とは考えにくい。犯人の真の狙いはツィロのみだったのに、ワルターも何かしらの事件に巻き込まれようとしているのなら、何とかして体を本来あるべき通りに戻さなければならない。自分のことであるのに、そこまで淡々と考えたところで、顔面蒼白のメイドが戻ってきたのだった。

        　

        ***

        「はははっ、本当に成功するとは思わなかったな」

        　ツィロの目の前で哂うのは、この国の『王太子』――すなわち、ツィロの身体だ。

        　

        　少し前。身支度を終え、王太子への謁見を求める遣いをヒディア家の人間に頼もうとしていたところに、あちらから呼び出しがかかった。今まで接点などほとんどなかった『王太子』からの呼び出し――今度こそ罰せられるのでは、と噂する声が馬車に向かうツィロの耳にも入って来た。

        　そうして王宮の、人払いされた一室に招かれたツィロの目の前に現れたのは――楽し気に笑う『王太子』だった。いつでも優しく誠実にツィロに仕えてくれたジャンも、『王太子』の側に侍っている。

        （当たり前だ。彼は本当に、私に……『王太子』に、よく尽くしてくれていたのだから）

        　今もきっと、ワルターの心を持つ『王太子』が自分の主だと疑いもしていないはずだ。何より、『ワルター』として訪れた己を見てきたジャンの、初めて見る冷たい眼差しに、ツィロは心が痛くなった。自分の主である『王太子』に、『ワルター』が何か悪さをしないか警戒しているのだ。廊下に出るよう命じられてもジャンはしばらく渋っていたが、今までツィロがほとんど使ったことのない命令をされて出て行ってしまい、この部屋からは『王太子』と『ワルター』以外に人がいなくなった。

        　

        「いやー悪いな、『ワルター』。どうしても、この立ち位置から世界を見たくなってね。何と言ってもこの大陸で一番美しいと言われる隣国の女と婚約って聞いたら、羨ましすぎてさあ。うちの親父殿がどんなに頑張ってもどうせ王族には手が届かないし。まあ、いっつもつまらなそうに行事に参加しているあんたよりは、よっぽど面白おかしく生きてやるよ」

        「……貴公は、今まで魔力を行使したことはないと聞いていたが」

        　無駄話を更に続けそうだった『王太子』の言葉を遮り、ツィロが問いかける。すると、目の前の青年はゾッとするくらい、酷薄そうな笑みを浮かべた。幼い頃から母に厳しく躾けられてきたツィロは、元の身体で笑うことなどしたことがない。あまりにも冷たく笑う己の顔から、目を背けたくなる。

        「良い質問だな、『ワルター』。少し前に、神殿で悪魔祓いを受けるよう言われて何日間か閉じ込められたんだが、そこで見つけたのさ。がっちり鍵がかけられていたからお宝でもあるのかと思ったら本の山で、全部燃やしてやろうかと思ったが……禁術ばかりが綴られた本を見つけてしまってね」

        「神殿の禁室から？　あの場所は神兵も守りにつき、厳重に管理されているはずだが」

        「そんなの簡単さ。やさしーくお願いして、神官殿に開けてもらった。連中も所詮、神なんかじゃない低俗な人間だ。反省したふりしてあっちが油断した隙に媚薬でも盛れば、男にも乗っかって盛るんだから。正気に戻った時のあいつらの顔、本当に見物だったぜ」

        　『王太子』が楽し気に話したことは、優秀と周囲から言われ続けてきたツィロでも、一瞬で理解することができなかった。

        「んで、奴隷の中にいた魔力自慢のヤツに『国に帰してやる』って唆したら、あらびっくり、入れ替わりの完成だ。ああ、言っておくが元には戻れないぜ。術者となったヤツも禁書も、きっちり始末したから」

        「……殺したのか……？　罪のない者を？」

        　『王太子』の顔が、とてつもなく醜悪な笑みに歪んだ。他にも、『王太子』はツィロですら耳を覆いたくなる、己の所業を楽し気に話し続ける。

        「――止めよ」

        　静かに、ツィロの心の中に波立ち始めたこの感情は、怒りだ。厳しい眼差しで笑い続けている己へと近づいたその時。「うわぁあああ!!」と大声を出し、『王太子』は傍にあった花瓶などを薙ぎ払いながら、自ら派手に転倒した。

        「殿下！　何事ですか?!」

        　即座に扉が開かれ、ジャンや護衛官が駆け込んでくる。彼らの目に映るのは床に体を打ち付け、横たわる『王太子』と、立ち尽くす『悪逆の子爵令息』だ。

        「『ワルター』は悪くない。俺……私が勝手に転んだのだ」

        「とにかく、その者を部屋から連れ出せ！」

        　護衛官たちの動きは素晴らしかった。すぐにツィロの心を宿した『ワルター』の体を組み伏せ、ぬかりなく拘束する。ジャンに助け起こされながら、床に組み伏せられたツィロを見て『王太子』はにんまりと笑んで見せる。力づくで両脇を抱えられ、部屋から引きずり出されてしまう。己の侍従だったジャンのすぐ横を通り過ぎた時、ツィロは必死にその袖をつかんだ。

        「……『夜明けの狼』が壊れたら、躊躇なく陛下に奏上してくれ」

        　そう伝えるのが精一杯で、ジャンの表情を見ることすら、今のツィロにはできなかった。

        　

        ***

        　思慮深く優しい『王太子』は最後まで『悪逆の子爵令息・ワルター』への厳罰を望む声を諫め、極刑を免れた『ワルター』は隣国にある神殿の預かりとなることが決まった。作物も育たない僻地に追いやられるのが通常である国外追放処分から見れば、十分易しい処分であると言える。国外の神殿をあえて選んだのは、周囲の溜飲を下げるためと、ツィロ本人が近くにいるのは、この入れ替わりの露見を避けるためなのだろうか。

        （自分の体を殺すのはさすがに惜しいということか？）

        　それとも、護衛する者すらいない状態で国外に追い出せば、そのうち死ぬだろうと考えているのかもしれない。それが狙いだというのなら、まさしく狙い通りだ。正妃との間に生まれた第一子で、生まれながら王太子となることを渇望されたツィロは、王宮の外に出たことなどほとんどない。勉学も王宮の自室で行われ、両親と共にどこかへ行くなどということは許されなかった。だから、身一つで放り出された今、どうやって生きていけばよいのかすら分からない。

        （こんな終わりも……意外と、悪くないかもしれない）

        　ツィロがいくら自分はツィロであると叫んでも、誰にもこの体に宿る心がツィロであることを信じてはもらえないだろう。信じてもらえたとして、ワルターの話が真実であれば元に戻ることすらもうできない。王太子でなくなった己には、もう何も残っていない。それは『ワルター』としての過去の経緯などもあり、ツィロが引き継ぐことができるものが何もなかったからでもあるが。しかし、二十歳近くなるまで王宮という監視下におかれ、己の生死を含めて一切の自由など許されなかったツィロにとって、これが初めて得た自由だったことに気づく。

        　

        　隣国の王都近くまでなんとか辿りついたものの、道に迷っているうちに力が尽き、整えられてもいない道の脇に座り込んだ。最初に持たされた食糧も尽きているが、補充するための店も見つけられない。大きな木に背を預け、見上げた空は驚くくらい広くて、頬を撫でていく風もなにもかも、素晴らしく感じる。

        （私は王太子として真実、不適格だったのだろうな）

        　こんな風になっても、少しも悔しく思うこともなく、自由を得たことに喜びを感じてしまったのだから。

        　疲れた。ほんの少しだけ、休憩を。そう思い目をとじて――次に目を覚ました時、またもツィロは見知らぬ部屋で寝かされていた。

        　

        「ああ、良かった。目が覚めたのですね。ぐっすり眠れましたか？　衰弱しているようだったので心配しました。自分はこの村の神殿に勤めております、メロウと申します」

        　柔らかな、男の声。ワルターの身体と入れ替わってしまってから、優しく声をかけられたのは初めてだ。驚いて硬直していると、声の主である年老いた神官は手に持っていたトレイを寝台のすぐそばに置いた。装飾の一切ない部屋の特徴からして、ツィロは辿りついた村にある神殿の中に入れてもらったらしい。

        （……こんなにも、人の声とはあたたかく聴こえるものなのか）

        　かいがいしく世話をしてくれる神官に礼を告げると、笑顔が返ってくる。そして、その神官が入って来た扉が勢いよく開いたかと思うと、子どもたちがわらわらと逃げていくのが見えた。

        「あの子たちは……」

        「覗き見はいけませんと申しているのですが……騒がせて申し訳ありません。ここでは、親を亡くした子たちも一緒に暮らしているのです。貴方も行くあてがないのなら、気の向くままここで暮らしたら良い」

        　年老いた彼からしたら、ワルターの見た目も子どもに見えるのかもしれない。しかし、縁もゆかりもない己が居座っては迷惑になるだろう。断ろうと口を開きかけたツィロに向かって、神官は穏やかに微笑んだ。

        　

        ***

        「ツィー！　これ、なんて書いてあるの」

        「先生、外で遊ぼうよ」

        　ツィロが動くたびに、子どもたちもついてまわる。行き倒れたのを年老いた神官・メロウに拾われてからというもの、彼の提案で子どもたちにちょっとした勉強を教えることになった。最初は正体不明の異国人を好奇心で遠くから見ていた子どもたちだったが、寝食を共にしているうちに自然と距離は近づいていった。人は、こんなにも感情表現が豊かな生き物だったのか――そんなことを、ツィロは毎日思う。ツィーという呼び名は、メロウと決めた。神殿に提出するつもりだった身上書を出した上で、メロウは「新しい名前を決めましょう」と申し出てくれたのだ。ワルターと名乗ったら自分がそのままワルターそのものになってしまいそうで、せめてもの抵抗でもあった。

        「こらこら、そんなに引っ張ったらツィーの服が伸びてしまうでしょう」

        「メロウ様、大丈夫です。裁縫も少し、できるようになりましたから」

        　書斎から顔をだしたメロウに窘められたのに、子どもたちはメロウへと近寄っていく。子どもたちへの授業が終わったことを報告すると、メロウは微笑みながら子どもたちの頭を順番に撫でていく。それから、自分と大して背丈の変わらないツィロの頭も、軽く撫でていった。

        　前なら、不敬だと周囲が騒ぎ立てたかもしれない行為。けれど、母からも優しく触れてもらった記憶など一切ないツィロにとって、他の子どもらに向けられるのと同じメロウの慈しみを受けているうちに、過去の己がどれほどつまらない人間だったのかを思い知るようになった。そんな話しすらも、メロウは真剣に聴いてくれる。

        「では、ツィー。街への買い出しに付き合ってくださいますか」

        「もちろんです！」

        　今まで、メロウは食糧の買い出しなどを一人で行っていたのだという。王都から巡回にくる騎士たちが手伝ってくれることもあるというが、ここに来てから間もない頃、一人で買い出しに行ったメロウが息つきながら大量の荷物を運んで来たのを見た時の衝撃は忘れられない。それでもメロウは笑っていたが、次の日は立ち上がるのも少し辛そうだったのをツィロは見ていた。ツィロの今の身体――ワルターが追放された身であることを、メロウは知っている。財布や帳簿に近づくことにもなる買い出しを手伝うと言っても、良い顔はしないかも――そう思いながらも手伝いを申し出たツィロを、メロウは快く街へと連れ出してくれた。

        「メロウさん、良い魚が入りましたよ」

        「猪肉が手に入りましたぜ！　この辺りを荒らしていた、とびっきり威勢のいい猪さ！」

        　メロウが市場を歩くと人々がこぞって声をかける。なるほどとすぐよそ見をしてしまう老神官を諫めつつ、目的どおりの食糧を買い込むことがツィロの役割になりつつある。

        「メロウ様。魚は自分で釣ってきますから。子どもたちから、焼き菓子をねだられていたでしょう？」

        　そうでしたねとメロウが穏やかに微笑む。一通り目当てのものを買い込み、最後に子どもたちの土産にする焼き菓子を買い終えたのと、「危ない！」と人々が悲鳴を上げたのはほぼ同時だった。子どもをその背に乗せた大きな馬が、制御の効かない様子でまっすぐにこちらへと向かって来たのだ。咄嗟にメロウを自分の後ろに庇いながらも、ツィロは急いで周囲を見回す。自分も一緒に逃げるのは簡単だが、己の後ろには逃げきれない人々が残されているのだ。

        「風の精霊！　私にまだ協力してくれるのであれば、あの馬を風の壁で囲め！」

        　ワルター・ヒディアに魔力がないことは聞いている。魔力があるとしても、精霊たちにそっぽを向かれてしまったら力を発動することはできない。それを承知で、必死に声を張り上げたツィロの要請に、確かに風の精霊たちは答えてくれた。馬は唐突に現れた見えない壁に驚き、棒立ちになって背中の主を振り落とす。それから誰もいない方へと向かってそのまま走り去っていった。

        「大丈夫か？」

        　馬から振り落とされ、地面に投げ落とされた子どもにすぐ駆け寄る。風の力がクッションになったはずなので酷い怪我には見えないが、痛みを感じてすぐに泣き出さないのは危険だ。そう判断すると、今度は治癒が得意な水の精霊を呼び出す呪文を唱える。ぽかんとした様子でツィロを見ていた子どもだったが、やがて何度か瞬きした後に泣き出した。

        「殿下！　ご無事ですか?!」

        　そうして、少し後に駆けつけてきた騎士たちにツィロは子どもごと、取り囲まれることになるのだった。

        　

        ***

        「あの方はこの国の第三王子殿下です。いやあ、すっかり大きくなられて……やんちゃ盛りといったご様子でしたのでたまには良い薬でしょう」

        　泣き叫ぶ王子殿下の側にいたツィロは、お前が何かしたのかと射殺さんばかりの目で騎士たちに睨まれたものの、すぐメロウが間に割って入ってくれ、誤解が解けたので助かった。落ち着いてから聞かされた子どもの正体に、さすがのツィロも驚く。

        「第三王子殿下、ですか。王都からそれ程離れていないとは聞いていましたが……こちらに何か用事があったのでしょうか」

        「恐らく、勉学のためですかねえ。この国では、子どもの頃から民の暮らしを学ばせるために王の子たちもあちこちの街を巡察しますから。厳しいお目付け役がいても、子どもには楽しいピクニックみたいなものでしょうね」

        　苦笑いを浮かべたメロウが、騎士たちに囲まれている第三王子に挨拶をしに行くと言い、ツィロから離れていった。

        　

        　先ほどの騒動も落ち着き、神殿に帰ることにした。第三王子もその護衛騎士たちも、メロウのことを良く知っていると言う。結局、彼らはメロウのところに一晩泊まることとしたらしく、滅多に使われることのない客間に彼らを招き入れた。第三王子の護衛として随行した騎士は、馬を追いかけていた者たちの他にもいて、夕方になってから神殿で合流した。　

        　ここから巣立った者もおり、子どもたちも時折顔を出してはその場にいるみんなで楽し気に笑い合っている。そんな様子を遠くから眺めていたツィロの前に、一人の騎士が現れた。ツィロの元の身体と同じ黒髪の持ち主で、子どもたちが一目見て憧れそうなくらい騎士としてめぐまれた体格と、整った顔立ちをした男だ。

        「どうしましたか、騎士殿」

        「騎士殿？　あの悪辣なヒディア家の子息殿が、随分とお上品になったことだな。俺の顔も忘れたか」

        　硬い男の口調。そして、彼の発した言葉に混じるのはこの体の、ワルターの家名だ。挨拶のために下げた頭を勢いよく上げると、まるで鷲を思わせる黄玉色の鋭い眼差しが、ツィロを見下ろしていた。

        「どうしてお前がここにいる？　国を追われたにしても、ここは罪なき者が集う家だ。お前のような卑しい心の持ち主が、汚い足で踏み入れて良い場所ではない」

        　目の前の騎士は、間違いなくワルター・ヒディアを――この身体の持ち主の所業を、知っている。だが、それもツィロには想定済みのことだった。ヒディア家末子のワルターはヒディア子爵が酒屋の娘に手を出して生まれた子だと聞く。成長するにつれ、父とは違う赤い髪が目立ち始めた彼は、国境を越えて貴族の子どもたちが集う学院へと親に押し込められた。そこでも、彼は中々の悪童ぶりだったという。同じ学院に在席していた者たちの人数も多かったというから、どの国にも、ワルターのことを知っている人間がいてもおかしくないのだ。たとえば、ツィロの侍従であるジャンのように。

        「何が狙いかは知らんが、さっさと消えろ！」

        　つい先ほど、神殿にいる子どもたちに彼の騎士が笑いかけているのも見えた。ツィロは初対面だが、彼もまた、時折ここに訪れてメロウの手伝いをしている騎士の一人なのだろう。子どもたちが懐き、メロウに信頼され、第三王子の護衛の任まで与えられる騎士――そんな相手から嫌悪される、この身体。何も言えず、もう一度頭を下げて踵を返したツィロだったが、いつから聞いていたのか、メロウと第三王子が柱の影から現れた。

        「メロウ神官長、何故ここに」

        「『元』神官長ですよ。今は隠居した、ただの爺です。ギルベルトよ。何やら、ツィーにただならぬ想いがあるようだが、彼はこの神殿で正式に預かりとなった人間です。勝手に追い出されては困りますね。貴方は、ここでの彼の暮らしぶりなど何も知らないでしょうに」

        　メロウに対して丁寧に辞儀をした騎士に、いつになくメロウが厳しい声をかける。ツィロの方が驚いていると、すっかり元気を取り戻した様子の第三王子が「そうだぞ」とメロウに加勢した。

        「ツィーがいなかったらメロウや他の人にぶつかってしまったかもしれないし、痛かったところも、精霊の加護でパァッて消してくれたもの。だからギルも、ツィーをいじめるのはダメだぞ！」

        「この男はツィーではなく、ワルターという名前のはずですが。精霊の加護というのは？　メロウ……元神官長のお力の間違いでは。彼は精霊への信仰心などひとかけらも持たない人物なのに」

        　違うぞ、と第三王子が怒り出したのを、メロウがなだめる。　

        「とにかく、ギルがツィーに謝るまで、ギルはメロウのところにいること！」

        　涙混じりに命令した幼い主に、彼の騎士は「御意」とだけ答えたのだった。

        　

        ***

        「ツィー。ギルにいじめられているって、ほんと？」

        　第三王子たちが王都に戻った後も残り続ける騎士をちらりと見やって、子どもの一人が密やかに尋ねてきた。同じ質問をしてきたのは、これで何人目か分からない。最初は神殿の子どもたちがツィロに近づくのも警戒していた騎士――ギルベルトだったが、数日経つと子どもたちから怒られて、今は少し離れた場所でこちらを様子を見ている。心配げに――好奇心の疼きも垣間見せながら――尋ねてきた少女に「いじめられてなんかいないよ」と笑って返事をする。

        　時間が経っても、ギルベルトはツィロ、すなわち『ワルター』への警戒を緩めていない。かといって、挨拶をしたツィロをあからさまに無視することもしない。不機嫌そうに頷くとか、そういった程度ではあるが。しかし二人の間に流れる凍てついた空気に子どもたちは敏感で、とうとうメロウによって子どもたちの近くから離されてしまい、二人揃って台所へと追い出されてしまった。

        　粛々と夕食の準備を始めたツィロを驚いた顔で見ていたギルベルトだったが、自身もすぐに動き始める。騎士はいざという時も生き残れるように何でも教え込まれるとは聞いていたが、彼もご多分に漏れずといったところらしい。しかも、勝手に動き回るのではなく、何を作るのか、ツィロは何をするつもりなのかを確認してから行動している。彼は、誠実な人間なのだ。『ワルター』とは大いに違って。

        「自分より身分が低い者たちの食事を床にぶちまけて嘲笑っていた人間が、食事を作る側になるとはどういう気分だ」

        「そんなことも……」

        　していたのか。ジャンは恐らく、ツィロの耳に入れるのは必要最低限にしていたのかもしれない。王族だからこそ、口に入れるものは大切にせよと、ツィロは幼い頃から厳しく躾けられてきた。自分の――『ワルター』の手のひらを見つめる。男のものにしては綺麗だった指はあちこちにたこができて、すっかりと荒れているが、この手が多くの人々を傷つけてしまったのだ。ツィロ自身がしていない行いに謝ることはできないが、かといって、このワルターの身体のままで、己はワルターではないと反論することも難しい。諦観しながら食事を作り終えると、騎士は無言で台所から出ていった。

        　

        ***

        「そこで何をしている」

        　とある朝。低く硬い声音での詰問に、白い息を吐きながらツィロは立ち上がった。未明の空はまだ深い蒼の静寂に包まれていて、自分以外に起きているのはメロウだけかと思っていた。しかもここは、神殿から続く林道の先にある湖のほとりだ。

        「おはようございます、アーシュー卿。お早いですね」

        「常からこの時間には起床している」

        　メロウに挨拶していたのが聞こえていたのだろうか。ギルベルト・アーシューから皮肉といった言葉以外をかけられたのは初めてで、ツィロは戸惑いつつも頷く。

        「今は、魚捕りの仕掛けを準備していました」

        「……仕掛け？」

        　訝しんだギルベルトが、松明を片手にツィロの手もとを覗き込んでくる。漁師に教えてもらった、ツィロ手作りの不格好な魚捕り用の仕掛けを見て、騎士が小さく笑うのが分かった。

        「個性的な造りだが、良い仕掛けだな。まさか――」

        「私が作りました。こういったものは今まで見たこともなかったのですが、すごい仕組みですよね。沈めておくだけで、魚が自分から入ってくれるなんて。できればメロウ様が喜ぶような美味しい魚が飛び込んでくれたら良いのですが」

        　ほんの僅かな、打ち解けた雰囲気。そして、暗くて相手の表情も分からないからこそ、ツィロはギルベルトの返事を期待することなく会話を続けた。ほとりに膝をつき、再び作業を始める。無言で手伝うギルベルトに礼を言うと、「早く終わらせろ」と返ってくる。一通り仕事を終えた頃には、空が白み始めていた。

        　夜明け近くは、ツィロにとってもっとも大切な祈りの刻限だ。ギルベルトに断りを入れるとその場に跪き、故国の大神殿と、この国の大神殿がある方角それぞれに祈りを捧げる。ツィロの祈りを聴いた精霊たちが反応し、ツィロの周囲に六花に似た優しい光を舞わせていく。精霊を祀るのはこの国でも、故国でも同じ。生まれた時から自分を守護し続けてくれる精霊たちに感謝を唱えるのは、ツィロのごく当たり前の日常だ。そしてこの国の人々も精霊に祈りを捧げるのは同じだが、ツィロたち故国の王族は、その者が生まれた時間に祈りを行ってきたので、今までメロウやジャン以外に見られることはなかった。今日の祈りも無事捧げられたことに安堵して立ち上がったツィロの腕を、唐突にギルベルトが掴んできた。もう片方の手に持っている松明の炎のせいか、彼の双眸がより鋭い光を放って見える。

        「お前は誰だ？　俺の知っているワルター・ヒディアは、精霊像に唾を吐きかける男だった。たとえメロウ様の言う通り改心したのだとして、こんなにも精霊に愛される美しい祈りを捧げられるようになるとは思えん」

        「メロウ様に、いろいろと教えていただいたのです」

        「なるほど。だが、何故この夜明けの時間に祈りを？　メロウ様の教えだというのなら、就寝前に行うはずだ」

        　入れ替わってしまったのだから、どんなにツィロが真実を訴えても、信じてもらえるわけはないと最初から諦めていた。それなのに、まさか自分の正体を――この身体が『ワルター』だと知った上で、疑う者が現れるとは。

        「……夜明けは、私にとって特別な時間なのです。それから、私が何者であるか真実を告げたとして、それも意味はないことです。『彼』の話しでは、もう元に戻る術はないそうなので」

        　意味が分からない、とか。そんな言葉が返ってくると思ったのに、少しの静寂の後ギルベルトが返したのは「本当に、方法はないのか？」というものだった。

        「私の話を信じるつもりですか？　演技で騙すことにも微塵の罪悪感を覚えることもない。そうして心の中で嘲笑っているかもしれないのに」

        「すべてを信じるかどうかは、まだ決めかねている。だが、お前が殿下やメロウ様を危機から救ってくれたのは間違いない。礼が遅くなったが、感謝している。事情をしっかりと聞きもせず、貶す発言をしてしまいすまなかった」

        　挑発的なツィロの言い方に、ギルベルトの形良い眉が顰められる。それでも、彼は謝意をツィロに伝えてくれた。

        「ああ、それと。一つだけ言っておく。お前は、嘘をつくのも演技も下手だ」

        「え⁉」

        　思わず驚きの声を上げたツィロの耳に届いたのは、堪えるのに失敗した騎士の笑い声だった。

        　

        ***

        「王都、ですか。メロウ様、どうぞお気をつけて」

        「いやあ、行きたいのはやまやまなのですが。こんな年寄りを田舎から動かすなんて、悪の所業だと思いませんか？　というわけでツィー、貴方に行っていただきたいのです」

        　出立の準備を先に終えたギルベルトが、感情を読ませない顔でこちらを見ている。きっと、ギルベルトも嫌いな男の顔をしたツィロと行くより、メロウと一緒に行きたいはずだ。

        「第三王子殿下も、メロウ様にお会いしたがっているのでは……」

        「会いたければ、また遊びにきても良いですよとでも伝えておいてください。ささ、早く出立しないとあちらに着くのがどんどん遅くなりますよ」

        　ツィロがメロウに拾われる前は、メロウが大半のことを一人でやって来たと言うし、子どもたちもいるのだから心配はいらない。なんといっても、彼らにとって危険そうな不穏な気配はこの街にはない。ツィロは困り果てて、ギルベルトへと視線を向けた。

        「アーシュー卿だって……」

        「俺はどちらが一緒でも構わない。それから、お前にアーシュー卿と呼ばれるとゾッとする。呼び捨てで良い」

        　決して愛想が良いわけではないのに、初めて会った時よりもずっと態度も眼差しも柔らかくなった気がする。戸惑いながらも王都行きを渋々了承すると、メロウは何故かギルベルトの背を力いっぱい叩いたのだった。

        　

        ***

        「すごい。故国よりもずっと、店が活気づいている気がします」

        「商魂たくましい商人が多いからな。お前も、気を抜くとあっという間に金をむしり取られるぞ。注意しろ」

        　神殿のある小さな村を夜に出立して、次の日の夕方には王都に到着した。精霊が初めて訪れた場所と言われる、聖地・タシキル。王城に守られるように、その背後に建つのが大神殿という話しだが、夕暮れ時は家路を急ぐ人々で大通りはごった返していて、ぼうっと立っていたら迷惑になりそうだ。

        「殿下へのお目通りは明日朝、申し入れをする。今日は俺の家に泊まるのでも構わないか？」

        「わっ、私がお邪魔しても良いのでしょうか?!」

        　ツィロは今まで、故国の王宮から出たことなどほぼなかった。この国に来てからも、神殿から離れると言ったら買い出しくらいなもので、それが彼の世界のすべてだった。楽しい目的を持って馬車に乗り込み、景色を楽しんだ上に他者の家にお邪魔しても良いのだろうか。思わず緊張しつつ問いかけると、ギルベルトは変なものを見る目つきになった。

        「言っておくが、使用人も少ない、古い家だから期待はするなよ。文句を一言でも口にしたら、すぐ外に蹴り出すからな」

        「もちろん文句なんて言いません！」

        　必死にそう返したツィロの視界に、ギルベルトが小さく笑うのが見えた。普段からにこやかな表情をしているわけではないので、こうやって彼が笑う瞬間を垣間見られるのは、ツィロにとってとても貴重だ。夕市で子どもたちへの土産を買いこむと、その足でギルベルトの邸宅へと向かった。

        　

        「すごい……！　歴史のあるおうちなのですね」

        「無駄に長く続いているだけだ。あまりそこら中に触るなよ、壊れても直せるか分からないものが多いんだ」

        　なるほど、とツィロは興味深くエントランスまでの細い道のりをギルベルトと歩く。確かに見た目は古めかしい屋敷だが、庭もエントランスもすべて綺麗に整えられていて、愛着を持って大事にされてきたのが分かる。ギルベルトもメロウに世話になっていた時期があると聞こえてきたけれど、ちゃんと帰るべき家のある彼が、どうして――そう問いかけられるほど、ギルベルトとの距離はまだ近くない。

        　エントランスから客間へと通される。老齢の執事たちに温かく迎え入れられて、ツィロも安堵の息をつくことができた。

        「長旅お疲れ様でした。早速食事をお運びしましょう」

        「ああ、頼む。……ツィー、酒の類は何を好む？」

        　思ってもいなかった問いかけに、ツィロは少し悩んでから口を開いた。

        「私は今まで酒の類をほとんど嗜んだことはなくて……いついかなる時も、理性を欠くような行動をしてはならないと言われ続けてきたものですから」

        　ギルベルトの指示ですぐに食事と共に鷲が描かれたボトルが運ばれてくる。グラスに注がれるとふわりと良い香りがした。口を付けると思ったよりもずっと口当たりが良く、酒に慣れていないツィロでも美味しく感じる。

        「今まで一度もか？　『ワルター』は学生の頃から教授たちの影に隠れて散々嗜んでいたはずだが」

        　皮肉たっぷりな言い方に、『ワルター』への嫌悪がにじみ出ている。ツィロは困り顔で笑うことしかできない。一気に飲み干さないように気を付けながら、ギルベルトの問いかけにツィロは答えた。

        「そうですね……たとえば舞踏会や何かの祝宴の際は形式上、口をつけることはありました」

        「なるほど。飲むものすら決められてしまうなんて、随分不自由な場所にいたのだな」

        　自分ですら最初は信じがたかったのに。彼は、この身体に宿る魂が別人のものだと信じてくれるというのだろうか。まだぎこちなくはあるが、ギルベルトもメロウたちと同じくツィーと呼ぶようになってくれた。そんな彼に、しみじみと『不自由な場所』と以前の自分がいたところを指摘されて、ツィロは目を瞬かせた。

        「不自由な場所、ですか」

        「お前を見ていると、こちらまで緊張しそうになるくらい自律しているのが分かる。そこら辺にいる騎士や神官ですら、もっと気楽に生きているだろう」

        　褒めている、というよりは呆れたと言いたげな、いつものギルベルトの口調。しかし、不思議と嫌だとは感じない。温かい食事や酒のせいか、いつもは冷え切った空気の中にいるのだとしたら、今は部屋の中で暖炉の前に座っているのにも似た、ゆったりとした温かな気持ちになっている。ギルベルトの言ってくれた自律とやらが、緩んでいく。

        「それでも、私は……自分を常に律しなければならない立場でした。それなのに、ワルター・ヒディアになってからというもの、自分の明日を自分で決められることがとても嬉しく感じてしまって」

        「そんな当たり前のことにまで喜びを感じているなんて、どんな環境で育てばそうなるんだ?!　そんなもの、恨んだっておかしくないくらいだ」

        　もっと飲め、とギルベルトが酒杯を更に勧めてくる。自分でも笑えてしまうくらい、彼の返してくる言葉が嬉しくて仕方がなくなる。口許がにこにこと緩んでしまうのを、止められそうにない。

        「こんな風に、自分の意思で好きなものを手に取って……自分が交わりたい人々と、交われるなんて。こんな瞬間を経験できたことは私の幸せです。たとえ元の身体に戻っても……」

        　あまりにも気持ちよくて、眠気が増してくる。

        「ツィー？」

        「元の私に戻っても、こんな風にまた、貴方と酒杯を酌み交わせたら嬉しいのに」

        　そんなことを口走って、心地よい眠りに落ちたツィロが目を覚ましたのは、夜明け近く、寝台の上だった。驚いて上体を起こすと、すぐに「起きたのか」と声がかかる。

        「アーシュー卿?!　すみません、すっかり眠り込んでしまったみたいで。ご迷惑をおかけしましたか」

        「いや。寝ぼけながら寝る準備は自分でほとんどやってくれたから、迷惑はかかっていない」

        「な……なにか、失礼な言動などは……していませんでしたか。このように自我を失うのは、初めてで……大変失礼しました」

        　いつも引き締められているギルベルトの雰囲気が、ふっと笑んだことで柔らかくなる。

        「暑いとかなんとか言って、裸になりかけたりはしていたな」

        「そっ、そんなことは絶対にしていないと思います！　人前で肌を晒すなどと」

        　困り顔になったツィロを見て、ますますギルベルトが笑う。彼にからかわれたことが分かり、ほんの少しだけ――いたずらをしてみた。風の精霊をそっと呼び、窓から吹き込む風に花びらを添わせる。

        「……見事だな」

        「この身体の持ち主は悪辣だと仰っていたので、私も意地が悪くなってしまったのです。次に起きたら一緒に掃除をしてください」

        　ツィロが思いついた精一杯の嫌がらせに、しかし、何故かギルベルトは最初の頃のような嫌そうな顔はしていない。むしろ感嘆した様子で、部屋に吹きこんできた花びらをその手に乗せた。

        「先ほどの話しだが、勝手に答えを告げておく。お前の姿が戻ろうと今のままだろうと、また一緒に酒を飲もう。俺が最も嫌いな顔と体のはずなのにな……お前の心は、美しいと思う」

        「えっ、……ええと、もしかしてアーシュー卿も酔っていらっしゃいますか？」

        「お前の顔は赤くなったり青くなったり、せわしない」

        　灯りもそれほどない部屋の中で、ツィロの顔色の変化まで分かるはずがないのに。苦笑いしたギルベルトに髪をくしゃくしゃにされて、たったそれだけのことにツィロは驚き、このまま時が止まればいいとすら思った。

        　

        ***

        「ツィー！　待ちくたびれたぞ。途中でギルにいじめられなかったか？」

        　ツィロの姿が現れるのをずっと待ってくれていたのか、階上の踊り場から身を乗り出しつつ、第三王子が大きくツィロへと手を振って歓迎してくれる。それから駆け寄ってくると、挨拶をしようとしたツィロを制止してぎゅっと手を繋いできた。

        「ツィー殿に城の中を早く案内したくて、待ちわびていらっしゃったのですよね。いつもはお寝坊さんなのに、今日はとっても早起きなされて……」

        「べっ、別にツィーのためではないぞ！」

        　先ほど、踊り場から身を乗り出しかけた第三王子をしっかりと引き留めていた従者が、笑顔で言い添える。メロウたちのところに第三王子が来訪した際から彼とも面識はあったが、彼らが歓迎してくれているのが分かって、くすぐったい気持ちになった。

        「殿下、最初に大事なお話をしませんと」

        「うむ！　実はだな……」

        　客間へと元気よく案内する第三王子と共に歩いているツィーの視界に、こちらへと向かって歩いてくる一行が映った。

        「ツィー、どうした」

        　一歩後についていたギルベルトにそっと声をかけられても、すぐに返事をすることができない。向こう側から歩いてくるのは、かつての自分だから。

        「ああ。あちらは姉上の婚約者である隣国の王太子、ツィロ・リーシェ殿だ。彼の国で婚約式を挙げた後、しばらくこちらに滞在していた。姉上は常々、容姿の優れた男でなければ結婚しないと言っていたから、念願叶って何よりなのだが……ツィロ殿にとって幸せかは分からん」

        「殿下！」

        　すぐに従者から窘められて、第三王子が唇を尖らせる。視線を逸らしていても、こちらに向けられる眼差しは、気のせいではないだろう。

        「大丈夫か？　顔色が悪い」

        　大丈夫。そうギルベルトに返したいのに、喉がひりついて上手く答えることができない。みなが一斉に隣国の王太子――『ツィロ』へと挨拶をする中、ツィロも周囲にあわせて頭を下げたが、目の前には自分自身が嘲笑を浮かべて立っていた。

        「これはこれは。我が国から追放されたワルター・ヒディアじゃないか！　散々我が国で悪逆の限りを尽くしておいて、のこのことこんなところを歩いているとは。ああ、私の目が穢れてしまう。――どけ！」

        　優越感に満ち満ちた表情をした男に、強く肩を押される――それでも倒れなかったのは、第三王子とギルベルトが支えてくれたからだ。

        「ツィロ殿、危ないではないか！」

        「ああ、これは失礼を」

        　咎めた第三王子にだけ慇懃に礼をして、『ツィロ』が去っていく。自分が『ワルター・ヒディア』であることはギルベルトもメロウも知っているのだから、そのうち第三王子や神殿の子どもたちにも知れ渡っていくのだろうとは思っていた。まさか、かつての己の身体から暴かれることになるとは。それなのに、すぐに降ってかかってくると思っていた疑念の声や罵倒はない。第三王子は隣国の王太子が歩き去っていった方向を憮然とした面持ちで見やってから、もう一度ツィロの手をしっかりと握ってきた。

        「……ツィーが隣国にいられなくなって、我が国に来たという話はもう聞いていた。それでも、僕にとってツィーは大切な恩人だ。ツィーは、この国では『ワルター』とやらではなくツィーなのだろう？　僕は、自分が見たことしか信じない。だから離れなくて良いぞ。今のツィーが、本当に今も悪者なら、見破れなかった僕が未熟だったというだけのことだ」

        　ふん、と鼻息を荒くした第三王子がまた歩き始める。慌ててそれについて行くツィロの背後を追う、ギルベルトの姿はなかった。

        　

        　一通り第三王子から王宮の中を案内してもらい、休憩のために一人通された客間に訪れてきたのは、かつて自身の侍従だったジャンだ。故国から離れる間際に見た時よりもずっと顔色は悪く、やつれて見える。彼はツィロの周囲に誰もいないことを確認してから部屋に入って来たものの、ツィロと目を合わせようとはしない。それもそうかとツィロは悄然とした。ワルター・ヒディアは自分よりも立場が下と看做したものは、ことごとく酷い扱いをして来たと聞く。ジャンにもきっと、そういった酷いことをしていたのだろう。

        「……我が主より、今宵の舞踏会の際にお話があるとのことだ。主の挨拶が終わったら、中庭へと向かうように。誰か連れてきたら、殿下への害意があるとみなす」

        「承知した。ところで、ジャン……殿は、体調が悪いのではないか？　顔色が良くないように見える」

        　ようやくジャンがツィロを見てきた。それから、「どうして」と呟く。

        「ワルター・ヒディア。どうしてお前が、ツィロ様の生まれ名を口にできたのだ。あれは、王族が自分の忠臣として認めた者にしか……誓約を受け入れた時にしか明かさないもので、盗み聞きしたとしてもその音を口にすることもできないはず。それに、どうしてお前がアーシュー卿と一緒にいるのだ？　学院時代、アーシュー卿に嫌がらせをしようとしてはあっさりとやり返されて恨んでいたのに。お前は、いったい」

        　ツィロの生まれ名は『夜明けの狼』という。王族が誕生する際、精霊から贈られるといわれており、ジャンの言う通り誓約した者と本人にしか、その名は明かされないし発音もできないとされている。ジャンに何も言えないでいると、諦めたのか嘆息を一つつき、ツィロのかつての侍従は部屋から去っていったのだった。　

        　

        ***　　

        「久しぶりだな、ジャン」

        「アーシュー卿。ご無沙汰しておりました」

        　わざとらしい言い方に、旧友が何かを警戒していることを悟りギルベルトはそっと周囲を窺う。少し離れた場所にはジャンの主である隣国の王太子が、己の婚約者と並び立っている。容姿だけなら一幅の絵になりそうな美しい二人だが、先ほど『ワルター・ヒディア』を見てきた彼の王太子の眼差しが気になっていた。

        （あれは……そうだ。かつての、ワルターそのものだった）

        　隣国の王太子と面識があったわけではないが、ジャンからは彼の王太子が次代の王に相応しい優れた人物であることを散々自慢されてきたものだ。その自慢の主のすぐ傍だというのに、ジャンの顔色は優れない。

        「警備のことで確認がある。少し時間をもらえるか」

        「かしこまりました」

        　ギルベルトの提案に頷き、ジャンが己の主へと離席を告げに行く。ちらりとこちらを見てきた王太子は、ギルベルトに気づくと一瞬嫌悪の眼差しを向けた。すぐに顔を背けると、婚約者たちとの談笑に戻る。彼らの笑い声が聞こえないくらい離れたところで、かつての旧友は深い嘆息をついた。

        「あれがお前の自慢の主人なのか？」

        　再会を喜ぶこともなくそう問いかけると、ジャンは隣国の王太子たちがいる方を一瞥してから「今はもう自慢とは言えませんが、主人ですね」と返してきた。

        「それより、自分の目を疑ってしまいましたよ。ギルが、ワルター・ヒディアと一緒に歩いているのを見るなんて」

        「俺だって、最初はなぜここにあいつが、とは思ったさ。どうせ悪どいことばかりして、国から追われたのだろうとは想像できた。そして、俺のかつての恩人を騙して神殿に住み込んでいるのだと警戒してきたが……あれがワルター・ヒディアだと言うのなら、ヤツは体だけそのままで生まれ変わったとしか言えないくらい、中身がまったくの別人になっている。あれが国から追い出された時、何かおかしなことはなかったか？」

        　どうしてもそのことを聞いておきたかった。ジャンは俯きながらギルベルトの話を聞いていたが、問われてもゆっくりと首を左右に振るだけだ。

        「……異変があったとして、自分が主人を疑うわけにはいかないんだ」

        「たとえば――禁術で、お前の主人とワルター・ヒディアが入れ替わったとしてもか？　さっきの王太子殿下の眼差し。彼は本来、他人をあのように侮蔑の眼差しで見る人物だったか？　相手があのワルターだったとしてもだ。お前からの手紙に、主人は高潔な人物と書かれていたと記憶しているが」

        「……ツィロ様は、そもそもワルターとはほとんど面識はなかった。俺がたまに、話題にしたことがあるくらいで」

        　力なく、答えにならないジャンの答え。

        （だから、『ツィー』と名乗っていたのか……最初から、彼は）

        　ワルターの中に入っている魂が、隣国の王太子、ツィロ・リーシェのものだとしたら。すべてが納得できる気はする。彼の王太子の性格や人となりは面識のないギルベルトには知らないところだが、ジャンが己の自慢だと語っていた主人像に結び付く。

        「ジャン。お前の主人は、精霊の加護を失ったのではないか？　それから、夜明けの祈りも行わなくなったのでは」

        「何故、ギルがそれを知っている⁉」

        　ひどく驚いた顔でこちらを見上げてきたジャンの表情が、ギルベルトの欲しかった答えをくれた。この入れ替わりを証明するには、元になった禁術のことや、術を行った者を暴く必要があるはずだが、ツィー……いや、ツィロ・リーシェ自身が『元に戻る術がない』と言っていた。彼と言葉を交わしたことは、それほど多くはない。メロウ元神官長や神殿の孤児たちみたいに、寝食を共にしてきたわけでもない。それでも、心の美しいツィロのことを考えると、胸がざわつく。自身も先祖は王族に連なっていたと言っても、隣国の王太子とは本来、親しく言葉を交わすこともできない。

        「ツィー……王太子殿下がもし元の体に戻れるとして。彼は、幸せになれるのだろうか」

        　こんな問いかけを、王太子の誠実な侍従であるジャンにしたところで、答えは決まっているはずなのに。しかし、旧友から返ってきたのは――ギルベルトの決意を固めるものだった。

        　

        ***

        　いよいよ王女が隣国に嫁ぐことになるのを祝して行われた祝宴は見事で、その後から行われた舞踏会の華やかさを横目に、ツィロは中庭へと向かった。舞踏会まですべてが終わったら、彼らはツィロの故国へと戻り結婚の儀式を執り行うことになる。

        　こんな祝いの場に参加できるはずなどなかったのに、第三王子がいろいろと用意してくれていた。そんな第三王子は、ギルベルトたち騎士を従わせて貴族の相手をしている。

        「久しぶりだなあ、ワルター」

        　中庭には人影もまばらだというのに、数人の男がツィロの行く先を阻んできた。

        「相変わらず顔だけはお綺麗だな。とうとう国を追い出されたんだって？」

        　男たちは城の給仕の姿をしているが、どう見ても正式に雇われた給仕には見えない。下卑た笑みを浮かべ、舌なめずりをする下品さに、ツィロは眉根を寄せた。

        「おいおい、睨むなよ。俺たちを散々利用して自分だけは貴族様になった途端、音沙汰なしだなんて寂しいじゃないか。お前の頼みで俺たちがどれだけ悪事に加担してやってきたことか」

        「それにしても、国から追放された割にはお綺麗な服を着ているなあ。早速男でも見つけたのか？　だが、残念だったな。お前のことが邪魔で仕方ないお方がいらっしゃるんだ。大金チラつかされたら、情に厚い俺たちでも、どうしようもない」

        　ニヤニヤとした髭面の男が、ツィロの襟元を掴んできた。肥えた体格をしているのに、動きは素早い男たちに腕を取られ、動けないでいるうちに髭面の顔が近づいてきて、ねっとりとした口づけをされる。「無礼な！」と一喝しても、男たちは「なにが無礼だ」と哂っている。

        「殺せと言われたんだがなあ……お前、記憶でも失ったのか随分可愛い反応するようになったじゃないか。愉しませてもらってから、お前の大好きな殺し方で殺してやろうな」

        　叫ぶ前に口を塞がれては、精霊を呼ぶための詠唱も使えない。しかし、これもこの身体――ワルター自身が招いたことなのか。

        （どれだけ多くの人々を傷つけたのだろう）

        　ワルターには彼を正してくれる友人も家族もいなかった。そして、あらゆる悪事を、綺麗な笑顔を浮かべながらこの身体で、幾つも幾つも行ってきて――その報いを、今受けようとしているのか。

        　ふと、ギルベルトと語り合った昨晩の夜を思い出す。『ワルター』が欺いているかもしれないのに、また酒を飲もうと約束してくれた。ここで『ワルター』として死んだら、何故か彼を裏切ることになりそうな、そんな気がして。

        「おい、どうしたよ」

        　ツィロを後ろから押さえつけている一人が揶揄の声を上げる。舌をねじ込んでいた虎髭の男を見つめると、男は顔を青くしながら一歩後退り、そのまま足を止めた。

        「……そのまま動くな。給仕の人間ではないな？　どこから潜り込んだ」

        　静かな、しかし確かな怒りを孕んだ低い声。第三王子の側に付き従っていたはずのギルベルトが虎髭の背後から現れたので、男たちだけではなくツィロも驚いた。騎士の正装に身を包んでいるのに、無駄のない動きで男たちを制圧していく。ツィロを押さえ込んでいた男がツィロを盾にしようとしたが、短い詠唱で精霊を呼ぶと、悲鳴を上げて男は勝手に離れていった。すぐにギルベルト以外の騎士も駆けつけてきて、場は一気に騒然となる。ギルベルトに手を掴まれて連れ出されたツィロだったが、あの場で死ぬとばかり思っていたので、しばらくは声を出すこともできなかった。

        　

        「怪我はないか」

        「ええ、あの……はい。助けてくださって、ありがとうございます」

        　中庭の奥へと進み、東屋へと行きついたところでようやくギルベルトから声をかけられた。彼はとても不機嫌そうだ。それもそうだろう、ツィロの――『ワルター』のせいで本来の職務ではないことに巻き込まれたのだから。

        「あの連中とは知り合いなのか？」

        「いえ……ええと、『ワルター』の知り合いではあったみたいです」

        「好意は？」

        　好意。ギルベルトからの問いの意味が分かりかねてツィロが目を丸くしていると、「すまない」とギルベルトの方が先に口を開いた。

        「あの口づけは、無理やりだったと思っていいな？」

        　なんとか頷き返すと、ツィロの顔のそばでギルベルトが水の力を使う。穢れた部分を清める際に使うものだが、ようやくそれがギルベルトの気遣いであることに気づいた。

        「この身体は、誰からも恨まれていて……殺されても仕方はないのだろう、と思ったのです」

        「それは否定しないが」

        　まだ、不機嫌そうにギルベルトが相槌を打つ。「でも」――ゆっくりと、ツィロは続けた。

        「貴方と、もう一度お酒を飲みたかったと思ったら、死ぬのが惜しくなってしまいました。貴方は、私の魂を救ってくれたから」

        　もういい。今度は、温かみのある声で。耳元で囁かれたことに驚いたツィロは、しっかりとギルベルトの逞しい腕に抱き寄せられていた。

        「アーシュー卿……ギルベルト？」

        　アーシュー卿と呼ぶと怒られるので、困りながら彼の名を呼ぶ。と、啄むような口づけを受けて、ツィロは固まった。あの虎髭の男にされたものとは正反対の、甘ささえ覚える優しい感触に心が震える。

        「……貴方の本当の名前は、ツィロ・リーシェ王太子殿下だ。違うか？」

        　どうして。肯定よりも先に問いかけが出そうになったツィロだったが、急激に膨れ上がった精霊の力に驚き、強い眠気と眩暈を覚える。これは、ワルターと入れ替わってしまったあの朝に感じたものと同じだ。意識を引きはがされるまでツィロにできたのは、ギルベルトの服の袖を掴むことくらいだった。

        　

        ***

        「ツィロ様、お目覚めですか⁉」

        　泣きそうな顔で覗き込んでいる侍従に気づいて、ツィロは笑顔で頷いてみせた。驚くジャンの顔を見て、笑ってはいけないのだったな、と思い起こす。近くにいたのはジャンだけではなかったらしい。眩暈がひどくて上体を起こせないままでいると、己の髪をそっとした手つきでかき上げられた。ゆっくりとその手もとへと視線を向けると――そこには、ギルベルトがいた。心なしか、彼も安堵の表情をして見える。

        「ツィー、目が覚めましたか。いやあ良かった良かった！　この老いぼれ、失敗していたらそこにいる貴方の騎士に八つ裂きにされてしまうところでした」

        「……メロウ様？」

        　いつも通りの笑顔。村の神殿で子どもたちといるはずのメロウまで現れて、ツィロは混乱する。そもそも、ここはどこだろうか。ジャンがツィロの名を呼んでくれているということは、己の身体に戻れたのではと思うのだが。

        「ここは大神殿の客間です。安心して寝ていても大丈夫ですよ。いやあ～君の中に入り込んでいた悪い子が、あちらにあったのは複写本だと気づかなくて良かったです。こちらにあるものまで焼かれていたらどうしようもなかったので。まあ、髪の色とかいろいろ戻り切れなかったのは、仕方ないので許してくださいね。大神殿に残っていた禁術の書は魂を呼び戻す術のはずがところどころ鼠さんが齧ってしまっていたので、完璧というのが難しく……元の身体とも違う、まるで別人みたいになってしまいました」

        　ショックを受けないでくださいね、と断りを入れてから渡された手鏡に映るのは、確かに元の己の顔だ。しかし赤い髪やはしばみ色の瞳はワルターの時と変わりがなく、ツィロでもワルターでもない別人に見える。

        「私は……」

        「どんな髪や目の色、顔をしていたって貴方はツィーですからね。いやあもう、このギルベルト君の人使いの荒さったらありませんでしたよ。大神殿からとりあえず来いって伝言だけ飛ばしてきて。急いで来たら「入れ替わりをどうにかしろ」ってもう怖い怖い。久しぶりに働いたので、第三王子殿下のところで美味しいものでもいただきましょうか」

        　わざとらしく両肩を上下させて、メロウは部屋から去って行ってしまった。ようやく自分も、上体を起こせそうだ。起き上がりたくてもがいていると、またギルベルトが手伝ってくれる。眩暈で目をとじるしかなかったあの時――確かに、彼が口づけてきた。それは、覚えている。触れられるとあの時の体温を思い出してしまい、顔が熱くなる。そんな折、弱々しい声でジャンが話しかけてきた。

        「ツィロ様……本当に申し訳ありませんでした。私は……従者として、殿下を守ることができませんでした」

        「いいや。自分自身ですら、最初はなかなか現実だと信じることができなかったから。侍従としてしっかりと役目を果たしていたジャンが、自身を責めることをしてはならない。それより、ワルター・ヒディアの方はどうなっている？　状況がまったく分からない」

        　ツィロが横になっていた寝台の側。そこに跪いた己の侍従の肩に、そっと手を置く。ジャンは、「それが……」と悔し気に膝の上で両手をぐっと握りしめた。

        「ワルターの身体を持ったツィロ様が中庭においでになった時、実は殿下の身体を持ったワルター・ヒディアと私もあの場におりました。中庭への呼び出しは王太子殿下の命令でしたから」

        「俺が他の騎士よりも一足早く駆けつけられたのは、ジャンは俺のことも呼びに来たからだ。入れ替わりをどうにかできるのは、王太子が自国に戻る前だと考えて、唯一何とかできる可能性があるメロウ様を呼び出した。そしてメロウ様が入れ替わりを戻す術を使ったのだが、あの男……ワルターは、髪の色などが変わっていないのを良いことに、仮面を着け、自分がツィロ・リーシェだと演技を続けて、お前が寝ている間にあちらの国に戻ってしまった」

        　あの卑しい男め、とジャンが床を殴る。そこまで話しを聞いても、王太子という地位に固執していない自分に気づかされるばかりだ。

        「ジャン、すまない。私はやはり、王太子として不適だった。王太子位に戻れたとして、私はみなが望む王にはなれないと、あの場所から離れた今、はっきりと思う。私ができたことは母に言われるがまま、あの王宮に閉じこもることだけだったんだ」

        「いいえ！　ツィロ様は、しっかりとご自分の務めを果たそうと、いつでも一生懸命でした。しかし、だからこそ自分もあの場所に、ツィロ様を戻すことに反対です。私は今まで、殿下が心から楽しそうに笑うのを見たことはありませんでした。私はツィロ様に笑っていてほしいのです。……これからは、あの男が王太子としての役目を果たすことになるでしょう。王妃殿下と王太子妃殿下によって、無理やりにでも」

        　ではまた、とジャンも部屋から出てしまった。もう少し話したいこともあった気がするが、前と同じように彼と会話できただけで満足ではある。

        「無理せず横になっていた方がいい。かなりの負荷が、魂にかかったのではないかとメロウ様が言っていた。よく、頑張ったな。……本当は、こんな風に気軽に触ってはならないのだろうが……今だけ、許せ」

        　重いだろうに、上体をしっかりと支えられたかと思うと枕の位置が変わり、寝かしつけられてしまった。頬に触れてきた節ばった長い指。なんとか己の手を動かして、両手でつかむと、ギルベルトが真っすぐにツィロを見てくる。

        「今だけ、なのですか？　もう、ギルベルトから触れてはもらえないのですか。……もしそうなら、私から触りにいけば良いのでしょうか？」

        　ツィロとしては真剣に考えているのに、ギルベルトは目を見開くと顔を背け――噴き出した。その反応は酷い、とツィロが文句を言うと、また触れるだけの柔らかな口づけが額に降ってくる。

        「メロウ様とも話し合ったが、本来の顔に近くなった以上、村に帰るのは難しいだろう。衰弱している身体で、自由に動くのも難しいと思う。それで、ツィーが嫌じゃなければ、俺の古い家に住まないか？　……俺は、貴方の心の美しさにどうしようもなく、惹かれている。下心ありでの誘いで申し訳ないが」

        「……私が？　ギルベルトと……？　毎日貴方に触れられますか？」

        　どうしてそういう話しになるんだ。そう言ってまたギルベルトに笑われてしまったけれど、今まで何も持っていなかった自分の手のひらに、舞い降りてきた温かなものを確かに掴み取れた気がして――ツィロは何とか自力で上体を起こすと、半ばぶつかる勢いで思いっきりギルベルトを抱きしめる。それからツィロに与えられたのは――深い抱擁と、口づけだった。

        　

        ***

        「隣国の――そうさ、王太子の話は聞いたかい？」

        　うわさ話というのはあっという間に広がるものだ。この国の王女と、隣国の王太子とが結ばれた華燭の典で恐ろしいことが起きたという。王家は口外を強く禁じたが、多くの貴族たちも目撃していて、もはやどこから話しが漏れてしまったのかは分からない。

        「ああ、知っているさ。なんたって、王太子ご夫妻が神聖な誓いを立てようとしたら精霊たちがお怒りになって、王太子の仮面が取れなくなっちまったって言うじゃないか。今の王太子は偽者じゃないかって話しもある上に、王宮の中にずっと引きこもりだとかなんとか……ま、うちの姫君がいらっしゃるんだ。大丈夫かな」

        「大丈夫さ。美しさはもちろんのこと、性格もとびっきり豪快な姫君なら、どれだけ夫君が役立たずでも無理やり役に立たせて下さるってもんだ」

        　そう言って市場の人々が笑い合う中、ギルベルトは夕市を通り抜けて自邸へと急ぐ。先ほど受け取ったばかりの婚姻承諾書を入れた胸元から、手を放せない。

        「アーシューの旦那！　前に言ってたお酒が入りましたよ」

        「ああ、もらおう」

        　何も買わずに通り過ぎるつもりだったが、自邸で待っているツィロのために頼んでいた酒が手に入った。他にも「ツィーさんに持っていってくれ」と焼き菓子だの何だのと渡されて手一杯になる。彼がこの場所でも愛されているのを感じて微笑ましい気持ちにはなるが、自邸に戻るまで気を緩めることはできない。

        　

        「おかえりなさい、ギル」

        　父母はギルベルトが幼かった頃に亡くなっている。それ以降、親戚たちから狙われ続けても必死に守り続けた自邸で、日常になった風景。ギルベルトの帰宅に気づいたツィロは読みかけの本を閉じ、迎えに出てきてくれる。嫌悪していたワルターの外見でも、その内側に惹かれていた。そんな彼が本来の姿に戻った今、ツィロへの想いが自分でも笑えるくらい溢れてしまって、現金だな、とは思う。外見だけなら、ワルターの方が目鼻立ちがくっきりしているのだろうが、ツィロは整った顔立ちなのは勿論のこと、笑うとこちらまで嬉しくなるような、不思議な気配の持ち主だ。しっかりしているのに、自身の感情を表現するのが不得手なところすら、愛しく思う。

        「ただいま。ツィー、見て欲しいものがある」

        「わあ、たくさんですね！　今日って何かのお祝いでしたか？　みんなから、準備ができるまでダイニングルームには入らないでくれと言われてしまって」

        　困り顔でそう告げてきたツィロに口づけると、途端に彼の顔が赤くなる。そのまま、ツィロの目の前で婚姻承諾書を開いて見せれば、ツィロの目はまん丸くなった。

        「私の名前が……ツィロ・アーシューになっている。ギル、これは……？」

        「前に約束しただろう。どんな姿になっても、また酒を飲もうと。これでもう、離れることもない」

        　はい、と本当に嬉しそうに笑った顔に耐えきれず、ツィロの手を掴むと真っすぐに寝室へと向かう。「ギル？」と不思議そうに問われても、「お前が悪い」としか返しようがない。寝室入ってすぐ、深く口づけをするとすぐにツィロの体から力が抜けていくのは分かった。共寝している寝台へとそのままもたれ込むと、歯止めはもう、効かない。

        「……ツィロ」

        「あっ、みみ……耳元で名前を呼ぶの、ずるい」

        　何度もたっぷりと口づけを交わしてから、耳や首筋を唇で辿っていくと、ツィロが顔を赤くしながら抵抗にならない抵抗をしてきた。それがまた、可愛らしいと思えるのだからずるい。

        「でも、ギルは良かったのですか？　私とでは、家のこととか……」

        「騎士の家では名誉を選ぶなら女性と結婚しないことも度々ある。それに、婚姻の誓約をするなら……ツィロしか考えられないのだから諦めてくれ」

        　本当はもっと順序だててと思っていたのに。シャツがはだけたところからは、肉付きの薄い白い肌が見えていて、手を伸ばすのを止められない。

        「……んっ」

        　ギルベルトの手が冷たかったのか、触れた途端にツィロの身体が跳ねた。止めてやることはせず、彼の下穿きまで手を伸ばして――しっかり自分の伴侶のものも兆しているのが分かり、指先で軽く扱けば「だめっ、ギル……」とか細い声がする。口づけで励ましながらツィロのものを育て、後孔の周囲に触れても強い抵抗はない。

        「ここで繋がっても？」

        「……っ、聞かないで……ください」

        　とうとう手のひらで顔を隠してしまったのを、意地悪く片手でツィロの両手を頭上で押さえつけた。潤滑の助けになるものを足しながら、かたく閉ざされたその場所を、少しずつひろげていく。

        「ギルっ、そこ……や、……あ…あ……」

        　淡い色をした乳首にも口づけると、ツィロの声が一段と高くなった。口づけて、啄み、舐るたびに腰が揺らめく。

        「も、いいので……きて、ください」

        　真っ赤な顔のまま、舌足らずな口調で必死に乞われる。自分でも抑えがたい凶暴さを必死に宥めながら、ギルベルトはツィロに己自身を穿っていく。

        「ツィー、少し我慢して」

        「……っ、あ…ああッ！　……ギルの、おおきい」

        　ほとんど泣きながら、それでも必死にギルベルトのものを受け入れるツィロがたまらなく愛しくて。「煽らないで」と口づけるだけでも、理性の総動員が必要なくらいだ。

        「あおってなんか……っ、あの、我慢はしないで、くださいね？」

        「――貴方という人は！」

        　ツィロの中に入ってからも馴染むまではと、動きを緩やかなままにしていたのに、その一言のせいで我慢の限界がきた。

        「ひあっ、……あああっ！」

        　なるべく奥深いところを、しかしツィロの声が変わる場所を探りながら交わりは激しくなっていく。ようやく熱が落ち着いたころには、とっくに晩餐の時刻は過ぎていたのだった。

        　

        ***

        「何か食べられそうか？」

        「大丈夫です、……動けそうにはありませんが」

        　帰宅してすぐギルベルトに求められ、あまりにも嬉しくて必死に応えたところまでは良かった。ワルターの身体のままだったらギルベルトを悦ばせられたかもしれないが、今はツィロ本来の身体に戻っている。どうしても下肢の動きはぎこちないし、初めて抱かれた後のいま、体が言うことを聞いてくれない。

        「皆さんが、結婚のお祝いを準備してくださってたなんて」

        「ツィーが婚姻承諾書にサインしなかった時に備えて内緒にしていたんだろう。……俺も、ツィーに受け入れてもらえてほっとした」

        　寝台に備わっているナイトテーブルに、小分けにされた食事が並べられていく。食事もまだだったのに、と恥ずかしくて身悶えていたツィロだったが、なぜかアーシュー家の使用人たちは嬉しそうにしている。

        「この度はおめでとうございます、ギルベルト様、ツィー様。我々は今後もなお一層、誠実にお仕えさせていただきます」

        「こちらは、我々からの贈り物です」

        　そう言って運ばれてきたのは、見事な装飾が施されたケーキを始めとしたご馳走の数々に、使用人たちが選んでくれたというツィロへの贈りものは座り心地が良さそうな椅子だ。いつも本を読んでいるツィロにとっては嬉しい贈りものに喜んでいると、ギルベルトがさっさと人払いをしてしまった。

        「ギル、どうしましょう。嬉しいのに、何も自分はお返しを用意していなくて」

        「大層な人嫌いが結婚したのだから、うちの人間たちはそれだけで大喜びだろう。それに、俺もツィーにはいつもいろんなものを与えてもらっている」

        　寝台に腰かけたギルベルトが、優しい手つきでツィロの髪を撫でる。その仕草がたまらなく好きで、思わず目をとじてしまってから、ツィロはハッとなった。

        「ありました！　今すぐ、貴方に差し上げられるものが。ギル、私には生まれ名というものがあります。故国では王族だけが持っていまして……心から信頼する者、愛する者にだけ明かす特別なものなのです。貴方との婚姻を、私の生まれ名である『夜明けの狼』と私を加護する精霊たちの名のもとに、誓約します」

        　生まれ名を明かすこと自体が、教えた相手にも自分の精霊の加護を分け与えることになる。緊張しながら誓約の口上を終えたその途端、柔らかな光が現れ、部屋の中に祝福を現す真っ白な花びらへと姿を変えていった。

        「これほど、祝福された結婚はないな」

        　そう言って笑ったギルベルトに強く抱きしめられ、その幸せな苦しさにツィロも目を伏せて笑いだした。そんな二人の周囲を、精霊の祝福の証である花びらはゆったりと舞い続ける。

        　

        　――ツィロはもう、悪夢を見ない。

        　

        Fin.

        


    

    
        【廻り巡る星の下で】　珈琲きの子

        　

        


        「……ぅ、うっ……ん、っぐ……」

        　ガンガンと頭まで響くような衝撃に僕は目が覚めた。

        　よく知っている、内臓を乱暴に突き上げられる感覚。体を折り畳まれ、圧し掛かられて、孔をオナホのように使われる。手には性器を握らされ、口にも突っ込まれる。こちらを顧みることなく続けられる暴力。

        　そう僕はただ性欲を満たすための玩具で……

        　――あれ、僕、これが嫌で命を断ったはずなのに。

        　見たくもない顔を見てしまうからと、いつもは頑なに閉じている瞼をうっすらと開いた。

        そこには見たこともない男の顔。くすんだ茶髪にごつい体であいつらとは違った。周りの男たちも似たような体つきの全く知らない顔ぶれだった。

        「急に大人しくなりやがって」

        「ま、ヤりやすいから良いだろ」

        「俺は悲鳴上げてる方が好きだけどなぁ」

        「おまえの趣味なんて聞いてねぇよ」

        　外国人のように見えているのに、日本語を流暢に話していて違和感しか覚えない。でも、レイプされていることだけはわかった。

        　それを認識すると同時に、体と五感がラジオのチャンネルを合わせたかのようにぴたりと合致した。

        「う、あ……っ」

        　途端に体が痛みを訴え、どこから発生したのかもわからない悲しみと恐怖が脳に流れ込んできたのだ。自分の記憶と誰かの記憶が入り乱れ掻き混ぜられて、心に塗りたくられる。その苦痛を伴う不快感に歯を喰いしばった。

        『触るな！　僕に触るな！』

        『助けて、殿下！』

        『おねがい、やめて。やめて』

        　愛しい人に助けを求める悲痛な叫び。それがこの口から発せられた最期の言葉だった。

        　――ああ、僕乗り移ちゃったんだ、この子に。

        　ユノス・マルベス。

        　伯爵マルベス家の次男。そして、第一王子ランベルトの婚約者だった子。

        　この世界には光の神子という者が存在し、世界を侵す瘴気を払う役目を担う。任命されれば、その活動に身を捧げることになる。

        　瘴気の元凶である魔王の発生が予言されたため、光の属性を持っていたユノスがその神子になる任を受けた。そして、報酬としてランベルトと婚約したのだ。

        　神子は神殿にて神降ろしのような儀式を行い、毎日祈りを捧げる。魔王討伐後も世界に飛散した瘴気を払い続けるため、一生を費やすこともある。人と会うにも、外出するにも護衛がつき、何をしようにも許可がいる。その前に自分の我儘を通すこともできない。神子はそんな制限だらけのつまらない人生を歩むのだ。

        　ユノスはそれでも良かった。ランベルトを愛していたから。

        　伯爵家では王子の妻になるなど夢のまた夢。ユノスにとってはまたとない機会で、ランベルトの側室になろうとも、彼が会いに来てくれさえすればいい。そうすれば自分は頑張れるからと。そう思っていた。

        　しかし、ある人物がそれを邪魔した。神子の適性があると平民から神子のスペアとして選出されたニールという少年。彼は神殿を後見人として貴族の学園に入り、その天真爛漫さと愛らしい容姿によって次々とランベルトの側近など周囲の人物をオトしていった。

        　ニールが得体のしれない力を持っていると気付いたユノスはニールに何度も警告し、ランベルトに何度も訴えた。そんな者を信じてはいけないと。

        　ただ、それが裏目に出てしまった。

        　執拗なユノスに対して不審を抱き始めた王子に、ニールが悪い噂を吹き込んだのだ。側近たちもすべてニールに陥落されていたためただのイエスマンであり、噂を否定する者はいなかった。

        　そして、ニールが暴漢に襲われるという事件が起こった。強姦未遂でニールは事なきを得たが、ユノスが教唆したのだろうと当然噂が立った。確証がないためユノスは捕まりこそしなかったけれど、ほとんど罪人のように見られることになってしまった。勿論それはユノスがやったことじゃない。ニールの策略でしかないことはわかり切っていたのに。

        　

        　僕は男たちが満足し行為を終わらせるのをひたすら待った。

        　こんなの僕にしたら慣れたものだったけど、この体は初めて他人のモノを受け入れて悲鳴を上げていた。これ以上抵抗しても痛みが増すだけ。それにもう暴れたとしてもこの子は戻ってこない。絶望し、この世界にいることを拒んだ。純粋で、哀れで、あんな馬鹿な男のために必死で生きたこの子はもう……。

        　涙腺が壊れたみたいに涙が溢れ頬を伝い落ちる。自分の痛みとこの子の痛みが重なって、心が張り裂けそうだった。

        「っ……こういうのって、最悪な事態になる前に回避していくものじゃないの？　この世界には役立たずの神しかいないのかよ……っ」

        　それとも、慣れっこの僕ならこんなことされても平気だと思ってるの？

        　男たちが去った後、散らばった服をかき集める。震える指を叱咤しながら袖を通していると、廊下から複数の笑い声が聞こえ、僕は耳を澄ませた。

        「こっちに、来る……？」

        　見られたら面倒なことになる。そうわかっているものの、この子の恐怖心に当てられた体は固まってうまく動かない。

        　そうこうしているうちにも足音は部屋の前で止まり、扉が躊躇なく開けられた。

        「ニールの気持ちがわかったか？」

        　入ってきた途端に放たれた第一声。それはユノスが愛してやまないランベルトの声だった。

        　でも、僕はその一言ですべてを察した。この暴行事件を仕組んだ犯人。ユノスを貶めて神子の座を捨てさせようとしたのが誰なのか。

        　腹の底にどろりとした黒い感情が溜まっていく。この子がどれだけ恐怖を味わったのか。絶対に失ってはならない大切なものを最後まで守ろうと抵抗し、助けを求めた彼の気持ちを。

        　――ユノスの純愛を踏みにじったこの屑共に思い知らせてやる。

        　それが自分の感情なのか、ユノスの恨みを引き継いでしまったために沸いたものなのか、区別はつかなかった。でも、そんなのはどうでもよかった。

        　連中は逆光で僕の姿が見えないらしく、ぞろぞろとニールを中心に部屋へ入ってくる。

        「……ひッ」

        　僕は恐怖に顔を歪めた。そしてどろりとした体液が付着し、力任せに掴まれた所為で痣が浮き出た足をわざと目につくように投げ出した。

        「ユノス、そろそろ白状したらどうだ」

        「……で、殿下……？　ぁ、あ、見ないで……見ないで……！」

        　視線から逃げるようにずり下がり、か細く震える悲鳴を上げる。緊張で呼吸を激しくすれば、誰かが生唾を呑み込む音が響いた。

        「……ユ、ユノス？」

        「ぃや……いやっ……」

        　一歩こちらに踏み出してくる足音。壁に阻まれて追い詰められているフリをしていると、無遠慮なニールの手によってカチリと照明のスイッチが押された。

        　隅々まで照らされた部屋。眩しそうに細められた王子の目が直後、驚愕に見開かれた。

        「こ、これは!?　どういうことだ！」　

        　この場で起こったことが何のフィルターにもかけられることなく連中の目に晒される。引き千切られた服、屑共が馬鹿の一つ覚えのように放った精子、そしてユノスの血。

        「お、俺はこんなことを命じていないはずだ！　なぜ……うそだ、こんな、ありえない！」

        　王子の取り乱しように頭の中がスッと冷えていく。

        　ああ、そういうこと。レイプまでは流石に指示してなかったんだ。なら、あの屑共の勝手な判断か、おおよそニールの仕業。

        　ただ、そんなことはどうでもいい。あんたが受け入れられなくとも、間違いなくこれが現実。

        「……殿下が、命じた……？」　

        「ち、違う。ユノス、信じてくれ、俺は決してこんなことをするつもりでは……っ」

        「…………信じる……？　そんな……そんなの……。もう、僕は……、僕は、」

        　神子にはなれないのに――。

        　この世の者と体を繋げれば穢れとなる。そして光の属性は忽然と消える。

        「神子に、なれない？　おまえはすでに純潔ではなかっただろう！　それを、……そうか、あいつらをたぶらかして――」

        「純潔ではなかった……？　誰がそんなことを……」

        「そ、それはニールが、おまえがアーロンと行為を、していたと……」

        「アーロンと？」

        　アーロンはユノスの護衛であり、神殿が派遣した騎士。

        　だが、ユノスが暴漢に襲われたのはアーロンが守るべきユノスを裏切ったからだった。

        「……殿下は、彼の、ニールの言い分を信じるのですか？　婚約者の僕ではなく……？」

        「――っ、」

        　頬を静かに涙が伝った。これは僕ではなくユノスの流した涙かもしれない。愛する人に信じてもらえない虚しさに、僕の心にまでぽっかりと穴が空いたみたいだった。

        　ああ、可哀想なユノス。こんな男に未来を潰されてしまうなんて。

        　僕は破かれた服を手繰り寄せ、外套を羽織った。こんな屑共に体をこれ以上見られたくなかった。立ち上がれば、中に出されたものが内腿を伝い落ちて、その気持ち悪さに鳥肌が立つ。でも今はそんなことよりも、こいつに、この屑に、現実を突きつけてやりたかった。

        　痛む足を引き摺りながら王子に近づく。そして目の前に立って、伏せていた瞼をゆっくりともち上げた。視界には綺麗な、ユノスが愛していた空色があって――。僕はその瞳を虚ろに見つめた。

        「……あなたのために守ってきた純潔を、こんなふうに散らされるなんて……」

        　瞼を閉じれば、ツと涙が頬をこぼれ落ちる。僕はそのまま彼の横を通り過ぎ、振り返らずに部屋を出た。屑共の中に僕に声をかけてくるような馬鹿がいなかったことだけが幸いだった。

        　しばらく壁伝いに歩いて、角を曲がったところで立ち止まる。

        「なーんてね」

        　笑いを堪え切れず、口を押さえてその場にしゃがみ込んだ。クククと喉が震える度に体に激痛が走ってもう最悪。

        　でもしょうがない。王子の絶望した顔が可笑しくて可笑しくて。ってか絶望していいのはユノスだけだろ？　おまえにそんな権利なんてねーよ。

        「屑が」

        　吐き捨てた途端、視界がぐらりと揺れる。座っているのに目が回る。流石にこの体は限界だったらしい。僕の意識はそのままブラックアウトした。

        　

        　◆◆◆

        　

        　薬品の匂い。それとカチャカチャと何か工具でいじっているような金属音が聞こえて、僕は目を覚ました。

        　ここどこ？

        　初めに頭に浮かんだのがそれ。

        　ゆっくりと体を起こして、状況を確認しようと周りを見渡す。一番に目に入ったのは制服を着て、床に胡坐をかいた青年。襟元を崩して、随分寛いだ様子で何かの装置を修理しているようだった。

        　でも、部屋の景色はどう見ても病室。意識を失う前のことを思い出して憂鬱になったけど、そいつの存在が明らかにおかしくて、僕はじっと視線を投げ続けた。すると気配に気付いて顔を上げる。

        「お、やっと起きた。どう？　痛いところないか？　目に見えるところは全部治したけど」

        　誰？

        　ユノスの記憶を巡ってみても、全く思い当たる顏がなかった。背は高いし体も鍛えてて、顔もよく見るといい方。でもなんだか、髪も目も地味な紺色だし、存在感が薄くてモブ感に溢れている。これじゃ景色に溶け込んでてもしかたないかも。ただ、何やら親しげに話しかけてくるあたり、記憶が欠けてたり……なんて思っていると、その青年がへなっと眉を下げた。

        「もしかして俺のこと覚えてない？　ってか知らない感じ？」

        　こくりと頷くと「マジかー」と頭をガシガシと掻きながら僕に近付いてきた。まあ、反射的にベッドの奥にずり下がるよね。

        「あ、悪い。言っとくけど、全然怪しくないからな？　クラスメイトのエリオ・マーティス。大抵隣の席にいるんだけど？」

        「…………」

        　王子しか見てなかったのは仕方ないけど、流石に隣に座ってるクラスメイトの顔を覚えてないのもどうかと思うよ、ユノス。んー……でも、見たことあるかも？

        　確か剣技試験で王子と互角で戦っていた生徒。最後は王子の勝利だったけど、健闘したな、なんて皆が声をかけていたような。

        「……試験で、殿下と当たってた人」

        　僕がぶつぶつと小さな声で囁けば、「そこ？」と言いつつも嬉しそうにニカッと笑い、そのままベッドに腰掛けた。

        「まぁ、思い出してくれたんなら十分だな」

        　パーソナルスペースという概念がないのか、距離が近い。何かを探るように目を覗きこんでくるものだから、居心地も悪い。僕の中身はユノスじゃないわけだし。

        「……なんか馴れ馴れしくない？」

        「アハハ、俺ね、一応廊下で倒れてたおまえを病院に運んできた恩人なんだけど」

        「ふーん、そういうこと。お礼が欲しかったんだ？　はっきり言えばいいのに。いいよ、セックスでもする？」

        　一度穢れてしまえば同じこと。そう思って提案したのに、へらへらと笑みを浮かべていたエリオはスッと表情を失くした。その瞳に浮き上がったのは明らかな怒気。首筋がチリッとするほどの魔力の揺れに、軟派そうな人物という第一印象を上書きする必要があった。

        「自暴自棄になってんのか？」

        「……そう見える？　伯爵家の次男で神子にもなれなくなって。僕には将来なんてないも同然。払えるものって言ったら体ぐらいじゃない？」

        「そういうのは要らない。体が手に入っても、心は手に入らないだろ」

        「へぇ、意外に真面目。……それとも、僕のこと好きだったり？」

        　何となく勘で言ってみたところ、エリオの吊り上がっていた目尻がふっと緩んだ。

        「まあ、ずっと助けたいと思ってたくらいには」

        「ふーん」

        「今まで色々頑張ってきてたんだけど、実を結ばなくてさ……辛い思いさせてごめんな」

        「別にエリオが悪いわけじゃないし、いいんじゃない？」

        　ユノスを助けようとしていた、ってことはユノスに関する噂が嘘だと知ってるということ。もしかしたらニールのことも……。

        　――いいもの見っけ。

        　僕は緩んだネクタイを掴み、エリオをぐいっと引き寄せた。ぎりぎりお互いの唇が触れるかというところで止めて微笑む。

        「なら、僕を全部あげるから、僕のために働いて？」

        「……そんなに簡単に差し出していいのか？　俺が悪魔かもしれないのに」

        「エリオが悪魔でも何でもいい。もう失くすものなんてないから」

        「んー、ただなぁ、俺のこと好きになる保障ないだろ。貰っても仕方ないっていうか」

        「それはエリオ次第じゃない？　僕を惚れさせてよ」

        「……なんだかねぇ。全く筋が通ってないけど、おまえだししゃーないか。――んで？　して欲しいことって？」

        　僕は真っ直ぐに藍色の瞳を見つめ、おもむろに口を開いた。

        「復讐」

        　その言葉を予想していたのか、エリオは驚きもせず嬉しそうにその目を細めた。

        「仰せのままに」

        　囁くと同時にエリオが身を乗り出す。そして、唇に少しカサついた柔らかいものが触れた。

        　ほんの一瞬で離されたそれ。でも、エリオはとても満足そうで、恥ずかしそうで、赤く染まった頬を掻いた。ユノスに対して抱いていた純粋な恋心が窺える。

        　ごめんね、エリオ。中身は全くの別人だけど、せいぜい大事にして、僕のこと。

        　黙って哀れなエリオを見つめていると、空気を読んだのか、にやけ顔を引き締めた。

        「わり、嫌だった？」

        「別に。心は手に入らないとか言いつつ、キスはするんだ、って思って」

        「んー、契約？　前払いみたいなもん、ってか、《腹が減っては戦はできぬ》って言うだろ」

        「僕は食料なわけ？」

        「俺、悪魔だからそういうことにもなるかなー」

        「……冗談？」

        　エリオは「さぁ？」と意味深な笑みを浮かべた。

        　

        　◆◆◆

        　

        　それからすぐ退院できるのかと思いきや、病室での軟禁状態が続いた。神殿関係者が度々訪れるため、動かれるよりここにいてくれた方がいいと頼まれたからだ。

        　傷んだところを全て治されてしまった所為で、事件をなかったことにされるんじゃないかと思ったけど、全てカルテに記録されていた。エリオには病院と法曹に知り合いがいるらしく、国に情報を握りつぶされることなく神殿へと繋いでくれたのだ。

        　とはいっても、王子を含むニール一味が手を下したことは僕しか知らない事実であり、証明できるのは王子から命を受けたあの屑共のみ。体内に残っていた精液から遺伝子、もとい魔力から照合するというファンタジー世界らしい方法で犯人は特定されているらしいけど、身柄の拘束までには至っていなかった。

        どちらにせよ、神子になれないとわかった時点でユノスは伯爵家から勘当。そうなると、学園からも寮からも追い出されてしまうし、エリオのところで寝泊まりさせて貰おうなんて考えていた。ところが神殿から来たのは継続して通学していいという通達。平民落ちした者に対しては異例の措置だった。

        　それは神殿が学園で起きた事件に思いのほか衝撃を受けていた所為だ。まぁ、今まで祭日には神殿を訪れて祈りを捧げていたんだから当然の反応。この祈りは浄化するためじゃなくて、瘴気の急激な侵蝕を抑えるためのもので、国民を混乱させないように非公式で行われていた。だから神殿内でもほんの一握りの人間しか知らなかったこと。今更言っても仕方がないけど、もし周知されていたら、あんなことにはならなかったはず。何もかもが仕組まれたように、そういった事実が表に出ていなかった。これがニールの能力だったりするのかもしれない。

        「神殿も事実確認が終わるまではユノスを信じて学園に残れるように申し立てるって言ってくれたからさ、代わりにお金出しといた。教育は受けといた方がのちのち役立つし」

        　エリオはへらりと笑いつつ、治癒代も授業料も払ったと報告してきた。どちらもバカ高いのに。

        「偉い人って多方面の顔色ばっかり窺ってて、こういう時に対応遅いだろ？　だから先やっといた。後から神殿に請求できるだろうし、懐も痛まないから平気。おまえは安心して暮らせばいいからな」

        「……パトロンってこと？」

        「パトロンっていうか、血縁？　もう俺の養子だし」

        「え、手続きもう済ませたの？」

        「養える資金があれば一瞬で審査なんて通るもんなんだよ」

        「……エリオって、お金持ちなんだ」

        　マーティス家って子爵だし、全くの無名のはず。お金を持ってるなんて聞いたこともない。しかも思った以上に顔も広いみたいで、胡散臭さがますます増した。自分を売ったのは早とちりだったかもしれない。今更だけど。

        「それよりも、あいつらは見つかりそうなの？」

        「あー……そっちはまだ」

        「もう！　僕がしたいのは復讐なんだからね！」

        「わかってるって。でもまずは生活のほうを確保しとかないとだろ？」

        「それはそうだけど……」

        　めちゃくちゃ不安。

        　おまえの手を汚す必要ない、任せてくれていい、って言ってたから、僕が外に出られない間に動いてくれたのかと思いきや、やってたのは養子手続きだけだなんて。お金には困らなさそうだけど、任せて良かったのか自分でもよくわからない。

        　そんなこんなで病院を退院できたのは、エリオと初めて会ってから一週間後。途方に暮れて涙を流す演技をしなきゃいけない毎日から解放されるのが一番嬉しかった。そして、いつも通り馬車に乗って学園に入り、いつも通り講義棟へと向かう。ただ少し違うのは、杖をついて足を引き摺っているってこと。

        　決して治療ができてなかったわけじゃない。反対に完璧というぐらい体の不調は消え去っていた。でもまぁ、同情を買うにはこの方が手っ取り早いってね。

        　予想通り、遠巻きに向けられる憐れみの眼差し。笑いが込み上げそうになるのを我慢しながら講義室に入った。生徒たちは悲愴さを醸し出しつつも興味津々に僕の行動を窺っている。ニールの取り巻きたちだけが僕と目が合わないように前を向いているから、わかりやすいことこの上ない。ただ、王子とニールの姿はなくて、どこかホッとする自分もいた。

        　エリオもごく自然に馴染んでいて、ウインクを投げつけてくる。調子のいいバカにしか見えないけど、一応僕のパトロン様だからね。でも、本当にユノスの隣の席に座っているのに覚えてなかったんだと思えば、ユノスのあまりの盲目さに笑いがこぼれてしまった。慌てて俯いて、にやけた顔を隠す。ふとすぐ後ろに部屋に入ってくる人の気配を感じて、さっさとエリオのところに行こうと一歩足を踏み出した――その時だった。

        　カンと乾いた音を立てて杖を払われた。ほとんどの体重をかけていたから、僕は支えを失ってそのまま床に転倒。突然のことで受け身も取れず、打ち付けた肩と肘に強い痛みが響いた。

        「それで何をするつもりだった」

        　怒りを滲ませた声が降ってくる。驚いて顔を上げると剣の切っ先が目の前に突きつけられていた。剣の先端から視線を滑らせれば、ハーフプレートを纏った赤髪の騎士がいて――

        「アーロン……」

        　胸にずきりと痛みが走り、咄嗟に自分の胸元を掴んだ。

        　痛いね……ユノス。こいつが守ってくれると信じてたのに。

        　アーロンの後ろには庇われるようにニールが立っていて、僕を嘲るように口端を釣り上げていた。この顔を見れば皆考えを変えるかもしれない。でも、ニールは他者の感情をコントロールするような能力を持っているのか、あっという間に自分の味方に付けてしまう。ユノスが苦戦していたのはこのせいだった。

        「答えろ。さもなくば――」

        「なぁ、俺にはユノスが普通に歩き出したようにしか見えなかったけど、何かしたのか？　おまえら、何か見えた？」

        　エリオがアーロンの言葉を遮って、クラスメイト達に話を振る。すると曖昧に首を振る者が半数以上。正義感の強いモブはエリオの他にも結構いたみたい。ニールに傾倒している奴らばかりだと思っていたからちょっと意外だった。まぁ、王子がいないからかもしれないけど。

        「だよなー。俺たちわからなかったし、何をしようとしたのか神殿騎士様が説明してくんないかなー？　そうじゃないと神殿は怪我人に平気で剣を向けるような罪深い存在だって噂が流れると思うんだけど？」

        「貴様、この国賊に慈悲を持てと言うのか」

        「ユノスが学園に通えてるのって、神殿が許可したからって聞いたけど……あれ、神殿騎士なのに、神殿の裁量に不満があるってこと？」

        「下された判断には納得していない。神殿にも私の意志は伝えてある」

        「それって、伝えてるだけで許可はないってこと？　ユノスが実際事件前に光の属性を失っていたかなんて誰にも確認しようがないし、もしかしたら失ってなかったかもしれないだろ」

        「そんなはずはない。ユノスは夜な夜な街に出ては体を売って金を稼ぎ、自分の立場を忘れ、欲に溺れていた」

        「まるで見てきたように言うんだな。その目で見たのかよ」

        「見たという人物が複数人いる」

        「そいつらの名前は？」

        　エリオの問いにアーロンは口を閉ざした。

        　情報を提供したのは表立って言えるような立場にない者たち。沈黙がそれを表していた。そんな情報に神子の護衛を務める者が惑わされるなんて、笑いたくても笑えなかった。その所為でユノスは恐怖と絶望を味わったのだから。

        「どうして神殿に報告しなかったんだよ。そうすればすぐに調査に乗り出してくれただろ」

        「秘密裏に事を進める必要があった。神殿は神子の立場を守るためなら、揉み消すことも容易い」

        「おいおい、自分が仕えてる主を信じてないのかよ」

        「私は神殿ではなく、神に仕えているだけだ。神殿も過ちは犯す」

        「……まぁそれはごもっとも。でもさ、光の属性がなきゃ神子にはなれないのは誰もが知ってることだろ？　そこに間違いなんて存在しない」

        「そうだ。だからこそ任命式で全てが露呈してしまうことを恐れた。その責任から逃れるためユノスは自ら輩を呼び、自分を襲うように指示した」

        「ふーん、過去を消すための上書きねぇ。ユノスはおまえが離れることを見越して輩を学園内に招き入れ、自ら相手をしたと。だから、護衛のおまえが側にいなかったことに責任はないって言いたいんだな？　本当におまえは何と戦ってるんだろうな」

        「何と？　神や国を裏切るような行為をするユノスのような者達だ」

        「光の属性を持って生まれたユノスが最後まで神子として責任を果たさなかったことが、おまえにとって裏切り行為に見えるってわけか」

        「その通りだ」

        「たださ、おまえの言う責任逃れも裏切り行為も、ユノスが既に純潔じゃないって話が前提にあるのはわかるよな？　そこが証明されていないのにどうしておまえは行動に出たんだ？　もしユノスが全くの潔白だとしたら、国を陥れるようなことをしたのはおまえの方なんだけど、それはわかってるんだよな？」

        「……それは……」

        　アーロンとのやり取りはエリオ有利で終わった。ちょっと見直したのは秘密。

        　それにしてもユノスはアーロンからとんでもない悪党だと思われていたみたい。その方が驚きだった。国や神殿への反逆行為にどれほどリスクが伴うのか。そんなことも考えられなくなるくらい、ニールと一緒にいるとバカになるとか……もしかして洗脳？

        　当の本人はだんまりを決め込んで、アーロンに助け舟を出す気もないようだった。ニールにとってはただの捨て駒。なら、バッサリいってもいいよね。

        「……アーロン、ずっと僕が体を売っていたと思っていたの？　……そっか……だから僕のことを……」

        　体を起こしながらそう言うと、その場にいる皆の視線が集まった。僕はその好奇な視線から逃げるように目を伏せ、自嘲するように笑った。

        「ねぇ……神子になれば報奨金としていくらもらえるか知っている？」

        　声を震わせてそう問えば、息を呑む音が聞こえる。

        「大白金貨五十枚――この学園の年間の学費が白金貨一枚だから、その五百倍。一回体を売ったとして、それで得たお金と天秤にかけてみたら……アーロンはどちらを選ぶ？」

        　高級男娼でもない限り一晩せいぜい銀貨数枚。学費でさえ稼ぐのに百人と寝る必要がある。まず根本的に神殿が生活費の援助をしてくれていたから、稼ぐ必要なんてなかったんだけど。

        　講義室内にどよめきが起こり、アーロンは僕の顔を凝視し驚愕に目を見開いていた。僕はそれを真正面から受け止め、力なく微笑んだ。

        「国王と教皇と神子との大切な契約。額の大きさもあって口外するべきではないと思っていたから……、でも今更言っても何にもならないよね。僕にはもう関係のないこと……そのお金はニールのものになるから」

        　ちらりとニールを窺えば、彼は目を輝かせていた。ユノスは報奨金を実家に渡し、家の復興に充てるつもりだったけれど、ニールは孤児。全て懐に入れてしまうことだってできる。嬉しいに決まってるよね。

        「あっ、そう言えばランベルトと待ち合わせしてるんだった。皆、神子任命式には絶対来てね！　僕、皆に祝ってもらいたいんだぁ、ふふ」

        　さっきまで僕を睨んでいたことなんてすっかり忘れて、ひらひらと手を振ると講義室からさっさと出ていってしまった。凄い図太さ。これには僕も驚きだよ。それとは反対に、アーロンは僕を縋るように見たあと、ニールを護衛するため踵を返した。

        　何が真実なのかわからなくなってるんだろうなぁ。信じて突き進んでいたのに、裏切られるって恐ろしいよね、アーロン。自分の犯した罪の重さから正義感の強い彼はきっと逃げられない。早いうちに病んじゃうかも。

        　そんなことを思えば、ふわっと心が軽くなるような気がした。一つ錘が取れたような。これはユノスの気持ち？　

        「大丈夫だったか？」

        　エリオが階段を駆け下りて来て傍に屈みこむと、僕の体をペタペタと遠慮なく触ってくる。本当に距離感どうなってるの？

        「打った所が痛いんだから、あんまり触らないでよ」

        「……どこが痛む？」

        　痛みを訴えれば、途端に地を這うような声になる。また首筋がチリッとなって、エリオのユノスに対する溺愛具合に呆れた。

        「右腕が全体的に……」

        　すかさず僕の右手に手を伸ばすと、肩から手首にゆっくりと手のひらを滑らせた。

        「痛いの、痛いの、とんでけー」

        「えっ、ちょっと、なにそれ、恥ずかしいんだけど」

        「いや、うちに代々伝わるおまじない？」

        「なんで疑問形」

        「でもほら、痛いの取れたろ？」

        　ニカッと笑うエリオ。その屈託ない笑顔に何かの記憶がチラついた。どこかの誰かと面影が重なったような……。

        『痛いの取れたろ？　周あまね』

        　声が頭の中で響くと同時に、ガツンと頭を殴られたような痛みが走った。その痛みはずっと尾を引き、眩暈を起こすぐらい酷いものだった。エリオの顔が歪み、視界が黒く欠けていく。ぐらりと体が揺れた直後にエリオの叫び声が聞こえて、プツリと意識が途切れた。

        　

        　◆◆◆

        　

        　あれはいつの記憶だろう。

        『痛いの、痛いの、とんでけー』

        　あいつがそんなこと言って僕の胸に手を当ててたっけ。辛そうな顔してるからってさ。それがあまりにも子供っぽいおまじないだから笑っちゃって、そしたら『笑ったな』ってあいつは喜んで……。

        　あれは誰だったっけ。黒く塗りつぶされたみたいに、名前と顔だけがさっぱり思い出せなかった。

        　確か、あいつは客で僕は男娼。でも、あいつが僕を抱いたのは一度きり。次に店に来た時から、行為はしなくていいから話し相手になってくれ、なんて言う変な奴だった。

        『周ほど綺麗な人を見たことがないんだ』

        　会うたびにそんなことを言って僕を口説いて、ただただ嬉しそうに僕を眺めるあいつ。僕をまるで子供みたいに胡坐の上に座らせて、背中から優しく抱きしめる。それから僕の手を掬い上げて甲にくちづけを落とす。それが癖のようになっていた。

        　大切になんてされたことがなかった僕は面白いぐらい簡単に恋に落ちて、あいつが来るのを今か今かと待ち侘びるようになった。他の客を取るときも落ち着かず、対応の悪さに折檻を受けたこともあった。だって、あいつ以外に触られるのが気持ち悪かったんだからしょうがない。

        　でも、あいつに対しては素直になれなくて、いつもつっけんどんになってしまっていた。

        『身請けしたい』

        　そう言いだしたのはあいつが通い始めてから一年が経った頃。

        　僕は嬉しすぎてどう反応していいかわからず、いつものように冷たくあしらってしまった。

        『決して悪いようにはしないから、受けてくれると嬉しい』

        　身請け話は僕の意志なんて関係なく、お金さえ出せば楼主が進める。だから、僕に訊く必要なんてないだろ、なんて言って照れを隠した。あいつは少し気落ちしながらも、次に来る時に身請け金を持ってくるから、って帰っていった。

        　あいつを見送った後、僕は身請けされることになったと楼内の皆に言いふらした。幸せの絶頂に立っている気分だった。どんないい暮らしができるんだろうって妄想もしたけど、あいつと一緒にいれることが何よりも嬉しかった。

        　でも、それから一月経っても二月経ってもあいつは来なかった。楼主も驚いていたけど、僕は驚くなんてものじゃ済まなかった。

        『見捨てられてカワイソー』

        『我に返ったんじゃない？　あんな態度ばっかりとってるから』

        　そんなことを言ってくる奴らを顔が変形するほど殴り続けてしまうくらいに、自分の惨めさに打ちのめされていた。

        　結局そいつらの分まで働かないといけなくなって、毎日毎日客を数人相手して。その度に思い出すのはあいつに一度抱かれた時のことばかり。どうして素直に嬉しいと言えなかったのか、あの時一つでも頷いておけば、今はあいつと一緒にいれたのか。なんて後悔ばかりが胸を占めていた。

        　馴染み客が何人もできたけど、心に空いた穴は埋められることはなかった。もう、あいつに触れられることはない。背中から抱きしめられることも、手の甲にキスされることも、顔を見ることさえもできないのだから。

        　そして冬が終わる頃、生きている意味を見つけられず、僕は自ら――……

        　

        　こめかみに涙が伝う。

        　懐かしくて虚しい記憶。乾いた笑いがこぼれた。

        　輪廻なんて信じたこともなかったし、あれから幾多の『周あまね』という人生を繰り返してきたなんて、そんなこと思い出したくもなかった。しかも、何の因果か、僕は毎回生き方を失敗して、自分を死に追いやってしまう運命にあるらしい。

        　ただ今回は輪廻の輪に戻ることなく、ユノスの中に入ってしまったみたいだけど。いつもとは違うとはいえ、ほとんど終了を言い渡されている人生には変わりない。ここまで恵まれてないなんて疫病神でもついてるのかな。

        　瞼を開ければ、朝見た天井。教室で意識を失ったことを思い出しつつ、病院にとんぼ返りしたのだと悟った。あの頭の痛さはすっかりなくなっていて、前世の記憶が蘇った所為だったんだなって妙に納得がいった。

        「……はぁ、こんなの見せなくたって……」

        　混乱しているのも確かだけど、それよりも気持ちが滅入ってしまう。溜め息を吐いて起き上がると、目に入ったのは壁際のソファで寝息を立てるエリオだった。

        「エリオ……あいつに似てるんだ……」

        　思い出すきっかけになったのは間違いない。

        　何だか無性に寂しくて、僕はベッドから降りてエリオの側に立った。それから、掛けてあったブランケットを躊躇なく剥ぎ取った。

        「……んむー、……あぇっ!?」

        　寒さにぶるりと体を震わせたエリオが目を見開いて飛び起きた。その顔に満足して、僕はにっこりと笑ってやった。

        「おはよう、エリオ」

        「おは、よ……――ってか、体大丈夫か!?」

        　大慌てで立ち上がると、凝りもせずペタペタと触ってくる。ただ、あいつを思い出したからか全く嫌悪感はなく、反対に久しぶりに触られているような気になってなんだか嬉しくて……

        「もう、しつこい！」

        「あ、わり……」

        　酷く恥ずかしくて、それを誤魔化すのにエリオの手を払い除けてしまった。エリオが申し訳無さそうに頭を掻くのを見て、何度自分は同じことを繰り返すんだろうと途端に怖くなる。

        「だ、大丈夫だから。あんまり触られるの慣れてないだけで……、だから別に嫌とかじゃ……」

        　僕が言い訳がましく言うと、エリオはパチパチと瞬きしてから破顔した。

        「知ってる。でも、嬉しすぎて触りすぎる俺も悪いし」

        「嬉しい？　……僕を自分のモノにできたこと？」

        「んーまぁ、そんなとこ。――さて、悪いところはなさそうだし、一回診てもらって、寮に戻りますか。ゆっくり休まなきゃだしな」

        「やっと病院から出れるんだから、どこか寄りたいんだけど」

        「ダーメ。さっきもぶっ倒れたくせに何言ってんだよ」

        「……けち」

        「けち!?　……けちって」

        「折角エリオとデート、って思ったのに」　

        「……おまえなぁ、そういうかわいいこと……」

        　唇を尖らせていると、ふぅ、と深く息を吐き出しつつエリオが頭を抱えた。

        「口先だけとは言え、そういうのは軽々しく口にしないこと。俺の理性をこれ以上揺らがせるなよ」

        「えー、いいんだよ、我慢しなくて。僕はエリオのモノなんだから」

        「こら、そういうとこ。俺のモノだったら、なおさら自分のこと大事にしてくれないと」

        「はいはい。マジメ君」

        　嫌がってないんだから襲っちゃえばいいのに、って思うけどエリオには無理そう。僕の貞操観念がおかしいのかもしれないけど、そこは男らしくどしっと構えていて欲しいっていうか、こんなところまであいつと似なくていいのに。

        　そこそこ整っている顔を見つめていると、エリオが微笑む。途端にとくとくと僕の胸が音を立てた。ほら、と手を差し出されて手を繋ぐ。僕があいつと送りたかった何気ない日常のワンシーンがここにあって、どこかむず痒かった。

        　病院から大通りに出ると、一気に喧騒に呑み込まれる。ただ、その様子はいつも違って緊張感のあるものだった。それに、道行く人たちが皆ある方向に向かっているように見えた。

        　エリオと顔を見合わせて、辻馬車の御者を呼び止める。

        「何かあったのか？」

        「ん？　あぁ、俺も見ちゃいないんだが、神殿の方で死体が降ってきたとかなんとか。そんなことあり得るのかねぇ」

        「死体……？」

        「神殿まで乗せてくれ」

        「あいよ」

        　乗り込めば、すぐさま馬が嘶いて馬車が走り出した。神殿の通りに入れば、人がごった返していて、神殿前広場まで歩くことになってしまった。一応杖は持ったままにしておく。

        「神子任命式、今週末だろ？」

        「気味が悪いねぇ」

        　そんな声が聞こえた。

        　彼らの視線の先では、神官たちが十五階建てのビルぐらいある神殿の屋根の上に足場を作って、何かを運び入れている。

        　広場に集まる皆と同じように上を向いてその様子を眺めていた時、こちらに駆け足で向かってくる足音が聞こえた。さりげなくエリオが僕を背後に隠す。

        「ユノス様！」

        　人混みを掻き分けて目の前に現れたのは、顔を真っ赤にした、今にも泣きだしそうな新米司祭だった。将来有望で、ユノスの奉仕のことも知っていた人物。

        「エリオ、この人は大丈夫」

        　身構えていたエリオに警戒を解くように言えば、新米司祭はその場で跪きそうなほど動揺しながらも「ありがとうございます」と繰り返した。司祭服を着ている彼の取り乱しように、周りの関心が集まってくる。

        「ここでは目立ちます。中にお入りください。あなた様も是非」

        　そう促されて礼拝堂に入れば、そこも騒然としていた。市民は追い出されていて、身内しかいないみたいだけど、神殿内がこんな大騒ぎになるなんて。事件の内容がすっごく気になる。

        「何があったのですか？」

        「……それが、」

        　言いにくそうではあったけれど、布をかけられた何かが横を通り過ぎたのを見て、決心したように話し出した。

        　神殿の避雷針のように尖った装飾に死体が刺さっていたのだという。それは計六体。ユノスを襲った男たちのものだった。降って来たというのは体の一部で、鳥に食いちぎられて落ちてきたらしい。それがなければ発見がもう少し遅れていただろうって。

        「あいつら死んだの……？　じゃあ、僕の指示じゃないって証明できないってこと……？」

        　もしかしてそれが目的？

        　その上、ユノスが口封じのためにやったとさえ思われてしまう。

        　エリオの服をギュっと握ると、エリオがその手を包み込んだ。

        「違います！　全くの反対です！　ユノス様の潔白が証明されたのです！」

        「え……？」

        「――こちらへどうぞ。全てお話します」

        　司祭が前のめりで訴えてくる。それから、表立っては話せないのか、奥の小部屋に通された。一緒に入ろうとしたエリオは当然のことだけど追い出されそうになる。

        「ご友人様は失礼ですが外でお待ちください」

        「彼は僕の主です。身寄りがなくなった僕を憂い、この身を預かって下さった方です。何事も秘密にはできません」

        「ユノス様の……そうでしたか、失礼致しました。どうぞ中へ」

        　小さなテーブルを挟んで座ると、何かに興奮しているのか指を弄びながら司祭が口を開いた。

        「神子に危害を加えることは神に刃を向けるものと等しいこととされ、まともな人間は決して神子を傷つけようとは思いません。そのような者がいれば神によって直接罰を下されます。そして、神によって亡きものにされた者に目印のように表れる現象があるのです。それが《咎人の刻印》と呼ばれるものです」

        「咎人の刻印……」

        「はい。神の怒りとも言われ、心の臓だけが真っ黒に変色し炭のようになるのです。神殿に関わる者であれば皆知っています。そして、今日我々はその刻印を初めて目にしました。あの者達の心の臓は伝承の通り、炭のような黒く固い物質になり果てていたのです。これはユノス様が当時神の愛し子――神子であったということを示しているに他なりません。……当然のことです。私はユノス様の祈りをほんの数日前まで目にしていたのですから……。潔白が証明されて喜ばしいと同時に、本当に、本当に悔しくて堪らないのです」

        　そう司祭は拳を握りしめ、無念をこぼした。

        　そっか、信じてくれている人も沢山いたんだ。君は絶望に呑まれてしまったけど、こんなふうに思ってくれている人もいたんだよ、ユノス。君は僕とは違って、真っ直ぐで本来は皆から慕われるような子だったんだから。

        「……なら、僕は信じてもらえるのですか？」

        「はい。神殿は全面的にユノス様を援護致します」

        　その返事を聞いて、心がまた一つ軽くなった気がした。そう、ユノスも喜んでるんだ。よかった。

        「そう……そうですか……嬉しい……」

        　司祭が机に置いていた僕の手を握り、エリオが僕の背中をゆっくりと擦ってくれる。それは温かくて心地のいいものだった。

        　僕は顔を伏せて緩む口元を隠した。ここは感動シーンだから泣いておくべきところ。でも、こんな便利な判断基準があったなんて、びっくりを通り越して可笑しくて感動できるような状態じゃなかったから。

        「もう大丈夫ですから、ユノス様、ご安心ください」

        「ありがとうございます、司祭様……」

        「それから、貴方様にも感謝を。ユノス様の後見人になって下さった方がいるとは伺っていたのですが詳細を知らず……すみません、お名前をお聞かせ願えますか？」

        「エリオです。エリオ・マーティス」

        「エリオ様……ありがとうございます。……エリオ、エリオ・マーティス……――まさかとは思いますが、紺碧の？」

        「こんぺき？」

        　エリオを振り返れば、「まぁ」と歯切れが悪そうに頷いた。すると、途端に司祭の表情が明るくなる。

        「そうですか！　あぁ……安心いたしました。あなた様がついて下さるのなら、本当に心強い……ユノス様をどうかよろしくお願い致します」

        　司祭がエリオに深々と頭を下げた。神殿の上位数人に入るような高貴な存在にそんな態度を取らせるとか、何者？

        「エリオ、どういうこと？」

        「んー、ちょっとした慈善事業してるだけ。そういうの恥ずかしいから内緒にしてんの」

        「……慈善事業……そうなんだ」

        「ここで預かっている孤児たちに、寄付をして下さっているのです。最近は教育にも力を入れられるようになって、孤児の就職率も上がり、ここを出た後に犯罪を起こすことも少なくなってきましたから――」

        「司祭様、その、そこは内密に」

        「あぁ、失礼しました。本当に謙虚でいらっしゃいますね。――では、私は教皇に報告をしなければなりませんので、ここで。今日の事件のことは国にもすぐに伝わるでしょう。陛下も協力を惜しまないでしょうから、きっと手引きした者もすぐに見つかります」

        　教皇に報告……今からお偉いさんたちの会議でもあるのかな。なら丁度いい。

        　主犯が神子候補ってなると、神殿も国もどちらも動いてくれなくなるかもしれないけど、王子だけなら変わりはいるし大丈夫なはず。

        「……陛下の協力……？」

        　僕は司祭の目を訴えかけるように見つめ、口を開こうとしてそのまま俯いた。そう、相手はユノスの婚約者。大好きだった人。簡単に情報を差し出したら、現実味がないからね。

        「ユノス様？　いかがされたのですか？」

        「いえ、何も……」

        　首を振って、助けを求めるようにエリオの服をきゅっと握った。

        「どうした？　言いたいことがあるんじゃないのか？　司祭様もちゃんと聞いてくれるから」

        「……っ」

        　平民の神子候補の話を軽々しく信じ、婚約者を裏切った男。悲しいね、ユノス。

        　瞼を閉じれば、下瞼に溜まっていた涙がぽたと机に落ちて染みを作った。

        「……僕が神子に向いていなかっただけです。この心の弱さをきっと見破られていたのです……。だから、誰も悪くなどありません。僕が神子の立場から降りて、誰かが幸せになれるのなら、それで……」

        「そんな……神子は神に指名された者。決して向いていないなど……」

        「今日、彼らが神から罰を受けたことで僕は信じてもらえる。それだけで十分です。これ以上の調査は必要ありません」

        「ユノス様、そういう訳にはいかないのです。これは国を陥れるような重罪。許してしまえば、司法が崩壊してしまいますから」

        「……でも……」

        「もしかして誰か庇ってるのか」

        　エリオが硬い声を出せば、司祭は目を瞠る。そして、険しい表情で僕の傍らに跪いた。

        「ユノス様、本当に誰かを庇っていらっしゃるのですか？」　

        「…………」

        「どうか、私に打ち明けて頂けませんか。罪を犯した者により、また神子が犠牲になるやもしれません。未来のために、どうかお教えください」

        「……未来……」

        「それが誰であれ、我々はユノス様の味方です」

        「司祭様……」

        「はい」

        　膝の上で握っていた拳があたたかい手のひらに包み込まれる。僕は顔を上げて、彼の目を見つめた。

        「……僕を……僕を襲わせたのは――……」

        　

        　◆◆◆

        　

        　かなりの騒動になるからと神殿内にある客室にそのまま泊まることになり、エリオと部屋でゆっくりと寛いでいた。随分と奥まったところにあるらしく、騒ぎの声はここまで届いてはこなかった。これも司祭様の気遣い。ユノスは愛されてたんだなって思う。あいつ以外に愛情を向けられた記憶がない僕とは違う。

        「それにしても驚いたな。探してた奴らが天罰を受けてた、なんて」

        「うん……でも結局僕の証言しかないから、ランベルトが否定すればうやむやになりそう……」

        「そこまで馬鹿じゃないだろ、殿下も。万が一そんなことになったら、『神様』が許さないんじゃないか？」

        「……それ、思うんだけど、天罰なんて下せるならもっと早くどうにかしてくれたらよかったのになって……。そしたら僕は……」

        　ユノスが神子じゃなくなったことで何かスイッチが切り替わったのか、それともニールが満足して術のようなものを解いたのか。よくわからないけれど、ユノスの感じていた困難を欠片も感じなかった。僕が思う通りに物事が進むから楽には違いないのに、表現できない気持ち悪さがあった。

        「神様にも神様の事情があるかもだろ。もしかしたら、神子にならなくてよかったって思うことも将来でてくるかもしれない。きっとうまくいくように考えてくれてるって」

        「エリオって意外に敬虔なんだ……」

        「……敬虔、ってわけじゃないんだけどな。ニールはともかく、王子とあの護衛は自分の罪を知るわけだし、復讐は法がしてくれる。だから、考えるならこれからのことの方がいいかなってさ」

        「これからのこと……」

        　僕は神子になるってことがそれほど魅力的だとは思わなかったけど、ユノスはそれだけしかないって思い込んでいた。自分の人生と引き換えに好きな人の国を守れたらそれでいいって。本当に健気でバカで……。そんなユノスのことだから、この件が片付けば中身が入れ替わったなんて知らずに、エリオみたいに助けてくれる人がたくさん出てくるはず。だからこそ自分がここにいる意味がわからない。残るべきはユノスだったのに、僕はこの世界で何を見せられるんだろう。

        　僕はユノスの代わり？　あの時、丁度いい僕の魂があって、ユノスが可哀想だから代わりに僕を突っ込んだの？　落ち着いたら、ユノスが戻ってきたりして……。でもユノスに片想い中のエリオのことを思えば、元に戻った方がいいのかも。

        「……少し疲れたか？」

        　エリオはソファーに座る僕の横に腰を下ろすと、覗くように目を見つめてくる。それから手を握って来たかと思えば、そのまま手の甲にくちづけを落とした。この動きの流れさえあいつに似ていて、胸の辺りがかっと熱くなる。

        　寂しい、寂しい。会いたい。一度思い出してしまえば、焦がれて仕方ない。ただ唯一、心から『周僕』が恋した人。

        　エリオはあいつじゃないっていうのに、エリオが好きなのはユノスで僕じゃない、……なんてバカみたいな感情が湧き出てしまう。無性に虚しさが溢れてきて、そっとエリオの手を剥がして俯いた。

        　するとエリオが短く息を吐いた。その意味を読み取れなかったけど、今エリオの顔を見れば泣いてしまいそうで顔を上げられなかった。

        「……解決に向けて動いてくれてるみたいだし、ゆっくり休もう。色々ありすぎたもんな」

        　護衛を務めていた男に剣を向けられ、自分を襲った男たちは死んだ。出来事としてはこれだけ。でも、突然この世界に引き寄せられて、わずかな間に経験したことにしては少し過激だったかもしれない。

        　エリオに促されるままベッドに横になり、目を閉じる。頭を撫でる大きな手。そのあたたかさにまた涙がこぼれた。

        　

        　僕が告発してから、一気にことが動いた。

        　神殿は即座に国王に事実確認を命じ、学園にも調査が入った。ユノスが純潔だったという事実を知ったランベルトはその場で罪を認めて投獄され、反逆罪で死刑か終身刑が下されるはずだと報告があった。

        　そしてアーロンはというと、事件から夢遊病者のように神殿内を彷徨い歩く姿が目撃され、その数日後遺体で見つかった。自室にあった遺書には、とんでもないことをしたと自責の念が綴られていたらしい。彼なりの正義を貫こうとした結果起こってしまったことであり、そう考えると後味の悪さが残った。

        　やっぱり何かの術が解けたんだ。それがはっきりわかると同時にヒヤリとしたものが背中を這いあがってくる。洗脳されていたからといって情状酌量なんてものはなくて、しかも洗脳されている間の記憶もしっかり残っていたみたいだし……。

        「そこまでしてニールは神子になりたかったのかな……」

        「どうなんだろうな。金が欲しかったとか、成り上がりたかったとか」

        「……そうなのかな……」

        「どうした？　首謀者のニールだけが平然と神子になることに対して、すっきりできてないのか？」

        　確かにそこは全然すっきりできてない。ランベルトが一言でもニールの名前を出せば、何かしらのお咎めはあったかもしれないけど、流石に残り一人になってしまった神子を道ずれにはできなかったんだ。

        「ニールが神子になったら、神殿に管理されて生きていくんだし、瘴気の残る危険な地域にも行くことになる。牢獄にいるのも一緒だろ」

        「うん……」

        「もう、復讐も終わりでいいんじゃないか」

        「エリオ……」

        　ユノスは満足してる？

        　僕がこの体に乗り移った時に感じたあの激情を感じない。もう憎しみは昇華されたのかもしれない。そろそろユノスと交代の時期が来てる？

        「最後に神子任命式には行きたいな。ニールがどんな顔をして神子になるのか、少し見てみたいから」

        「……そうだな。それでユノスの気が済むなら」

        　

        　◆◆◆

        　

        「本当に、大丈夫ですか？」

        「はい、エリオのおかげで吹っ切れたので」

        　司祭は僕が任命式に出席したいと言うと、すぐに特等席を用意してくれた。式典の記録を取るための席らしくて、出席者にもニールにも見られる心配がない二階席。

        「良く見えるな」

        　エリオの言う通り、祭壇がしっかりと望める。出席者がぞろぞろと礼拝堂に入ってきて、前から順に詰めて座り始めた。それを眺めつつ、無言で式が始まるのを待つ。

        　いつもとは違って、エリオはどこか落ち着きがなくて、こっちまでそわそわしてしまう。

        「なぁ」

        　そう言って僕の手を握ってくるし、どういう情緒なのかよくわからない。横顔を見つめていると、こっちを振り向いていつものニカッと笑いを浮かべた。

        　その時、わっと会場が沸いた。歓声と割れんばかりの拍手の中、ニールと教皇が高座に上がる。祭壇の前に立つと、自然と拍手は鳴りやみ、礼拝堂が粛然とした雰囲気を取り戻した。

        　式の内容は簡単なもので、教皇が式の開始を告げて、神の教えを説く。その後、神子が祭壇の前に立って祈りを捧げ、神との契約を交わす。その契約の時に光の属性を持っていなければ神子にはなれず、反対に神子になれば浄化の力が授けられる。ユノスがやっていた祈りによる侵蝕の抑制とはレベルが違うものだ。

        　ニールが手順通りに一つ一つの動作を終わらせていく。そして祭壇の前に跪き、胸の前で指を組んだ。次にニールの口から出たのは祈りの言葉だった。神一人を愛して、神が作ったこの世界の穢れの浄化に一生を捧げます。だからこの道をお守りください。そんな内容。

        　ユノスが紡ぐはずだった祝詞が他人の声で耳から入ってくるなんて、本当は怒り狂ってもおかしくないことなのに、不思議と心は落ち着いていた。もう未来は決まっているから騒ぐことでもないってユノスが言っているみたいだった。

        　神との契約が結ばれたことを祝うかのようにニールが光に包まれた。それは神子らしい姿で、誰もがその神秘的な光景に釘付けになっていた。やがて光が収まると、教皇がニールの傍に立つ。教皇の横に司祭が控え、銀盆を捧げた。そこには神子の証である金製のチョーカーが乗っている。宝石をちりばめた贅沢なもので、神殿の権威を示すものでもある。

        　教皇が手に取り、ニールの首元へと運ぶ。そして、カチリ、と静まり返った空間に金具がはまり込んだ音が響いた。

        　おめでとう、ニール。

        　そんな声が頭の中で聞こえた気がした。

        　ユノスはこの光景が見たかったの？　

        　そう問いかけた途端、視界がぐらついて、僕は椅子から転げ落ちそうになった。それを抱き留めたのは勿論エリオ。

        「大丈夫か？」

        　声をかけられるけど、眩暈は治まらない。耳鳴りが激しくなり、意識が遠のいていく。でも、エリオが僕の意識を手繰り寄せるように、手を強く握った。

        「名前を教えて？」

        　優しく耳元で囁かれる。

        　名前？　僕の？

        　僕は……

        　僕は、

        「あま、ね」

        「っ……そうだ……そう。やっと呼べる……」

        　エリオはなぜか嬉しそうで。なぜか泣いていて。

        　背中に腕が回されて、強く強く抱き締められた。

        「周……っ」

        　僕だけに聞こえる小さな声。でも、力が籠って掠れてしまうほど、思いの丈が込められたもの。

        　それに反応するように胸の辺りが燃え上がったように感じた。熱が溢れんばかりに湧き出して体を満たしていく。

        「周……周……」

        　何度も何度も名前を呼ばれ、何度も何度も髪を撫でられる。今まで耐えてきたものを全部全部吐き出すみたいに。

        「エリ、オ……？」

        「もう大丈夫だから、周。……もう、離さない」

        　ああ、エリオは――……

        　僕の中で期待が膨れ上がる。それと同時に涙腺もバカになったのか涙がぼろぼろとこぼれた。

        　確かめたい。今すぐ答えを聞きたいのに、酷い眠気が襲ってくる。必死に睡魔に抵抗しながら手を伸ばせば、その手を掬い上げられる。

        　そして、手の甲に――

        　触れる体温に安心して体から力が抜けていく。僕は閉じた瞼を開ける力もなく、すとんと眠りに落ちた。

        　

        　◆◆◆

        　

        　気付けば、僕は霧の濃い小さな湖の畔に立っていた。ただ、そこに湖があるという情報しか入ってこない。音も気温も感じないとても静かな空間だった。

        　対岸には銀髪の少年と白い靄に包まれた人が立っていて、銀髪の少年は鏡で見たユノスの姿をしていた。

        『ユノス？』

        　問いかければ、ユノスの唇が動く。音は聞こえないけれど、ありがとう、と言ってるような気がした。

        　そして、隣の白い靄の人と顔を見合わせて何かを話した後、僕に手を振ると二人は寄り添うように霧の中に消えていった。

        　ユノスの表情は穏やかで、もう未練はないように見えた。靄の人がユノスを導いたのかもしれない。神の愛し子だから、もしかしたらあれは神様だったのかも。

        　僕を包む霧は濃くなる一方だったけど、不安はなかった。エリオのところに戻れるってなぜか確信があったんだ。

        「周……？」

        　ほら、エリオの声。

        　意識が浮上する。すぐにでもエリオの顔が見たくて重い瞼をこじ開けた。霞んでいた視界は何度かまばたきすればクリアになる。そうすれば当然のように僕の瞳を覗き込む顔があった。

        　手元にあった服を摘まめば、これ以上ないってくらい嬉しそうに目が細められる。その表情はあいつそのもので、折角はっきり見えていた顔が即座にぼやけてしまった。

        「周、迎えに来た」

        「……うん」

        「遅くなって、ごめん」

        「……うん」

        「早速だけど、抱っこさせて？」

        「…………バカ」

        　エリオはまだ力の入らない僕を抱き起して膝に座らせる。それから思い切り背中から抱きしめた。力加減もあたたかさも何もかも記憶と同じで僕はむせび泣いた。

        「ごめん……ごめんな、たくさん寂しい思いさせて……」

        　嬉しくて嬉しくて、嗚咽が全然止まらなかった。エリオは僕を向かい合わせに抱えなおすと、困惑と喜びが入り混じった表情で僕の顔中にくちづけた。そして、泣き止まない僕をあやしつつ、エリオはぽつぽつと当時のことを語り始めた。

        　あの日の帰り道に追いはぎに遭ったこと。その時に落馬して、頭を打ったせいで記憶を失っていたこと。

        「記憶のないまま世話をしてくれた人と祝言をあげて、記憶が戻った時には周と約束した日から二年も経っていた。周のことだから、もう良い所に貰われているだろうし、二年も経てば約束を反故したとみなされて遊郭には入れない。だけど諦めきれなかった。もし周が楼に残っているなら……許されるなら、もう一度周を身請けしたいって。――でも、周はいなかった」

        　顔を見せた途端、楼主に罵声を浴びせられ、おまえの楼仲間にはぼこぼこにされたんだと、嘲るように笑いながらエリオは涙を流した。

        「あれほど虚しさを味わったことはなかった。周を絶望させるほど苦しませた自分が許せなくて、悔しくて堪らなかった」

        　すると、周を生き返らせてやってもいい、と怪しい人が家を訪ねてきて、自失していたあいつは藁にも縋る思いで頷いてしまったのだと。対価に『全て』を払って『周』の魂を呼び戻したけれど、相手は悪魔で僕は結局生き返らなかった。そんなおとぎ話みたいな展開だった。

        　それから『周』は悪魔の手の中で弄ばれ、あいつはそれをずっと見ているしかなかったって……。

        「そんな時、この世界の神が俺に取引を持ち掛けて来た。悪魔の作った輪廻から外してやるって。代わりにユノスの復讐をして欲しいって」

        「……復讐？　神様って天罰を下せるんじゃないの？」

        「それがさ、この世に送り込んだ命には介入できないらしくて、俺と同じ気持ちを味わってたんだ」

        　契約した後、神様は僕を輪廻から外すために、ユノスの魂が抜けかけた体に僕の魂を捩じ込んだ。今まで一つの体に二つの魂が同時に存在するような状態で、僕の思考はやっぱりユノスの記憶と感情に干渉されていたみたいだった。

        　そして、肉体も名前もすべてを失って、スカスカの魂になっていたあいつは神様にもりもりに盛ったステータスで『エリオ』としてこの世に送られ、廊下で気を失っていた僕を助けた。ユノスの記憶にエリオがいなかったのは当然だったんだ、ってなんだかすとんと腑に落ちた。

        「皆はエリオのこと知ってたけど、あれはどういう細工をしたの？」

        「……んー、俺さ、大抵のことはできるから、ちょっと記憶の改竄を……」

        「改竄……？　もしかして天罰も……？」

        「やったのは俺。請け負った仕事の一つだし。――あ、あれは俺の思い付きじゃなくて、俺より前に来た神使いが作った伝承だからな。それに倣ってやっただけ。誤解するなよ」

        　心臓だけ変質させるなんて悪趣味だと思ったけど、考えたのがエリオじゃなくてよかった。

        「……僕の記憶は弄ってない、よね？」

        「『王子と試合した』っていう一つだけな」

        「あ、あれ……他は……？」

        「それ以外は弄っても意味ないだろ。弄りすぎると齟齬が生まれて、後々困るのは自分。ま、もう使う必要もないし」

        「うん……」

        　エリオがそういうのを嫌うってちゃんとわかってる。だからこそ、僕が抱いていた気持ちが純粋に自分のものだと思い知って、酷く恥ずかしくなった。視線を外せば、エリオがくくって喉で笑う。

        「変わってないな。恥ずかしいと目を逸らすの」

        「え……」

        「俺がどれだけ周を見ていたと思う？　あの日も、わかりやすく目を潤ませてるのに口は全く素直じゃなくて……本当にかわいかった」

        「っ……」

        「ずっと、ずっとこうして抱きしめる日を心待ちにしていたんだ」

        　そして、僕の手を取って、手の甲にくちづける。

        「周、愛してる……」

        「……エリオ……っ」

        　どれだけ僕を泣かせれば気が済むんだろう。

        　頬を伝う涙をエリオの親指が拭う。そして、囁くような声で「キスしていい？」って僕の目を覗いてくる。全てを見透かすような真っ直ぐな眼差し。

        　でも、心待ちにしてたのはエリオだけじゃない。僕だってずっと、ずっと……。素直になれなくてごめんなさいって謝りたかった。それから――それから、僕の全部を愛して欲しかった。

        「キスだけじゃ、足りないよ……っ」

        「――っ、周っ……」

        　僕の想いに応えるようにエリオは僕を掻き抱いて、吐息を奪った。そのまま二人してベッドに倒れ込み、お互いのボタンを外していく。

        　何度も唇を啄まれる。優しくもあり奪うようでもあり。でもそれが嬉しかった。

        　汗ばむ手のひらが肌を撫で上げ、その度に僕の体は敏感に反応して跳ねた。行為なんて慣れているはずなのに、まるで初めての時みたいに緊張と怖さが入り混じる。でもそれは、もう触れられないと思っていた愛しい人と交われるという期待。

        　早く繋がりたくて後ろを解そうと手を伸せば、手首を捕らえられる。エリオはそのままその手をシーツに押し付けて、無言のまま首筋に唇を這わせた。

        「エリオっ」

        「だめ。俺がするから」

        　そう言いつつもエリオが手を滑らせて行きついたのは僕の少し立ち上がった中心。手のひらに包み込んで上下に擦られて、直接的な刺激に僕はエリオにしがみ付いた。緩慢な動きなのに、触られているというだけで痺れるような快感が全身を駆け巡る。その上、胸にも吸い付かれて、舌で転がされて。

        「あ、ぁッ……」

        　長い永い間忘れていた甘い官能。体の奥が疼いて、声を抑えられなかった。愛する人にこんな姿を晒すのは初めてで、自分がどう見えているのか急に不安になる。初めての感覚だった。客を喜ばせるために媚態を見せていたのに、エリオにはそれと同じだと思われたくないなんて。

        「周、かわいい」

        　まるで心を読んだみたいに優しいキスが散らされる。唇が離される度にかわいいかわいいと言われて、恥ずかしくて嬉しくて堪らなかった。顔をぐちゃぐちゃにして泣いてしまえば、エリオは唇を寄せて、また「かわいい」とこぼした。

        　今までの時間を取り戻すように、隅々まで僕の体に触れて、大切に大切に扱ってくれる。中心にまで舌が這い、先端にキスされる。そのまま咥えられて、同時に後ろを指がなぞった。もどかしいほどにゆっくりとした挿入とは裏腹に、中にあるしこりを執拗に弄ばれる。火が付いたみたいに体が火照って、全身に汗が滲んだ。

        「ああ、あっ……い、イくっ、ぁっ……」

        　一瞬で昇りつめて、体がしなる。頭が真っ白になって、エリオの口の中で達したこともわからないくらいだった。長い絶頂に体を震わせていると、額にキスが降ってきて足が抱え上げられる。そして、宛がわれる怒張。期待に内腿がひくついて、甘く喘ぎが漏れた。

        「入れるな？」

        　唇を優しく啄まれて、お互いの吐息が混ざる。「うん」と小さく返せば、体重がかけられて先端がじりじりと埋め込まれていく。ゆっくりと内壁を掻き分けられ、その鈍い動きがより一層エリオの形を鮮明に感じさせた。

        「……あ、あぁ……っ」

        　嬉しい。嬉しい。大好き。

        　エリオのモノに奥深くまで満たされて、歓びが心の底から溢れ出してくる。伝え方がわからなくて、僕はエリオに力いっぱい抱きつくしかなくて。エリオはそんな僕の頭を大きな手で支え、僕の気持ちを受け止めるように深い口付けをくれた。

        「エリ、オ……すき、好き……」

        　湧き出る情愛に浮かされるまま呟けば、エリオが息を呑んだ。腰を掴まれ、最奥の壁を荒々しく抉られる。悲鳴に似た嬌声を上げても容赦なく突き上げられて、僕はすべてを曝け出して乱れた。深く繋がったところでエリオの欲望が弾けて熱が広がれば、まるで中から染め上げられるようで。その感覚が嬉しくてまた涙がこぼれた。

        　愛する人から与えられる、芯まで融かされるような快感。もう決して叶わないと思っていた幸せな瞬間。これがどれだけ贅沢なことなのか僕は知っているから。

        　ありがとう、エリオ。ずっとずっと僕を見つめていてくれて。

        「周」

        　吐息と共に僕の名前を紡いだ唇を塞ぐ。

        　今はまだ僕の口は素直になれないけれど、遠くない未来にきっと言うから。その代わりにこのキスで許して欲しい。唇をゆっくりと離して、驚きに見開かれた深海を思わせる青い瞳を見つめる。すると、幸せそうに目が細められた。

        　その瞬間、胸の中で光が弾けたみたいだった。

        　あぁ、こんなに、こんなに嬉しいんだ。愛する人の喜ぶ顔は。

        　あの時、素直になれなかったことの後悔は尽きないけれど、これからは間違えたくない。エリオをもっと喜ばせて、いつも笑顔でいて欲しいと思う。

        　強く抱擁され、汗で濡れた肌が触れ合う。その体温を逃したくなくて、僕はエリオの背中に腕を回した。

        　

        　◆◆◆

        　

        　学園を無事卒業した僕は、寮からエリオの家に引っ越すことになった。

        　こじんまりとしたアパートの一室でとても落ち着くところ。本当にこの世界の住人になったんだと実感する。

        　僕が入院していた間に何をしていたかというと、『天罰』を下していたのもあるけれど、家を買うために色々と準備していたのだという。

        　僕はもう貴族ではないし、エリオも貴族として生きるのは嫌だからと僕と一緒に平民へと落ちた。だからもちろん暮らすのは平民街。異世界ファンタジー感溢れる雑多な街。この世界の中では治安もいい方で、見栄ばかりの貴族街なんかより暮らしやすそうだった。

        　それと、僕が気になっていた『紺碧』というのは、代々神使いが傭兵として使っているクラン名。ブラックボックスな組織だけど金を持っているというのが設定で、神殿への寄付も自動で行われているらしい。そして、今のクランマスターがエリオということだった。のちの神使いがすんなりとこの世に馴染めるように、こうした設定や伝承が散りばめられているらしい。それだけ頻繁に神使いがこの世に送られてるってことだから、神様が世界を守るのも大変なんだなぁって勝手に苦労を理解した気になったりした。

        　お金は稼ぐ必要がないくらいあるけど、折角だからこの世界を楽しみたいっていうエリオの希望で、僕も傭兵ギルドに登録し、ついでに『紺碧』に所属することになってしまった。

        「この街に飽きれば、いつでも旅に出られる。今まで縛られた分、この自由に感謝しないとな」

        「うん」

        　二人して毎日の祈りは忘れないし、どの世界にいたときよりも神様の存在を近く感じる。エリオが僕の名前を呼んだことで、無事に魂が定着して今はちゃんと僕一人の体になっているけど、元々ユノスのものだったからっていうのはあるかもしれない。ちなみにあの時、僕の名前を聞いたのは、ユノスがいる状態で僕の名前を呼んではいけないという掟があったから。

        「絶対に呼んでしまう自信があったから、記憶から消してもらってたんだ」

        　と、その後噛みしめるようにエリオは僕の名前を口にした。あいつの失くしてしまった名前は戻ってくることはなくて、これからはエリオとして生きるんだって。吹っ切れたようにそう言った。

        「……それとさ、怒らないで聞いて欲しいんだけど、ユノスは神同士の喧嘩に巻き込まれて、あんなことになったんだ。ユノスの神はこの世界では一番信仰されてる神で、それに嫉妬した他の神がニールを送り込んで成り代わろうとした。自分が送り込んだ神子が貢献すれば信仰を得られるからってさ。まぁ、言ってしまえば嫌がらせみたいなものなんだけど」

        「嫌がらせ……？　なんだか桁が違いすぎて怒るっていう次元じゃないよね……。でもニールが活躍すれば、どっちにしてもその嫉妬した神の功績になるんでしょ？」

        「まぁ、そうなんだけどさ、一度の功績じゃ順位なんて入れ替わらないし、そこは心配しなくていい。それとさ、あの神子のチョーカー、なんの意味があると思う？」

        「え？」

        　ユノスの記憶を覗いた限りでは、あれは神の加護が籠もったものだったはず。

        「あれは呪いの首輪。俺が差し替えといた」

        　と悪い顔をして笑ったのだ。呪いと言いつつも、満面の笑顔を浮かべるエリオはどこか悪魔めいていて……。

        「ニールが持ってた光の属性を最弱にして、魅了の力をマイナスにしておいたから、どれだけ頑張っても報われず、馬車馬のごとく働かされることになると思う。ちなみに一生外れない」

        「えぇ……」

        「言ったろ？　牢獄と一緒だって。ニールは人の気持ちを軽く扱った。その報いは生きたまま味わってもらう」

        　エリオが言っているのは、きっとランベルトやアーロンのこと。

        　思考を操られていた彼らの処遇に対して寝覚めの悪さを感じていたけれど、エリオがその気持ちを汲んでくれるのなら、彼らも救われるような気がした。

        　エリオは自分のことを悪魔だ、なんて言っていたけど、それはきっと僕を悪魔に渡してしまったこと、そして今回の復讐に対して抱いた罪悪感からくるものなのかもしれない。

        「……エリオは悪魔なんかじゃないよ」

        　一歩前を歩くエリオの背中にそう囁いた。すると、エリオは振り返って首を傾げる。

        「ごめん、なにか言った？　聞こえなかった」

        「…………好きって言ったの」

        「え……」

        「何よりもエリオが好きだって言ったの！」

        　ポカンとしたエリオは、次の瞬間顔を真っ赤にして僕の手を取った。

        「っ……ほんと、そういう……っ」

        　喜んでいるような、半分怒っているような。そんなエリオに家まで引き摺られつつ戻り、ベッドに押し倒された。

        　もう、我慢しなくていい。僕とエリオを隔てるものは何もないんだから。

        　エリオのキスが降ってくる瞬間、僕はこの幸せを噛みしめた。

        　

        　了

        　

        　

        　

        　

        


    

    
        【悪逆令息と悪辣令息】　朝陽天満

        　

        　

        


        　息が苦しくて足が止まりそうになる。

        　でも、足を止めたらもう終わりだというのもわかる。

        　足音が路地裏の石畳に響き、反響する。

        　蹴られ殴られた腹が痛いけれど、そんな泣き事を言っていたら逃げられない。

        　限界だと思いながらも必死で足を動かしていると、遠くの路地からやつらの声が聞こえて来た。

        「こっちだ！　そこから音が聞こえてくる！」

        「反響してわからねえよ！」

        　どうやらこの反響は少しでも自分の居場所を欺いているらしい。

        　けれど、追ってはすぐそばまで迫っていた。そして、自分の体力の限界も。

        　剝がれかけた石畳にカツン、と足を取られ、身体が傾ぐ。

        　ズザッと滑り、手と腹に衝撃が来て、初めて自分が転んだことに気付いた。

        　足を止めてしまったら、もう足は言うことを聞いてくれなかった。

        　立て、立て！　と命令しても、足に力が入らなかった。

        　もうダメだ、そう思いながら、まだ力の入る両の手で地面を這うように先に進む。

        　追手は隣国と徒党を組んでいる人攫いの集団だった。

        　きっとうちから身代金を巻き上げようとしての誘拐だったはずだ。

        　けれど、と唇をかみしめる。

        　自分のために身代金など、あの父が払うわけがないのはわかっていた。だから、身代金が取れないとわかった俺を奴隷として売る算段を悪党たちがしていたのを聞いても、驚きはしなかった。既に絶望も何もなかった。商売あがったりだと殴られ蹴られても、悔し涙すら出なかった。

        　馬車での移動中、運よく馬車が轍に嵌り、横倒しになり、閉じ込められていた扉が壊れたことで、そこから自力で逃げ出すことは出来た俺は、捕まって奴隷になるよりは街の浮浪児の方がましだと街に逃げ込んだ。

        　馬車周りを見張っていた悪党たちが少なかったことも運が良かったのだと思う。森に入りたての場所だったことも。沢山の運が重なって、奇跡的に自分は人攫いの手から逃れることが出来た。

        　けれど、それもここまでなのか。

        　どこもかしこも痛む身体を引き摺り、腕に力を込める。痩せて軽いはずの身体も、腕だけで進もうとするととても重く感じた。

        　バタバタバタ、と自分ではない足音が聞こえてくる。

        　捕まれば、その後自分がどう扱われるか、想像は容易かった。

        　いよいよ足音が近付いてきて、もうダメだ、と思った瞬間、フワッと身体が浮いた。

        「う……っ」

        　捕まった、と絶望の悲鳴を挙げそうになったその瞬間、目に入ったのは、自分より少しだけ大きい少年の、街灯に照らされて綺麗に光った紫色の瞳だった。

        「しっ、追われてんだろ、黙ってろ」

        　そっと耳元で囁くと、その少年は俺のことを抱えたまま、身軽に、さらに細い路地に身を躍らせた。そして少し進んだ先のドアに身を隠す。細く暗い階段が足元に続いており、少年は迷うことなく、階段を下りていった。

        　階段の先には同じような扉が並んだ通路があり、その一つに少年は迷いなく入っていった。部屋の隅に薄汚れた毛布が丸まっていて、他は酒瓶以外ほぼ何もないがらんとした部屋で、一人の女性が濁った眼をして俺たちを見ていた。

        「チビ、どうしたのその子供」

        「拾った」

        「そんな簡単に子供なんて拾うんじゃないよ。捨てといで」

        　それだけ言うと、女性は安酒の瓶を手に、自分たちが入って来たドアから出て行ってしまった。

        「くそ、タイミング悪い……」

        　呟きながら、少年は部屋の中央に俺を座らせ、両手を取った。

        　爪の先が石畳で傷つき、血が滲んでいる。盛大に転んだせいで、膝も酷いことになっている。けれど、もっとひどいのは先程からずきずきと痛みが止まらない腹部。

        　きっとここでかくまわれても、きっと明日の朝にはこの腹のせいで生きていないのではないか、と気も塞ぐ。

        　俯いていると、フワッと何かが身体を包んだ。

        　温かい波が身体を包み、じわりじわりと、痛みを俺から消していった。

        「俺がこんな魔法を使えることは内緒な。っつっても、二度と会わないだろうけど」

        　俯き、俺の手に視線を当てながらそう言う少年の頬に、薄い水色の髪がはらりと落ちた。痛みも忘れて、俺はその髪に見惚れた。

        　手と膝の傷が治ると、少年は手を離した。

        「ほら、治ったぞ。これでどこぞでも逃げられるだろ。一刻程したら出てけよ」

        「あ、ありがと……っ」

        　お礼を言うために声を出すと、忘れていた腹の痛みがジワリと復活し、思わず顔を顰めてしまう。それをいぶかしく思ったらしい少年は、今度はいきなりシャツのボタンを外し始めた。

        　さらされた自分の腹に、俺は吐き気を覚えた。

        　黒く変色し、はたまた、赤く腫れあがった腹。きっとこれは、腹の中がおかしくなっているからだ。

        　少年も同じように、俺の腹を見て顔を顰めた。

        「どうしてお貴族様の子供がこんなことになってるんだよ。攫われたのか？　家から身代金さえ貰えたら、無事家に帰されるってのを聞いたことがあるぞ。お前、暴れたりしたのか」

        　少年の言葉に、俺は首を横に振った。

        「身代金は……出して貰えませんでした」

        　だから、腹いせに蹴られて、奴隷にされそうだったので、逃げました。

        　そう説明すると、少年はさらに顔を顰めた。

        「ったく、やっぱお貴族様ってのはクソだな」

        　そうだね、と心の中で同意する。俺の父なんかまさにそれだ。父の妻も。半分だけ血のつながっている兄ですら。

        「でも、ここに置いておくわけにはいかねえんだ。さっきの女と二人食ってくのもやっとだから。どうする。逃げるなら今のうちだぞ」

        　真剣な瞳でそう言う少年に、俺は驚きと共に、少しだけ喜びがこみ上げた。この少年は自分を心配してくれている、と気付いたから。

        　こんな風に親切にしてもらったのなど、数えるほどしか記憶にない。死んだ母と乳母だけは、俺を可愛がってくれた。けれど、乳母も母が死んですぐ、父の手によって暇を出されてしまった。俺の周りには、温かい目で俺を見る人物は、その後現れていなかった。

        「ど、して傷を治してくれたの」

        　さっき初めて会っただけの俺によくしてくれるの。

        　腹の痛みで最後まで言えない俺に、少年は「お貴族様が大っ嫌いだから、その被害を受けたお前が可哀そう」と答えてくれた。

        　同情心でも、心が躍る。それがどんな感情か考える前に、少年の手のひらが腹に押し当てられた。

        　手の平から温かい波が腹に流れていく。

        　流れていく度、痛みがなくなる。

        　けれど、それとは逆に、少年の額に汗が滲んだ。

        　腹の痛みが引いたころには、少年がとても疲れ切った顔をしていた。

        「あーだる。もう大丈夫だろ……そろそろ一刻か？　あの女が帰ってくるのは陽の光が上がるころだ。それまでにここから去れよ。ったく何でこの時間にまだ仕事に行ってねえんだよ……顔合わせちまったじゃねえか……俺は寝る。言っとくが、金はねえ」

        　言うだけ言うと、俺の返事はいらないとばかりに、そのままごろんと横になった。

        「ありがとう。良ければ、名前を教えて」

        「お貴族様に名乗る名なんざねえよ……早くいけ。そして、俺が使った魔法のことは誰にも言うなよ。さっきのあの女にもだ。絶対だぞ」

        　念を押すと、少年は目を閉じた。すぐに寝息が聞こえて来たので、寝てしまったのだろう。

        　不用心だと困惑しつつも、俺は立ち上がった。確かに、ここにずっといては迷惑がかかる。

        　丸まっていてとても衛生的ではないけれど、何も掛けないよりはまし、と部屋にあった毛布を少年にかけると、俺はドアに向かって足を進めた。

        　そして一度振り返った。

        　すやすやと寝ている少年に視線を止めて、口を開く。

        「俺、アラン。傷、ありがとう」

        　きっと父は俺が死んだものとして嬉々として受理するだろう。そうなれば家に帰れずに孤児として生きるしかなくなる。だったら、この少年と同じで、平民だ。そう結論付け、俺は寝ている少年に向かって名乗って、部屋を出た。

        　長い廊下も、他の扉もとても静かだった。ただ、おしろいの匂いと安い香水の匂いが混じって、鼻についた。暗い階段を上ると、ドアの外に耳を澄ませた。

        　もうあの足音も声も聞こえない。どれだけの時間が過ぎたのかはわからないけれど、傷を治してもらうのに、軽く一刻は過ぎているはずだった。

        　もう探していないのかもしれない。家に帰れないのなら、孤児院にでも行こう。

        　心を決めて、俺はドアを開けた。

        　

        　結論からして、俺は未だにブラウン公爵家子息として生きている。

        　孤児院に行こうとしていたところを、運悪く警邏の兵士に保護されてしまい、家に連絡されたのだ。漏れ聞いた話によると、俺を攫った人攫いたちは数人が捕まり、後は逃げおおせたらしい。連絡の来た父は迎えに来ない訳にもいかず、俺は手厚く公爵家に帰されることになった。あの、冷たい監獄のような家に。

        　

        　※※※

        　

        　制服に身を包み、撫でつけた髪を鏡で映す。

        　俺はあれから公爵家嫡子のまま、公爵家で育ち、とうとう仮成人という十五歳になった。

        　相変わらず父の目は冷たく、義母の目は憎しみすら浮かんでいる。兄は既に俺を人と認識しなくなって久しいし、本宅には足を踏み入れることが出来ない。

        　俺の産みの母が父の元に嫁いできたのは、完全なる政略結婚だった。母の家から援助を貰うと、父はすぐに母を離れに閉じ込めた。身体の弱かった母は、俺を生んだことで起き上がることもできなくなり、たった一人の乳母を付けられ、放置された。そこから生まれた俺も。

        　嫡男なのに、と事あるごとに乳母は文句を言っていたけれど、どうしてこういう扱いだったのかは、母が死んでからわかったことだ。

        　母と結婚する前から懇意にしていた女性が、俺が生れる前に既に父の子を産んでいたから。そちらを嫡男にしようとしていたのを、母の実家が睨みを聞かせていたころで出来なかったようだ。

        　それに、高位貴族の不貞は周りに白い目で見られる。父は自身を正当化しようと、母が亡くなった途端に悲しみに暮れる演技をし、俺が寂しがるだろうからと、すぐに再婚し、今の義母を迎え入れた。連れ子として、血のつながった兄も。父は正当に愛人を自分の妻にし、愛人の子である義兄を嫡男にしたかったらしい。

        　けれど、世間の目があり、嫡子は俺、義兄は連れ子として公爵家の継承権は俺にあることを揺るがすことは出来なかったようだ。

        　俺が攫われた時、きっと父は好機と見たのだろう。そのまま死んでしまえばよかったのに、と俺を保護して「よく帰って来た」と大仰に喜ぶ縁起の傍ら、視線で語っていた。下手をしたら、父が手を回したのかもしれない、なんて思う時もある。

        　それからも俺は家庭教師もつけられず育ち、義兄は本宅で公爵家当主としての学習を始めた。本来であれば義兄は受けることの出来ない学習だが、俺が全くヤル気がないので危惧した父が義兄に教育を施し始めたのだと父と義母親子は方々で語ったらしい。ヤル気どころか、そんな話すら持ち込まれてはいないんだが。

        離れに隔絶された俺だが、そんな俺にも噂というものは飛び込んでくる。思わず笑ってしまうような眉唾物の話が。多分悪意で俺にそういう噂を聞かせるのだろう、とわかる程、井戸の近くで本宅のメイドが大声で話をするのだ。

        　学園では、俺は義兄を排除しようとする無慈悲の公爵家嫡男らしい。

        　排除したいのはどちらなのか。

        　さすがに家の中で俺が毒殺されたとなると父も腹を探られることになるし、嫡男なはずの俺が全く誰にも会わないとなると問題となることから、無事ここまで大きくなることが出来たが、俺は変わらず離れ暮らしで、本宅には数えるほどしか入ったことがなかった。その本宅に行く用事は、客に俺を紹介する場合だけなので、まともな服はあまり持っていない。

        　掃除も洗濯も、料理すら、自分の手で行った。

        　平民になれたらすぐに自活するつもりで、それらのことは本気で取り組んだ。

        　平民になったら、小さい頃俺を助けてくれた彼の所に行こう。忘れていてもいい。同じ平民だから、そこから関係を作って行けばいい。そう思いながら。

        　けれど、奇しくも父は公爵。その嫡男が平民になるなど、よほどのことがない限り、不可能であり、王家からの許しが出ないらしい。

        　願わくば、父が俺を廃嫡してくれればいい。そうは思っても、廃嫡されるほどの行為は、逆に難しすぎて今まで何も出来なかった。やり過ぎると犯罪者として突き出されて終わりだから。そんなのだけは死んでも嫌だった。

        　胸元のスカーフを整えながら、溜息を呑み込む。

        　彼に、会いたかった。一目でもいい。ずっと、あの時の少年は俺の胸に刻まれて、忘れることが出来ないでいた。

        　

        　義兄とは違う馬車で学園に向かう。

        　模範として世間体に気を使わなければいけない父は、俺に上等な馬車を用意した。

        　けれど、挨拶はなし、御者は俺に冷たく、どうして義兄の馬車じゃなかったのかと文句を言う始末。その苦情に苦笑した俺は、学園はそこまで遠くないから仕事をしたくないのなら一人で行く、と馬車を置いて歩いて行こうとして、更に御者に睨まれた。

        　仕方なく馬車で学園初日の登園をする。

        　入学する者はそのまま講堂に向かうと受付の先輩に教えてもらい、講堂へ行く廊下を歩いていると、廊下から見える中庭で、義兄がベンチに座っているのが見えた。

        　友人らしき者と共に、仲良さそうに中庭で語らっている。家では見せない優しそうな顔に、思わず笑いそうになってしまった。父に似て来たその顔に、幻の仮面が見える気がした。

        「見ろ。公爵家のジェイソン様だ。話には聞いていたけれど、綺麗だな。優しそうだ」

        「隣はルビー侯爵家のクリフ様か。麗しい。お似合いだ」

        「ジェイソン様、嫡子の弟に辛く当たられているらしいぞ。同じクラスの兄が、その弟のあまりの辣さに憤っていた」

        「お可哀そうに。僕も聞いたよ。食事を抜かれたり、家に入れて貰えなかったりしたらしいな」

        「酷いな。嫡子だからと……」

        「公爵家を乗っ取られるとでも思ったんじゃないのか」

        「ありうる。今年、その悪辣な弟も学園に入るんだろう」

        「近寄りたくはないな」

        　廊下を歩く新入生の声が耳に入り、思わず笑いそうになってしまう。

        　あの義兄が優しいと。いつでも冷めた目で、まるでゴミでも見るような目で俺を見て来る義兄が。噂は全て、本当のことだ。義兄含む公爵家の者たちが、俺にしたこと。

        　食事がなくてそっと抜け出して裏の森の果実を齧ることもあったし、茸の知識もそのおかげで身についた。たまに気まぐれに届く食材は、俺が飢え死にしたら世間の目が厳しいからという父の恩情。笑える恩情だ。でも、平民になるためには自炊は必須。ありがたく、父から貰った食材を使って食事を作ったけれど。

        　笑いを堪えるため、俺は義兄から視線を逸らし、目的の講堂を目指した。

        　この学園で何か失敗をすれば、平民になれるんだろうか。

        　けれど、罪を犯して牢屋に入れられるのは勘弁してほしい。ああ、父を怒らせればいいのか。噂通りにすれば、父を怒らせることが出来るのだろうか。あの仮面をかぶった男に辛く当たれば。

        　きっと義兄は生意気だとすぐに父に連絡を入れるだろう。

        「そうか。その手があるか」

        　思わず独り言ちると、まばらに生徒が座る椅子の一つに、腰を下ろした。

        　

        　とてもつまらない学園長の挨拶が終わると、舞台の上には生徒会役員たちがずらりと並んだ。その中に義兄と先程中庭に一緒にいた男がいたので、そっと目を逸らす。どうやら成績は悪くないらしい。家での学習は別の部屋で行っていたので、義兄がどれだけ出来るのか、俺は知らない。

        　見ていてもつまらないので視線を逸らす。

        　皆が同じ制服を着ていて、まるで騎士団か何かの集団のように思えてしまって辟易する。下級生は基本上級生に逆らってはいけない。学園内で身分を笠に着て下の者に無理なことを命令するのは禁止、等々生徒会長であるこの国の第三王子殿下が説明しているのが、右耳から左の耳に流れていく。

        　つまらないな、と視線を巡らせ、俺は自分の目を疑った。

        　一つ上の学年の集団に、薄い水色の髪をちらりと見つけてしまった。

        　薄い水色と言えば、小さい頃に怪我を治してくれた平民の彼の髪と同じ色だった。

        　同じような年ごろのはず。けれど。もう一度目を凝らしても、他の者に埋もれたのか、見つけることが出来ない。

        　ほんの少しだけ見えたその髪が、ずっと心に焼き付いた水色に見えて、俺は息を飲んだ。

        　一つ上の、義兄と同じ学年の席。顔は見えないけれど、薄い水色の髪は珍しいので目立つはずなのに。

        　顔を見たい、と腰を浮かしかけたけれど、今は入学式の真っただ中。

        　ぐっとこらえて、息を吐いた。

        　そして冷静になる。彼がここに居るわけはないと。

        　だって、彼はあの女性と何もない部屋で暮らしていた平民だ。しかも最下層に近い。

        　珍しい色ではあるけれど、二人といない髪色でもない、と自分に言い聞かせながらも、時折ちらりと目に入るその髪から目を離すことが出来なかった。

        　長かった式も終わり、教室に移動すると、一緒に入って来た教師が自己紹介をするよう促してきた。自分の順番になったので適当に自己紹介をすると、途端に周りの俺に対する視線の温度が下がった。そのことに苦笑しつつ、特に害もないので放置することにした。

        　特に何か悪さをしているわけではない。むしろ悪さするのは噂を流しているあの義兄だ。けれど、俺が何をしようとも何故か悪し様に言われ、これが社交界の怖いところか、と身をもって実感した。

        　義兄は変わりなく、とても優しい顔で学園内を歩く。そして、何をするでもなく、俺を見た瞬間だけ顔を歪めて、一歩下がる。ただそれだけ。会話を交わすこともなく、家で向ける俺を置き物か何かのように見るような視線を向けるわけでもない。

        　ただ少し怯えた様な顔をこっちに向けるだけで、俺は悪者になるらしい。

        　最初の一週間で、俺は明確な悪者になった。

        　俺を悪者扱いするクラスメイトは知っているんだろうか。俺とあの義兄が、ここ十年ほど会話を交わしたことがないということを。

        　声を掛けても何も返ってこないのは当たり前。噂では何だったか。

        「弟は僕と会話をするのがとても嫌みたいで」

        　壁に話しかけている気分になるから会話するのは嫌だ。

        「食事を一緒に取りたくないみたいで、一緒に食べたことがないんだ」

        　そうだろうよ。俺は離れで自力で飯を作り、義兄は本宅で温かい食事をしていたことだろう。誘ったところでそこらへんで取った実ぐらいしか出せないし、貴重な食糧だったから誘う気も起きない。

        　なるほど、嘘は言っていない。

        　妙に感心しながら一人廊下を歩いていると、通りかかった教室から声が聞こえて来た。

        「ふざけんなよ。てめえ消されてえのかよ」

        「け、消せるものなら消してみればいい。君のような下賤な者にこの僕が消せると思っているのか！」

        「消せるだろ。てめえ自分が何したかわかってんのかよ。ルーン子爵令嬢に手を出し、あまつさえ妊娠させ、捨てたそうじゃねえか。ルーン子爵ってのはあれだ、うちの手下なんだよ。報復ってのをしねえとあれだよな」

        「そ……そんなこと、君には関係……」

        「あるっつってんだろうがよ」

        　ガン！　と何かが破壊される音が聞こえてきて、目の前の扉がガラッと開いた。咄嗟に足を止めると、目の前に誰かが飛び出してきて、躓いて転んだ。

        「逃がすな！」

        　いきなり声を掛けられて、咄嗟に目の前に転がる男の背中に足を乗せる。

        　思わず声に従ってしまい足の下の感触に戸惑っていると、教室の中から笑みをたたえた生徒が出て来た。

        　その姿に思わず目が釘付けになる。

        　薄い水色の髪、綺麗すぎるほどに整った顔。そして、紫色に輝く、瞳。

        　咄嗟に、彼だ、と思った。

        「でかした。どこのどいつかはわからねえが、サンキュ」

        　粗野な口調で礼を言うと、彼は意気揚々と俺の足の下にいた男の首根っこを捕まえ、またも教室内に引き摺って行った。

        　無情にも目の前で扉が閉まる。

        　中からはまた、ガツンガツンと痛そうな音が聞こえて来たけれど、俺はそんなものも耳に入らず、少しの間そこに立ち尽くしていた。

        　

        　彼だ。今の人は、俺の命の恩人である、彼だ。名も知らない、あの綺麗な少年だ。

        　バクバクと心臓が鳴る。

        　せめて、名前だけでも教えて貰えないだろうか。

        　俺のことは覚えていないとは思うけれど、ちゃんと礼を言いたい。

        　先程まで人を殴る音がしていた教室は、今は無音になっている。

        　でも誰も出てこない。

        　ここで待っていたら、もう一度顔を見ることが出来るんだろうか。

        　それとも、中に入ってしまってもいいんだろうか。

        　逡巡したのは一瞬。ドアに手を掛けた瞬間、中からドアが開き、出て来た彼とぶつかってしまった。

        「うわ、誰だよ入り口塞いでんのは……って、さっきのやつか。あいつ捕まえてくれてサンキュな」

        「いえ……あの」

        　ニヤリと笑う綺麗な顔に見惚れる。

        　胸元に飛んでいる血痕は、きっとさっきのものだろう。彼はどこも怪我をしているようには見えなかった。

        「ところでどいてくれねえか。クソ親父に報告しねえといけねえ事案があるからよ」

        　ほらほら、と脇腹を叩かれて、一歩横に避ける。

        　彼が話している。彼の手が触れた。それだけで、舞い上がりそうだった。

        「あの、名前を教えてくれませんか」

        「ああ？」

        　激しく打つ心臓を押さえながら、何とかそう訊くと、彼はいぶかしそうに俺に視線を向けた。

        「お前後輩だろ。顔を知らねえからクソ親父の傘下じゃねえよな。まず自分から名乗るってのは教わってないのかよ、お坊ちゃん」

        　挑発的なセリフも、彼が言うと反発心も全く沸いてこなかった。

        「アラン・ブラウンです」

        　名前を聞いてもらえたことに歓喜して名乗ると、瞬間彼の雰囲気が一気に冷たいものになった。

        「お前が……アラン・ブラウンかよ」

        「え……」

        　吐き捨てんばかりの言い方に、俺は浮かれていた気持ちが一瞬で凍った。

        　どうして彼はあんな冷たい目で俺を見るんだろう。

        　どうしてあんな、汚い物でも吐き出すように、俺の名前を呼ぶんだろう。

        　いきなりの豹変に戸惑っていると、彼は名乗ることもせずにそのまま横を通り抜けて行ってしまった。

        　俺が一体何をしたんだ。

        　彼は俺の唯一の希望。唯一の心の支えだった。

        　なのに、どうして。

        　遠ざかる彼の姿を見ながら、俺はその場に膝をついた。

        　今まで生きて来た中で、一番と言っていい程の落胆が身体中を駆け巡った。

        　

        ※※※

        　

        　一晩中薄い毛布に包まれ、寝ることもできずに丸まっていた次の日。

        　俺は悟りを開いた。

        　あの上級生は彼じゃないと。

        　そうだよ。彼は寂れた裏路地の狭い家に住んでいた。どう考えても貴族なんかじゃなかった。この学園は貴族しか入れず、平民には門戸を開いていない。

        　学ぶ事柄が違う分野なのでと学園は謳っているが、本当は平民と机を並べるなど最低だという貴族が主に学園を作り上げたので、当たり前のように貴族のみ入ることが出来るようになっている。基本的に貴族たちは平民のことは自分とは違う物と思って蔑んでいるようだ。

        　だからこそ、廃嫡は貴族子息子女にとって最悪の罰だと言われている。

        　同じ姿で、同じ言葉を話している人たちを、自分の父含めた貴族たちはとても蔑んでいる。

        　あの彼は貴族を嫌悪していた。当たり前だ。平民を平気で踏みにじっていくから。きっとあの貧しさはあの街の領主が税をむしり取っていくから。彼がこんな貴族だらけの学園にいるわけない。

        　はぁ、と徹夜の重い身体を粗末なベッドから持ち上げると、俺は一人離れの外に出て、井戸から水を一杯くみ上げた。冷たい水で顔を洗い、ついでにそのまま飲むと、濡れた顔をそのままに離れに戻った。

        　春とはいえまだ水は冷たい。けれど、毎日のことで既に慣れている俺は、おざなりに顔を拭くと、制服に着替えた。硬いパンをそのまま頬張り、昨日の夜に作ったスープを鍋のまま飲んだ。

        　昼飯はどうするかと考えながらカバンを手にする。

        　俺が使えるような金はなかった。学園の用意一式も、父が渋い顔をしながらそろえたものだ。一応いい所の物を買ったようだが、見栄のためだというのはわかっている。

        　金は母が生前そっとくれた物がすべてだった。父から小遣いなど貰った試しがない。服なども本宅に呼ばれた時用の物が数枚あるくらいで、他は買ってもらったことがないので、辞めていった乳母が時折そっと差し入れてくれるシャツやトラウザーズを身に着けていた。勿論、既に周りが済ませたという社交界デビューというものもしたことがない。俺のデビューの歳は、あの義兄を代わりに連れて行ったという。

        　別にいい、と思う。この暮らしは平民になるための練習だし、立派な服がなくても生きていける。こんな家はそのうち捨てて出て行ってやる。勿論、本宅に住んでいる者たちとは絶縁して。

        　ネクタイを締め、黒めの髪を撫でつける。

        　これでいいか、と跳ねた髪を適当に指で梳き、家を出て鍵を閉めた。

        「学年も違うし、もう関わることがないだろ。もう、忘れた」

        　呟くと、遠くに見える馬車に足を向けた。

        　

        　大人しく学園に通っているのは、魔法を学ぶためだ。

        　もともと俺は何一つ家で勉学を専門の者に習ったことがない。

        　乳母が文字書きと計算を教えてはくれたけれど、それだけだ。母が実家から贈られた書物は数冊離れにあったが、それだけ。内容は取り留めもない恋愛小説、マナー教本、そして、初級魔法教本。擦り切れる程何度も読んで、今では何ページ目がどんな内容なのかまで覚えている。

        　だから政治や家系図や派閥など、覚える機会もなかった。誰がどこの貴族の子息かなんて、全くわからない。派閥があり、父が第三王子の背後に付いていることはメイドの噂で知ったけれど、それだけだ。だから何だ、という心境だった。どうせ自分はここを出て行く。あの義兄がこの公爵家を継ぐんだろう。うちがどの派閥かなど、どうでもいい。

        　魔法をきちんと使えるようになって、文字計算がある程度できれば、きっと何かしらの仕事には就けるだろう。ダメだったら日雇いでもいい。その為に身体は作った。家を出たとしても、やっていける。

        　学園から支給された上級魔法の教本を開きながら、俺は学園に向かう馬車に揺られた。

        　

        　こんな俺なので、学業の成績など振るうはずがない。

        　何せほぼ勉強をしてこなかったのだから。

        　最下位に近い成績のせいか、俺が何もせず無能の嫡男だという噂は拍車が掛けられていた。

        　当然、クラスメイト達は俺に声を掛けようとはしない。視線が突き刺さるだけだ。密やかな話声も、きっと俺の耳に入っても構わないと思われているんだろう。

        　もっと言ってくれ。そして俺を平民に落としてみろ。そうしたら、俺は大手を振って彼を探しに行くから。

        　それだけが、俺の心のよりどころだった。

        　決して、あの時教室で会ったやつは彼じゃない。

        　一年の半年も過ぎると、俺は「公爵家のお荷物嫡男」となっていた。

        　義兄は結構な成績を収めているので余計にだ。

        　世間では義兄は父と血が繋がっていないことになっている。けれど、嫡男があまりにも後継ぎとして酷いと認められれば、血の近い者から養子を取り、後継ぎとすることが出来るようになっている。しかしだ。義兄は血すら繋がっていない立場である。どう考えても、義兄が公爵家を継ぐことは出来ないというのは、俺でもわかるのだが。

        　でもまあ、俺には関係ない。

        　学園の授業はもともと家で勉強してきたものを対象にしているので、俺にとってはついていくのが難しい。

        　魔法にしても、魔力の多い者は幼少の時から練習しているため、実技などは俺がついていけるはずがない。

        　それでも、わからないところは教師に聞きに行き、放課後の時間をいっぱいに使って、俺なりに必死で頑張った。

        　こんな俺だから、学園の噂には大分疎いと自覚はしている。

        　だから、あんな噂も半年も耳に入らなかった。

        　けれど、それを聞いたとき、俺は現実を受け入れることが出来なかった。

        「クリース伯爵家が没落したらしい。没落させたのはガーネット公爵家のルード様だって」

        「ルード様って言ったらあれだろ。元平民で娼婦の息子だろ。平民が権力を持つと怖いな」

        「ルード様のあの噂は本当なのか？」

        「態度からして酷いだろうが。とても貴族としてのマナーを身に着けているとは思えない」

        「確かに」

        　俺が聞いた会話はこれだけだった。

        　けれど、それだけで、ああ、と深い息が口から洩れた。

        　ガーネット公爵家のルード様とは、あの水色の髪の上級生だ。

        　必死で別人だと自分に言い聞かせて来たのに。そんな噂で裏付けしないでくれ。

        　あの時以降、彼とは接点がない。近付こうとも思わなかった。　

        　遠くに見えるあの珍しい髪色をついつい追ってしまうのは、下町の彼を思い出していたからだ。それだけの、はずだったのに。

        　目が合うたびに不快感をあらわにした顔を作るのも、上流階級ではありえない。

        　口調のガサツさも、下町の者たちと大差ない。

        　でも、と目を伏せる。

        　魔力があるというのは、貴族が大半だから、あんな幼いころから魔法が使えるということは、どこかの貴族の隠し子か認知されていない子供だったという方が納得がいく気がした。

        「……平民になったところで、彼には会えないということか」

        　もう、あの時俺に手を差し伸べてくれた彼は、消えてしまったのかもしれない。権力という魅力に取りつかれてしまったのかもしれない。

        　そうしたら、平民になってもあまり意味がないのではないか。

        　まさか、そんなわけはない。

        　あれだけ貴族が嫌いだという雰囲気を出していた彼が、公爵家にいるなんて。

        　ありえない。

        　脳内は考えることを拒否し、今まで支えとしてきたことがひっくり返る。

        　身体の傷を、腹の中を治してくれた彼は、今はあんなに冷たい目で俺を見る。

        　平民になれば、今度こそ知り合いくらいにはなれると思っていた。

        　だったらたとえ家を追い出されて平民になっても大丈夫と自分を鼓舞してきた。

        　けれど、その支えがなくなったら。

        　もう、あんな家に耐えられる気がしない。

        　立ち尽くした俺は、授業開始の鐘が鳴っても、そこから動くことが出来なかった。

        　やっぱり、彼があの時の少年だったんだ。

        　しっかりと立っているはずの足元が、ガラガラと崩れていくような気がした。

        　

        　もう悪評は十分すぎる程に学園内で出回っている。

        　入学して半年、学園に来て授業を受けて帰る、それしかやっていないのに。ほぼ誰とも会話することもない毎日は、今までと何ら変わりなく、学園と言うものがとてもつまらない日常の延長にあるのだとは早々にわかっていた。

        　蔑む目、嫌悪の目が向けられるのも、慣れている。

        　けれど、日に日に同情の声が大きくなる義兄の噂だけは耳に入る度に大声で笑いそうになった。

        　友人が一人でもできればまた違ったのだろうが、誰一人声を掛けようとはしなかった。きっと社交界でも父やその妻などがあることないことを言いふらしていたりするんだろうと想像するのは難しくなかった。

        　もういいじゃないか。

        　傷なく平民になど、ならなくていいんじゃないか。

        　むしろ俺が悪いことをしたら、あの父たちの評判も落ち、家も潰れるんじゃないか。

        　何かを考えることに疲れていた俺は、とうとうそんな思考に落ち着いた。学業も付いていけない、魔法も皆に追い付かない。父の手によって「公爵家の落ちこぼれ」な俺が作られてしまったわけだ。

        　吹っ切れた俺は、まず初めに、あの水色の髪の上級生を探した。

        　もしあの人が彼だったら、もし彼が変わってしまっていたら、まずはブラウン公爵家を潰そう。魔法を極めたら、物理的に潰すことなんて簡単じゃないか。

        　きっと今、俺はとても暗い目をしていたと思う。

        　思考も暗い方へ暗い方へと向かっていた。

        　あの人を見つけたら、どうするかなど、全く考えていなかった。

        　ただ、ずっと支えとしていたあの水色の髪を、見たかった。

        　上級生の教室付近を一年が歩くことは、ほぼない。校舎自体が違うので、すれ違うとすれば中庭や、特殊教室棟の建物だった。

        　けれど俺の足は、二学年の校舎を進んでいた。

        　学年ごとにタイの色が違うので、一学年のタイをしている俺は目立った。けれど、周りの視線など気にせず、水色の髪を探した。

        　ふと目に入ったのは、怯えた様な表情で俺を見る義兄。

        　その近くの席に、目当ての水色の髪を見つけた。

        　義兄には目もくれず、俺は真っすぐ彼に足を向けた。

        「ルード！」

        　名前を呼ぶと、不機嫌そうな彼が「ああ？」と振り返った。

        　振り返らないで欲しかった。そう思うのは、娼婦の子で、平民として生きて来たのが、彼ではないと思いたかったから。

        「ルード……ガーネット公爵令息……」

        「なんだよ、ブラウン公爵令息。約束もなしにいきなり教室に押しかけて来るのはマナー違反じゃねえか？」

        「そんなマナー、知らない」

        「そうかよ。じゃあ今覚えたよな。迷惑なんだよ、去れよ」

        　ルードが家名で俺を呼んだ瞬間、教室の温度が下がった気がした。

        　敵意が肌に刺さる。当たり前だ。ここは、義兄の城のような所だ。

        　けれど、そんなものはもう、関係ない。

        「去れない。確認をさせてほしい」

        「俺はお前に教えるようなことなんてねえ。公爵だからって何でもまかり通ると思ってるんじゃねえよ」

        　どうして彼はこんなにも敵意に満ちた視線をしているのか。

        「俺が、貴族だから……？」

        「はぁ？」

        　ルードが怪訝な顔をして俺を見上げた瞬間、横から誰かが割り込んできた。

        「アラン……様、ルード様に何をしているんですか……っ！　学園で問題を起こすなんて、父上に恥をかかせる気ですか……！」

        　義兄だった。

        　俺とルードの間に立った義兄は、声を荒げて俺に声を掛けて来た。

        　義兄が俺に声を掛けて来るなんて、まさに十数年ぶりだ。

        「どうして俺がこの人に声を掛けただけであいつの恥になるんだ」

        　数年ぶりの会話だけれど、何の感慨もわかなかったし、感情が全く動かなかったのがいっそ不思議でならなかった。

        「当たり前でしょう、ルード様はガーネット公爵家のご子息なんですよ……！」

        　やっぱり、彼は噂の彼だったのか、と義兄の言葉でがっかりした。

        　そして、ふとまじまじと義兄を見た。

        　段々と顔があの父に似てきている。

        　俺は母に似ているから、父とは似ても似つかない。俺たちは血の繋がっていない兄弟という設定だから、その方はいいのだろうけれど。

        　必死で、という形容の似合う表情で俺に注意をしてくる義兄は、とても滑稽な役者に見えた。

        「珍しいんじゃねえの、俺に声を掛けるなんて。俺みたいな汚いやつなんて声を掛ける価値もないんじゃなかったのか？」

        「なっ……！」

        「いつものまるで虫けらを見るような冷たい視線はどうしたんよ。俺に声を掛けるなんて何年振りだ。俺はあんたが俺のことを置き物か何かだと思ってるんだと思ってたけど」

        「ひ……っ、酷い……」

        　顔を歪ませて一歩後ろに下がった義兄に、俺は冷めた目を向けた。

        　最初に声を掛けたはずのルードは、珍しい物を見たかのように、俺たちのやり取りを見ていた。

        「ジェイソンに声を掛けるなと言っていたのはお前だろう？　その冷めた目は兄弟に向ける目ではないと思うが」

        　サッと義兄の前に立ちはだかったのは、入学式の時に中庭で並んで座っていた男だった。名前など憶えていない。

        「話は彼から聞いている。ジェイソンが家を乗っ取るのではないかと嫉妬して嫌がらせをしているのだろう」

        　その男には返事をせず、俺はチラリと義兄を見た。

        　義兄は少しだけ怯えるように、男の背に半分程身体を隠したが、少しだけ見える口元が歪んでいる。

        「乗っ取ればいい。あんな腐れ公爵家なんていらねえし」

        　俺がそう言って鼻で嗤うと、男はさらに眉を顰めた。

        「家のことも教育のことも全てジェイソンに丸投げしているらしいじゃないか。自分の怠惰で家を継ぐ能力がないからとそうやって投げやりになるなど見苦しい」

        「だからさ、本気でいらねえって言ってる。って、俺が用事あるのはあんたじゃなくてこの人なんだよ」

        　邪魔、と男からルードに視線を戻すと、ルードの目からはあの蔑みの光が消えていた。

        「だってよ、ルビー。俺に用事って言ってんだよ。しゃしゃり出て来るんじゃねえよ。そっちの鬱陶しい奴も黙らせておけよ。おら、来い」

        　二人を適当にあしらったルードは、後ろから怒鳴る男の声を無視して、俺の手首を掴んで引っ張るように教室を出た。

        　

        　ぐいぐいと引っ張られるように歩く俺たちは、廊下にいた生徒たちの注目の的となっていた。好奇の視線が降り注ぐ中、ルードはそんな視線を全く意に介さず進んでいく。

        　二学年の校舎を出て、特別棟の中に入り、更に奥の暗い方に向かう。

        　通常使う教室は二階から上なので、一階のこんな奥には来たことがなかった。

        　準備用の部屋や、不要な物が置かれているから、生徒は教師に指示されない限りはこちらに足を運ぶことはない、はずが。

        　ルードはその暗い奥まった準備室の一室を足で開けると、俺を引っ張り入れた。

        「鍵、一応掛けろよ。ま、こんなところ誰も来ねえけど」

        「ああ」

        　言われるままに鍵を掛け、ルードを振り向くと、その眼は真っすぐ俺を射抜いていた。

        「お前さ」

        　ルードが口を開く。けれど、その後の言葉が続かず、少しの間俺たちの間に静寂が流れた。

        「本当にあいつの弟か」

        　だったら何だろう、と俺はルードを見返した。

        　見れば見る程、あの時の彼と今の彼が重なる。

        　薄い水色の髪、紫色の瞳、そして、乱雑な口調。

        　あの時と違うのは、ゴワゴワしていた髪と、サラサラの今の髪質の違いくらい。

        「血は繋がってるみたいだけど、あいつを兄だと思ったことは、一瞬しかない」

        「一瞬って」

        「父親に似てるから、不義の子供なんだなって納得した時だけ。俺より年上だから、そんなに早くから愛人がいたのかってがっかりして」

        　俺の言葉に、ルードは盛大に溜め息を吐いた。

        　そして埃が積もっていることを気にもせず、古い机にドカリと座った。

        　そこからじっと俺を見るルードの目は、俺の心まで見通そうとしているかのようだった。

        「俺が聞いてたお前の噂は、後妻の連れ子で義理の兄である奴を不当に虐げて、自身は何もしない怠惰な嫡子、だ。でもな、なんっか噂が独り歩きしていたっていうか、意図的に流されてた感じだったからな。そっかそっか奴はやっぱり不義のガキだったのか……」

        「並べば一目瞭然」

        「成程。だから奴を夜会には連れて来ねえのか……」

        　ふむ、と頷いたルードは、おかしそうに顔を緩めた。

        「いいネタ仕入れたぜ」

        　連れ出して悪かったな、と机から立ち上がり、横を通り過ぎようとするルードの手首を、俺は咄嗟に掴んでいた。

        　振り返ったルードは、あからさまに不機嫌そうな顔になった。

        「なんだよ。まだ何かあるのかよ」

        「今も」

        　この間まで向けられていた凍てついた視線とはまた違った不機嫌そうな表情に、少しだけホッとしながら、俺は口を開いた。

        「まだ、治癒魔法が使えることは隠してるんだ」

        　俺の言葉を聞いた瞬間、ルードはバッと俺の手を振り払っていた。

        　

        　治癒魔法はかなり珍しい魔法で、使えるとわかると、教会預かりになるか、王宮の魔術医師団に所属するのが殆どだ。平民の場合教会、貴族の場合王宮、という区切られ方をしており、一度所属したらよほどのことがない限り忙しすぎて自由がなくなるらしい。

        　それぐらいに治癒魔法は稀有な魔法だった。

        　彼が治癒魔法を使ったから、そこらへんは即、調べた。

        　教会所属の治癒師に彼がいないかも調べたけれど、見つからなかった。

        　ということは、彼は上手く隠して生きているということだ、とホッとしていたのだ。

        　王城に所属にもなっていないで学生をしている状態ということは、今もまだ治癒魔法を隠しているということだった。

        　彼にとって本当に誰にも知られたくないことなんだというのはわかる。

        　けれど、ここでそれを出したのは。

        　噂を聞いて、彼とルードが同一人物であることを、確認したかったから。

        　そしてこの反応は、きっと……。

        「……お前、まさか」

        　本人だ、と泣きそうになった。

        　会えて嬉しかったのか、それとも、いつの間にやら貴族として生きていたことに驚いたのか、それとも、あんな風に冷たい視線を向けられて悲しかったからか、自分でもこの心情を理解できなかった。

        「あの時は、あなたのお陰で命が助かりました。ありがとうございます」

        　ゆっくりと頭を下げる。

        　もう彼は平民じゃない。

        　俺が平民を目指す意味はなくなった。

        　けれど、貴族として、あの腐ったやつらと貴族をする、というのも想像つかない。

        　目標を失った俺は、目の前にずっと心に秘めていた筈の相手がいるというのに、まるで落とし穴に落ちた様な感覚を味わっていた。

        　

        「……まさか」

        　呟いたルードは、綺麗な紫色の瞳を零れ落ちそうなほどに開いて、俺を見つめた。

        「身代金……払って貰えなかった、ボロボロのガキ……」

        　はい、と頷くと同時に、覚えていたことに不思議な感情が沸き上がる。

        　嬉しい、けれど嬉しくない。

        　こんなところで会いたくはなかったし、本人だなんて気付きたくもなかった。

        　ルードの手が俺の顔に伸びて来る。

        　ゆっくりと頬を擦られて、その手が濡れていることに気付いた。

        「……何泣いてるんだよ」

        「ずっと、探してたから……平民になれば、あなたに会えると思って……」

        「公爵家嫡男が平民なんか目指すなよ」

        「会って、救ってもらえたこと、お礼を言いたかった。でも、ここで、会っちゃったから」

        　会いたくなかった。そう吐息のような声で漏らすと、ルードは苦笑した。

        　手の平で豪快に俺の頬を拭うと、そうかよ、と相槌を打った。

        「俺も、あの時のボロボロのガキのことは忘れたことがなかったよ。すっげえ綺麗な色の瞳をしてるのに、全てを諦めた様な顔をして、あんだけ酷い怪我でも悲鳴ひとつあげねえんだから。余りにも儚くて、絶対に隠しておきたかった治癒魔法を使ってでも人間を治したいと思ったのはあん時が初めてだったぜ。他には近所の死にかけた猫と郊外の野良犬にしか使ったことなかったんだぜ」

        「野良犬と死にかけた猫と同列扱いか」

        「俺には同じに見えたんだ。もう先を見つめる気もない目ってのは、動物も人間も同じような瞳をしてるもんだ」

        　そっか、無事、ここまで大きくなってたのか、とルードは安堵の息を零していた。

        　どうしてそんな顔をするんだ。

        　嬉しそうに、俺を見て笑うのはなぜ。

        「俺がお貴族様になってて驚いたかよ」

        「信じられなかった。すぐにでも確認しないといられなかった。けれど、本人だと確認しちゃったらもう俺、どうしていいかわからなくて。別人だって言い聞かせてて、でも、噂が」

        「だから、わざわざ今頃教室まで来たわけか」

        　ルードはフッと目を逸らし、そして、皮肉気に笑った。

        「ったく、せっかく乗り気だったのによ、よりによってお前が跡取りかよ」

        　

        ✠　✠　✠

        　

        　それからは、ちょくちょくあの準備室に行った。

        　特に、昼休みはよく活用した。

        　食堂で何かを食えるほどの金は持っていなかったので、避難するのには丁度良かった。

        　俺が金を持っておらず昼飯を食べないことに気付くと、ルードは毎日昼飯を準備室に持ち込んた。そして、一人では食えないからとっとと食え、と俺に沢山の豪華な飯を食わせた。

        　ルードと友人になりたかったわけではない。例えルードがまだ平民だったとしても、彼の何かになりたいなどと思ったことはなかったし、ただただ彼に礼を言いたかっただけだった。

        　けれど、あの頃と変わりない口調で屈託ない笑みを見せられると、胸が軋んだ。

        　彼は口調と態度以外は全て優秀だった。学業も剣技も魔法もトップクラスだった。平民上がりで、小さい頃は本の一冊もないあの狭い部屋で暮らしていたのに。

        　それに比べて俺は、何一つできなかった。一人で何かをやろうとしても、お手本すらなかったので全て独学。本だって母の形見の本三冊しかなく、学習する術すらなかった。

        　まともな食べ物もなかったので、背ばかりが高くなり、痩せている。

        　暗い顔つきに髪の色も暗いので、とても陰湿に見える。

        　表情を動かすことも難しく、きちんとした会話もほぼ出来ない出来そこない。

        　あの義兄が流した噂通りの俺を、ルードだけは気にもせず懐にいれてくれた。

        　そして、顔を見るたびに「飯食え、飯」と言われるようになった。

        「現状変わりねえのかよ。本宅どうした本宅。お前本来なら沢山の手下に傅かれて豪勢な飯食ってねえとだめだろ」

        「ルード飯の話ばっかり」

        「お前が細っこいからだよ。肉付けろ肉」

        　そう言うルードの体つきは程よく筋肉が付いていて、見ていてとても綺麗だった。動きもしなやかで、勝気な目線と相まって、とてもかっこよく見える。

        　ルードはよく家での俺のことを訊いてきた。心配しているのか何なのか、聞いた後は必ず顔を顰めて、小さな菓子をくれた。子供じゃないというと、餌付けだよ餌付け、と笑った。

        　もしかしたら治癒魔法のことを誰かに言わないために監視しているのかと思ったこともある。けれど、実際俺は学園でも教師とルード以外とは口を利かないし、そもそも誰も家にいないからそんな大事な秘密を打ち明ける機会も何もない。それを言ったら、何故かルードに頭を手の平で殴られた。イラっとした顔をしていた。

        「てめえはあれだ。情緒がガキだ。んなこと疑ってもいねえよバァカ」

        　ルードにバカと言われても、全然嫌な気がしないのが不思議でならなかった。他のやつらが言っているのを聞くと、即座に張り倒したくなるのに。

        　ルードも学園ではあまり誰かと行動を共にしていることはない。

        　俺は悪辣令息と呼ばれ、ルードはどうやら悪虐令息と呼ばれているらしい。

        　そんな二人が、休憩中はこんな狭い埃塗れの部屋で、顔をつきあわせて勉強なんて物をしているなんて、滑稽すぎて笑えてくる。

        　今日も、悪虐令息が伯爵家を潰した、とまことしやかに囁かれていた。

        　実際同じ暮らしだったその伯爵令息は、昨日から学園に来ていない。でも本当にルードが潰したのかは、聞く気も調べる気もない。

        　でももし、ルードが他家を潰すほどの力があるのなら、とふと思う。

        　うちを跡形もなく潰してくれないだろうか。

        　あの家族を路頭に迷わせてくれないだろうか。

        　そんなことを、思う。

        　睫毛を伏せるルードは、教科書を説明してくれている。

        　その睫毛は長く、とても綺麗な顔は真剣そのもので、煌めく紫色の瞳には冴えない俺の顔が映って。

        「こら、説明してるんだから真面目に聞けよ」

        　不機嫌そうに細められた顔すら、嬉しいと思ってしまう。

        「何怒られてるのに楽しそうな顔してるんだよ」

        「なんか、ずっと一緒にいたいと思ってたから、嬉しくて」

        　本音を漏らすと、ルードは少しだけ照れたような顔をして、フンと鼻を鳴らした。そして、その後、一瞬だけ目を細めて横を向いた。

        「ちゃんと聞かねえともう教えてやらねえぞ」

        「こんな勉強は出来なくても、読み書き計算が出来るから生きていける」

        「あのな、公爵家の嫡男って言ったらそんな甘いこと言ってらんねえぞ」

        「あいつが俺に継がせるわけない。多分継ぐための勉強は奴が全部やってるだろうし」

        「この国の法ではジェイソンはブラウン家を継げねえよ。公爵がわが身可愛さに認知しなかったんだろ。だったら継ぐとしたらアランだけだろ」

        「じゃあ俺の代で潰せばいいんじゃないかな」

        　特に家を継ぎたいと思ったこともなかったので、軽く流すと、ルードは呆れたように溜息を吐いた後、俺の髪の毛をガシガシと撫でた。

        「……潰して、いいのかよ」

        「いいんじゃないか。あいつらが路頭に迷うのはかなりスカッとする気がするから」

        「……そうかよ」

        　俺の答えを聞いたルードは、少し間をおいてから、ぽつりと相槌を打った。

        　

        　それから一週間後、制服を着て外に出た俺は、本宅を囲んだ騎士団を見て、動きを止めた。

        　父、義兄、義母、そして俺の四人は、王宮に連行された。本宅の中は騎士団に隅々まで調べられたらしい。

        　何が起こったのか、俺にはわからないまま、王宮の奥まったところにある裁定の間という所に連れて行かれた。

        　そこからは怒涛のようだった。

        　初めてわかった、父の不正。ついでに不義や嫡子虐待が宰相以下そういう悪事を裁く人たちの手によって読み上げられた。

        　淡々と読み上げられる父の悪事を聞いて、正直、今更か、と思った。

        証人席には王宮に務める貴族達がずらりと並び、父たちと俺は離れて座らされている。

        　ここで父たちの罪がどれほどのものかを裁定し、これからの家の存続とか賠償金などを決めるらしい。途中で口を挟むことは罪になると最初に言われていたし、俺は特に言うことはないので、ただ座って成り行きを見ていた。

        「以上、裏付けも取れているので、ジェイク・ブラウン、ナタリー・ブラウン、ジェイソン・ブラウンを有罪とし、領地の没収及び罰金、家督の速やかなる相続を命ずる」

        　中央にいる裁定者が判決を述べると、父の顔が歪むのが見えた。

        　目が合った瞬間、まるで俺を視線で射殺すほどの憎悪を浮かべたので、溜息を呑み込む。

        　ここに来て、俺は一言も口を利いていないし、騎士団が家を囲んでいたのも驚いた。決して俺じゃないんだが、父はまるで俺が父を訴えたように思っているらしい。

        　それにしても、と父から裁定者に視線を向けると、裁定者はまるで何事もなかったかのような動きで中央から移動した。今、家督相続と言っていなかったか。誰に、と首を傾げる。

        　さすがに公爵家がお家取り潰しは国として難しいのはわかる。広大な領地を王の代理で治め、代々王家から王女や立太子しなかった王族が降下し、尊い血筋の国の柱として立っていた家柄だ。そんな家が没落となると、下手するとバランスが狂って国まで沈みかねない。けれど、今の公爵は父で、相続するとしたら、誰なのか。

        　今までそれらしい勉強もしてこない、学業の成績も最低ランクの俺には、公爵家を継ぐだけの能力はない。どちらにしろ、うちは終わるということか。

        　ここに立っている時点で俺も何らかの罰を受ける物だと思っていたけれど、待てど暮らせど何もないまま裁定が終わってしまった。

        　気付けば、父たちは騎士に連れられて、どこかへ消えていた。最後の姿がどんなものかなど、見てもいなかった。

        　それよりも俺はこれからどうしたらいいんだろう。

        　家に帰っていいんだろうか。朝から何も食べていないから腹が減ったんだが。

        　そんなことを考えていると、俺をこの部屋に案内してくれた人が俺を呼びに来た。

        　別室に案内され、部屋に入ると、そこにはルードとルードによく似た壮年の人が立っていた。身なりはとても身分の高い人のようだった。ああ、この人がガーネット公爵か、とすぐにわかる。

        　挨拶もそこそこに、俺はルードの前の立派なソファに座らされた。

        「お疲れ。これが家督相続の書類な。そしてこっちが公爵就任の書類。ついでにこっちがお前のクソ親父のやらかしたことに対する相続時の恩赦の内容を承認する書類。他にもたんまりあるから、全部読め。そしてサインしろ」

        　ルードがニヤリと笑って矢継ぎ早に説明していく。目を白黒させていると、ルードの後頭部を公爵が軽く叩いた。

        「ルード、口調を改めなさい。ここは公の場だ。それにアラン君が驚いている」

        「うるせえな。アランの前でかしこまるのは絶対に嫌なんだよ」

        「しかし、君がアラン君の指南役になるんだろう。その態度では了承できないな」

        「そういう約束をしたからここまで調べ上げたんだろ。破る気かよ、お貴族様よ」

        　目の前で言い合いが始まってしまったけれど、ここまで来ても俺は何が何だかわからなかった。あの、と躊躇いがちに口を開いた瞬間、ルードが俺を見てニヤリと笑った。

        「悪いな。あいつらを牢獄に追いやったの、俺。あいつらを潰して欲しかったんだろ」

        　ルードはとても魅力的な悪どい笑みで、俺の視線を釘付けにした。

        　

        　もともと、父は家を継いでから権力を盾に色々と悪いことに手を染めていたらしい。王家もそれを憂いていて、けれど北の地の内乱を収めるのに苦労していて、うちまで手が回らなかったんだとか。その内乱が前王弟殿下が降下した公爵家の領地内だったから王家も手を出さざるを得なかったとかなんだとか。

        　学園でルードが家を潰したのどうのという噂は、本当だった。

        　ルードが色々な伝手を使って内乱を起こした家を片っ端から潰していったらしい。内乱平定の功労者として、ルードは俺の恩赦を願ったのだとか。

        　王宮でも父は俺が無能だと言いふらしていたので、少しだけ揉めたけれど、そこはガーネット公爵が収めたのだとか。

        　なるほどと聞きながらも、俺にそんなことを教えてどうするんだろう、と首を捻っていると、ガーネット公爵は威厳たっぷりに微笑んだ。

        「これからは、君が三大公爵家の代表として私の隣に立つことになるんだ。頑張りなさい。補佐として、うちからルードが君につく。一応出来る限り詰め込んだから、態度以外は有能なはずだよ」

        　よろしく、とルードと握手を交わしてからも、俺はその話が夢うつつの出来事のような気がしてならなかった。

        　

        　けれど。

        　ルードと共に帰宅し、離れに戻ろうとしたところをルードに本宅に拉致され、玄関口で使用人一同に出迎えられたときに、ようやくこれが現実のことなんだとわかった。

        　主人の部屋ですと通された部屋は調度品が目に眩しくて落ち着かず、俺は傍に控えた執事に最初の命令を出した。

        「このゴテゴテの家具が落ち着かないから、どこぞに売っぱらってください」

        　それを聞いていたルードは大笑いして、同意していた。

        　初めて食べるような豪華な食事、ホカホカと温かい湯の入った広い風呂、ふわふわのベッド、どれをとっても慣れなくて、俺はソファの上に毛布を手に丸まった。

        「アラン、いるか」

        　夜、ノックと共にルードが部屋に入って来た。

        　手にはとても高そうなワインを持っている。部屋に置かれていたグラスを二つ並べると、ルードはワインを注いで、俺に手渡した。

        「慣れないか」

        「慣れない」

        「売っぱらった家具はもっと落ち着いた家具に変わるから」

        「この家具って無駄じゃねえの」

        「おいおい使い道を教えるさ。それよりも今日は祝杯を上げようぜ」

        「祝杯……？」

        「新生アラン・ブラウン公爵の誕生に」

        　ほら、とグラスを掲げるルードに反射で同じようにすると、ルードは一口飲んでから、フッと気を抜いたような笑みを浮かべた。

        「これで、アランを虐げるやつはいなくなったぜ」

        「平民にはもうなれないんだな、俺は」

        「アランが平民になりたかったのって、俺に会いたかったからだろ」

        「どうかな、そうかも。それだけが支えだった」

        　俺もワインを飲むと、初めてのアルコールがじわっと胃に染みた。その後カッと頬が熱くなり、気分が少し浮上する。

        　そう言えば今日は緊張しっぱなしだったな、と思いながらもう一口ワインを飲む。

        「最初すげえ冷たい目で見られたときは、あの時の少年とルードが別人だと思い込もうとしたくらい」

        　ワインを飲むごとに気分が上昇し、口が軽くなる気がする。

        　目の前にルードがいるから余計に気分が浮上するのかもしれない。

        　ずっと、救ってもらったあの時から、ルードに焦がれていたのだから。

        「ばっかだなあ……あんなぼろくその平民なんて忘れりゃいいのに」

        「忘れられない。だって、ルードだけが俺を心配してくれたから」

        「俺はここに居るから、もう平民になんてならなくていいんだよ」

        　母が亡くなったのは四歳の時。その後すぐ義母たちが家に来て、母の身の回りの世話をしていた使用人たちがすぐに本宅に呼び戻された。残ったのは乳母だけで、けれどその乳母も俺が七歳の時、解雇された。誘拐された時だった。きっと父は俺がそのまま殺されたか奴隷落ちすると思って、乳母を解雇したんだと思う。けれど俺が戻ってきてしまって、きっと色々と予定が狂ったんじゃなかろうか。

        　たまに乳母がこっそり服や食べ物を差し入れてくれたけれど、触れていた優しさと言うものは、それだけだ。そんな中、命を助けてもらうという強烈な体験は、俺にとって本当に大事な想い出だった。あれがなかったら、たとえ家に帰って来ていたとしても、離れで孤独に死んでいたと思う。

        　改めて思う。

        　四六時中感じていた悪意に晒されなくなり、しかも隣にあの水色の髪の少年がいる。

        　これは奇跡じゃなかろうか。

        　一つ一つ書類の説明を受けてサインを書いている間も、目の前で美味しそうに酒を飲むルードを見ている間も、俺はまだ、現実だと実感できていない。

        　フワフワとした頭は、焦がれていた人に手を伸ばせと、触れて確かめろと急かしてくる。

        「今日こんなに嬉しいのに、寝て起きたらまた離れのベッドだったりしたら俺……きっともう立ち直れないと思う……」

        　初めて弱音を零す。

        　ワインの酩酊感が俺の背中を後押しする。

        「ルードが隣にいなくなったら俺、きっと呼吸も出来なくなる気がする」

        「アラン」

        「寝るのが怖いなんて思ったの、初めてだ」

        　こんなに豪華な部屋にいて、こんなに美味しいワインを飲んでいるのに。

        　いや、だからこそ、夢が覚めて前と同じところに戻ったらもう、一瞬で贅沢を覚えてしまった俺は。

        　両手で顔を覆って、ぽつりぽつりと零したら、ソファの隣が沈んだ。

        「アラン」

        　高くなく、されど、そこまで低くもない落ち着いた声が、俺のすぐ横から聞こえてくる。「夢じゃない。眠れないなら、俺が横にいてやる。起きた時俺の顔があったら、アランは安心するか？　眠れないなら、ちゃんと眠れるようにしてやる。アラン、だから、俺を見ろよ」

        　そっと手を外されて、声につられるように視線を向けると、そこには辛そうな、それでいて、きちんと俺を真っすぐ見つめている綺麗な紫の瞳があった。

        「もう、ずっと一緒だ。これからは俺が、アランの手足になってやる。もう、身代金も払わねえ腐れ親父はいないんだ。安心して俺に身を委ねろよ」

        　な、と優しい響きの声で促され、俺は考えるより先に頷いていた。

        　

        　二人で広いベッドに入り、同じ枕にお互い向き合って頭を並べる。

        　まっすぐ俺を見るルードは、今まで見たどの顔よりも、大人びて見えた。

        　身体にかかるルードの腕の重さが、とても安心する。

        　ルードの体温が、今まで感じたことのない感情を湧き上がらせた。

        　ずっと、ずっとあの少年と一緒に居られるようになったらどれほど毎日が楽しいんだろう、と色あせた日々の中で、そこだけ鮮やかに夢を描かせていた。

        　それが、こんな形で叶うなんて。

        　しかも、俺を安心させるように一緒のベッドに寝てくれるなんて。

        　じんわりと胸が温かくなって、思わずルードの身体に自分の身体を寄せると、俺に乗せられていた腕が俺の身体を更に密着させるように引き寄せてくれた。それがまた、心地よい。

        　好きだ、と自然と言葉が口を突いて出ていた。

        　そう、ずっと小さい頃から、ルードだけが俺の支えだった。

        　ただ一人、見も知らない俺を助けてくれたルード。

        　学園では「悪虐令息」なんて呼ばれていたけれど、俺はルードが誰よりも優しいのを知っている。

        　ルードの体温に包まれて、俺は自然と顔を緩めていた。

        「こんな状態で可愛い顔するなよ」

        「こんな状態って？」

        「こんな身体を密着させた無防備な状態ってこと。そんな可愛い顔見たら、ただ一緒に並んで寝るだけじゃ済まなくなるから」

        　囁くようにそんなことを言ったルードは、ちゅ、と俺の耳元に口付けをして、腰をぐい、と引き寄せた。

        　触れた場所に、硬くて熱い感触があり、俺はそこでようやくルードが何を言っているのか理解した。

        「……俺たちどっちも、男だから」

        　たとえ俺に欲情してくれたとしても、どうしようもない。

        　そう呟くと、ルードはニヤリと笑って「男どうしても愛し合えるから」と背中に回した手を移動させた。

        　

        　

        「あ……っ、は、んン……っ」

        　キスで口を塞がれて、漏れる喘ぎが堰き止められる。

        　ルードの熱を帯びたペニスが頭をもたげ始めた俺のペニスにこすりつけられて、それだけで腰が砕けそうになる。クチュ、と水音を上げるルードの指が、ねっとりとした薬剤を絡ませたまま、俺の身体の中を広げていく。

        　口を離すごとにルードは俺に可愛いと言い、また貪るように口の中を舌で蹂躙していく。

        　口も、ペニスも、後孔からの身体の中への刺激も、背中を宥めるように撫でる手の平も、総てが気持ちよかった。

        　サラリと顔にかかる薄い水色の髪が、気持ちよさだけじゃない愛しさと熱を胸に湧き上がらせていく。

        「ルード、ルード……っ！」

        　こんな行為、自分がだれかとするとは全く思わなかった。

        　ルードと身体を重ねるなんて、考えてもいなかった。けれど、触れ合うお互いのペニスは既にはち切れそうなほどの熱を持ち、この行為が夢じゃないことを自覚させていた。

        「もう、挿れたい。も、アランが可愛すぎて我慢できねえ……っ、挿れて、いいか」

        「ん……っ」

        　俺も身体の中の疼きに堪えられなくて頷くと、ルードの指が抜けていった。

        　そして、代わりの熱がそこに宛がわれる。

        　ぎち、と周りの壁を押し広げるように、ルードの熱が俺の中に、少しずつ少しずつ埋め込まれていく。

        　痛い、苦しい、熱い、嬉しい。

        　熱に浮かされたように、俺はその言葉だけを繰り返し、ルードのペニスがすべて俺に収まった時には、自分が粗相した白濁で、俺の腹は汚れていた。

        「っは、挿いった……」

        　繋がれたことに感動していると、ルードが少しだけ笑って、「馬鹿だな」と身を屈めた。

        　その動き中を刺激して、口から声が漏れる。

        　ぞわぞわする感覚を深呼吸で逃すと、太腿を手で掴まれ、足を開かれた。

        「あ、あぁぁ……っ、や、待って……っ、抜くな……っ」

        　ズルル、とルードの熱が抜けていくのが耐えられなくて思わず声を上げると、もう一度ルードが笑った。

        「抜かねえよ。思う存分アランを喘がせたいから、動くだけだって。可愛いなあ、こんなに俺を求めて。離さないってぎゅうぎゅうに咥えて……離さねえのは俺の方だっての……」

        　まるで独り言のように小さく呟くと、ルードは一気に奥まで熱を突き入れた。

        　そこからは緩く、激しく、たまに宥めるように、かと思うと翻弄するように奥に奥に入り込み、俺の中に熱を飛ばした。

        　ずるりと抜けていくルードのペニスを名残惜しく思いながら、乱れた息を整えていると、ルードが口を重ね、舌を絡ませた。それだけで、またも下腹部にねっとりと欲に塗れた熱が生れた気がした。

        　

        　

        　重怠い身体で寝返りを打とうとすると、身動きが取れないことに気付いた。

        　こんなことは初めてで、ハッとして逃げようとした途端、身体に甘い疼きが走る。

        　トン、と何かに身体の奥を突かれて、口から自分の声とは思えない甘い声が零れた。

        　カーテン越しに、陽の光が優しく部屋を照らしている。

        　何が起きたかわからないまま、振り返ろうとすると、耳元で「おはよう」と声がした。

        「……ルード」

        「ああ、声掠れちまったな。昨日散々啼かせたから。って、こら、動くなって。抜けちまう」

        「なんで朝からペニス突っ込んでるんだよ……っ」

        「アランの尻がな、魅力的すぎて」

        　包み込まれるように後ろから抱き締められながら、ルードの腰が動く。その度に口から嬌声が漏れて、止めることもできない。

        　またしても奥に熱を放出されて、俺も、俺のペニスを包んでいたルードの手の中に白濁を放ってしまった。

        　ほう、と息を吐いて、抜けていくルードの感触に耐えると、少し離れた背中がやけに寒く感じた。

        「あー、朝からアランとヤれるなんて幸せ」

        「尻が魅力的ってなんだよ」

        「そのまんまだよ。平民は愛と肉欲は直結するんだよ」

        「ルードはもう公爵令息じゃないか」

        「平民育ちはそうそう変えられねえよ。肩書は立派でも、どうも愛情は下半身に直結するたちなんだ」

        　全身を惜しげもなく晒しながら、ルードが朗らかに笑う。

        　起き上がろうとして腹の奥の違和感に撃沈しながら、俺はチラリとルードを見上げた。

        「なんで、ルードは貴族になったんだ」

        「平民の方がよかったか？」

        「そういうわけじゃないし、ルードがちゃんと腹いっぱい食べてたのを知ったのは、嬉しかったけど」

        　あの時のルードは、貴族を嫌っているように見えた。俺もまだ幼かったから、その時感じたことが本当かどうかはわからないけれど、自分から貴族になるとは思えなかった。

        　けれど、それを言うには、幼いルードと共にした時間は一瞬すぎて。

        　ルードはそんな俺の髪を指で梳くと、少しだけ苦い表情を浮かべた。

        「俺がどこぞの貴族の子だってのは、あの女に聞いてはいたんだ。だけど迎えにも来ない、金すら出さない血の繋がりだけの父親なんぞ、俺はいない方がいいと思ってた。そして、そんな情もない貴族ってものをひとくくりに嫌ってた。あの女が働いている娼館だって、貴族が相手の時は、娼婦は何をされても泣き寝入りだ。下手したらもうボロボロにされる女だっていた。それでも、金を積み重ねれば娼館の上のやつらは何も言わないし、どこからか新しい女を拾って来るだけ。貴族になんかなる気もなかった」

        　淡々と落ち着いた声で語られた言葉は、俺にも苦い思いを湧き上がらせる。

        「それはお前が裏路地で追われていた時も同じだった。ボロボロの小さな子供を捨てるような貴族なんて、滅びればいいとすら思ったね。けどな」

        　言葉を止めたルードは、ゆっくりと俺の腹を撫でた。

        　あの時助けた貴族のガキは、ずっと気になっていた、と、囁くように小さな声で言った。

        　

        　ルードの父親は、子のいなかったガーネット公爵の弟だったそうだ。その弟は真面目な公爵とは正反対の女好きで、フラフラとあちこちで手を出しては消えていたらしい。母親が病気で亡くなる前後、ルードの父親の血縁である公爵が、ルードを家に迎え入れたいと接触を図って来た。そして、寝たきりになった母親を手厚く看病し、その看病も空しく母親が天に召した後は、公爵がルードを引き取りたいと申し出たそうだ。

        　反発して、追い返そうとしたときに、ふとボロボロだった俺のことが頭をよぎったそうだ。

        　もう身内も誰もいない、まだまだ自分もガキで、一人でこんな治安の悪い場所で暮らしていけるとは思えない、それに、あの時助けたガキが今どうしているか、気になったから、養子になることを了承した。

        　まるで天気の話をするかのような軽い言い方に、ルードらしさが垣間見えて、その話が真実だとくすぐったくなった。

        「なんで俺のことが気になったんだ」

        　俺が質問すると、ルードはフッと窓の光に目を向けた。

        　キラキラと、紫色の宝石のように、ルードの瞳が光る。

        「拾ったときさ、お前、もうすべてを投げ出した目をしてたんだよ。よく裏路地で見る死にそうな奴の目と同じ。本当なら放置するところだったんだけど、でもお前さ、そんな目をしながらも、這いずってでも逃げようとしてたから。矛盾したその行動に、興味を引かれたんだ。んで拾ってみれば、死にそうな傷がたんまりだろ。同じくらいの子供に目の前で死なれるのはさすがにちょっと嫌だったから、そっと治して。でも人間の身体を治したのは初めてだったから、魔力があんなに食うとは思わなくてさ。魔力がなくなって眩暈がして、起きたらお前がいなくなってたから、どうなったかずっと気になってたんだ。それに、俺の魔法のことを他で漏らさないかってのも」

        　ずっとずっと気にかけてて、お前があの時の子供だってわかった時は、なんつうか、ようやく恋焦がれたやつを見つけた、みたいな感情が沸き上がって、我ながら笑えたぜ、とルードは自嘲気味に笑った。

        　俺の噂も、俺が件の悪辣令息だとわかった瞬間、あの義兄が周りを騙していたということがわかったらしい。

        　だからあの時から冷たい視線を向けられることはなくなったのか、と、一瞬で俺を信じてくれたルードに心が温かくなった。

        　ガーネット公爵家に引き取られてから身につけた沢山の知識も、もし俺が今も苛められていたら、その家から貰ってきて自分の家の子にしようと思ってのことらしい。

        「俺のために、頑張ってくれたんだ」

        「あ、いや、んなわけ……んん、馬鹿、そう言うのは黙ってろよ！」

        　照れた様な顔をするルードが愛おしくなって、俺はルードの身体に腕を回して抱き締めた。

        　その勉強も、俺の補佐としてこの家に来てしまったから、無駄になることになる。もともとガーネット公爵家を継ぐために養子になったはずなのに、俺の補佐としてブラウン公爵家に来てしまったんだから。

        　それでもいいのか、と訊くと、ルードは目を細めた。

        「もともとそのつもりでなったからいいんだ。それに俺はお貴族様なんて柄じゃねえんだよ。表に立って何かをするより、裏でお前のことを追い落とそうとするやつを潰してく方が性に合ってるから、素直に喜んでおけよ」

        　ぎゅ、と抱き返されて、俺は目を閉じた。

        　あまりにも目まぐるしい変化に、眩暈がしてくる。

        　けれど、この身体に感じるルードの体温は、これは夢じゃなく現実だということをしっかりと俺に教えてくれていて。

        　この日を境に、俺は公私ともに最良の、生涯のパートナーを手に入れた。

        　

        ※※※

        　

        「アラン、もう朝食の時間だ。起きろ」

        「……俺を寝かせなかったの、ルードだろ……無理、眠い」

        「アランが俺を離さなかったのがいけねえんだろ。もっともっとって啼いてて可愛いったらねえんだから。そんな可愛いお前が悪い」

        　次の日からは毎日毎日、この状況が夢なんじゃないか、なんて思う暇もない程に、ルードに愛され、沢山のことを教えられ、心も身体も満たされた。

        　国王から二つの公爵家が跡取りもいないのは問題だと指摘された時も、臆することなく「俺にはもうアランがいるから他の誰かを愛するなんてそんな器用なことは出来ない」とすっぱり切って捨てたルードに惚れ直したのは一生忘れないと思った。

        「でも、確かに後継ぎがいないと存続は出来ないよな」

        　二人きりの寝室で、思い出したようにそう言うと、ルードはニヤリと笑って、なんてことない様に最適解を教えてくれた。

        「適当に親族の使えるガキを養子にして、さっさと教育して家を渡しちまえばいいんだよ」

        　そして、家督を譲った後は、二人で悠々自適に片田舎でのんびりすればいいんじゃねえ。というルードの言葉に、俺は声を出して笑った。権力に何の未練もないルードが可笑しくて愛おしかった。　

        「家督を譲ったら、二人で平民になろうじゃねえか」

        　その言葉は、俺の心をとてもくすぐり、ルードに「お前こそ権力に未練がねえじゃねえかよ」と笑われたのだった。

        　

        　悪虐令息と悪辣令息。

        　名を聞いただけで眉を顰められた二人は、後に国を背負って立つほどの有能な人材として、国王の両翼となるのだが、彼らが田舎でのんびり暮らすという希望を叶えることが出来たのかを記した歴史書は、未だ見つかっていない。

        　

        　

        　

        　ＥＮＤ

        


    

    
        あとがき


        猫宮乾	@inuinudooooooog

        	

        　猫宮乾と申します。この度は、悪役令息アンソロジーに参加させて頂き嬉しいです。少しでも皆様に楽しんでいただけたら幸いだと思いつつ、主催様・ご参加された皆様にも感謝の気持ちをお伝えしたいです。さて拙作の内容は、すれ違い（？）というのか、両片想いというのか、初恋を拗らせている愛情が見えにくい攻めの王子と、悪役令息の受けが相思相愛になるお話です。初恋って、良いなぁと思います。悪役になる前のまだ純粋だった頃の出会いというのは、なんだか貴重なのかなぁと書きながら思っておりました。すごく楽しく書く事が出来て、感無量です。それでは、どうぞよろしくお願いいたします。また、ご覧頂き感謝です。有難うございます！

        Kindle著者ページ

        個人サイト：http://naminisizumu.sakura.ne.jp/inu/index.html

        


        匠野ワカ	@waka_takumino	

        　

        　

        匠野ワカです。

        私のお話はほぼエロという、後半なんてエッチしかしていないお話です。ガチムチはかわいい受けであれという魂の叫びを、ぎゅぎゅっと詰め込みました。他の素敵なお話の箸休めとして、頭を空っぽにして変態兄弟をお楽しみいただければ幸いです。

        このたびは悪役令息アンソロジーの末席にお邪魔させていただき、ありがとうございました！

        　

        Kindle著者ページ

        


        屑籠	@kuroutsu

        　

        　BLはファンタジーです。どうも、屑籠です。

        　読んでいただき、ありがとうございました。アンソロジーというものに初めて参加させていただきました。楽しんでいただけていれば幸いです。

        屑籠

        


        noel	@noelnoel_novel 

        　

        noelです。

        自分が悪役令息物を描くなんて思ってもいなかったので、誘っていただいたときには驚きましたが、とても楽しかったです。未だに、これを悪役令息物と言っていいのかどうかには悩みますが……。

        一応、ほのぼの担当としての役割は果たしたつもり！

        読んでいただいてありがとうございました！

        


        荊汀森栖	@ibara_no_mori	

        　

        荊汀森栖（ケティ・モーリス）と申します。此の度は悪役令息アンソロジーにお誘いいただき有難うございます。豪華執筆陣の皆様に囲まれ、緊張しながらも楽しく書かせていただきました。少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。

        


        松田カエン	@folleto 

        　

        悪役令息アンソロ頒布おめでとうございます！美少年書けるかなって心配でしたが結構普通に書けましたね！嬉しい！やっぱり食に負ける男の子は書いてて楽しいです。今後は二人で辺境地を盛り立てていくはず…！楽しかったですありがとうございました！

        　

        


        iroha	@iroha_isikunagi 

        　

        irohaと申します。前から一度は書いてみたいなと思っていた悪役令息モノに挑戦してみました。豪華かつ楽しいメンバーとご一緒できて、参加できたことに感謝しつつ『これって悪役令息モノと言えるのか？』というツッコミがこないことを祈りつつ。少しでも楽しんでいただけましたら幸いです。


        珈琲きの子	@kaku_renbo_nvl

        　

        素敵なアンソロジーに参加させて頂き、ありがとうございました！　性癖でしかない「悪役令息」をアンソロで読めるなんて俺得すぎて、即参加させて頂きました。本当に企画して頂き感謝の念に堪えません。

        私のお話は最初にガツンとモブレが来るのですが、復讐に見えて救いのお話になっています。思い切り念を注ぎ込みましたので、最後まで楽しんで頂けると幸いです！

        　

        kindle著者ページ


        朝陽天満	@tenma_asahi	

        　

        朝陽天満です。この度は悪役令息アンソロジーに参加させてくださってありがとうございました。ただいま私の中では悪役令息ブーム到来中です！　この悪役令息オンパレードのワクワク感を、皆様で分かち合えたらとても幸せです。こんな機会をくださったてんつぶ様、言い出しっぺの猫宮様、とても胸熱の作品を仕上げてくださった尊敬する作家様方、本当にありがとうございました！

        


        てんつぶ　＠tentubu5656

        　

        　ここまで読んでくださってありがとうございました。楽しいご縁をいただき、主催をさせていただきました。悪役令息……と一言で言っても、本当に皆様の作品はそれぞれが独自の世界観で、笑ったり涙ぐんだりぞっとしたりと、読者のみ名様より一足先に楽しませて頂きました。役得です。

        　ご参加者の皆様、楽しい時間をありがとうございました。

        　お読み頂いた皆様にも、感謝の気持ちしかありません。

        　また機会があればどこかで。

        　本当にありがとうございました。

        　

        Kindle著者ページ


        　

        


        

        

    
OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001.jpg
BRSERT7 vV ov—
A TADR
¥17H : 2022/2/KH
HAE G @tentubub656
Filk : AR5 K

PRE - TADR





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		【時は進む】　猫宮乾


		【悪役令息は楽したい！】　 匠野ワカ


		【知らない方が幸せだった】　屑籠


		【銀薔薇の箱庭】 noel


		【君のためにできること】　荊汀森栖


		【わるいのはだれだ】　てんつぶ


		【悪役令息の攻略方法】　松田カエン


		【夜明けの祈誓】　iroha


		【廻り巡る星の下で】　珈琲きの子


		【悪逆令息と悪辣令息】　朝陽天満


		あとがき









Guide



			Cover


    		本文








OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
—H

7=
Jo9-

Iy
¢

7%





